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千葉県総合スポーツセンタ
JFE千葉体育館
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このマークは、若人と力と技と明朗な精神を象徴するものである。

このマークを構成している3つの「 K」 1よ、次の ドイツ語の頭文字をとったもので、

若人の情熱を示す紅色によつて浮き出され、高体連のシンボルマークとされている。

KRAFT  KUNST  KLARHEIT
「力」     「技」   「明朗な精神」

き ら

辛く苦しい練習に耐え、全力を尽くした後におとす

れる、勝敗を超えた清々しさや達成感を、選手の皆さ

んに感じてほしい、という気持ちを込めました。

千葉県船橋市立湊中学校 鈴木 諒介

シンボルマーク
=

「慢めく青春 南関東総体 2014」
一人一人が主役となり、高校時代の青春を作りあげてほしいという願いを込め、「燈 (きら)め く青春」と

いうフレーズにまとめました。

東京都立桐ケ丘高等学校 白石 璃生

大会スローガン
=
為,1彙 1́♂掲ち撫、

′    ‐     ン   ‐

スローガン毛筆作品

東京都立板橋有徳高等学校 藤江 彩乃

四色で四都県をイメージしました。

左上へ伸びる形は、お互い高め合って競争する様子を表し、円になっていくこと

で競い合う中でも協力し合つている様子を表しました。

山梨県立甲府西高等学校 柳本 :薫

総含ポスター図案

背景の水色は冷静、赤色は情熱、黄色は感動、紫色は誇りをイメージしました。

また、大会に挑む姿を、筆で描いたようなタッチにし、選手達の躍動感も表しま

した。

神奈川県立小田原城北工業高等学校 池田 麻里子
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公益財団法人

会 長
全国高等学校体育連盟

小 野    力

皇太子殿下、同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、平成 26年度全国高等学校総合体育大会、

「建めく青春 南関東総体 2014」 が、東京都、千葉県、神奈川県、山梨県において「君の

汗 輝く一滴 勝利の雫」を大会のスローガンとして、このように盛大に開催できますこ

とは、まことに意義深く、高等学校における体育・スポーツ活動のよリー層の振興と発展

を願う者にとり大きな喜びであります。

栄えある全国高校総体に出場される選手および学校関係者の皆さん、出場おめでとうご

ざいます。これまでのご努力に対し、心から敬意を表するとともに、改めて、今、この地

に立つ喜びを実感していただき、大会でその実力を遺憾なく発揮されますことを願ってお

ります。全国高等学校体育連盟にとりましても、高等学校における体育・スポーツ活動の

よリー層の発展と競技力の向上を願うばかりです。

昨年は、2020年東京オリンピック・パラリンピック大会の開催が正式に決まりました。

そして今年は、2014サッカーワールドカップブラジル大会が開催され、日本選手の活躍に

注目が集まるなど、国をあげてスポーツ活動への関心が高まっております。

国内最大の高校生スポーツの祭典である本大会に出場する選手の皆さんには、次代を担

う我が国スポーツ界の精鋭として、期待をこめた熱い視線が注がれています。どうか各競

技種目の代表としての自信と誇りを胸に堂々と競技し、全国に夢と感動を発信してくださ

い。そして、 6年後の東京オリンピックの大舞台にこの大会から羽ばたく選手が数多く育

つことを願っています。

また、この機会にぜひとも各都県の方々と交流を深め、信頼と友情の輪を広げるととも

に、都県の自然や産業にも触れて下さい。

結びに、本大会開催にあたりご尽力を賜りました東京都、千葉県、神奈川県、山梨県の

各実行委員会、会場地市町村、各競技団体をはじめ多くの関係の皆さまに心より御礼申し

上げ、大会会長のあいさつといたします。

-8-
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公益財団法人

会 長
日本バドミントン協会

綿 貫 民 輔

全国各地区から厳しい予選を勝ち抜かれた選手諸君ならびに関係の皆様をお迎えして、

ここ千葉市で「平成26年度全国高等学校総合体育大会 高松宮記念杯第65回全国高等

学校バドミントン選手権大会」が開催されますことは、誠に喜びにたえません。

本大会は、高校生最大のスポーツの祭典です。「君の汗 輝く一滴 勝利の雫」のスロー

ガンのもと、全力を尽くして競技していただきたいと思います。

本会に於きましては、かねてから都道府県協会における一貫指導体制の構築を図り、ジュ

ニア強化育成に取り組んでまいりました。昨年の世界ジュニア選手権大会では女子シング

ルス優勝 。準優勝、ヨネックスオープンジャパンでは女子シングルス優勝・準優勝、男子

シングルス準優勝、女子ダブルス3位など、これまでの取り組みが大きな成果となって表

れてまいりました。2020年 に東京オリンピック開催が決定し、スポーツに対する関心

が高まるなか、オリンピック出場が期待されるジュニア年代の選手には、メダル獲得に向

けてよリー層奮起して頂きたいと思います。

各県を代表して参加されている選手の皆さんは、厳しい練習に耐え、優れた技術、たく

ましい体や精神力をもって大会に参加されているものと思います。これまでに培われた技

能を存分に発揮し、熱のこもった戦いを期待するとともに、相互の交流と友情を深め、切

磋琢磨され、更に次代を担う日本代表選手として飛躍されることを祈念しております。

終わりに、本大会の開催にあたり、深い御理解と御協力をいただき、その準備のために

格別なる御尽力を賜りました千葉市はじめ、地元関係各位、並びに大会役員の皆様に心か

ら敬意を表しますとともに感謝申し上げ、挨拶といたします。

-9-
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祝 辞

文部科学大臣
~下

村 博 文

平成 26年度全国高等学校総合体育大会「建めく青春 南関東総体 2014」 が、全国から

多数の参加者を得て、開催されますことを心からお祝い申し上げます。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆さん、本当に

おめでとうございます。これまでの皆さんの懸命な努力と、それを支えた御家族や指導者

をはじめ、関係の方々の御尽力に心から敬意を表します。

本大会は、国内最大規模の高校生スポーツの祭典であるとともに、スポーツを愛する全

国の高校生にとって憧れの舞台でもあります。そして、これまでの長い歴史の中で、数多

くの熱いドラマや感動を呼び、我が国のスポーツの発展に大きな役割を果たしてきました。

本大会のスローガンである「君の汗 輝く一滴 勝利の雫」のとおり、選手の皆さんが

自分の目標に向かって全力を尽くす姿勢は、たくさんの人に感動を与えることでしょう。

そして、選手の皆さん自身にとっても、この機会に全国の仲間たちとの交流を深め、生涯

の思い出に残る大会となるよう願っています。

昨年9月 、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が決定しました。

政府としましても、大会を成功させるため、国を挙げて体制の整備を進めているところで

あり、選手の育成を図るとともに、国民のオリンピック・パラリンピックヘの理解、スポー

ツの促進に向けて取り組んでいるところであります。大会の開催に当たっては、選手とし

て出場する、観戦する、ボランティアとして支えるなど、様々な関わり方がありますので、

国民全体で大会を盛り上げ、開催後も国民一人一人がスポーツに親しめる環境を作ってい

きたいと思います。

結びに、本大会の開催に御尽力いただいております関係の皆様、そして、一致団結して

本大会の準備と運営に携わっている多くの地元高校生の皆さんに敬意を表し、心よりお礼

を申し上げますとともに、本大会の成功を祈念して、お祝いの言葉といたします。

-10-
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歓迎のことば

千葉県知事 森 田 健 作

スポーツに青春を懸ける選手の皆さん、ようこそ千葉県へ。

全国各地から多くの方々をお迎えし、平成 26年度全国高等学校総合体育大会「建めく

青春 南関東総体 2014」 を、東京都、神奈川県、山梨県、千葉県で盛大に開催できますこ

とを大変喜ばしく思います。

「インターハイ」の通称で親しまれているこの大会は、スポーツに情熱を注ぐ高校生に

とって憧れの舞台であり、多くのアスリートを輩出した歴史と伝統を誇る大会です。

選手の皆さんには、「君の汗 輝く一滴 勝利の雫」のスローガンのもと、日ごろの練習

の成果を存分に発揮して、若さあふれるはつらつとしたプレーを見せていただきたいと思

います。

そして、試合後には、全国から集まった仲間や、皆さんをお迎えする地元高校生たちと

の交流の輪を広げられ、青春のよき思い出として心に残る素晴らしい大会となりますこと

を願っています。

また、本大会に出場される選手の中から、2020年 の「東京オリンピック・パラリン

ピック」の舞台で活躍される、将来の日本代表が一人でも多く誕生することを大いに期待

しています。

千葉県は、首都圏にありながら、温暖な気候と「海」や「花」などの豊かな自然に恵ま

れ、新鮮な海の幸・山の幸など、数多くの魅力にあふれています。また、成田空港や東京

湾アクアライン、東京ディズニーリゾートなど、日本を代表する施設も多数あります。

御来県の方々には、ぜひこの機会に千葉県の多様な魅力に触れていただくとともに、県

民との様々な出会いの中で、千葉の「おもてなしの心」を感じていただければ幸いです。

結びに、本大会の開催にあたり、御尽力をいただいた多くの関係者の皆様に感謝申し上

げますとともに、選手の皆さんの御健闘をお祈り申し上げまして、歓迎のことばといたし

ます。
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歓迎のことば

千葉市長 熊 谷 俊 人

平成26年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会が、全国各地から多くの

参加者を千葉市にお迎えし、盛大に開催できますこと、大変嬉しく思います。

高校生最大のスポーツの祭典であるこの大会を目指して、全国各地で繰り広げられた厳

しい予選を勝ち抜き、見事に出場を果たされた選手の皆様の不断の努力と、これまで支え

てこられたご家族や指導者、関係者の皆様のご尽力に深く敬意を表します。

本大会の開会式・閉会式と、各種目の決勝戦が開催される千葉ポートアリーナは、世界

ジユニアバドミントン選手権大会をはじめとする全国的・国際的な大会の会場としても使

用される、設備 。収容人数ともに国内有数の多目的アリーナです。他の会場につきまして

も、千葉県とJFEスチール株式会社のご協力により、本大会にふさわしい素晴らしい会
場をご用意することができました。

本大会の「連 (き ら)め く青春」というフレーズには、一人一人が主役となり、高校時

代の青春を作り上げてほしいという願いが込められています。5日 間に渡り、市内各地の

会場で熱い戦いが繰り広げられますが、これからの時代を担う皆さんが、バドミントンに

打ち込んだ情熱や、全国各地から集まった選手同士で深めた親睦と友好は、きっと将来の

皆さんにとって大きな糧となるでしょう。

さて、皆様をお迎えしました千葉市は、首都圏の一翼を担う大都市でありながら、温暖

な気候、豊かな緑と水辺に恵まれた街です。懸垂型モノレールとして世界一の長さを誇る

「千葉モノレール」は、今大会の会場である千葉ポートアリーナと千葉県総合スポーツセン

ターヘのアクセスとしてご利用いただけるほか、日本一の長さを誇る人工海浜や、見事な

立ち姿で有名なレッサーバンダ「風太」のいる「千葉市動物公園」、大型ショッピングセン

ターがオープンして注目を集めている幕張新都心など、見どころが豊富ですので、ぜひお

立ち寄りください。

結びに、本大会の開催にあたり、多大なご尽力を賜りました関係者の皆様に深く敬意を

表しますとともに、出場選手の皆様のご健闘を祈念いたしまして、歓迎のことばといたし

ます。
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公益財団法人  全国高等学校体育連盟
バドミントン専門部長 帰 山 好 和

『君の汗 輝く一滴 勝利の雫』のスローガンのもと、平成 26年度全国高等学校総合体
育大会バドミントン競技 高松宮記念杯 第 65回全国高等学校バドミントン選手権大会が
千葉県千葉市の皆様のご尽力のおかげで盛大に開催できますことは誠に喜ばしい限りであ

ります。

さて、5月 18日から5月 25日 にインドのニューデリーで第 28回世界男子バドミントン

選手権大会 (ト マスカツプ)・ 第 25回世界女子バドミントン選手権大会 (ユーバーカップ)

が行われました。日本男子は中国の6連覇を阻み初優勝の快挙を成し遂げました。インド

ネシア 13回、中国9回、マレーシア 5回の優勝国の中に日本が名を連ねたわけです。これ

から世界チャンピオンとしての活躍が大いに期待できるところです。女子においても決勝

で中国に敗れたものの見事準優勝を果たし復活に大きな可能性を示してくれています。そ

して、女子では現在ナショナルチーム入りを果たしすでに大活躍してくれている山口選手

もおりますが、高校生にとって大切なことは、チームジャパンの選手たちもこのインター

ハイを目標にこの時期を過ごして日々練習に明け暮れていたということです。高校生の皆

さんも将来のチームジャパンでの活躍を夢見て、それを現実に変えていけるように努力し

てほしいと思います。

そして、本日からいよいよ日本の高校生最大の祭典である『建めく青春 南関東総体
2014』 が始まります。シンボルマークは、四色で四都県のイメージを、そして左上に

伸びる形はお互い高め合って競争する様子を表し、円になって行くことで競い合う中でも

協力し合っている様子を表しています。参加する高校生全員が互いに頂点を競う1都 1道

2府 43県の代表としてだけではなく、フェアプレーの精神を忘れず、全力を出し切った

あとの勝敗を超えた達成感を感じてほしいと祈念しています。また、全国各地の高校生が

インターハイを通じてそれぞれの分野を超えて一つに繋がり、友情の輪を大きく広げてく

れることを期待しています。

また、ついに今年度全国高体連からインターハイのマスコットキャラクター『ウイニン

くん』が誕生しました。高校生アスリートの汗と涙から生まれたウイニンくん、明るく親

しみやすいキャラで、高校生アスリートに夢や勇気を与えられるように全力で応援して行

くそうです。今後、皆さんもウイニンくんをぜひ応援してあげて下さい。

結びに、平素より熱心に指導されている指導者の皆様に心より敬意を表するとともに、

本大会開催にあたりご指導ご協力を賜りました関係各位と地元高校生諸君の献身的な活動

に対して心よりお礼を申し上げあいさつといたします。
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歓迎のことば

千葉県バ ドミン トン協会

会長 有 瀬 浩 一

平成 26年度全国高等学校総合体育大会「建めく青春 南関東総体 2014」 のバドミント
ン競技が、『君の汗 輝く一滴 勝利の雫』のスローガンのもと、ここ千葉市に全国の厳し
い予選を勝ち進んでこられた選手の皆様をお迎えし、千葉市で盛大に開催されますことは

喜びに堪えません。千葉県バドミントン協会を代表しまして心より歓迎申し上げます。

千葉県では平成17年に野田市で総体のバドミントン競技を開催しております。再び千葉

で熱戦が繰り広げられるかと思いますと感慨無量であります。一昨年のロンドンオリンピッ

クで念願の銀メダルを獲得しました藤井瑞希・垣岩令佳組は、野田市の総体において女子

学校対抗で優勝した青森山田高校の第 1ダブルスとして活躍されました。また、一昨年千

葉市で開催されました世界ジュニアバドミントン選手権大会では桃田賢斗選手・奥原希望

選手が優勝し、準優勝だった山口茜選手は現在日本バドミントン界の中心選手になってい

ます。

2020年に「東京オリンピック・パラリンピック」の開催が決まり、全国のバドミン

トン愛好者に夢と希望を与えることだと思います。

選手の皆様におかれましては、日頃の厳しい練習で培われた高い技術力と精神力を存分

に発揮され、高い目標をもって、郷土の代表として熱戦が繰り広げられることを期待して

おります。そして近い将来、日本の代表選手として世界にはばたいて欲しいと期待し、ま

た祈念しております。

終わりに、本大会の開催にあたり全国高体連、千葉県高体連の役員の先生方、又千葉県、

千葉市の役員各位に心より感謝申し上げるとともに大会が成功裡に終了することとバドミ

ントン競技が益々発展することを祈念申し上げ、歓迎のことばと致します。
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歓迎のことば

千葉県立千葉東高等学校

鈴 木 瑠 加

皆さん、こんにちは。そして、千葉市へようこそおいでくださいました。心から歓迎い

たします。千葉県の政令指定都市である、ここ千葉市は、農工商のバランスが取れている

と同時に、豊かな自然にも恵まれた、非常に暮らしやすい都市です。また、千葉ロッテマ

リーンズやジエフユナイテツド千葉の本拠地でもあるということで、スポーツ観戦も身近

に楽しむことができます。

ところで、皆さんは、千葉県と言われて何をイメージされるでしょうか。落花生や京葉

工業地帯、有名テーマパーク…など、千葉県には、みなさんがご存知のような様々な魅力

があります。しかし、それだけではありません。全国でも上位の生産量を誇る、新鮮な野

菜。黒潮と親潮の影響を受けて形成された好漁場で水揚げされる、多彩な魚。もちろん食

べ物だけではなく、広大な自然や、大型ショッピングモールなど、皆さんの知らない千葉

県の魅力は、数え切れないくらいあります。今回、皆さんがこの千葉県を訪れられたのも、

きっと何かのご縁だと思います。ぜひ、新しい千葉県の魅力を見つけ、千葉県を堪能して

いただけると嬉しいです。

さて、いよいよ「平成 26年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会」が今、

始まろうとしています。『君の汗 輝く一滴 勝利の雫』今年度のこのスローガンには、辛

く苦しい練習に耐え、全力を尽くした後におとずれる、勝敗を超えた清々しさや達成感を、

選手の皆さんに感じてほしい、という気持ちが込められています。皆さんの試合にかける

熱意が、大きな感動と興奮をもたらしてくださることを確信しています。

最後になりましたが、皆さんは、各都道府県の代表であり、一人一人がこの大会の主役

です。今まで培ってきた努力の成果を十分に発揮し、仲間との絆を信じて、悔いの残らな

い戦いをしてください。そして、皆さん全員が「輝く一滴」を流し、史上最高にすばらし

い大会になることを、期待しています。健闘を祈ります。
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歓迎のことば

千葉市立千葉高等学校

宮 崎 瑠 華

皆さん、こんにちは。そして、ようこそ千葉市へおいでくださいました。心から皆さん

を歓迎いたします。さて、皆さんは、ここ千葉に対して、どのようなイメージをお持ちで

しょうか。千葉は、東京湾と太平洋に面しているため、多種多様な海産物の水揚げがあり、

酪農も盛んです。さらに、大きく甘い梨など、美味しい食材がたくさんあります。千葉の

魅力はそれだけではありません。四季折々、様々な植物が花を咲かせたり、葉を茂らせた

りと、豊かな自然が広がっています。ぜひ、“千葉"を堪能してください。

「平成 26年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会」が今、始まろうとして

います。今年のスローガン、『君の汗 輝く一滴 勝利の雫』にあるように、厳しい予選を
勝ち抜いてきた 98チームが全国から集まり、たくさんの輝く汗を流し、勝利に向け、熱い

戦いを繰り広げます。

皆さんは今まで、たくさんの苦難を乗り越え、ここまで勝ち抜いてきたことと思います。

私は、中学 。高校と生徒会役員を続けてきました。初めて生徒会中央に入り、行事の運営

をした時、たくさんの人に支えられ、助けられながら終えたことを今でも覚えています。

人は支えあっている一 そう思いました。それは、生徒会だけでなく、バドミントン競技

や、社会においても言えることだと思います。共に切磋琢磨してきた仲間、顧間の先生、

保護者の方一 本当にたくさんの人に支えられ、ここまで来たことだと思います。感謝の

気持ちを持ち、精一杯、戦ってください。

最後にもう一度。これまで多くの苦難に耐え、努力を続けて来たことと思います。その

努力の成果を存分に発揮し、本大会がいつまでも光り輝くようなすばらしい大会となるこ

とを願っています。精一杯、頑張ってください。ご健闘を祈ります。

-16-

`.ヽ
型口■L



平成26年度全国高等学校総合体育大会 大会役員

名 誉 会 長   張 富士夫

名 誉 副 会 長   舛添 要一   森田 健作   黒岩 祐治   横内 正明

名 誉 顧 問   下村 博文 三 田 清一 白石興二郎   籾井 勝人

(順不同、敬称略 )

長   小野  力

副  会  長   大井 俊博   江畑 政彦   田村 幸子   阿部 幸栄   松本 純也

顧 間 櫻田 義孝
久保 公人

鈴木 大地

吉田 大士

橋本 聖子
表  孟宏
徳田  寛

福田 康夫
新井 庸弘

木村  新
天野 好人
笠井 達夫
笹田 嘉雄
尾形 好雄

畠瀬美佐子

棚本 邦由
高橋  渡
金本 正武
桐谷 次郎

澁谷 有人
岩瀬 正光

野口 敏朗
福田 満雄
佐藤 幸夫

青柳 正吾

佐藤 玉和

西川 京子
永山 賀久
大仁 邦輌

山根  明
福田 富昭
大林 剛郎
綿貫 民輔

島田 晴男
尾縣  貢
岡部 幸一

高田 裕司
前原 正浩

今井 茂満

成田 昌憲

堤  清彰
安藤 立美
黒川 雅夫
具志堅幸司

安部 邦彦

田邊 禎明
平盛 告昭

杉山 剛士

久野  猛

柿添 賢之

関本 克己

佐野 暢俊

冨岡  勉
泉  正文

鈴木 洋一

羽牟裕一郎

河野 博文
松尾 新吾
石川 武夫
笹川  尭

原  博実

吉森 照夫
前田 彰一

大野 孝弘
加藤  出
宮崎 利帳

吉野 利明

秋山 俊行
吉川 伸治
杉原  廣
荒川  昇

藤岡 二朗
竹内 秀夫
上野 幸浩
河上 一雄
中川  恵

柏崎  旭

青木 克己

上野 通子
川島 雄二

畔柳 信雄
二木 英徳
小池百合子

星野  敏
森  喜朗
金子 精司

岡山紘一郎

渡辺 守成

岡本  実
山崎  豊

福本 修二

有竹 隆佐
河上  茂
前田 信弘
平出  亘
比留間英人

岡崎 助一

和山 博人

山之口 大

森本 新一

高田日呂美

佐藤 光一

和泉 英雄

菅野 捷壽

山中 伸一

横川  浩
大久保尚武

深津 泰彦

渡邊 佳英
宗岡 正二

神崎 忠男

佐藤 浩市
内山  勝
星  芳樹
川上 憲太
近石 康宏
矢部 達三

中嶋 正敬
向笠 茂幸
諸橋 省明
木村  孟
瀧本  寛
笠原 一也

清水  稔
奈良  隆

鈴木 英久

鳴海 靖郎
山崎 正己

伊井 正美

風間 勝也
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参 与 森岡

高野

金子

平井

石川

松谷

守屋

山里

上野

清水

獅々倉

竹官

大野 敬三

高橋  悟

進藤 隆博

足立原 泰

石原 春男

新保 利幸

上野 敦男

田草川光男

杉田季久雄

鴻  義久

平野  稔

大谷 正俊

関  勝治

河野 太郎

貝道 和昭

渡邊 凱保

松戸  徹

板倉 正直

吉田 雄人

白倉 政司

望月 清賢

宇留間又衛門

佐藤 祐文

高橋 人一

萩原  馨

溝口  烈

高橋 基之

中村 三男
尾崎 金次
陶山 光行
大塚 喜英
高木  茂
浅見 洋一

跡部 義幸
依田 公彦
坂本  仁
霜 祀次郎
高橋 治憲
大澤 光彦
鎌形  勇
小林 英雄
藤巻惣之助

高野  剛
秋葉 就一

佐久間隆義

山口 昇士

保坂  武
斉藤 賢治
上田 信博
井原 義雄
斉藤 憲二

小佐野 快
河田 卓司

官内 健二

松山 英幸
武市 玲子
中岡  靖
大畑多津雄

小野  浩
小林  明
白井 克昌
庄司 英実
高橋 伍郎
川原 三男
坂井 欣吾

青木  寛
嵐   実
責方  正
永野 隆史
五島三津雄

永野 和行
岡  保和
横森  巧
小林 幸次
三枝 清一

上野二三一

酒井 茂英
小川 優光
齋藤  勁
野口 英一

古屋  仁
林  和雄
福田 紀彦
服部 信明
角野 幹男
長谷川 大
渡邊 正一

板橋  衛
清水  一

前島 敏彦
板野 裕爾

佐久間嘉宏

渡辺 栄一

高見澤 隆
大澤 一仁
大島 文夫
菱刈 範之

宇野 耕二

鶴田 正樹
市村 一司
大木 康司

鳩山 邦夫
藤原 伸二

森  英介
岡本 安夫
植松 克之
深沢登志夫

熊谷 俊人
林  文子

鈴木 恒夫
倉嶋 清次
坂本  安
小出 譲治
西村 和夫
渡邊 英子
深澤 米男
樋口 昌之

岩田

前田

徳留

安西

真家

山下

望月

中村

鯨岡

安達

加藤

河野

史昭

哲

壽一

保行

悟

誠

洋一

ふ じ

廣隆

健夫

敦

安雄

策

三

裕

敬

一彦

俊行

信之

荘一

守

直志

直樹

義周

聡

直孝

坪田

岸本

加藤

鶴巻

西村

堀内

長江

大野

高木

杉山

村田

桑山

知広

良一

裕之

郁夫

明夫

浩将

良明

昌仁

敦子

茂

憲三

靖幸

金沢

堤

早崎

佐藤

岩波

目11

矢島

浦邊

堀内

官田

岸田

帰山

敬

雅史

道晴

忠信

輝明

健一

孝雄

哲

久雄

真克

吉史

好和
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上野 正裕

越川  均

松下 繁雄

斉藤 幸雄

葛野 泰男

朝野 哲夫

田中不二夫

小笠原正人

古屋 孝徳

山本  博

植野  保

伍堂 英雄

有瀬 浩一

佐分 正典

敷田 博昭

宮島 雅展

宮本 泰介

小泉 一成

加藤 憲一

横内 公明

中込 博文

北田 頼光

浅野 文直

広瀬 忠夫

有泉庸一郎

飯嶋 賢一

小野 昭一



大 会 委 員 長   江畑 政彦

大会副委員長   石川恵一郎   大本 静代   米澤  努   坂本 紀典   今村 勇二

後藤 明男

伊東 茂治

奥山 雅信

平田 正樹

藤原 岳彦

井岡 陽子

天羽 博昭

上村 正和

金野 員行

大田原弘幸

山崎 成夫

新藤 道也

内田  茂

土屋  直

木原  力

今田 忠彦

井上 公基

渡邊 東作

松本 文化

大木  弘

青木 克明

矢巻 令一

坂本誠二郎

堤  辰佳

竹沢  顕

飯野奈津子

中川  寛

岩佐

横山

浅沼

岡田

迫田

柴田

渡辺

小林

哲男

信雄

昭夫

正治

義人

哲

政義

治彦

渡辺  篤
梅村 和伸
長岐  博
濱辺 正実
落合 英次
小倉 健一

森岡  宏
阪本 達也
山下敬緯子

植草  完
長瀬  弘
赤岡 正毅
中鳴 正宏
進藤  中
和田 麻理

和田 重宏

平賀 数人
早川 公仁
加賀谷 孝
白鳥 秀幸
小林 恭一

藤森 顕治
横小路允子

山田  隆
大美 慶昌
坂本 忠宣
菅  康弘

大和田正治

堀  恵子
遠藤 顕史

勝部 純明
浦嶋 三郎
馬籠 裕二

納見 敏明

吉澤  実

林  義治
高橋  順
斎藤 文夫
直正 修一

前田 光治
片寄  進
川島 祥嗣
渚  洋行
熊谷 通員
由利  聡
松本 方弘
加賀美史朗

堀川 博美
原田  孝
秋山 皓一

齋藤 道子

清水  亘

新津  元
牧野 敬一

渡邊 直美
神原  聡
加々美 英

丸山 森人

栗田 倫孝
竹本 哲也
河内 秀則

林   修

森  富子
千代延晃平

中川  徹
磯部 修一

樋口 郁代

近藤 太郎

井上  卓

井上  宏
高橋 昭博
森島 幸男
矢島富士雄

渡邊  孝
藤井 健平
徳重 忠彦
長濱美津哉

小岩 利夫
渡辺 静一

深澤 幸一

宮下  仁
三塚 康雄
山本 雅章
佐藤めぐみ

唐澤 久雄
新海 宏子
木藤 勇興
志村  修
岡田 優子
吉田 早苗
佐野 勝彦

原田 哲哉
岩本 洋二

篠原 朋子
市川 克美

芦田 裕一

佐藤 健公
林  康宏
鈴木 賢治
濱田 浩嗣
山本 貴司
野中 通兼
渡嘉敷通之

西塚 春義
田中 正之
斉藤  与

仙洞田一郎

羽田 慎司
綱島 照雄
裕  正人
赤坂 雅裕
油川 勝司
植松 榮人
関川 義雄
栢沼 行雄
長谷川義高

梶原 正孝
石崎 悦郎

長谷川由紀

大加 章雅
栗田 晴行

板垣 一典
高部 明夫
小野村 浩
長谷川貞巳

吉井美恵子

戸田 勝昭

丸山 和夫

村上 伸夫

委 ［員 村岡

青木

片岡

磯部

鹿野

近藤

廣岡

今井

信二

光夫

哲郎

篤

伸郎

彰郎

幹子

明男
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井村  琢

伊藤 一男
大木 幸夫
星野恵美子

石井 俊昭
池田 裕恵
篠原 弘子

佐々木謙二

杉本 伸正

青島 純夫
幸野  責
金井 哲夫
反町 聡之
田口 尚弥
中澤 正徳
早川 誠司
川手 佳彦
笹本 森雄
水野  栄
石井 茂光
人木橋 勉
浜田 天真
巻口  実
大人木淳史

本多 正美
小林 正純
井筒 英明
前田 善彦
穐本 哲哉
入澤  亨
村上 昌司
吉岡 直彦
船木  茂
白波瀬正人

中野 英則
中村 新一

中村 保夫

大羽 克弘

小山  巌

寺嶋  稔

花島敬一郎

渡辺 雄幸

近藤 品一

関戸 昌邦

工藤 誠一

松本 一彦

枝迫興一郎

落合 浩一

本多 秀吉

坂本 明大

保坂 一仁

栃原 伸幸

橘田多喜夫

今井 立史

金丸 康信

山口 彦則

越石 信次

保坂 慶蔵

佐藤 建治

田村  満

小林  洋

野口 剛彦

岡  邦彦

丸山 正広

久保 佳彦

釜田  渉

山本 明広

池田 昌隆

木宮 浩二

猿渡 末治

植田 昌利

石井 一夫

大久保利宏

吉開  潔
和田 雅已
長谷川克己

佐川 知弘
長倉 靖彦
斎藤 文夫
森田 利海
大嶽 真康
三辻  訓
菊池  稔
深川 イ申一

高橋  純
深沢 信吾
渡辺  勉
武井多加志

斉藤 正人
藤巻 秀子
小林 寛樹
打木 一郎
横田 智雄
米窪伸一郎

家弓 明丈

富田 博司
石井 末勝
堀越 英範
渡邊 浩司
阿部  伸
増渕 敦人
野田 正明
宇田川貴生

染矢  淳
中村  均
安藤  清
加藤 宗人

嶋  輝幸

加藤 充雄

太田 公昭

田畑陽一郎

高橋 弘之

岡部 伸康

土屋 松美

伊藤 浩一

中丸ちづ子

稲村 誠一

小見 幸男

山口 幸夫

東城 俊也

高木  亮

上小澤仁志

渡辺 玉彦

塩澤 寛治

萩元 隆晴

細谷 憲二

梶原 宏之

小巻  明

柴田  淳

千葉 浩次

荒木 保幸

釜井 昭人

大西  修

山根  尚

白石 邦俊

佐々木淳子

堀越  晋

小原 勝則

井筒 秀明

清水 耕三

太田 臣一

川名 和則

大野 健男

古川陽登美

長谷川 茂
斎藤 文秀
石野 良和
武田将次郎

角田 光広
大塚 孝明
鈴木 茂男
猪又  博
香山 哲哉
松山 玲子
末木 創造
佐久間 健
赤池  亨
小石川正文

大石 正夫
内藤 重明
松井 政明
松原 茂雄
大森 康雄
後藤 泰之

佐藤 至貞
藤井 範久
大舘 健司
下屋 浩実

曾田  敏
坂東 昭栄
小滝 正孝
岩田 正巳
相坂 賢将
小田 隆司
横山 清嗣
松中 正剛
内藤 政広
石井航太郎

石川 雅利
渡来 士郎
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平成26年度全国高等学校総合体育大会 バドミントン競技大会役員

(順不同、敬称略)

名 誉 会 長 綿 貫 民 輔

名 誉 副 会 長  熊 谷 俊 人

名 誉 顧 問 森 田 健 作 清 白石 興二郎=.田

△
〓
　
　
　
　
　
　
副副̈

長  小 野  力

長  籾 井 勝 人

大 井 俊 博

志 村  修

関 根

江 畑

米 持

義 雄

政 彦

克 彦

今 井

有 瀬

茂 満

浩 一

金 本

田 村

正 武

幸 子

瀧 本  寛

和 田 麻 理

顧 間  森  喜 朗

橋 本 角 市

青 木 昭 二

吹 田 修 一

岡 本 武 利

山 根  怜

遠 井 稔 男

藤 本  滋

藤 原  航

佐 藤 員 理

岡 崎 助 一

澁 谷 有 人

堀 家 俊 一

森 本 新 一

関 本 克 己

佐 野 暢 俊

大 野 敬 三

宇留間又衛門

米 満  実

中 野 義 澄

原 田 哲 哉

関 谷 勝 嗣

権 田 正 一

毛 利 清 志

牧 野  武

本 郷 節 生

佐 藤 芳 朗

岡 村 英 男

加 藤 寛 治

真 壁 幹 雄

上西 京一郎

笠 原 一 也

田 邊 禎 明

山 之 口 大

猿 渡 末 治

柏 崎  旭

青 木 克 己

中 村 三 男

福 谷 章 子

磯 野 和 美

明 石 要 一

石 崎 悦 郎

村 山 幸 雄

三 宅 祐 司

竹 林 克 彦

川 島 一 郎

原  糸己 征

河 上  茂

石川 恵一郎

熊 谷 通 具

奈 良  隆

和 山 博 人

河 野 俊 紀

和 泉 英 雄

菅 野 捷 壽

青 木  寛

藤 代 謙 二

朝 生 智 明

金 親 芳 彦

岩 本 洋 二

林  芳 正

清水 規矩雄

内多 小五郎

漬 中  誠

野 村 嘉 明

油 井 秀 男

板 垣 隆 房

鈴 木 勝 之

野 口 芳 宏

荒 り|1 昇

近 田 勝 信

平 盛 吉 昭

杉 山 剛 士

倉 田 寛 之

伊 井 正 美

風 間 勝 也

佐久問 嘉宏

鈴 木 達 也

篠原 ともえ

霜 證 次 郎

村 上 忠 治

平田 登志郎

小 宮 淳 宏

福 岡 幸 一

里 見 光 徳

木 村  寛

星 野 忠 男

中 山 紀 子

京 谷 和 幸

岩 瀬 正 光

芝 田  武

藤 田  栄

羽 田 野 徹

青 柳 正 吾

佐 藤 玉 和

上 野 正 裕

越 り|1 均

田 辺 裕 雄

内 山 英 夫

植 草  毅

三

田

　

一
一　

田

森
　
原
　
福

雄

武
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参 与  栗 原  進

永 井 祥 一

有 瀬 浩 一

嵯 戦  元

末 岡 熙 章

大 前 繁 雄

岡 崎  彬

中 村 時 広

坂 本 康 尚

阿 部 秀 夫

坂 上  昭

民谷 千寿子

築 地 孝 彦

梅 木 弘 之

和 山 博 人

根 本  聡

阿 部 幸 栄

人 田 幸 明

落 合 栄 次

井 岡 陽 子

平 盛 吉 明

徳 重 忠 彦

長濱 美津哉

遠 藤  隆

田 中 正 之

岩 本 洋 二

東  哲 也

木 暮 五 郎

伊 原 俊 二

戎 谷 雄 二

山 本 昭 裕

三 橋 晴 史

石 野 隆 史

中 村  弘

手 塚 克 彦

千 葉 健 夫

中 嶋 光 司

金 森  正

野 村 安 忠

田 村 興 造

西 森 潮 三

近 藤  稔

小 野  理

佐 竹 養 一

西 村 健 二

三 井  裕

丸 山 正 広

加 藤 裕 記

森 島 幸 男

松 本 純 也

矢島 富士雄

勝 見 直 樹

上 野 幸 浩

山 本 貴 司

澤 山 忠 澄

山 之 回 大

小 林 線 介

山 峙 成 夫

羽 成 哲 郎

篠 原 朋 子

猿 渡 末 治

千本松 隆俊

内 藤 秀 子

佐 々木 敦之

石 川 明 彦

増 岡  忠

竹 林 克 彦

別 井  晃

杉 田  博

平 林 良 治

澤  長 壽

石 田 真 敏

林  芳 正

本 田 正 寛

相 澤  潔

河 崎 正 紀

芝 ス ミ子

能 登 則 男

神 戸  照

岡 村 忠 典

佐 藤 健 公

金 子  博

茂 木 暢 雄

羽 田野 正史

渡 邊  孝

小 倉 健 一

丸 岡 俊 司

上 村 正 和

渡嘉敷 通之

植 草  完

津 野 政 彦

小 鷲 正 勝

萩 原  博

司 関 忠 秀

飯 田 武 司

大久保 利宏

大 堂 恵 造

安 藤 文 隆

市 原 利 久

斉 藤 永 吉

日 野  昇

保 坂 和 也

杉 山 忠 国

田中 田鶴子

加 藤 博 司

西 野 昌 明

中 尾 昌 由

池  田 徹

河 野 幸 男

銭 谷 欽 治

村 元 英 美

木 戸 純 一

近 田 勝 信

奥 山 雅 信

杉 山 剛 士

藤 田  栄

藤 原 岳 彦

江 畑 政 彦

山 本 篤 治

野 上 完 治

坂梨 登美代

小野 田 芳美

由 利  聡

山 本 秀 明

田 辺 省 二

上 田 誠 也

入 江 康 文

中 村 新 一

岩 崎  章

石 井 俊 昭

桜 井  篤

宮 野 文 秀

鈴 木 隆 一

磯 井 貞 夫

宮 川 忠 和

石 川 博 義

三 宅 祐 司

成 相 安 信

松 浦 稔 明

里 脇 清 隆

金 城 方 雄

帰 山 好 和

高 橋 英 夫

山田 順一郎

濱 中  勉

高 橋  順

本 間  稔

大 井 俊 博

釜谷 美智子

岩 瀬 正 光

濱 田 浩 嗣

佐 藤 正 敏

川 島 祥 嗣

羽 田 野 徹

戸 谷 義 雄

渡 辺 静 一

清 水 忠 彦

杉 本 一 郎

神 阪  拓

増子 みき子

関谷 才太郎

三木 千恵子

飯沼 喜市郎

荒 井 良 司

小 川 直 哉
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佐 々木 久昭

山 田  隆

大 会 委 員 長  帰 山 好 和

藤 田 明 男  亀 井 憲 人  五 味 秀 夫  堤  辰 佳

大会副 委員長  河 崎

猿 渡

正 紀

末 治

山 田

高 橋

賢 一

真 人

田部井 秀郎

岩 本 洋 二

中 村 新 米 澤  勉

員  能

米

森

泉

杉

銭

山

藤

大

新

菊

山

安

穐

大

釜

川

升

蒲

竹

松

」ゴ

登 則 男

山 正 和

田 真 史

田 和 男

山 敏 充

谷 欽 治

蔭  栄

原 和 文

束 良 平

里  登

地  亨

下 幸 夫

達 健 夫

本 哲 哉

本 静 代

田  渉

原 三 男

川 清 則

地 直 志

官 直 孝

中 正 剛

村 恭 子

工 藤 峰 靖

橋 本 遊 二

笹 林 義 春

和 田  修

山田 順一郎

瀬 川 欽 也

吉 原 俊 治

松 野 木 聡

水 野 修 身

浅  岡  i武

岩 峙 盛 和

樽 島 博 幸

松 尾 和 彦

芝 田  武

獅 々 倉 聡

竹 野 誠 司

堀 越 英 範

坂 東 昭 栄

加 藤  敦

池 田 昌 隆

小 田 雅 彦

山 口 龍 城

村 上

早 川

近 藤

小 林

平 田

榊

西 村

上 松

谷 上

上 原

山 縣

井 上

樋 野

飯 田

松 坂

野 口

岸 本

山 本

岡

田 中

岩 切

高 橋

真 壁 幹 夫

森 田  昇

白 倉 一 民

荒 井 和 人

谷  英 明

岩 西 壮 行

久 次  優

佐 竹 養 一

松 岡 弘 高

藤 原 和 文

尾 関  靖

新 井 研 二

佐々木 淳子

高 野 裕 史

入 澤  亨

古 田 憲 司

角 井 弘 之

宇 田川 貴生

吉 岡 直 彦

牛 島  徹

桑 山 靖 幸

光  井  正

原 田 利 雄

新 木 敬 司

坂 上  昭

田 中 常 隆

小 国 久 美

宮 本 義 夫

杉 内 邦 弘

築 地 孝 彦

前野親 二郎

渡 邊  励

寺 田 裕 昭

官 田 真 克

岩 田 正 巳

相 坂 賢 将

村 田 憲 三

小 原 勝 則

岸 田 吉 史

宮 本 善 行

渡 邊 浩 司

白 石 邦 俊

中 村  均

谷 口 敏 広

信 夫

博

勇 司

孝 史

欽 也

章

健 二

芳 則

和 年

信 彦

泰 弘

哲 章

伸 治

道 彦

浩 一

剛 彦

英 幸

明 広

正 義

正 紀

彦
　
麿

Б
　
球

＋オ
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高 山  茂

関 根  務

松 井 裕 敏

岩 城  明

吉 村  烈

河 野 義 男

篠 原 達 司

湯 川 順 治

奥那覇 健勇

長 嶋 隆 一

佐 倉 和 明

大 熊 喜 章

田 中 金 家

田 淵 照 久

野 口 雅 則

小 官 衛 作

川 田 晃 久

小 川 達 文

横 山 二 朗

平 山  顕

民 内 利 昭

花 房  淳

中 野 富 夫

高 柳 幸 哉

宇 野 典 男

石 川 正 英

二 瓶 益 幸

責 吉 幹 夫

内 村 博 和

久 保 芳 孝

向 田  茂

香 山 真 一

信 尾 道 孝

古 閑 正 治

吉田 千代子

飯 田 武 司

田 辺 隆 江

阿部川 晃一

九 山 秀 之

兵 頭  進

秋 庭 隆 男

田 中 信 嗣

中 台 康 彦

関 川 忠 誠

大 橋 綾 也

久 保 木 学

津 田 恒 彦

鈴 木 敏 充

串 戸 広 弥

香 取  歩

板 倉 恵 一

佐 々 木 健

野 口  員

鈴 木 市 朗

道 下 賢 祐

郷  敬 三

酒 井 重 治

猪 原 龍 之

谷 岡 博 志

中 尾 義 且

石 橋 康 幸

平 野 安 男

鈴 木 慎 也

白 鳥  寿

峯 元 悦 子

中 村 康 男

木 内 俊 秀

遠 藤  徹

三 多 美 男

澁 谷 義 範

安 本 健 彦

藤 平  敏

村 瀬 繁 義

佐々木 員人

品 川 裕 子

鈴 木 高 広

百 鬼  剛

木 ノ下 亮 治

上 野 修 一

若 林 毅 文

倉 田 吉 春

辻  浩 一

柳  和 希

山 根 博 司

伊 東 正 和

中 原 正 樹

新 井 春 雄

小 野  理

金 井 敏 男

藤 野 和 則

中 川 喜 博

斉 藤 裕 二

佐 瀬  博

山 口  等

平 松  裕

池 田 弘 志

長 谷 川 強

鬼 澤 昌 宏

宮 り|1  明

飯 嶋 弘 之

野 村  愛

八 代  晃

佐 藤 伸 俊

高 橋 誠 一

鈴 木 信 弘

官 澤  稔

堀  貴 雄

小 島 博 幸

末 次 壽 也

尾 崎 好 秋

山 下 昭 憲

徳丸喜代志

山 本 清 二

渡 邊 嘉 治

谷 藤 千 香

市 原 康 史

横 山 英 子

川 島 康 行

藤 原 明 夫

盛  祐 二

樽  正 人

宮 山 康 司

筒 井  誠

根 本 良 明

岩 田  勲

官 川 隆 司

堀  大 孝

美 谷 島 毅

植 竹 純 平

小 関  康

(平成26年 7月 10日 現在)
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競 技 役 員

大 会 委 員 長  帰 ||1好 和

大会副委 員長  猿 渡 末 治

レ フ エ リ ー 河 崎 正 紀

競技審判部長  丸 山 秀 之

競技審判副部長  田部井 秀郎
井 上 哲 章

山 下 幸 夫

中 村 新 一

競 技 委

記 録 委 員 岩 田 岳 人

戸 塚 雄 大

吉澤 純一郎

高 岡 茂 成

放 送 委 員  小林 加代子
西原 ふみの

渡 邊  励  菊
山 縣 泰 弘  尾
水 野 勝 美  中

亨

靖

彦０示

地

関

山

樽 島 博 幸

山 田 賢 一

関 根  忠

島 村

川 島

岩 崎 盛 和

寺 田 裕 昭

平 野 安 男

勝 巳  伊 佐 智 広
康 行

競 技 主 任 宇 野 典 男 佐 々 木 健 宮 川 隆 司 香 取 歩 板 倉 恵 一

競 技 副 主 任  斎 藤 英 世  大 山 直 見  福 冨 由 華  木ノ下 亮治  和 田 匡 史

員  渡 辺 健 一  萩 谷 圭 亮
手代木 章徳  金 子 正 修

鷹 啄

増 田

宏 愉

綾 野

進 行 主 任 佐 藤 伸 俊 門 脇 一 浩 木 村 仁 祥 菊 地 豊 小 山 光 雄

進 行 委 員 耀 智 成 藤 田 那 美 栗 野 明 子 森 貴 紀 明 彦

記録センター主任 花 房  淳

記 録 主 任  只 野 英 樹  石 川 正 英  佐々木 員人  関  隆 允  高 橋 真 人

船 戸

放 送 主 任 藤 本 麻 依  岩 崎 重 雄  高 野 風 見 藤 田 景 子  中 野 武 彦

高 橋 美 咲  山田 枝里子  多胡 香穂里

鈴 木  光
伊 藤 弘 一

小 畑 大 樹

土井 あさみ

小 熊 祥 子

藤 井 真 人

大 久 保 亘

萩 原 拓 也

常 世 田 真

大 山  忍
内 田 正 勝

林  晴 良
小 川 祐 一

村 瀬 芽 衣

選手招集主任  高 柳 幸 哉  林  高 広  坪 崎 博 幸  長谷川 光明  近 野 正 史

選手招集委員  中村 人栄子  小 松 定 詳  伊 藤 雄 剛  松 井 康 夫  太 田 景 子
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シ ャトル 主 任  小 嶋 浩 人  櫻 井 亮 子  柴 田 覚 尊  宮 原 芳 之  間 宮  亮

シヤ トル 委 員 原 佳 郎  伊 能 典 子  永 田 和 明  上 野 直 之  石 川  敦

得点表示主任  神 谷 昌 幸  川 井 益 雄  笹 田 嘉 和  植 竹 純 平  正 治 勇 人

得点表示委員 平 嶋 昌 樹  家 永 千 裕  粕 谷 良 介  石 井 良 直  酒 井 和 男

審 判 主 任 中 野 富 夫  本 間 明 信  鈴 木 敏 充  百 鬼 岡1 鈴 木 高 弘

憲

穂

顕

宏

行

織

也

明

秀

実

智

和

正

早

直

和

路

伯

澤

多

田

野

見

倉

¨
千審 官

佐

瀧

本

神

津

鶴

佐

岡本 歩日野

小 野 幸 輝

鈴 木 功 弥

監 物  航
大 津  遊
佐 藤 和 美

山 口 聖 子

小 沢 尚 子

松 崎 正 之

小野  智則
石 塚 祐 香

石橋 美咲子

庭 山 笙 子

鈴木 美希子

名 取 京 子

幾 谷 達 也

自 鳥  卓

藤 井 弘 行

上俄屋 淳一

杉 山 雅 道

西 り|1  浩
佐 藤 未 来

岩 嶋  司
今 西 哲 也

後 藤 秀 徳

大河原 徹也

葛 生 新 平

高 橋  遼
笹 川 大 輔

大 森 涼 平

伊 藤 敦 子

井 手 洋 子

杵 井 美 雪

菊 池 和 典

平間  章雄
大谷 恵美子

海 野 桃 伽

今 村 秀 美

渡 部  聡
石 井 泰 子

下 山  倫

野 本  剛

梅蔭 喜久治

松 田 晃 樹

人 田 正 隆

河 村  賢
浅 原 慎 介

山 峙 晴 大

古 橋 柳 一

斎 藤 淳 一

栗 俣 慶 一

星  雄 也
清 水 英 幸

三 上 孝 明

井 原 清 美

吉田 千代子

久冨木員知子

慶 野  誠
根 本 真 衣

涌井 江以子

岡 田 紗 季

野 村 和 弘

岡 根 康 裕

大 竹 真 弓

小 川 恵 太

国 領 顕 彦

上 條 直 也

田 中 光 明

菅 森 岳 弥

遠 藤  桂
岡 本 誠 士

伊 東 直 樹

藤 野 和 則

堀  大 孝
小 池  輝
根 本 清 乃

鳴 海 貴 也

福 田 京 子

宇京 由紀子

畑 中  薫
工藤 利加子

矢畑  雅 史
鳩 員 早 紀

川 上 成 彦

濱 田 真 衣

中 村 春 菜

宮 本 員 代

原 田 博 成

殖 栗 健 貴

室 井 英 彦

小 関 祐 之

川 口 実 也
竹 田 怜 史

高 柳  弘
高 居 佑 輔

矢 野  翔
阿部 佑一郎

岩 佐 直 也

坂 井  雅
久 高  侑
山 田 健 太

森 田 由 子

吉 川 陽 子

角 田 京 子

棚 谷 克 彦

青山 正仲
岡 崎 仁 壽

英  信 幸
阿 久 津 透

松 本 千 夏

村 田 真 弓

根 本 美 悠

杉 町 敬 人
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運 営 役 員

総 務 部 長 飯 田 武 司

総 務 副 部 長  新 井 研 二  宮 川  明

総 務 主 任 美 谷 島 毅  高 橋 誠 一  品 川 裕 子  野 村 愛  串 戸 広 弥

総 務 日1主 任  斎 藤 雅 彦  逆 井 健 一  岩 田  勲  牛 山 良 太  菅井 麻由子

総 務 委 員 池 田 秀 平

石 橋 修

倉 敷 朋 子

古 口 雅 彦

受付案内委 員  林  照 代
吉 野 三 隆

荒 武 亜 美

接 待 主 任 横 山

坂 中

金 内 佳 子

西 澤 康 男

蔵 本 まり子

池 之 上 豊

西澤 けい子

藤 田  修

小 原

山 田

光 枝

理 恵

木 元 和 子

森本 希久江

小岩井 二美

大 西 雅 代

大 西 秀 美

長 島 直 美

柳  真 美
仲 村 将 成

柴 田 大 介

小 山 玲 子

高澤 美智子

鷲 頭 正 子

斉藤 ユリ子

小野寺富美恵

片 岡  遥
内 藤 美 保

斉 藤 盛 子

関  郁 子
長谷川 香織

堀 坂 恵 美

和 光

小 畑

誠 司

亮 介

山 上

竹 澤

秀 美

規 代

太 田 洋 子

畑 中 妙 子

瀬村 久美子

波 塚  恵
本 多 慶 子

古川 久美子

三 浦 祐 一

神 山 志 乃

仲 佐  勝

田 本 園 子

菊池 久美子

三 村 弥 生

尾 田 恵 子

高 橋  恵
吉成 美喜子

花光 真希子

佐 藤 春 華

杵谷 由美子

布 施 彰 次

池 上

菅 野

蔵 本

淳 一

広 行

麻 子

高 橋 和 泉

鈴 木 康 夫

蔵 本 文 夫

沼 澤 広 幸

櫻 井 芽 美

磯  裕 二

受付案内主任  堀 江 治 美  加 藤 亜 祥  佐 藤 桃 子  柴 田 真 悠  海 保  匠

飯 島

谷 城

弘 之

健 助

杉 山

篠 原

知 史

和 也

英 子

則 子

接 待 委 貝

環境警備主任  亀 井 憲 人  戸 村 浩 三  高 柳 良 訓  姫 野 泰 之  横 山  靖

秋 庭 結 花

堤  民 子
上 田 靖 子

後 藤 玲 子

大塚 香代子

井 上 美 和

林 美 貴 子

環境警備委員  山 田 浩 平
高 野 若 葉

梶 脇  悠
田 澤 義 一
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救 護 主 任  人谷 里絵子
山 脇 素 子

練習会場委員  中 村  朗
伊 能  南
宰相 麻梨子

地 引 千 尋

伊 藤 和 久

勝 村 史 子

高 木  咲
大川 真紀子

三 浦 沙 織

佐々木 杏里

伊 藤 明 子

野 口 浩 平
嶋 田 治 雄

菅 澤 夕 子

平 塚  智
半 澤 岳 洋

松 山  亘
赤 津 頼 一

山 本 陽 平

佐 藤

玉 木

智 子

祐 子

座 古 耕 平

伊 藤 克 人

秋 本 行 治

石 井  豪

丸 田  享
府 川 恭 輔

遠 藤  純

鈴 木 郁 衣

鈴 木 文 江  河 嶋 清 美石 川

島 貫

純 一

由 佳

筆  耕  者  橘  由 紀  加藤 えりな

式典音楽委員  鈴 掛 直 子  関  里 美  島 上 直 人

西 川

山 田

小 林

並 木

伊 藤

昇 馬

裕 紹

芳 子

大 和

保 雄

十二里 智子

川 村 志 穂

倉 元 徳 子

高 木 重 道

丸山 由起栄

小畑 幸次郎

酒井 めぐみ

一 色 佑 介

堀 井 真 人

佐々木 俊秀

富岡 多恵子

山 口 早 紀

伊 藤 裕 美

矢崎 歌奈子

新 井  洋
吉田 みずき

小 林 大 輝

遠 藤 百 花

村 岡 真 帆

加藤 結衣子

永 原 聖 人

増 澤 理 沙

稲 垣  彩

小 西 夕 香

神崎 美衣菜

加藤 菜々子

泰 典

歩 夢

医 師  小 林
若 山

佐 藤

出 口

朽 方

太 枝

雄 規

規 喜

良 夫

湯 浅 直 子

佐 山 未 奈

伊 藤  茜
小松 真紀子

小林 奈菜映

武 市 麻 里

柴崎 有令沙

梅 田 夏 美

福 島  唯
小 川 萌 果

芳 久

待 久

佑 介

看  護  師 菅 沢

吉 田
鈴 木

森 本

直 美

茂

美 香

由 美

(平成26年 7月 2日 現在 )

競 技 補 助 員

競 技 補 助 員  塚 田 千 尋
富田 ひなの

池 田 奈 央

河 田 なつき

石 毛 佑 弥

久 保 郁 彰

加 納 永 梧

森  誠 一

服 部 佳 歩

福 永 祥 久

田 中

青 木

水 谷

本 田

舞 奈

登 来

舞 美

純 輝

進 行 補 助 員  岡 田
守 田

真 帆

紀 香

岡 田

高 山

真 歩

達 矢

菜 月

春 菜

記 録 補 助 員  1鶴 岡

馬 場

木 下

由 香

美 咲

彩 里

八 木

渡 邊

塩 谷

安 寿

真 衣

真 実

阿 部 綾 乃

栗 芝 裕 享

松戸 可奈子

放 送 補 助 員  堤 ほ の か

川 嶋 愛 海

荘 司 貴 裕

選手招集補助員  篠 原  空
石塚 絵梨花

松戸 龍之介  真 子
原 田 彩 香  山 田
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山 本 唯 奈

井上 さやか

西 村 耕 平

平井 のどか

加藤 あずさ

岡 田  響

鎌 野 真 穂

大原 健太郎

松 山  南
石 原 直 樹

須 藤

大 綱

救 護 委 員 武 内 英 雄

下 茂 円

野 上 創 生

谷 口 七 海

大 坪 薫 子

勝 部 早 紀

品 川 優 香



シャトル補助員  辻 村
大 庭

山 田

平 田

高 橋 龍 丞

安 彦 優 希

堀 川 佳 吾

江 幡 美 奈

大 森 菜 央

木 村  翔
田 所 賢 治

菅 野  快
大 隈 拓 哉

山 本 翔 太

高 木 梨 帆

柴 田 佳 奈

山 本 琢 巳

滝 沢  凱
高 橋 裕 貴

近 藤 祐 太

石 井 智 也

松 本 萌 夏

山 崎 晴 菜

大 島  司

惣 川 和 瑳

長谷川 舞乃

鈴 木 彰 太

岩 井 潤 哉

久保田 明香

原  琴 未
石曽根 和花

伊 原 芹 奈

加 来 寛 人

竹 中 美 星

平山 健一郎

江 藤 由 貴

福 永 晃 久

渋 谷 桃 香

平 津 優 人

古 川 藻 瑛

粟飯原 啓太

下黒沢 亜美

押 樽 夏 輝

西 村 彩 夏

官 嶋  翼

愛 原  葵
森 川 美 徳

優 大

滉 平

彰 紀

夏 映

吉 岡

花 咲

彩 世

彩 萌

塩 見

吉 田

拓 己

健 哉

線審・得点表示員 木 戸 将 也

柴 木  崚
早 川 直 樹

関 口 郁 真

植 田 結 香

首 田 諒 人

片 桐 涼 太

豊坂 健一郎

佐々木 飛鳥

羽 山 優 介

伊 藤 ありさ

幸 林 杏 香

福 島  岡1

渡 辺 啓 太

廣 田 直 樹

鬼 山 和 也

佐 々 木 豪

後 藤 英 斗

陣 野 湧 生

伊東 宗一郎

石 橋 良 貴

渋 谷 海 都

石 橋 大 樹

永 井 拓 海

佐藤 永莉果

大 野 紗 香

塩 綺  彩
森 泉 綾 花

北 澤 光 太

鈴木 あか り

竹内 優里江

佐 藤 奈 月

高 梨 達 也

諏訪 杏花音

後藤 野乃花

津 田  樹
矢ヶ崎 一員

田 中 梨 菜

渡 辺 大 輝

塩野谷 千尋

長 窪  武

宮 田 佑 典

竹 下 大 貴

深 川 瑞 穂

北  島  華
近 藤 愛 華

加 藤 圭 祐

加 藤 拓 己

矢 澤 慶 樹

庄 野  億
牧  裕 史
竹 内 優 佳

石 橋 智 仁

山 本 拓 海

板 垣 拓 斗

新川 悠里子

市 村 泰 造

石 丸 雄 一

本 田 俊 輝

松永 健太朗

佐 藤 純 太

嶋 田 里 奈

生 井 澤 遥

官 川 大 哉

宍 倉 湧 規

久保田 陽香

串 戸 智 枝

博 松 美 帆

宮 下 結 衣

西 村 拓 真

平 野 那 奈

向 井 裕 紀

熊 野 千 秋

柳 澤  薫

瀬戸 口 鈴香

佐々木 涼輔

有 田 大 輝

熊 谷 拓 己

官 間 南 帆

大 島  学
堀 口 美 有

大 塚 玲 良

小 野 未 来

清 水 京 介

堀 越 夏 羽

池 田 百 花

鈴 木 静 華

早 田 達 仁

金 谷 洋 幸

清 水 雄 也

加 藤 和 磨

松 本 達 成

野 村 夏 海

大 日方 勇輝

知念 雄太郎

穂 苅 桃 子

金  田  葵
佐々木 大槻

山 岸 柚 輝

石 橋 嘉 光

中 野 修 真

佐 藤 淳 哉

渡 邊 真 桜

桜 井 未 来

伊 藤 清 俊

初 芝  夢
根 本 紗 菜

菅 井  咲
石 井 理 沙

中 安 裕 美

直 江  俊
前 田 ひかり

齊 藤 な な

小 野 杏 奈

松 岡 直 育

西 井 ことこ

石 原 直 樹

浅 野 龍 太

神 野 将 澄

高 橋  澪
馬 場 達 也

阿 部 透 子

久保木 有咲

山 口 和 輝

小 林 海 渡

福 島 南 帆

伊三野 天音

山 本  歩
柳  晴 貴
金 ケ 崎 駿

栗 田 克 斗

前 田 梢 汰

長 谷 川 遼

増 田 郁 香

原 田 翔 琉

榊 原  瞭
佐 藤 亜 郁

人 村 僚 一

小 林 泰 世

花 井  翼
小 林 夢 花

池 浦 雄 哉

粕 谷 豊 生

小 畠 亮 人

齊 藤 弘 丸

馬 越 建 彰

新 倉 美 咲

伊 藤 真 衣

渡 辺 奈 於

中 野 素 子

仲 田 愛 実

斎 藤 恭 也

蔵  里 桜
小島 沙希子

相 馬  稜
打越山 誠也

本 田 桃 子

杉 山 由 佳

下田 真一郎

山 根 悟 史

荒 居 直 生

塩野谷 陽香

齋藤 理維也
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運 営 補 助 員

総 務 補 助 員 野 口 佳 奈

池 田  奏
金 田 優 香

神 田 颯 太

好 田 純 菜

佐戸川 未有

木 村 千 晴

鈴 木 脩 吾

受付案内補助員 石田 寿々菜

鈴 木 春 海

宮 内 真 乃

村 上 友 梨

堀 越 海 都

井岡 ひかる

接 待 補 助 員  鈴 木 菜 奈
大宮司 真菜

田 邊 采 花

内 田 美 樹

秋 本 美 友

荘 司 有 紀

永 尾 千 夏

加 藤 愛 香

霜 田 梨 奈

藤原 絵梨香

杉 本 美 夢

平 山 広 輔

宮 口 裕 太

宗  優 典

小 幡 咲 和

秋 田 華 恋

須田 裕里加

鳥海 明 日香

佐 藤 朱 里

大鹿糠 航介

石 田 大 貴

小 池

山 口

山 田

長 山

高 橋

綿 貫

亜 月

真 希

千 瑛

壮 太

亜 弓

彩 華

奥 野 千 佳

三 浦 志 織

星名 由有紀
秋 田 紗 英

加藤 菜々美

小 嶋 由 香

長 井 航 平

太 田 唯 菜

河 野  匠
菊 田 大 樹

原 口 虎太朗

佐 藤 佳 彦

大 橋  響
大曽根 七海

吉 崎 修 斗

反  田  彩
正 田 和 己

込 ||1結衣加

山 田 竣 哉

高 橋 勇 次

高 木 智 秋

小林 まなみ

兵壁 さやか

幸 松 実 咲

田 辺 千 紘

今 井 菜 摘

大和久 愛美

角 南 香 奈

竹 森 帆 南

中 山 奈 緒

宇佐美 菜卯

林  瑞 貴
魏  君 美

林  貴 広
土 井  直
高 野 彩 斗

佐 藤 昇 平

河田 真知子

原  直 人
神 酒 由 奈

御 須 丈 貴

君 塚 晴 日

片 野 誠 実

石 井 彩 花

倉持 茉莉萌

渡 邊  優
森 川 舞 衣

真 壁 礼 帆

菊 地 彩 華

後 藤 真 之

西 山  慶
西川 祐太朗

稲 澤 友 芽

田 中 詩 織

田 中 智 也

木  村  黎

岡 本 美 優

鈴 木 裕 介

小 杉 羽 奏

佐々木 健太

飯 田 卓 也

長島 理華子

高 橋 朋 花

高 橋 美 久

杉 村 朋 美

堀 越 彩 那

野々山 知里

寺 原 可 菜

岡 本 理 来

中 古 綾 香

賀 家 朋 輝

忍 足 政 英

員 銅 俊 輔

坂 本 敦 史

浅 沼 大 晴

長 谷 川 凛

金久保 来夢

廣 井 勝 成

中 嶋 浩 介

永 尾  協
木 村 浩 哉

小 林 勇 介

小 泉 成 正

盛 田 智 子

奈 宮 史 典

安永 安寿香

小 林 由 樹

藤森 由紀乃

中 塚 茜 音

関口 慶多郎

藤 澤 萌 夏

望 月 紗 瑛

石 井 亜 実

宍 倉 愛 理

小 澤  澪
大 瀬1 薫
市 原 果 歩

内 田 有 香

濱本 悠太朗

國 吉  渓
阿 蘇 哲 崇

村 井 千 馬

大和 明日香

伊 藤 優 作

高 橋 梨 絵

救 護 補 助 員 福 永 裕 大  加藤 緋那子  椎 名 千 明  西 本 真 奈  西 坂  彩

環境警備補助員 小田部 篤広

山 本  彩
岡 時  薫
阿 部 優 介

荒 井  透
藤 代 万 智

渡 邊  匠
阿部 さゆき

練習会場補助員 大澤 奈津満

山 澤 一 真

山本 イオリ

三 好  愛
佐 瀬  光
宇田川 俊貴

渚  成 希
鈴 木 彩 加

池 田 光 希

伊 藤 雅 貴

韮 澤 龍 哉

斎 藤 崚 慈

瀬 古 竜 也

花 見 嘉 高

品田 はるか

音 田 竣 一

本川 純美麗

小 泉 彩 水

早 川 優 人

持 田

梅 田

本 間

古 池

村 岡

吉 野

池 田

佐 藤

石 黒

美 玖

恵 子

珠 実

実 加

正 義

和 樹

有 莉

美 優

夏 海
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プラカー ド委 員

式典音楽補助員

平 松 春 菜

村 上 怜 奈

栗 田 琴 弓

長田 有莉朱

卜部 優 花

徳嵩 紗央里

川 上 璃 子

西 村  栞
渡 辺 鮎 奈

坂 本 知 穂

黒 田 真 衣

石 嶋 千 雅

畠 山  響
宮 崎  菫

吉 り:1 樹
倉 本 光 紗

佐々木 友美

米 村 秋 映

手 島  舞
平 井 尚 美

乾  円 花

光 増 真 由

相川 沙緒里

吉 田 香 澄

石 井 美 穂

藤 田 涼 子

飯  島  敢
豊 島 香 穂

高橋 千愛深

新 井 夏 美

菊 間 円 香

石 塚 志 麻

宮 崎 璃 紗

田 中 世 奈

伊 東 千 絵

秋 山  駿
田 中 菜 帆

岩 崎 好 美

山 倉  涼
中村 はるか

上 田 純 香

武 藤 緋 里

板 橋 真 帆

徳 永  唯
鳥海 みなみ

茨 木 瑠 那

戸 田 有 紀

田 中 栞 里

谷 川 奈 々

水 原 響 香

齊 藤 礼 子

林  奏 子
菅 井  彩
原 優 里 菜

猪 原 詩 織

西 野 紗 渚

小 澤 由 佳

石 井 実 加

塚 原 朱 音

齊 藤 祐 美

本 間 雛 乃

坂 根 隆 平

藤 ケ 崎 萌

宮本 明 日香

栗 林 優 衣

前 島 芽 実

生 駒 美 緒

上野 いづみ

上 代 笑 美

田 中  歩
久保田 結生

原 田 紫 帆

渡辺 侑乃典

羽 鳥 花 凛

國 吉 恵 実

高 橋 亜 美

樋 口 涼 奈

小 関 伶 奈

牧井 友萌美

前 田  天
木 幡 み う

早 川 帆 香

春 原 杏 佳

沼 野 伽 要

中 島 美 南

川 村 彩 夏

太 田 菜 月

吉 野 恵 華

福  山  翠
竹内 花菜子

小 川 菜 緒

平 瀬 詩 乃

國吉 ちあき

吉 川 美 穂

堀 越

村 杉

篠 田

山 根

後藤

馬 場

小島

田 中

横 山

神 崎

理 緒

泰 葉

すみか

早 織

満里奈

藍 梨

羽瑠 日

南 帆

美 友

喜 慈

田 邊 幸 奈

高 田 未 来

関 根 友 里

渡 辺 悠 夏

鶴 岡 真 実

阿部 ひかる

佐 藤 航 平

竹 山 佑 夏

長嶋 小百合

上 代 瑠 奈

水 野 仁 美

青 柳 奈 央

柴 田 いろは

桃 井 優 花

山本 明 日香

後 藤 朱 音

若 菜 正 世

澤 田 隼 妃

岩 尾 久 美

坂 本 颯 人

大 塚 萌 加

田 邊 陽 菜

菅 原 理 沙

戸田 満里奈

天 田 美 佑

金 子  塁
高橋 小豆季

川 崎 青 空

細井 絵里加

長谷川 朱加

吉 本 幸 司

上 野 克 優

土 屋 桃 香

臼 田 麻 衣

山 崎 活 斉

諸 石 愛 海

安 藤 葉 月

石 川 里 佳

古 作  匠

伊 藤 汐 里

小 山 結 衣

一 氏 愛 未

田 中  穂
川 畑 菜 那

神 箸  茜
森 安 慎 哉

宮 崎 佑 香

小高 いぶき
松 本 光 平

小林 もも花

冨永 真佑子

見 留 圭 樹

長 嶋  希
枡 田 樹 哉

後 藤  望
森 田 智 春

春 井 俊 人

山本 絵梨花

久 野 智 加

岩 永 友 也

大 井 優 果

野 老 莉 穂

小 高 由 季

太 田 美 咲

樋 口 朋 華

福 田 莉 加

緑 川 優 輝

横 田 結 衣

菅 野 率 々

三輸 栞萌乃

高 橋 美 乃

牧 井 菜 摘

渡 辺 景 子

冨永 さくら

黒 須 風 花

中山 沙也加

石井 琉璃香

島 田 侑 果

工 藤 七 海

桐 生  蓮

(平成26年 7月 2日 現在 )
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平成26年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会
高松宮記念杯 第65回全国高等学校バドミントン選手権大会

実施要項

主
　
　
　
共

　

後
　
　
　
主

読売新聞社

文部科学省 (公財)日 本体育協会 日本放送協会
(公財)千葉県体育協会 千葉市体育協会

(公財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部

千葉県高等学校体育連盟 千葉県バドミントン協会

特別協賛   大塚製薬

協  賛   マイナビ JTB 久光製薬 日本郵政グループ カンコー学生服

特別協力   環境省

催

　

　

催

　

援

　

　

管

(公財)全国高等学校体育連盟

千葉県 千葉県教育委員会
(公財)日 本バ ドミントン協会

千葉市 千葉市教育委員会

(金)14時 00分～

(土)～ 6日 (水) 5日 間

(水〉 競技終了後

1期
(1)

(2)

(3)

日

式

技

式

〈
バ
　
　
　
　
　
△
ム

開

競

閉

平成 26年 8月 1日

平成 26年 8月 2日

平成 26年 8月 6日

2 7̂ミ
↓日

'笏

(1)開 会 式

(2)競   技

千葉ポー トアリーナ

〒 260-0025 千葉市中央区問屋町 1-20

TEL 043-241-0006

千葉ポー トアリーナ

〒 260-0025 千葉市中央区問屋町 1-20

TEL 043-241-0006

千葉県総合スポーツセンター体育館

〒 263-0011 千葉市稲毛区天台町 323

TEL 043-290-8501

JFE千 葉体育館
〒 260-0842 千葉市中央区南町 1-3-1

TEL 043-263-1166
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(3)

3 競技種目

(1)学 校対抗

(2)個 人対抗

4 競技日程

閉 会 式

千葉県立幕張総合高等学校メインアリーナ

〒 261-0014 千葉市美浜区若葉 3-1-6
TEL 043-211-6311

おいはま

千葉県立生浜高等学校体育館

〒 260-0823 千葉市中央区塩田町 372

TEL 043-266-4591

千葉ポー トアリーナ

〒 260-0025 千葉市中央区間屋町 1-20

TEL 043-241-0006

各団体戦

各個人戦 (シングルス・ダブルス)

女

女

男

男

千葉ポー トアリーナ

千葉県総合スポーツセンター

JFE千葉体育館
千葉県立幕張総合高校

千葉県立生浜高校

男子

男子

女子

女子

女子

9時 30分～
学校対抗

1回戦～ 3回戦
8月 2日 (土 )

千葉ポー トアリーナ  男子・女子
学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

8月 3日 (日 ) 9時 30分～

9時 00分～
個人対抗ダブルス

1回戦～準々決勝

千葉ポー トアリーナ

千葉県総合スポーツセンター

JFE千葉体育館
千葉県立幕張総合高校

千葉県立生浜高校

男子

男子

女子

女子

女子

8月 4日 (月 )

9時 00分～
個人対抗シングルス

1回戦～準々決勝

千葉ポー トアリーナ

千葉県総合スポーツセンター

JFE千葉体育館
千葉県立幕張総合高校

千葉県立生浜高校

男子

男子

女子

女子

女子

8月 5日 (火 )

8月 6日 (水 ) 9時 00分～

個人対抗ダブルス・

シングルス

準決勝～決勝

個人対抗表彰式

閉会式

千葉ポー トアリーナ  男子・女子
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5 競技規則
平成 26年度 (公財)日 本バ ドミン トン協会競技規則・同大会運営規程・同公認審判員規

程による。

6 競技方法
(1)学 校対抗 (団体戦 )
ア トーナメン ト戦方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組・シングルス 3名 で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シング
ルス 1・ シングルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者以外は、

ダブルスとシングルスを兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は 3マ ッチ先取とする。
工 監督・コーチ・マネージャーの変更は、大会事務局に所定の変更届出用紙で提出する。
但 し、追加は認めない。

オ 選手の変更は、校長及び各都道府県高等学校体育連盟会長の承認を得て、大会事務局
に所定の変更届出用紙で提出する。

力 上記 6(1)工・オについては、監督会議開始前 (監督会議受付でも可〉までとする。
(2)個 人対抗 (個人戦 )
ア シングルスおよびダブルスを行 う。 (シングルス・ダブルスは兼ねて出場できる)
イ トーナメン ト方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

7 引率・監督
(1)引 率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員 とする。個人の場合は校長の
認める学校の職員とする。

(2)監 督・ コーチは、校長の認める指導者 とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責
任保険 (スポーツ安全保険等)に必ず加入することを条件 とする。

8 使用用器具
(公財)日 本バ ドミントン協会検定・審査合格用器具及び平成 26年度第 1種検定合格水鳥

球を使用する。
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9 大会参加資格
(1)選手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校 (中等教育学校後期課程を含む)に在
籍する生徒であること。但し、休学中、留学中の生徒は除く。

(2)選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、当該競技専門部に
登録し、当該競技実施要項により全国大会の参加資格を得た者に限る。但し、都道府県

高体連に専門部が設置されていない種目については、加盟校の生徒であることとする。

(3)監 督・コーチ・選手・マネージャーは、 (公財)日 本バ ドミントン協会に平成 26年 6
月 27日 (金)までに会員登録を完了した者とする。



(4)選 手は、平成 7年 (1995)4月 2日 以降に生まれた者とする。但し、出場は同一競技
3回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。

(5)チーム編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認め
ない。

(6)統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認め
る。

(7)転校後 6ヶ月未満の者は、参加を認めない。 (外国留学生もこれに準じる)但 し、一

家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があればこの

限りではない。

(8)出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府
県高等学校体育連盟会長の承認を必要とする。

(9)参加資格の特例
ア 上記 (1)(2)(3)に 定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を
満たすと判断され、都道府県高等学校体育連盟会長が推薦した生徒について、別途に定

める規定にしたがい大会参加を認める。

イ 上記 (4)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出
場は同一競技 3回までとする。

【大会参加資格の別途に定める規定】

1 学校教育法第 72条、115条、124条及び 134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体育
連盟の大会の参加を認められた生徒であること。

2 以下の条件を具備すること。
(1)大会参加資格を認める条件
ア (公財)全国高等学校体育連盟の目的を理解し、尊重すること。

イ 参加を希望する特別支援学校 。高等専門学校・専修学校及び各種学校にあっては、
学齢、修学年限ともに高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒

による混成は認めない。

ウ 各学校にあつては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全国大
会への出場条件が満たされていること。

工 各学校にあっては、部活動が教育の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員の
指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を失し

ておらず、運営が適切であること。

(2)大 会参加に際し守るべき条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事項
等にしたがうとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万―の事故に備えて傷害
保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。
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10 参加制限

(1)学校対抗 (団体戦)
ア 参加チーム数
(ア)各 都道府県は男女とも、 1チームとする。
(イ)北 海道は、男女とも、道南・道北より各 1チームとする。
(ウ)開 催県 (千葉県)は、男女とも、各 1チームを増やすことができる。
イ チーム編成
監督 1名 、コーチ 1名 、マネージャー 1名 、選手 5名以上 7名 以内とする。また、

5名 を欠いた場合はチームとして認めない。 (同一校で男女出場する場合は、それぞれ

に別の監督をつけること〉

(2)個人対抗 (個人戦)
ア 参加数
(ア)各 都道府県は男女とも、シングルス 2名、ダブルス 2組。
(イ)北 海道は、男女とも、道南 。道北より、各シングルス 2名、ダブルス 2組。
(ウ)開 催県 (千葉県)は、男女とも、各シングルス 2名 、ダブルス 2組を増やすこと
ができる。

イ ダブルスの編成は、同一校選手による。
ウ 監督は、 1名 とする。 (同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつける
こと)

(3)外 国人留学生
ア 学校対抗 (団体戦)
申し込みは 2名以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数 (1名 または 2名 )に関

わらず、 1試合とする。

イ 個人対抗 (個人戦)
男女とも、道南・道北・各都道府県シングルス 1名、ダブルス 1組までとする。

(4)マネージャーは当該校の職員または生徒とする。

11 参加申込

※ 個人情報の取り扱いに関して
大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外の

目的に利用することはありません。 (詳 しくは実施要項の最終ページを参照してください)

(1)申込書類
ア 参加申込書        学校対抗・個人対抗とも4部

(1部は、各都道府県高等学校体育連盟で保管する)

イ 参加料振込通知書     1枚
(2)申込方法
所定の様式により4部作成し、各都道府県高等学校体育連盟で取りまとめ、 1部は各

都道府県高等学校体育連盟で保管し、2部は下記申込先宛に簡易書留郵便で申し込むこ

と。なお、その際に参加料の銀行振込通知書 (副)を同封すること。
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参加校は、下記要領に従って、参加申込書及びそのデータを提出すること。

参加申込書は、エクセル形式ファイルを下記の (5)の ホームページから、ダウンロー ド

して作成 し、プリン トアウト (正・副・控・都道府県控の 4枚)すること。 (詳細に関して

は、別紙説明書あり)

プリン トアウトした参加申込書の必要箇所に押印して提出すること。

また、入力 したデータは、下記の (4)の メールア ドレスに 6月 24日 (火)までに送信

すること。その際、各学校等における個人情報の電子メール送信に係る取 り決め等を遵守す

ること。もし、送信が不可能な場合はデータをCD― R等に保存 して、下記申込先へ送付す
ること。 (記録メディアについては参加校で用意すること)

(3)申込期限
平成 26年 6月 30日 (月 )必着

(入カデータは資料作成のため、 6月 24日 (火)までに、下記の (4)の メールア ド
レスに送信すること)

(4)申込先
〒 260-8730 千葉県千葉市中央区問屋町 1-35

千葉ポー トサイ ドタワー 11階

平成 26年度全国高等学校総合体育大会

千葉市実行委員会事務局 バ ドミントン競技担当 白鳥 寿
TEL 043-245-5940    FA)【 043-245-5982

E―mail bad-260city.chiba.lg.Jp

(5)「違めく青春 南関東総体 2014」 千葉県実行委員会ホームページ

http://w¬nv.pref.chiba.lg.jp/kyouiku/taiiku/soutai/index.html

12 参加料

(1)参 加料
ア 学校対抗 (団体戦)1チ ーム   35,000円

イ 個人対抗 (個人戦)1  名    3,500円
(シングルス・ダブルスの重複出場者は 1名分のみとする)

(2)納 入方法
ア 各都道府県高等学校体育連盟で取 りまとめ、参加申込と同時に、所定の銀行振込用紙
を用いて、下記の日座に振 り込むこと。

イ 振込先

指定銀行
テ バ ギンコウ  チ バ シヤクションュッチョウジョ

千葉銀行 千葉市役所 出 張 所

口座番号 普通 3064974

口座名義
コウコウンクタイ チ ′ヽ シ ジッコゥィィンカイ

26高校総体千葉市実行委員会
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(3)参加取消に伴う納入金の取り扱い
ア 参加申込期限日までの取消については返金する。ただし、振込手数料を差し引いた額
とする。

イ 参加申込期限日後の取消については、返金しない。

13 表

(1)

ア

イ

ウ

コ已

オ

カ

キ

ク

ケ

二 :

サ

※

(2)

ア

イ

ウ

彰

学校対抗 (団体戦)

男子及び女子の優勝校に、高松官記念杯を授与する。

男子及び女子の優勝校に、文部科学大臣賞状及び文部科学大臣杯を授与する。

男子及び女子の優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長杯を授与する。

男子及び女子の優勝校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会優勝旗を授与する。

男子及び女子の優勝校に、NHK盾 を授与する。
男子及び女子の優勝校に、読売新聞社杯を授与する。

男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長盾を授与する。

男子及び女子の準優勝校に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部長杯を

授与する。

男子及び女子の 3位までの入賞校に、(公財)全国高等学校体育連盟賞状及びメダルを

授与する。

男子及び女子の 3位までの入賞校に、(公財)日 本バ ドミントン協会メダルを授与する。

男子及び女子の 3位までの入賞校に、(公財)日 本バ ドミントン協会賞状を授与する。

優勝杯、優勝旗、準優勝盾、準優勝杯は、持ちまわりとする。

個人対抗 (個人戦)

男子及び女子のシングルス優勝者に、(公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを授与

する。

男子及び女子のダブルス優勝者に、(公財)日 本バ ドミントン協会会長 トロフィーを授

与する。

男子及び女子のシングルス準優勝者に、(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専

門部長杯を授与する。

男子及び女子のダブルス準優勝者に、(公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを授与

する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)全国高等学校

体育連盟賞状及びメダルを授与する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、(公財)日 本バ ドミン

トン協会メダルを授与する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、(公財)日 本バ ドミン

トン協会賞状を授与する。

優勝杯、準優勝杯、及び トロフイーは、持ちまわりとする。

監督

学校対抗 (団体戦)優勝校の監督を (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門

コ■

オ

カ

キ

※

(3)
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14 宿

(1)

部が表彰する。

(4)レ プリカ
前年度の優勝校、準優勝校及び優勝者、準優勝者にレプリカを授与する。

,自

(2)

宿  泊
選手・監督及び引率責任者等 (参加申込書に記された者)並びに役員等の宿泊は、下

記の申込方法により配宿センターを通じて申し込まなければならない。

なお、上記に違反があった場合は、 (公財)全国高等学校体育連盟専門部及び都道府県

高等学校体育連盟が当該校に対して指導を行う。

宿泊料金

宿泊料金は、原則として下記のとおりとする。

料金区分

宿泊者

宿 )自 料 金

宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設 宿泊施設

A B C D E F G H

選
=:=コ‐

監
督

1

,自

2
食

13,001円

14,000円

12,001円

13,000円

11,001円

12,000円

10,001円

11,000円

9,001円

10,000円

8,001円

9,000円

7,001円

8,000円

6,000円

7,000円

役

員

1

,自

2
食

13,801円

15,000円

12,801円

13,800円

11,801円

12,800円

10,801円

11,800円

9,801円

10,800円

8,801円

9,800円

7,801円

8,800円

6,800円

7,800円

視
察
員

報
道
関
係
●た´
日

等

1

)自

朝
食

11,041円

12,000円

10,241円

11,040円

9,441円

10,240円

8,641円

9,440円

7,841 円

8,640円

7,041 円

7,840円

6,241円

7,040円

5,440円

6,240円

=ヨヽ
泊
り

9,661円

10,500円

8,961円

9,660円

8,261円 7,561円

8,260円

6,861円

7,560円

6,161円

6,860円

5,461円 4,760円

5,460円

※ 1 宿泊料金には奉仕料を含む。消費税は含まない。
※2 入湯税及び宿泊税が課税される場合は、当該税額が別途加算される。
※ 3 昼食弁当を申し込んだ場合、選手・監督は 1食当たり840円 (消費税込)を別途支
払 う。

※4 上記の料金によりがたい場合は、上記料金表の上限金額を超えない範囲で別途定め
ることがある。

(3)申込方法
ア 申込責任者は、所属長の責任のもとに、配宿センターホームページ内にある宿泊申込
様式に必要事項を入力し申込登録をする。併せて、その登録内容を「宿泊申込書」とし

てプリントアウトする。 (学校長印、都道府県高等学校体育連盟会長印の押印必要)
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イ 申込責任者は、送信後速やかに宿泊申込書及び参加申込書の写しを都道府県高等学校

体育連盟バ ドミン トン専門部に提出する。

ウ 都道府県高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部は、宿泊申込書を都道府県高等学校体

育連盟会長宛てに提出する。

工 都道府県高等学校体育連盟会長は、上記書類を確認の うえ、以下の申込先へ申込期限

必着で郵送する。

(4)申 込 先

違めく青春 南関東総体 2014 千葉県配宿センター

1=260-0013

千葉県千葉市中央区中央 4-13-28 新都市ビル 7階

TEL 043-223-7761    FAX 043-222-7818

(5)申 込期限
ア 選手 。監督及び引率責任者等 平成 26年 6月 30日 (月 )

【※水泳競技は7月 30日 (水 )】

平成 26年 6月 23日 (月 )

【※水泳競技は 7月 23日 (水 )】

イ 選手・監督及び引率責任者等以外
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(6)宿 泊の変更及び取消し
ア 入宿前について
(ア)宿 泊決定通知書が到着する前は、申込責任者がインターネット申込み画面に直接
変更内容を入力して変更登録するか、出力した宿泊申込書に加筆修正してファクシ

ミリで上記申込み先へ送信するものとする。

(イ)宿 泊決定通知書が到着した後は、申込責任者がインターネット申込み画面に直接

変更内容を入力して変更登録するか、到着した宿泊決定通知書兼変更依頼書に加筆

修正してファクシミリで上記申込先へ送信するものとする。

その効力の発生は、インターネット上での変更申込みが完了した日時とする。

また、ファクシミリにおいては、上記申込先に着信した日時とする。

イ 入宿後について
申込責任者が直接宿泊施設へ速やかに申し出るものとし、その効力の発生は、申し出

のあった日時とする。

ウ 宿泊取消料金について
宿泊予定日の 5日前からの取消し及び宿泊申込み後、変更

。取消しの申出がないまま

宿泊をしなかった場合には、「平成 26年度全国高等学校総合体育大会宿泊要項」に定

める宿泊取消料金がかかるものとする。

※選手 。監督の特例

競技の結果により取消しをする場合、利用予定前日の午後 8時までは取消料金が発生

しない。

(7)そ の他
詳細については、配宿センターのホームページを参照のこと。



15 組合せ

(1)(公 財)全国高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部及び (公財)日 本バ ドミン トン協会
の責任において行 う。

(2)組 合せ抽選は、平成 26年 7月 5日 (土)に行 う。
(3)組 合せ抽選にともなう諸会議

16 諸会議

17 連絡事項

(1)服装
ア 競技時の服装は、色付き着衣を使用する場合、 (公財)日 本バ ドミントン協会の検定審
査合格品とする。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色は上
衣に鮮明に映えるものとする。目立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう場合も

ある。

【上段 :学校名 (やや大きく)、 下段 :都道府県名】

ゼッケンを使用する場合、自の布地で縦 15 cm、 横 30 cmの大きさを基準とする。

(ゼ ッケンの場合の文字の色は、黒色または濃紺色とする)

(例 )

・ 嘔―――――- 30 cm ――――――ロト

15 cm
学 校 名
都道府県名

ウ 開会式・閉会式に参加する時の服装は、競技時の服装に準じる。

▲
早
―
―

１

７

第 1回常任委員会 7月 3日 (木)13時

千 葉 市 教 育 委 員 会

千葉市中央区問屋町 1-35

千葉ポー トサイ ドタワー

TEL  043-245-5940

12階第 1会議室

第 2回常任委員会 7月 4日 (金)9時 千 葉 市 教 育 委 員 会 12階第 1会議室

組 合 せ 抽 選 会 議 7月 5日 (土)9時 千 葉 市 教 育 委 員 会 12階第 1会議室

第 3回常任委員会
7月 29日 (火)13時

30日 (水)9時
千 葉 市 教 育 委 員 会 12階第 1会議室

専 門 委 員 長 会 議 7月 31日 (木)10時 千 葉 市 教 育 委 員 会 12階第 1会議室
臣を  た区  △  言曇
bL 目   = 口瞬 7月 31日 (木)13時 千 葉 ポ ー トア リー ナ サ ブ ア リー ナ

審 判 会 議 8月 1日 (金)17時 千 葉 ポ ー トア リー ナ サ ブ ア リー ナ
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(2)

(3)

(5)

ア

イ

ウ

(4)

ア

イ

ウ

応急処置

競技時の傷害、疾病等の応急処置は主催者側で行 うが、その後の責任は負わない。

なお、参加者は健康保険証を持参すること。

プログラムの無償配布

プログラムの無償配布は次の通 りとする。

都道府県選手団本部              2部
学校対抗 (団体戦)出場チーム (監督を含む)  3部

個人対抗 (個人戦)のみ出場者         1部
備考

引率責任者は、 (公財)全国高等学校体育連盟 「大会参加選手心得」を精読の上、事前

に生徒指導の万全を期す とともに出場者の行動に対 して責任を負 うものとする。

部旗 。応援旗の使用については、大きくないものとする。

学校対抗 (団体戦 )、 個人対抗 (個人戦)は、ア ドバイス席を設ける。

大会参加に際 して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ以外

の目的に利用することはありません。

来会及び各競技会場への移動

駐車スペースが限られているので、公共交通機関を利用すること。

(公財 )日 本バ ドミン トン協会環境委員会よりお願い

(開催地の)ゴ ミの分別収集に協力 してください。

(宿泊先の)部屋から出るときは、エアコン・テ レビ・ライ トのスイッチを消 してく

ださい。

マイ歯ブラシを持参 して大会に参加 してください。

ニニ

(6)

ア

イ

ウ

【問い合わせ先】

平成 26年度全国高等学校総合体育大会
千葉市実行委員会事務局 バ ドミントン競技担当
〒 260-8730 千葉県千葉市中央区問屋町 1-35

千葉ポー トサイ ドタワー 11階

TEl′  043-245-5940   FAX 043-245-5982

E―mail bad-260city.chiba.lg.jp
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平成 26年度全国高等学校総合体育大会における
個人情報及び肖像権 に関わ る取扱いについて

公 益 財 団 法 人 全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟

平成26度全国高等学校総合体育大会東京都・千葉県・神奈川県・山梨県実行委員会

平成 26年度全国高等学校総合体育大会会場地市町実行委員会

(公財)全国高等学校体育連盟、平成 26年度全国高等学校総合体育大会東京都・千葉県・神奈川県・山梨
県実行委員会 (以下「県実行委員会」という。)及び平成 26年度全国高等学校合体育大会会場地市町実行委
員会 (以下「会場地市町実行委員会」という。)は、大会参加申込書等を通じて取得する個人情報及び肖像権
の取扱いに関して以下のとおり対応します。

1参加申込書に記載された個人情報の取扱い
(1)大会プログラムに掲載されます。

(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。

(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。

(4)組合せ等の内容が大会関連ホームページに掲載されることがあります。

(5)氏名・学校名 。学年については、報道の正確性を期すため、大会開催前に報道機関に提供するこ

とがあります。

2競技結果 (記録)等の取扱い
(1)東京都実行委員会が設置する記録センターを通じて公開されます。

(2)県実行委員会、会場地市町実行委員会、又はこれらに認められた報道機関等により新聞・雑誌及

び関連ホームページ等で公開されることがあります。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、県実行委員会及び会場地市町実行委員が作成する大会

報告書 (以下「報告書」という。)に掲載されます。
(4)新記録、優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されることが
あります。

3肖像権に関する取扱い
(1)県 実行委員会、会場地市町実行委員会、又はこれらに認められた報道機関等によつて撮影された

写真が、新聞・雑誌・報告書及び関連ホームページ等で公開されることがあります。

(2)県 実行委員会、会場地市町実行委員会、又はこれらに認められた報道機関等によつて撮影された

映像が、中継・録画放映及びインターネットによつて配信されることがあります。また、DVD等に編
集され、配付されることがあります。

(3)こ の他、(公財)全国高等学校体育連盟及び県実行委員会等に許可を受けた写真撮影企業等によつて

撮影された写真等が販売されることがあります。

4県 実行委員会及び会場地市町実行委員会としての対応
(1)取得した個人情報を上記利用目的以外に使用することはありません。

(2)参加申込書の提出により、上記取扱いに関するご承諾をいただいたものとして、対応させていた

だきます。

(3)大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、県実行委員会及び会場地市町実行委

員会と大会に関する契約をしている者、大会運営関係者及び会場に来られた観客の皆様につきましては、

上記取扱いに関するご承諾をいだいたものとして対応させていただきます。

(4)個人情報等の掲載又は公開等に関してのご質問は、下記事務局までご連絡ください。

連絡先・問い合わせ先

(公財)全国高等学校体育連盟事務局  03-6268-0027
平成 26年度全国高等学校総合体育大会
東京都実行委員会事務局  03-5990-5752
千葉県実行委員会事務局  043-223-4101
神奈川県実行委員会事務局 045-411-2579
山梨県実行委員会事務局  055-223-1640
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_■_

ノヘ △
蚕 日 =ロ↑王

大会準備

7月 29日 (火 )

7月 31日 (木 )

競技会場準備
競技・運営リハーサル

各競技会場 9:OO

7月 29日 (火 ) 13:○○

7月 30日 (水 )
第3回常任委員会

9iOO

7月 31日 (木 ) 専門委員長会議

千葉市教育委員会12階第 1会議室

10:OO

7月 31日 (木 ) 監督会議 13:00

△
蚕

姜
我

8月 1日 (金 ) 審判会議
千葉ポートアリーナ・サフアリーナ

17:OO

9:OO

13:25開会式 8月 1日 (金 )

曰 曰 △ ―+
1利 ム エヽ

千葉ポートアリーす

14:○○

《男子》
千葉ポートアリーす

千葉県総合スポーツセンター

《女子》
JFE千葉体育館
千葉県立幕張総合高校
千葉県立生浜高校

9:30競 技 8月2日 (土 )
学校対抗
1回戦～3回戦

9i30技
彰式

競

表 8月3日 (日 )
学校対抗
準々決勝～決勝
学校対抗表彰式

《男子・女子》
千葉ポートアリーナ

8月4日 (月 )
個人対抗 ダブルス
1回戦～準々決勝

9:00

《男子》
千葉ポートアリーナ
千葉県総合スポーツセンター

《女子》
JFE千葉体育館
千葉県立幕張総合高校
千葉県立生浜高校

個人対抗 シングルス
1回戦～準表決勝

競 技

8月5日 (火 )

9:○○《男子・女子》
千葉ポートアリーナ

個人対抗
ダブルス・シングルス

準決勝・決勝
個人対抗表彰式

閉会式

8月6日 (水 )
競 技
表彰式
閉会式
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種  別 月 日(曜 ) 内 容 場 所 開始時間

リハーサル

ドーピング講習会



2会 場

開 会 式 実 施 要 項

1期 日 平成26年8月 1日 (金)14:00～

千葉ポートアリーナ

12:30～ 13:253受 付

4式次第

No 時刻 (時間) 次  第 登 壇 者 氏  名 備 考

選手集合完了

ドーピング講習会 日本体育協会担当者

13:451(15) 休憩

14:00 歓迎演奏 千葉県立千葉商業高等学校吹奏楽部

1′1:15 (3) 来賓・大会役員登壇

14:18 (1) 開式通告 司会

4 14:19 (35) 選手入場
大会副委員長

各チーム代表者 (1名 )
チーム紹介

行進出

14:54 (1) 開会宣言 大会副委員長 猿渡 末治 77:/77-V
14:55 1(2) 国旗儀礼 君が代

14:57 1(3) 高体連の歌

15:00 1(10) 大会委員長 帰山 好和

9 15:10 (3) 大会委員長挨拶
(公財)全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部部長
帰山 好和

10 15:13 (3) 大会名誉会長挨拶 (公財)日 本バドミントン協会会長 綿貫 民輔

11 15:16 (3) 歓迎の言葉 千葉市長 熊谷 俊人

12 15:19 (3) 歓迎の言葉 千葉県バドミントン協会会長 有瀬 浩一

13 15:22 (3) 歓迎の言葉 生徒代表 (千葉聖心高等学校 ) 松崎 葉月

14 15:251(2) 選手宣誓

大会委員長

男子代表 (西武台千葉高等学校 )

女子代表 (西武台千葉高等学校)

帰山 好和

森川 真諭

桶田 彩乃

ファンファーレ

15 15127 1(5) 連続出場校表彰 大会委員長 帰山 好和 得賞歌

16 15:32 1(3) 感謝状贈呈
(公財)日 本バドミントン協会会長

千葉市長

綿貫 民輔

熊谷 俊人

17 15:35 (1) 閉式通告 司会

18 15:36 (2) 来賓・大会役員降壇

19 監督・選手退場

5注意事項
(1)各校の選手は 13:25ま でに集合 (着席)してください。
(2)優勝・準優勝杯・優勝旗を返還する生徒および連続出場表彰を受ける学校の代表生徒は、12:50までに
ステージ前に集合してください。
(3)ドーピング講習会終了後、各チームの入場行進者1名は、サブアリーナの集合所に14:00までに集合してください。
(4)レプリカの箱は、開会式終了後、受付で受け取ってください。
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l3:25

13:25 '(20)



千葉ポートアリーナ メインアリ…ナ座席表

千葉ポートアリーナ 2階観客席
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玉
　
女
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山

梨里
　
女
子

大

阪
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女
，

知

補助員控席

九 州 吹奏楽

選手団席

一ンス 北海道

四 国 月に 」ヒ

中 国 東 海 関 東 北信越
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開会式関係者以外立入禁止区域
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１

　

２

　

３

日

場

第次

期

会

式

平成 26年 8月 3日 (日 ) 競技終了後 (15:30～ 予定)
千葉ポー トアリーナ

15:25 選手集合完了

15:29 来賓・大会役員着席
０
つ 15:30 (1) 開式通告 司会者
４

＾ 15:31 (3) 選手・監督入場 行進曲

15:34 (2) 成績発表 レフェリー 河崎 正紀
´
り 15:36 (40) 表彰 得賞歌

16:16 (1) 閉式通告 司会者
８

）
16:17 選手・監督退場 行進曲

4 注意事項
(1)被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。

(2)優勝校・準優勝校の表彰は男女同時に行います。

(3)3位校の表彰は男女別に 2校同時に行います。
(4)表彰はすべて表彰エリアで行います。

5 表彰式配置図

千葉市旗 日本協会旗 国 旗 千葉県旗 読売新聞社旗

☆表彰委員・補助員

メダル・表彰状

☆総括者

☆表彰委員・補助員

メダル・表彰状

☆進行委員

☆放送委員
大会役員席

子女

来賓席

男  子
1位  2位  3位位

△
◎
◎
◎
○
〇
〇
〇
〇
〇
〇

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
○
○
〇
〇
〇
〇
〇

位

△
◎
◎
◎
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

†

¨

報道員

視察員

役員

プラカー ド

監   督
コ ー チ
マ ネ ー ジ ャー

選1  手

審判員

補助員

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○
○

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

表彰エリア

-47-

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

No. 時刻 (時間) 次  第 登 壇 者 氏  名 備 考



１

　

２

　

３

日

場

第式次

期

千葉市旗 日本協会旗 国 旗 千葉県旗 読売新聞社旗

平成 26年 8月 6日 (水) 競技終了後 (13:30～ 予定)
千葉ポー トアリーナ

4 注意事項
(1)被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。

(2)男 子シングルス→女子シングルス→男子ダブルス→女子ダブルスの順で、優勝者、準優勝者、

第 3位の各 4名 (組)を順に表彰します。
(3)表彰はすべて表彰エリアで行います。

5 表彰式配置図

☆表彰委員・補助員

メダル・表彰状

☆進行委員

☆放送委員
大会役員席 来賓席

☆表彰委員・補助員

メダル・表彰状

☆総括者

子

(ダブルス)

報道員

視察員

役員

女

(ダブルス)

○○△

〇〇△

〇〇△

〇〇△

子

(シングルス)

○

○

男

(シングルス)

△〇

△〇

△〇

△〇

△

△

△

△

○

優

準優勝

勝

位

位

△〇〇

△〇〇

△〇〇

△〇〇

審判員

補助員

△―プラカー ド

選手集合完了13:25

13:29 来賓 。大会役員着席

司会者13:30 (1) 開式通告

行進曲13:31 (2) 選手・監督入場

レフェリー 河崎 正紀13133 (2) 成績発表

得賞歌13:35 (15) 表彰

大会委員長挨拶 大会委員長 帰山 好和 司会者13:50 (3)

（わ 13:52 (3) 開催会場地挨拶 千葉市教育委員会教育長 志村 修
君がイヽ CD13:56 (2) 国旗儀礼

10 13:58 (1) 閉会宣言 大会副委員長 猿渡 末治
司会者11 13:59 (1) 閉式通告

12 14:00 (2) 選手・監督退場 行進曲

表彰エリア

○
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個 人 対 抗 表 彰 式 及び 閉 会 式 実 施 要 項

No 時刻 (時間) 次 第 登 壇 者 氏  名 備 考



タイムテーブル (学校対抗の部 )

8 2日 土 1日

8 2日 (土 ) 1日 (1 ～ 3

1 ～ 3

本育館コ ー

タイム ４

．

9:30～

1回戦
BT
1

BT

2

BT

3
BT

4

BT

5

2回戦

3回戦

ム

|

４

‐ 10 11 12

9:30～

1回戦

BT
6 7 8

BT
9
BT
10 11

BT
12
BT
13
BT
14
BT
15
BT
16
BT
17

2回戦

3回戦 BT36～ BT4 1(2コート使用 )

千 :県立事 士校コート
タイム ′

“

GT
1

GT
2

GT
3
GT
4

GT
5

9:30～

1回戦

2回戦

3回戦 GT34～ GT3 5(2コ ート使用 )

コート
タイム

:体育歯
′
４

9130～

¬回戦

GT
6
GT
7

GT
8
GT
9
GT
10
GT
ll
GT
12
GT
13

2回戦 GT22～ GT29

3回戦

コート

タイム ′
■

9:30～

1回戦

GT
14
GT
15
GT

16
GT
17

3回戦 GT40～ GT41(2コート使用)

8 3日 2 々 勝～ 子・女

タイム ′
４ 10 11 12

9:30～

準々決勝

BT

42
BT
43
BT
44
BT
45

GT
42
GT
43
GT
44
GT
45

12:00～

準決勝

BT
46

BT
47

GT
46

GT
47

14:00～

決勝

BT
48

GT
48
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zンター千葉 疇1総合ス , こ―ツ・

BT1 8～ 3T21

BT34～ BT35(2コート使用)

2

BT
3

BT
6

BT

BT22～ BT33

GT1 8´‐GT21

L3

FE千 :

GT36～ GT39(2コート使用 )

千 葉 立 生

2回戦 GT30′ ′ヽGT33

コ ー



タイムテーブル (個人対抗の部 )

8月 4日 (月 )第 3日 目(1回戦～準々決勝 ) 子ダブルス

8月 4日 (月 )第 3日 目(1 々決勝 )女子ダブルス

T葉
~県

総合スポーツセンター体育館
タイム

BDl BD2 BD3 BD4 BD51回戦 9:00～
BD6～ BD91回戦 (9:40～ )

2回戦 BD35～ BD38
BD39´‐BD42

BD67～ BD703回戦
4回戦 BD83～ BD84

準々決勝 BD91

コート

タイム

千葉ポ=下アリーナ
′
↓ 10 11 12

1回戦 9:00～ BD10 BDll BD12 BD13 BD14 BD15 BD16 BD17 BD18 BD19 BD20 BD21
1回戦 (9:40～ ) BD22～ BD34

2回戦 BD43～ BD54
′′ BD55～ BD66

3回戦 BD71～ BD82

4回戦 BD85～ BD90

準々決勝 BD92～ BD94

千葉県立幕張総合高等学校コート

タイム

GDl GD2 GD3 GD4 GD51回戦 9:00～
GD6～ GD91回戦 (9:50～ )

2回戦 GD35～ GD38
GD39～ GD42′′

3回戦 GD67～ GD70
GD83～ GD844回戦
GD91準々決勝

タイム

JFE千葉体育館
И
●

¬回戦 9:00～ GD10 GDll GD1 2 GD14 GD15 GD1 6 GD17

¬回戦 (9:40～ ) GD18～ GD25

2回戦 GD43～GD50
GD51～ GD58

3回戦 GD71～ GD78

4回戦
準々決勝 GD92～ GD93

タイム

千葉県立生浜高等学校
′
４

1回戦 9100～ GD26 GD27 GD28
1回戦 (9:40～ ) GD30～ GD34

2回戦 GD59～ GD62

GD63～ GD66

3回戦 GD79～ GD82

4回戦 GD89～ GD90

準々決勝 GD94
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コート

′′

コート

GD13

′′

GD85～ GD88

GD29

′′



タイムテーブル (個人対抗の部 )

8月 5日 (火)第 4日 目(1回戦～準々決勝)男子シングルス

8月 5日 (火)第 4日 目(1回戦～準々決勝)女子シングルス

タイム

千葉県総合スポーツセンター体育館
′
●

可回戦 9:00～ BSl BS2 BS3 BS4 BS5

1回戦 (9:40～ ) BS6～ BS9

2回戦 BS35～ BS38
′′ BS39～ BS42

3回戦 BS67～ BS70

4回戦 BS83～ BS84

準々決勝 BS91

コート

タイム

千葉ポートアリーナ
И

” 10 11 12

1回戦 9:00～ BSll BS12 BS13 BS14 BS1 5 BS16 BS17 BS18 BS19 BS20 BS21

¬回戦 (9:50～ ) BS22～ BS34

2回戦
′′ BS55～ BS66

3回戦 BS71～ BS82

4回戦 BS85～ BS90

準々決勝 BS92～ BS94

コート

タイム

千葉県立幕張総合高等学校
И

マ

1回戦 9:00～ GSl GS2 GS3 GS4 GS5

1回戦 (9:40～ ) GS6～ GS9

2回戦 GS35～ GS38
′′ GS39～ GS42

3回戦 GS67～ GS70

4回戦 GS83～ GS84

準々決勝 GS91

タイム

JFE千葉体育館
ズ
“

1回戦 9:00～ GS10 GSll GS12 GS1 3 GS14 GS17

1回戦 (9:40～ ) GS18～ GS25

2回戦
′′ GS51～ GS58

3回戦 GS71～ GS78

4回戦 GS85～ GS88

準々決勝 GS92～ GS93

タイム

千葉県立生浜高等学校
И

”

1回戦 9:00～ GS26 GS27 GS28 GS29
¬回戦 (9:40～ ) GS30～ GS34

2回戦 GS59～ GS62
′′ GS63～ GS66

3回戦 GS79～ GS82

4回戦 GS89～ GS90

準々決勝 GS94
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コート

BS10

BS43～ BS54

コート

GS15 GS16

GS43～ 6S50



8 6日 ) 5日

タイムテーブル (個人対抗の部 )

女 ルス・シン ル ス

男子学校対抗団体戦

女子学校対抗団体戦

男子個人対抗ダブルス

女子個人対抗ダブルス

男子個人対抗シングルス

女子個人対抗シングルス

凡例

BT
GT
BD
GD
BS
GS

コート

開始時間
И
■ 10 11 12

9:00～

準決勝

BD

95
BD

96
GD

95

ｎ
υ
′
υ

ｎ
Ч
ｎ
υ

10:00～

準決勝

BS

95
BS

96

ぐ
）
員
υ

ｎ
Ч
ｎ
υ

Ｑ
Ｖ
ｒ
ｕ

ｎ
Ч
Ｏ
υ

11:00～

決勝

BD

97
GD

97
12:00～

決勝

BS

97
GS

97

-52-

千葉ポートアリーナ



競 技 上 の 注 意

競技審判上の注意

[全般的事項 ]

1.この大会は、(公財)全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成 26年度 (公財)日本バ
ドミントン協会競技規則、大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。

2.審判はすべて大会本部|こて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗では準々決勝、1固人対
抗では準決勝より付けるものとします。その他の試合においては原則として付けません。

3.選手は試合開始予定の 1時間前までには会場に到着し、必ず「受付」を済ませてください。
4.競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコートを変更することがあります。放送に
は十分注意してください。

6.試合を連続して行う場合のインターバルは次のとおりです。
<学校対抗> 学校対抗が連続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マ ッチ)のインターバルは次の通りです。
○すべてのグーム中、一方のサイドのスコアが11点になつた時、60秒を超えないインターバル
を認めます。(選手は20秒前にはコートに入ること)
○第1グームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバル
を認め意す。(選手は20秒前にはコートに入ること)

8.イ ンターバル中のアドバイスは、監督・コーチなど同時に2人までです。主審の「(コート番号)20
秒」で、コートから離れて<ださい。なお、コーチングシートを設けます。
9.1固人対抗単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
その際のシヤトルは、大会本部が用意します。
10.試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を得てください。なお、氷嚢の使用
は、インターバル中のみとします。
○容器は倒れてもこばれないフタ付ボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れてください。

○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートで保冷バッグなどに入れ、保管してください。

11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。(競技規則第 16条 )
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又は、アドバイスを受けるためにブレーを遅らせる

行為。
○主審の許可なしにコートを離れること。
○故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。
○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。
○見苦しい着衣でプレーをする。
○ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不

品行な振る舞い。
14.競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入ったシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に判読できるもの)
15.競技中の怪我や病気については、主審が判断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリー
の判断に従うことになります。
16.審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある
場合には、次のサービスが為される前|こ「質問」をすることができます。ここで質問ができる者と

は、学校対抗では当該選手と監督、個人対抗では当該選手に限ります。(監督は「 IDカード」を
必ずつけて<ださい)
17.選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (およびサービスジャッジ)とも握手をすることを
心掛けてください。
18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もし<はマナーモードにして<ださい。また、競技フロ
ア内での携帯電話の使用は、一切認めません。
19.試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。

-53-



[学校対抗に関する事項]
1.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもつて最終のものとし、以後の変更は一切
認められません。
2.タイムテープル上で試合開始時刻9:30(1段 目)に出場するチームに限り、試合開始前に当該
コートでの練習を認めます。その時間は、先番チームが8:20～ 8:30、 後番チームが8:30
～8:40の 10分間とします。
3.初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡
します。
4.オーダー用紙は、5枚複写で記入し、(1)(2)(3)(4)は 提出し、(5)は自校で保存します。
5.オーダー用紙は、オーダー交換所に提出してください。対戦校立合いのもとでオーダー交換を行い
ますので時間厳守でお願いします。
なお、競技 1巡目は8:45と します。2巡目からのオーダー交換の時間は放送でお知らせします。
6.定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
7.エ ントリーをしている者 (監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5～ 7名 )は、試合開
始 15分前あるいは選手集合の放送により選手集合所に集まり、担当委員の指示に従つて<ださい。
8.ベ ンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
9.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。
10.試合開始前の練習は、マッチ (試合)ごとに、あいさつを交わした後、主審の指示で3分間行つて
ください。
11.マ ッチ (試合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連
続して試合をする場合のインターバルは 10分とします。
12.マ ッチ (試合)は、勝敗決定 (3マ ッチ先取)後、打ち切りとします。
13.勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカードに続いて整列し、勝
利チームから退場をして<ださい。

[個人対抗に関する事項]
1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.タイムテープル上で試合開始時刻9:OO(1段 日)および9:40(2段 目)に出場する選手に
限り、試合開始前に当該コートでの練習を認めます。その時間は、試合開始時刻9:OO(1段 日)
が8110～ 8:20、 試合開始時刻9:40(2段 目)が8:20～8:30の 10分間とします。
3.選手は、試合開始10分前あるいは選手集合の放送により、選手集合所に集まり、担当委員の指示
に従つて<ださい。
4.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
5.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。(単の場合、対戦
者同士で行つてください)
6.勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードに続いて整列し、勝者から
退場して<ださい。

[一般上の注意]
1.各競技会場の開場は、8:00で す。
2.競技者は会場到着後、 IDカードを着用 (首にかける)の上、「受付」を済ませてから入場してく
ださい。
3.各競技上では、担当委員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別を付けて<ださい。
4.競技フロア内での飲食やクーラーボックスの持ち込みを禁止します。但し、学校対抗の際、ベンチ
での水分補給を認めます。濡れた場合は、各校の責任できれいにして<ださい。
5.部旗は、競技会場に男女 1枚ずつとし各競技会場受付時にお預かりいたします。お帰りの際は受付
に申し出てください。
6.応援の際、競技に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、
うちわ、メガホンなどを利用した応援は禁止します。競技に支障があるとレフェリーが判断した場
合は、競技規則に基づき厳正に対処します。
7.フラッシュ・ストロポを用いての写真撮影は禁上します。また、会場施設内の電源 (コンセント)
の使用は禁止します。ご協力<ださい。

8.ゴミは各自で責任を持つて処理し、分別収集に協力をお願いします。
「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。
9.競技中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をして<
ださい。
10.防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
11.千葉ポートフリーナは最前列から3列目まで、JFE千葉体育館では最前列から3列目までを共通
の応援席としますので、荷物等は置かないようにお願いします。幕張総合高校・生浜高校は観客席
が少ないので、応援終了後、次の対戦校の関係者に席をお譲りください。
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男子学校対抗 組合せ表 (BT-49)

東 大 阪 大 柏 原

作 新 学 院

県 立 岐 阜 商 業

聖ウルスラ学院英智

鹿 児 島 商 業

金 沢 市 立 工 業

水 島 工 業

札 幌 第 一

西       陵

鶴 岡 工 業

高 知 商 業

奈 良 大 附 属

西 武 台 千 葉

新       田

川 崎 総 合 科 学

安  芸  府  中

東 奥 学 園

大   分   西

高 岡 第 一

関 東 第 一

神 戸 村 野 工 業

星       陵

松   江   北

ゴヒ             i:`lt

人   代   東

大 阪 府

栃 木 県

岐 阜 県

官 城 県

鹿児島県

石 川 県

岡 山 県

南北海道

長 崎 県

山 形 県

高 知 県

奈 良 県

千 葉 県

愛 媛 県

神奈川県

広 島 県

青 森 県

大 分 県

富 山 県

東 京 都

兵 庫 県

静 岡 県

島 根 県

新 潟 県

熊 本 県

)1

)2

)3

)4

)5

)6

)?

)8

)9

)1。

)11

)  12

)  13

)14

)  15

)  16

)17

)18

)   19

)カ

)21

)″

)器

)2

)25

26埼   玉   栄

2,沖 縄 水 産

28耐        久

29高   松   東

30米   子   北

31勝      山

32名 古屋経 済大市鄭

33盛  岡  市  立

34旭  り|1 実  業

も甲  斐  清  和

お乙        副||

37九 州 国 際 大 付 属

吋 ヒ  叡   山

・ 唐   津   南

。蘇      南

41秋  田  工  業

42常 総 学 院

43柳 井 商 工

“中 央 学 院

45    暁

“日 章 学 園

`7徳 島 商 業

囀桐 生 商 業

49富        岡

埼 玉 県 )

沖 縄 県 )

和歌山県 )

香 川 県 )

鳥 取 県 )

福 井 県 )

愛 知 県 )

岩 手 県 )

北北海道 )

山 梨 県 )

京 都 府 )

福 岡 県 )

滋 賀 県 )

佐 賀 県 )

長 野 県 )

秋 田 県 )

茨 城 県 )

山 口 県 )

千 葉 県 )

二 重 県 )

宮 崎 県 )

徳 島 県 )

群 馬 県 )

福 島 県 )
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女子学校対抗 組合せ表 (GT-49)

富

星

甲  斐  清

千  葉  敬

新

コ

松  徳  学

園  田  学

作  新  学

新  潟  青

鳥  取  敬

金  足  農

九 州 国 際 大 付

勝

花  北  青

桐   生

四 條 畷 学

大   分

星

と わ の 森 三

佐  賀  女

城

滋 賀 短 期 大 附

安  芸  府

埼   玉

(福 島 県 )1

(静 岡 県 )2

(山 梨 県 )3

(千 葉 県 )4

(愛 媛 県 )5

(沖 縄 県 )6

(島 根 県 )7

(兵 庫 県 )8

(栃 木 県 )'

(新 潟 県 )Ю

(鳥 取 県 )H

(秋 田 県 )12

(福 岡 県 )13

(福 井 県 )“

(岩 手 県 )15

(群 馬 県 )Ю

(大 阪 府 )r

(大 分 県 )18

(愛 知 県 )19

(南北海道 )a

(佐 賀 県 )21

(徳 島 県 )22

(滋 賀 県 )23

(広 島 県 )a

(埼 玉 県 )25

26京 都 外 大 西

27鵠      沼

28金 沢 向 陽

η柳 井 商 工

∞鹿 児 島 女 子

31高 松 商 業

32西 武 台 千 葉

03松 商 学 園

“熊 本 中 央

%深   り|1   西

∞皇   學   館

37聖 ウルスラ学院英智

"富 山 国 際 大 付 属

39耐      久

40諌 早 商 業

41常 総 学 院

42山 形 城 北

40倉  敷  中  央

“日 本 橋 女 学 館

45聖 心 ウル ス ラ学園

6県 立 岐 阜 商 業

47高  田  商  業

4高 知 中 央

゛青  森  山  田

岡

陵

和

愛

田

ザ

院

園

院

陵

愛

業

属

山

月ヨ

南

園

西

城

愛

子

東

属

中

栄

京 都 府 )

神奈川県 )

石 川 県 )

山 口 県 )

鹿児島県 )

香 川 県 )

千 葉 県 )

長 野 県 )

熊 本 県 )

北北海道 )

二 重 県 )

官 城 県 )

富 山 県 )

和歌山県 )

長 崎 県 )

茨 城 県 )

山 形 県 )

岡 山 県 )

東 京 都 )

宮 崎 県 )

岐 阜 県 )

奈 良 県 )

高 知 県 )

青 森 県 )

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

〈

(
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(
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男子個人対抗ダブルス 組合せ表 (BD-98)

渡 辺  勇

瀬  戸

百 瀬  大

興  石

田 崎  真

常  塚

菅  康

牧 野 匠

西 原 正

森 屋 隆

岡 田  幸

エ リ|1 聖

松 井  大

吉 崎 志

宮 嗜 滉

芝 野 議

笹
"1 
大

樫 山 哲

山  り||

芹  ,||

野 涯 真

柏 木 結

野 村 拓

畔 上 駿

二 手 勝

塚 本 光

小 野 疇 太

佐 藤 伸

石 り|1 泰

渡 邊  伸

奥 山 晃

藤 井 ―

久 保 口 昇

中  西

口 中 陸

宮 本 康

鈴 木 快

松 本 多

水 サ|1雅

福 本 光

馬 屋 原 大

浅 尾 修

三 綸 海

疋 田 聖

,|1 上 航

高 橋 拓

‐ノ瀬 カ

橋 盛1 晃

山  下

“
山 下

“
明 丼

67林 翔  大・木

大・三

海・及

樹・曽

悠・古

吾・川

光・久

太・松

実・谷

崇・米

成 .金

樹・佐

“

・■

晟 ウlヽ

遠・桐

太・市

人・紙

志・大

也・川

連・古

司・大

聖・江

介・坂

海・浅

平・本

力1・ 中

希…武

朗・阿

治・木

成・近

直・鈴

輪・山

■・可

薔 ウ1ヽ

秀・徳

人・勢

平…河

也・西

関・来

斗・渡

喜・吉

樹・■

作・峯

成・高

也・曽

季…山

夢・藤

瑠・渡

平・久

京 ウ1ヽ

終 斗 (

涼 汰 (

倍 太 (

諄 (

恭 平 (

崚 弥 (

一
 純 (

膀 之 〈

凛 (

悠 樹 〈

膀 志 〈

絆 司 〈

舜 〈

透 〈

府

`く1 佑 〈

拓 海 (

準 大 (

佳 貴 〈

望 ,(

悠 人 (

勇 也 〈

隆 平 (

∞森

61山

52高

53岩

“
山

55西

関高

57宇

58′
l、

59牛

m坂

6!宮

'石

“
森

“
柳

聖

平

村

藤

島

藤

農

大 吾・光

電 也・宮

尚 希・藤

隆 大・丸

航 輝・山

将 大ツlヽ

大 輝・責

聡 紀・原

雄 ☆・細

遼・山

一 晟・森

悠 起・前

矢・永

孟■堂

浩 平・山

匡 裕・米

幹 也・須

験・藤

走・常

優

谷  昂

中 陽

勇

口 拓

井

本  侑

入 端 光

山 莉

永  康

井

山 幹

:●

川

根 原

屋

原

保 ロ

本

尻

ロ

城

人 間

十 嵐

西

ロ

丸

子

機

峙

,1

地

田

本

原

川

ロ

石

部

曽

葉

木

下

児

高

口

瀬

ホ

野

田

辺

ロ

浦

健 也 (

卓 巳〈

和 書 (

樹 (

祥 人 (

優 巳 (

知 樹 (

晨 (

翔 平 (

龍 大 (

売 哺 (

洋 介 (

崇 之 (

和 樹 (

修 平 (

恭 輸 (

昭 太 (

右 東 (

集 (

瑞 紀 〈

★ 一〈

筆 太 (

大 齢 (

潤 (

政 秀 (

優 斗 (

福島県 )

静岡県 )

長野県 )

山梨県 )

長崎県 )

京都府 )

香川県 )

北北海道 )

鳥取県 )

沖縄県 )

茨城県 )

山形県 )

滋賀県 ,

山口県 )

東京都 )

石川県 )

福岡県 )

徳島県 )

二重県 )

千葉県 )

大分県 )

和歌山県 )

官城県 )

富山県 )

埼玉県 )

南北海道 )

佐賀県 )

秋田県 )

福井県 )

栃木県 )

岡山県 )

愛知県 )

群馬県 )

奈良県 )

鹿児島県 )

広島県 )

要媛県 )

千葉県 )

島根県 )

兵庫県 )

青森県 )

熊本県 )

新潟県 )

大阪膚 )

岐阜県 )

岩手県 )

神奈川県 )

高知県 )

宮崎県 )

公

口  |

ロ

田

中

坂

橋

都

,|| .

尾  ‐

口  |

武

塚

口

原

平・山

真 也・山

真 吾・柳

知 大・松

良 介・永

昇・水

歩 夢・篠

彬・宇

桂 汰・森

祐 ■・佐

拓 未・中

佑 綸・森

凌 大・鈴

周 冬・春

朗・本

大 輛・■

航

"・

竹

優 吾・能

直 也・釘

春 樹・中

廉・上

拓 夢・鈴

秀 治・江

有 志・三

智 稀・石

優 希・佐

星 哉・綺

建 哉・伊

拓 実・真

嗜  慎

本  純

瀬  軟

瀬  隼

島 拓

谷  希

崎  孝

都

岡 秀

藤  康

原  拓

下  圭

木  康

成  星

"1 
文

原  健

治  宏

村  亮

戸 孔 太

崎

峰 信 太

阪  時

木  譲

り|1  尚

浦 慎 太

井  壱

々 木 康

原  太

藤  拓

"1 
嵩

島 理

尾

丸  翔

山

富      岡・

,     東・

松 本 県 ヶ 丘・

甲 斐 清 和・

西      陵・

乙         副|・

高 松 第 一

薔 広 大 谷・

来 子 松 蔭・

コ     ザ・

常 総 学 院・

“

岡 工 業・

比   叡   山・

柳 井 商 工・

関 東 第 一

金 沢 市 立 工 業・

自 由 ク 丘・

修 島 商 案・

暁

千 葉 敬 愛・

夫   分   西・

和 歌 山 工業 高 専・

聖ウルスラ学院美智・

高  岡  第  一・

埼   玉   栄・

札 幌 第 一

唐   津   南・

検 手 清 陵 学 院・

勝      山・

4新 学 院・

水 島 工 業・

名古屋経済大市

“

・

伊 勢 崎 清 明・

添      上・

鹿 児 島 商 業・

安 芸 府 中・

新      田・

中 央 学 院・

松   江   北・

神 戸 村 野 工 業・

東  真  学  園・

熊 本 学 国 大 付 属・

1ヒ      越・

東 大 阪 大 柏 原・

県 立 崚 阜 商 業・

花  」ヒ 書  黎・

川 崎 総 合 科 学・

商  知  商  業・

曰 ■ 学 国・

也 〈西 武 台 千 葉・ 千葉県 )

平 (耐       久・和●山彙 )

也 (県 立 岐 阜 商 業・ 崚阜県 )

斗 〈蘇‐       南・ 長野県 )

巳 (高        疇・ 広島県 )

純 〈九 州 国 際 大付 属・ 福岡県 )

浩 (聖ウルスラ学院英智・ 官城県 )

聡 (別 府 ■ 見 丘・ 大分県 )

斗 (埼   玉   栄・ 埼玉県 )

平 (神 戸 村 野 工 業・ 兵庫県 )

也 (米   子   北・ 鳥取県 )

綸 (坂 出 工 葉―看川県 )

宏 (名 古屋経済大市郎・ ■知県 )

哉 (曰  章  学  口・ 宮崎県 )

勝 (大  山  工  案・ 秩田県 )

太 (比   叡   山・ 滋賀県 )

将 (徳  島  商  彙・ 撼島県 )

介 (常  総  学  院・ 茨城県 )

郎 (札  幌  第  一・南北澪道 )

椋 (鹿 児 島 商 業・■児島県 )

朗 (■  森‐ 山  田・
=森
県 )

歩 (柳 井 商 工・ 山口県 )

夢 (作  所  学  院・ 樹木県 )

志 (足       羽・ 福井凛 )

郎 (旭  り|1  実  業・北北海道〉

音 (伊  勢  工  楽 .二重県 )

大 〈法   政   二・神奈川県 )

陽 〈西       腱・ ■崎県 )

磨 〈京  都  両  洋・ 京都府 )

平 〈高  岡  第  一・ 官山県 )

■ (富       田・ 福島県 )

匠 〈新  発  口 南・ 新潟県 )

平 く商  知  商  業・ 高知県 )

涼 (甲  ■  ■  和・ 山梨県 )

郎 (松   江   北・ 島根県 )

太 (人   代   東・ 熊本県 )

暢 (水  島  工  業・ 岡山県 )

助 (盛  岡  市  立・ 岩手県 )

良 (千  葉  敬  愛・ 千葉県 )

向 (奈 良 大 附 属・ 奈良県 )

介 (唐  津  工  業・ 佐賀県 )

人 (関  東  第  一・ 東京都 )

光 (新       田・ ■競県 )

也 (金 沢 学 院 東・ 石川県 〉

輝 (沖  縄  水  産・ 沖縄県 )

句 (星       腱・ 静岡県 )

大 (太       口・ 群島県 )

啓 (山   形   南・ 山形県 )

太 (東 大 阪 大 檜 原・ 大阪府 )

69福

70西

71岩

72為

73服

74高

75中

76佐

77北

78金

●谷

∞′
,ヽ

31後

"大
83清

84山

85新

“
中

87村

田久

89中

90作

91山

"楠

'3土

94■

%仁

%川

97伊

%下

谷

谷

永

永

部

畑

村

藤

村

11

ロ

沐

藤

崎

水

本

本

永

井

保 ロ

●

本

国

晰

本

金

竜 太

翔

幸

山

根  .

"内
原

違  |

保

森 口
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女子個人対抗ダブルス 組合せ表 (GD-98)

俣
　
　
　
同

勝
　
岡
　
内

大  堀  彩・東 野  有 紗 ( 宙      岡・

御 臓 暑 西・

西 武 台 千 葉・

コ     ザ・

甲 府 商 業・

松 商 学 口・

高   知   南・

埓   工  栄・

安 芸 府 中・

鹿 児 島 女 子・

奈 良 大 附 属・

聖ウルスラ学院英智・

深   '11  西・

皇  學   館・

山 形 城 北・

倉 敷 中 央・

佐 賛 女 7・

日 本 摘 女 学 館・

回  日 午  口・

富 山 国 際 大 付 属・

常  総  学  院・

高 松 商 案・

四 天 王 寺・

聖心ウルスラ学園・

松  徳  学  院・

熊 本 中 央・

生      口・

勝      山・

滋 賀 短 期 大 附 属・

県 立 岐 阜 商 案・

札  幌  |ヒ  斗・

金 沢 向 疇・

柳 井 商 工・

新      屋・

桐   生   南・

大   分   西・

城      東・

京 都 外 大 西・

諫 早 商 業・

米   子   北・

新 潟 ,陵 ・

4新 学 院・

=森
山 口・

名古屋経済大市

“

・

花  1ヒ  ●  雲・

折      尾・

新 居 浜 東・

■      久・

西 武 台 千 葉・

(凛 旱 商 彙・

(盛 国 市 立・

(高      陽・

(日 本 格 女 学 館・

(`山 国 際 大 付 属・

(西 武 台 千 葉・

(新       口・

(鹿 児 島 女 子・

(四 天 工 ■

(星      餃・

(弥      栄・

(■ 森 山 田‐

(と わ の 森 三 曖・

(松  商  学  口・

〈聖心クルスラ学口・

〈城      東・

(作 新 学 院・

(口 田 学 口・

〈柳 井 商 工・

(佐 賛 女 子・

〈皇  學   館・

(耐      久・

(8     岡・

(大   富   東・

(高 松 商 業・

(大   分   西・

(京 都 外 大 西・

(山 本 学 固・

〈金 沢 向 陽・

(常 総 学 院・

(県 立 崚 阜 商 業・

(倉  敷  中 央・

(薔 広 南 商 業・

(新 潟 青 陵・

(甲 斐 清 和・

(九 州 国 際 大付 属・

(西 武 台 千 葉・

(′ 代ヽ 自 百合 学 固・

(大  津  商  業・

(金 足 農 業・

(■  佐  女  子・

(松 徳 学 院・

(聖クルスラ学院英智・

(星      城・

(南   風   原・

(鳥 取 歌 愛・

(添       上・

(伊 勢 崎 清 明・

(膀      山・

莉 里 香・山 本  果 歩 (

部  天・林  沙  映 (

有 杞・比 多  海 瑚 (

歩 未・望 月 真 名 (

愛 香 莉・颯 内  美 里 (

留 奈・松 島 み な み (

福島県

静岡県

千葉県

沖縄 県

山梨県

長野県

高知県

埼玉県

広島県

鹿児島県 )

奈良県 )

宮城県 ,

北北海道 )

二重県 )

山形県 )

岡山県 )

佐賀県 )

東京都 )

兵庫県 )

富山県 )

茨城県 )

香川県 )

大阪府 )

宮崎県 )

島根県 )

熊本県 )

神奈川県 )

福井県 )

滋賀県 )

岐阜県 )

●北海道 )

石川県 )

山口県 )

秋田県 )

群馬県 )

大分県 )

徳島県 )

京都府 ,

長崎県 )

鳥取県 ,

新潟県 )

栃木県 )

青森県 )

曖知県 )

岩チ県 )

福岡県 )

壼媛県 )

和歌山県 )

千葉県 )

∞渡 口 倖
51佐 山 荊
52松 本 佳
53仲 井 由 希

“
杉 日 静
55荒 木  崎
56昔  真 衣
57長 野  来
S徳 岡  玲

'河 合 莉
ω金 子 雪
61中 村  優
62久 保 田 菜

60′
1ヽ 山 美
●工 藤 ひ な

“
千 口 侑 里

“
大 久 保 愛
6'石 上 ′
"奈

●重 信  萌
①金 子  茉
70中 サ|1 祐

71花 野 里 沙

72濱 」ヒ も
7諭,I 水

74木 場  `十

75柿 本  由
鈴石 橋 麻 美

77青  木
78藤 村  沙

'9′
1ヽ 野 曰向

“
稲 サ|1 恵 里

81丼 上 美
82舘 野  夏
88● 下 希
&中 込  瑞
85石  橋
86有 力1友 理
87樋 口 奈 津
田勝  洋
●佐 々 木 梨

90西 村 か れ

91菅 野  菜
92徳 能 ぁ す

93大 山 炒 焚

94奥 餞  美
95サ |1 蟷  葵
96森 本  奈
97茂 野 み ゆ

%山   口

口 み な み

渡  咲

本 来 美

谷 果 歩

山 麻 美

丼 朱 里

野 素 催

馬 弥 優

中 真 奈 美

口 圭 菜

谷 川 崎 準

日 絵 里 奈

野 有 沙

九  南 子

部 優 奈

宮 菜 帆

町 公 美 子

山 意 塁 番

本 涼 香

波 綾 香

澤 冷 奈

谷 あ や め

辺 帆 南

畑 祐 紀 子

河  茉 由

城 晶 子

“

颯 由

野  楓

家 夏 稀

辺  真 名

藤 歩 美

谷 真 代

口 颯 子

田 百 合 子

田 渉 夢

山 奈 未

沼 み な み

映 己 子

藤  瞳

塚  結 番

村  優 里

口 麻 友

原  彩 夏

塚 美 奈

|口 志 織

舞  依

林 伽 奈

谷  麻 衣

木 咲 ■

長崎県 )

岩手県 )

広島県 )

東京都 )

宮山県 )

千葉県 )

■曖県 )

●児島県 )

大阪府 )

静岡県 )

神奈川県 )

青森県 )

南北海道 )

長野県 )

宮崎県 )

徳島県 )

栃木県 )

兵庫県 )

山口県 )

佐賀県 )

二重県 )

和歌山県 )

福島県 )

埼玉県 )

香川県 )

大分県 )

京都府 )

山形県 )

石川県 )

茨城県 )

岐阜県 )

岡山県 )

北北海道 )

新潟県 )

山梨県 )

福岡県 )

千葉県 )

熊本県 )

滋賀県 )

秋田県 )

高知県 )

島根県 )

宮城県 )

愛知県 )

沖縄県 )

鳥取県 )

奈良県 )

群馬県 )

福井県 )

乃・平

奈・平

奈・川

乃・岩

香・米

恵・坂

子・伊

夢・有

奈・畠

咲・山

鑢・長

里・国

南・中

星・金

子・本

美・四

美・関

子・横

夏・福

鈴・志

希・西

子・荻

も・渡

望・高

華・+

乃・結

子・岩

望・飯

妃・大

手・渡

奈・遺

沙・大

実・内

穂・藤

希・諄

贅・松

奈ツ|ヽ

樹・泉

子・エ

子・平

ん・松

々排

か

“

果

里・肥

羽・前

衣・林

撼ツ1ヽ

き・金

苦・鈴

児 エ

大 塚

三 好

尾 崎  沙 崚・り|1島  里 昌 (

杉 原 理 沙・堀 口 莉 菜 (

小 林  彩 乃・仮 屋 未 来 (

安 井  り さ・再 垣 美 椰 (

鈴 木 い よ乃・甲 斐 妃 美 子 (

■ ,||あ か ね・花 田 優 依 (

川 添 麻 依 子・谷 水 壺 里 紗 (

伊 藤  由 季・村 山 明 曰番 〈

小 林 遥 華・佐 藤 重 美 〈

伊 達 1ま るか 毛 利  未 佳 〈

石 原  優 美・谷 澤 安 衣 〈

口 中 亜 実・京 野 沙 耶 (

中  村  幸・山 森 真 凛 〈

燎 村 梨 衣 子・友 水  隕 番 〈

竹 中 愛 依 里・梶 内 彩 理 (

和 国 奈 由・高 精 |き るか (

榮  彙  珠・肥 口木 あかり(

池 内 萌 絵・三 島 由 里 (

川 野  愛 華・宅 島 あ や 子 (

城 所 恵 美・■ 本 梨 奈 (

朝 倉 み な み・西 江  形 花 (

池 田 真 帆・近 藤 弘 美 (

水 野 裕 加・水 野 成 美 (

高 村 怜 奈・倉 橋 王 子 (

小 野  菜 保・桃 井 伶 実 (

辻  瑞  ■・矢 上 璃 奈 (

佐々木 許妃恵・渡 部  歩 実 (

下 城 萌 果・手  塚  蘭 (

小 林 瑞 季・福 田 海 璃 (

岩 崎  選 香・山 下 奉 奈 (

山 田 千 晴・山 中 芹 里 (

宮 崎  り の コヽ出 裕 美 (

新  木  涼・藤  原  選 (

黒 口 侑 子・栃 本 ゆ き乃 (

海 老 原 詩 綸・大 関  令 奈 (

斉 藤 ひ か り・曽 根  I姫 (

貴 虎 世 奈・梶 口 知 沙 (

畠 山 静 花・中  島  英 (

吉 野 佑 希・堂 山 美 羽 (

石 り|1 佳 歩・松 n瑛 里 菜 (

名 倉  帆 南・尾 崎  曰 菜 (

桶 口 形 乃・片 桐  悠 I(
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男子個人対抗シングルス 組合せ表 (BS-98)

幹

莉

友

佑

文

　

晃

勇

康

広

　

　

　

星

一

木

　

　

　

　

嶋

野

屋

山

山

井

中

川

　

盛

辺

本

木

　

　

　

成

高

常

米

平

日

本

鈴

稽

渡

宮

荒

中

網

古

春

小

太 (

句 (

登 (

貴 (

勝 (

諄 (

平 (

大 (

平 (

夢 (

遼 (

豊 (

樹 (

哉 (

純 (

成 (

未 (

也 (

斗 (

也 (

平 (

朗 (

史 (

也 (

貴 (

樹 (

吾 (

孟 (

樹 (

彦 (

光 (

斗 (

人 (

輝 (

規 (

樹 (

朗 (

地 (

京 (

介 (

大 (

輝 (

貴 (

連 (

平 (

哉 (

輝 (

朗 (

賢 (

東 大 阪 大 柏 原・

星

西

鹿

大

作

局

青 森 山 田・

西 武 台 千 葉・

名古屋経済大市郁・

勝      山・

神 戸 村 野 工 業・

鹿 児 島 商 業・

甲 斐 清 和・

水 島 工 業・

常 総 学 院・

鶴 岡 工 業・

星      陵・

比   叡   山・

崇     徳・

九 州 国 際 大 付 属・

金 沢 市 立 工 業・

埼   玉   栄・

日         辺・

盛 岡 市 立・

西      陵・

新      日・

米    子    北・

徳 島 商 業・

聖ウルスラ学院英智・

日 章  学  園・

高 岡 工 芸・

宇 都 官 北・

蘇      南・

大   垣   北・

陵

葉

業

業

院

業

千

商

工

学

商

台

島

武

児

曲

新

知

大阪府 )

静岡県 )

千葉県 )

鹿児島県 )

秋田県 )

栃木県 )

高知県 )

福島県 )

広島県 )

福岡県 )

奈良県 )

長野県 )

山梨県 )

宮崎県 )

群馬県 )

山形県 )

鳥取県 )

富山県 )

南北海道 )

岡山県 )

東京都 )

佐賀県 )

和歌山県 )

愛媛県 )

愛知県 )

山口県 )

長崎県 )

石川県 )

神奈川県 )

青森県 )

京都府 )

宮城県 )

沖縄県 )

埼玉県 )

福井県 )

岐阜県 )

香川県 )

新潟県 )

徳島県 )

茨城県 )

滋賀県 )

熊本県 )

北北海道 )

二重県 )

兵庫県 )

大分県 )

島根県 )

岩手県 )

千葉県 )

30,家

51藤

52江

53久

54西

55森

%安

57石

関唐

'福
ω輿

61中

62林

63後

“
深

65山

“
大

67西

68尾

69澁

'0弓

'〕
村

'2′
||

'3西

74中

75樫

76高

77森

78島

79新

80松

81和

82阿

83′」、

86下

お森

8'上

田馬

89山

∞
佐

91菅

92小

93′」ヽ

94進

%阪

%中

97岩

98古

本

丸

田

保 田

谷

川

藤

川

津

フI:

石

永

翔

希 (

平 (

― (

吾 (

樹 (

諭 (

地 (

成 (

駿 (

也 (

悠 (

輝 (

太 (

斗 (

弥 (

輔 (

慶 (

昇 (

哉 (

希 (

己 (

紀 (

人 (

志 (

也 (

也 (

夢 (

冬 (

太 (

馬 (

斗 (

汰 (

斗 (

人 (

瑠 (

走 (

平 (

平 (

市 (

自ヽ  (

星 (

太 (

太 (

地 (

平 (

也 (

稀 (

廉 (

穂 (

南北海道 )

高知県 )

大分県 )

群馬県 )

青森県 )

千葉県 )

愛知県 )

福井県 )

兵庫県 )

鹿児島県 )

山梨県 )

岡山県 )

茨城県 )

山形県 )

静岡県 )

滋賀県 )

広島県 )

福岡県 )

石川県 )

埼玉県 )

和歌山県 )

岩手県 )

長崎県 )

愛媛県 )

鳥取県 )

徳島県 )

宮城県 )

宮崎県 )

富山県 )

栃木県 )

長野県 )

岐阜県 )

佐賀県 )

北北海道 )

神奈川県 )

大阪府 )

千葉県 )

沖縄県 )

京都府 )

島根県 )

秋田県 )

香川県 )

熊本県 )

新潟県 )

東京都 )

奈良県 )

二重県 )

山口県 )

福島県 )

光

翔

貴

昇

春

真

大

泰

本L

局

大

伊

一　
平未
　
西
　
明青

第

商

　
　

，

分

崎

幌

知
　
　

勢

富      岡・

安 芸 府 中・

山    門・

奈 良 大 附 属・

蘇      南・

直

　

　

大

甲

日

伊

山

和

園

明

園

清

学

清

学

崎

斐

章
　
ヽ
′　
本

タ

駿

浩

大

建

藤

澤

下

西

公
　
勇
　
義

崎

谷

倉

聡

祥

勝

拓

哲

歩

周

井

原

野

原

山

橋

園

翔

大

翔

卓

智

本

林

藤

本

村

拓

達

優

湧

修

泰

口

村

石

井

丸

林

坂

西

武

藤

市

米   子   北・

高 岡 第 一

札 幌 第 一

水 島 工 業・

関 東 第 一

唐   津   南・

新     翔・

新      田・

名古屋経済大市螂・

柳  井  商  工・

西      陵・

金 沢 学 院 東・

法   政   二・

青 森 山 田・

乙        訓・

聖ウルスラ学院英智・

南   風   原・

埼   玉   栄・

足      羽・

県 立 岐 阜 商 業・

高   松   東・

坂

平

野

　

木

井

田

崎

小

東

鈴

藤

桐

日

土

麟 太

定

慎

一　
和

真

一据

龍

隼

蒼

柊

凱

力

内

瀬

農

保
瀬

田
部

山
た

雅

達

　

優

隼

勝

有

房

塚

中

田

　

山

念

手

瀬

岡

田

成

常

丸

知

玉

広

竹

猪 熊

長 谷

川 崎

木 村

後 藤

北 里

小 竹

心 太

川  大

右

売

裕

フI:

唐   津   南
旭  り|1 実  業
川 崎 総 合 科 学

東 大 阪 大 柏 原

西 武 台 千 葉

沖 縄 水 産

乙

松   江

秋

高  松  第

人   代

帝  京  長

関  東  第

奈 良 大 附

伊  勢  工

柳  井  商

富

」ヒ

徳

常

比

八

旭

男11

松

専

西

越

業

院

商

学

島

総

鶴

江

大

台

府
　
　
修

武

公

村  浩

場  浩

崎 竜 太

々 木 秋

康

訓・

1ヒ・

田・

東・

岡・

属・

業・

工 ・

岡・

倉」

川

藤  康

島  拓

本  航

田 拳 士

村

叡   山・

代   東・

実  業・

暁

神 戸 村 野 工 業・

永

賀

山

佐

中

山

千

上

見 丘・

1ヒ・

北  上 ・

千 葉・
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女子個人対抗シングルス 組合せ表 (GS-98)

山

満

葉

雲

陵

和

国

業

院

央

久

智

院

央

英

千

青

　

清

学

商

学

中

　

幌

学

中

台
　
　
　
畷
　
　
　
　
芳

武

北

　

斐

條

松

新

本

　

痺

徳

知

ウ

和

な

静

莉

渉

千

叶

愛

愛

沙

口

　

み

　

　

　

　

　

保

　

里

原

沼

山

合

田

林

場

久

野

野

山

上

小

島

河

脇

若

木

大

川

花

福井県 )

沖縄県 )

千葉県 )

岩手県 )

静岡県 )

山梨県 )

大阪府 )

香川県 )

栃木県 )

熊本県 )

和欧山県 )

宮城県 )

島根県 )

高知県 )

青森県 )

鹿児島県 )

群馬県 )

新潟県 )

愛知県 )

北北海道 )

福岡県 )

富山県 )

滋賀県 )

広島県 )

埼玉県 )

京都府 )

東京都 )

鳥取県 )

長野県 )

大分県 )

岐阜県 )

南北海道 )

神奈川県 )

山形県 )

宮崎県 )

山口県 )

徳島県 )

福島県 )

岡山県 )

兵庫県 )

茨城県 )

二重県 )

佐賀県 )

石川県 )

奈良県 )

長崎県 )

愛媛県 )

秋田県 )

千葉県 )

堀   彩

固  有 香

井 ひ か り

舞  依

夢

惟

乃

都

斐 妃 美 子

瑞  稀

詰  有 紗

友  千 種

津   穂

老 原 詩 織

久 留 望

部 菜 美 子

上  南 海

橋  は る か

福島県 )

山梨県 )

長野県 )

鳥取県 )

鹿児島県 )

愛媛県 )

千葉県 )

愛知県 )

宮城県 )

宮崎県 )

京都府 )

北北海道 )

長崎県 )

栃木県 )

石川県 )

山形県 )

高知県 )

大阪府 )

埼玉県 )

福井県 )

奈良県 )

岐阜県 )

福岡県 )

島根県 )

香川県 )

茨城県 )

秋田県 )

和歌山県 )

沖縄県 )

千葉県 )

岡山県 )

大分県 )

新潟県 )

神奈川県 )

兵庫県 )

静岡県 )

青森県 )

山口県 )

滋賀県 )

佐賀県 )

群馬県 )

富山県 )

熊本県 )

南北海道 )

広島県 )

岩手県 )

徳島県 )

二重県 )

東京都 )

毬

菜

麻

茜

弥

萌

百 合

紗 於

千

千

岡

あ ゆ

奏

里

芹

優

葵

明

瑞

歩

夏

美

由

美

萌

遥

紗 恵

栞

恵 里

梨 衣

麻 依

茜 (

子 (

み (

花 (

咲 (

夢 (

織 (

華 (

美 (

華 (

子 (

代 (

々 (

未 (

]] (

優 (

果 (

子 (

里 (

弥 (

遥 (

遥 (

み (

恵 (

羅 (

里 (

美 (

衣 (

子 (

穂 (

美 (

世 (

悠 (

季 (

結 (

夏 (

香 (

奈 (

子 (

香 (

子 (

子 (

佳 (

稀 (

里 (

の (

子 (

夏 (

恵 (

勝

糸

西

花

星

甲

四

高

作

熊

耐

聖

松

高

山

官

柳

城

富

倉

園

常

皇

佐

金

高

諫

新

金

西

松

高

常

金

耐

沖

西

倉

大

新

生

回

御

。大

51内

52松

53林

“
長

65伊

“
桶

57石

団甲

'奥
∞橋

61大

α財

63海

“
東

65安

“
川

67高

毬尾

・ 西

Ю木

71蘭

72石

73池

■十

7S大

Ъ佐

η浦

・ 金

79片

∞井

81小

聡坂

83城

躙金

85勝

86安

87辻

田勝

"伊
∞手

91中

"朝

"池

"杉
%平

%永

9'関

曽仲

繊

花

花

可

舞

絵

由

花

夏

姫

夏

沙

季

来

紫

彩

奈

野

野

田

井

萌

茉

綾

彩

悠

悠

美

瑞

勇

城

桐

上

林

富      岡・

甲 斐 清 和・

松 商 学 園・

鳥 取 敬 愛・

鹿 児 島 女 子・

新      田・

西 武 台 千 葉・

岡 崎 城 西・

聖ウルスラ学院英智・

聖 心ウルスラ学園・

京 都 外 大 西・

子

南

陵

城

西

葉

女

　

　

青
　
　
　
　
常

島
　
生
　
　
　
　
川

児

　

　

潟
　
　
　
　
岡

田

野

田

木

馬

城

田

山

根

田

　

田

野

島

中

原

端

丸

崎

藤

上

内

藤

藤

信

崎

上

山

和

菅

上

荒

有

下

藤

大

関

野

種

藤

坂

川

山

石

川

金

渡

遠

三

武

伊

後

重

岩

川

青

鹿

桐

新

星

深

福

帯

諌

作

金

長

高

四

埼

勝

奈

長

谷

業

院

陽

井

央

寺

栄

山

条

良

大

商

学

向

　

中

王

　

　

一

玉

広

早

新

沢

　

知

天

　

　

良

青 森 山 田・

富 山 国 際 大 付 属・

膳      所・

沙

彩

綾

也，
　
橋

晰

江

村

ｔ

‐ 九 州 国 際 大 付 属・

基      町
埼   玉   栄
京 都 外 大 西

日 本 格 女 学 館

鳥 取 敬 愛

松 商 学 園

昭 和 学 園

内

河

手

々 木 梨 子

院

業

院

業

久

産

業

央

西

陵

田

学

商

学

農

　

水

千

中

　

青

台

　

分

徳

松

総

足

　

縄

武

敷

　

潟

園

西

田

工

業

子

南

属

央

愛

中

付

　

三

学

場

山

商

商

女

　

大

中

ｉ

府

生

際

　

瘍

田

殿

森

井

津

賀

　

国

本

の

芸

県 立 岐 阜 商 業・

札 幌 静 修・

川 崎 総 合 科 学・

形  城  北・

崎  商  業・

井  商  工・

所

田

俣

口

井   陽

恵 美

明 香 里

莉 里 香

美 空

瑞  貴

洋  子

は る か

塚   蘭

村   幸

依 純

有 希

理 沙

渡   咲

舞 子

夕 芽

由 希 乃

東

岡

央

園

院

館

子

陽

業

業

田

業

葉ｒｒ

中

学

学

　

女

向

商

商

　

農

〓

學

　

　

　

　

　

　

　

ムロ

山

　

　

わ

青

柳

大

佐

桐

富

熊

と

安

横 山

飯 村

川 添

４
　
　
　
¨
”
　
　
　
●

敷

田

総

　

賀

沢

日

早

　

足

武

達

未

夏

有

り

衣

瑠

萌

利

家

田

崎

真

田

木

毛

大

嶋

宮

菅

鎌

荒

岡

田

原

原

矢

井
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盛 岡 市 立・

城     東・

暁

日 本 橋 女 学 館・
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学校対抗 記録用紙

高校 高校
)

高校
)

高校

)

一
一
一

Ｄ
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平成26年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会 千葉市内案内口
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①千葉ポートアリ
②千葉県総合スポー
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競技会場② 千葉県総合スポーツセンター体育館
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② 千葉県総合スポーツセンター体育館
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② 千葉県総合スポーツセンター体育館
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② 千葉県総合スポーツセンター体育館
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競技会場③ JFE千葉体育館
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③ JFE千葉体育館
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競技会場④ 千葉県立幕張総合高等学校
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④ 千葉県立幕張総合高等学校
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④ 千葉県立幕張総合高等学校
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④ 千葉県立幕張総合高等学校
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競技会場⑤ 千葉県立生浜高等学校
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⑤ 千葉県立生浜高等学校
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⑤ 千葉県立生浜高等学校

調
理
室

主
="t●
所   報道席

オーター交換□

男

子

ト

イ

レ

女

子

ト

イ

レ
選手控室(1階 柔遺■ .

■■ ■■■■■■■■ ■■■■■■■■

~~~~~~~~~‐‐‐～‐――‐――――――
r―
―――――

■1 ■■■■■■■:

‐!‐ ‐‐‐‐

■■■■■■■■  ■■

■1 ■■■■■■■  ■■■■■■■

■■■■■■■■  口■

当引換所

敏曹室

● ●

女子トイレ

目
圏
□
圏

国
□

目
調
■

目
□
□
□
□
□
一
目
田
■

口
田
□
□
国
□
□
□
□
□
□
■

□
□
団
□
■
一田
出
■

選手集合所

補助員控室

一ｊ

，

■́

オーダー掲示所 せ

主
=控
菫

(Al10 3H教 菫 )

来費・大会役員控
=

い109 4CD教 菫 )

菫饉所

い1034[藪 室 )
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練習会場タイムテーブル及びコート割り当て表

月 日 7月 31日 8月 1日 8月 2日 8月 3日 8月 4日 8月 5日

(曜 ) (木 ) (金 ) (土 ) (日 ) (月 ) (火 )

使用時間
8:30～
15:30

8:30～
15:30

8:30～
15:30

8:30～
15:30

備考
開会式

前日
開会式 競技1日 目 2日 目 3日 目

施設名 コート番号 都道府県名 施設名 コート番号 都道府県名

0
千葉公園体育館

」ヒ」し海道

0
敬愛学園高等学校

静   岡

愛   知

青   森 重

４

． 岩   手 ａ

． 滋   賀

宮   城 京   都

秋   田 大   阪

山   形
0
千葉市立

加曽利中学校

兵   庫

福   島 和 歌 山

②
宮野木スポーツセンター

体育館

茨   城 本
示 良

栃   木 鳥   取

群   馬
0
千葉市立

葛城中学校

島   根
ａ

．

ウ

エ 岡    山

千   葉 広   島

千   葉 山    口

O
千葉市立
千葉高等学校

東 一示

0
千葉市立

緑町中学校

神 奈 川 香   り||

山   梨 愛   媛

新   潟 ４

． 高   知

0
千葉市立

蘇我中学校

福   岡

石   りll 佐   賀

④
千葉県立

千城台高等学校

福   井 長   崎

長   野 ４

‐ 熊   本

⑩
千葉市立
生浜中学校

宮   崎

鹿 児 島
４

‐ ,中   縄

※練習会場では必ず受付を行つて下さい。また、

練習コートは、1都道府県に1コート割り当てています。

ただし、北海道と千葉県には2コート割り当てています。

練習時間の調整は、各都道府県で行つて下さい。

※大型パスの駐車はできません。

※ゴミの持ち帰りにご協力下さい。
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8:30～
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練習会場0千葉公園体育館

登戸小学校入□

新千葉駅入□

護国神社入□

千葉駅北□入ロ

園野球千葉

千葉公園

P

多

県立 高等学校

匝豆コ

●し
｀

“

し`
ぼ

“

与

]ヽ
a

=>X= 千葉 体
千葉松波郵便局

●

京ヽ成千葉線

―

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ｌ

ｉ

．

．

・

・

・

・

」
．
」 東千葉

総武本
_●

正幕都市モル ール
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練習会場② 宮野木スポーツセンター体育館

多

露
峯ひ勁

緑が丘中学校

●

o
)>t=

ツセンター

千葉市花見川

稲毛土人 事務所

・ ▼
カー用品店

●

●
至

宮
長

`春
1:可

0
マこ

燕ゝ

体
南
館

P ポス木
マ
フ
ー

ｍ
玉
宮

宮の杜

10ⅢOⅢO】

ヽ
ヽ

ド

4

5

63
受

付

休

憩

ス

ペ
ー

ス

入 口

事務所
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練習会場0)千葉市立千葉高等学校
ミ

娘
道
″

園生小学校
号
方

立千葉高等学校
草野水路

お ´

※右折入場の際、

注意してください。 P

小中台中学校

日の団

倉庫

男子
トイレ
女子

トイレ

ア
~

倉庫

6

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

口|■ 3:|■
:|■

5 2

4

日

■
■
■
■

■
■
■
■
■

■
■
一

■
■
一

入 口

「―
コ

一寸

一□
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練習会場0千葉県立千城台高等学校
″

」

千葉東警察署 千葉 ノレール

ヽ
●

中
、ど
′ダ

゛

■
■
■
■

ロヽ
』
『

ヽ
「

Ｘ

千

千葉東警察署前

西小

台西中

千城台駅

4r#

城台南

倉庫

体育館は2階建になつているので、

階段を上がって2階入口から入つてください。

トイレは
'階
にあります。更衣はトイレ横の

シャワー室をご利用ください。

０

上

2

3一
一

口
■
■
■
■
■

■
■
】
■■
■■■■■■

ス ア
~ン

倉庫

受付

体育館入口(2階 )
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練習会場0敬愛学園高等学校体育館

稲
毛
駅

西
千
葉
駅

至

東
京

多

条
誓

千葉

※駐車場け稲毛区

`t所

に隣持する
稲毛保腱福祉センターをご利用
ください

4

学園高等学校

O =>E=

O r>tl=
多

゛
係

穴川 4

千葉大学

天
台
駅

園生十字

作
草
部
駅

天台駅

ヽ

、

バ

＾
ヽ

男子

トイ

女子

トイ

受付

入 口

6

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■■■■■■

2

4
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練習会場0千葉市立加曽利中学校

葉市立加曽利中学

P

※一時停 (注意 )

やヽ
コミ

市街

加曽利幼稚園●

σ

急増につき走
吹

貴船神社
TT

■
ヽ

上 り

」

2F入 口

準備室

ステージ

器具室

3

2Fアリーナ

に
いい
Ｌ

受付

女子

トイレ

女子

シャワー室

女子

更衣室

男子

更衣室

男子

シャワー
男子

トイレ

含
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練習会場0千葉市立葛城中学校

多

●
千葉大医学部

■
ビ ヽ

．

“

　

．■

●

県立

■
」

"ロ

ロ

道帽鎌し走行注意

哺
=ヨR

+HFfirHo
■
ヽ
●ヽ ■

多
県立千葉高等学校

妙導寺
卍

ち
6

亥鼻公園

千葉県文化会

● ●
凛日前

瞑●ヨ団

医団曰 囮圃

目厖コ回

女子更衣室 倉庫

倉   庫

女子トイレ

受

男子トイレ

ステージ

倉  庫

男子更衣室

■■||||■■|■■■|■||||■日

＾
０

2

■■||||■■|■■|■■||||■ ||

|:■
4

準備室
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練習会場0千葉市立緑町中学校
″ |ウ

資:癬
`´

シ
｀

●

一ヽ

ヽ
ヽ

多 0

多

倉

　

　

庫

女

子

ト
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レ

女

子

更

衣

室

■■■■■■■1日■|■■■‖■■■■■■■
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０

2 |■|
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4

ステージ

機

械
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衣
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入 ロ

受
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▲……
口
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練習会場0)千葉市立蘇我中学校

スーパー

男

子

ト

イ

レ

入 口

女

子

ト
イ

レ

倉庫

ス

テ

ー

ジ

4 2 受

付
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III
口■■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
目
■
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口■■
■
目
■
目

倉庫
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練習会場⑩ 千葉市立生浜中学校

至

千
葉
市
衛 ← ← ←

一方通行 ●生実保育所

← 至 生浜高校

住宅地

走行注意

二

市
頂

生実町五差路

スクー′LV―ン区日
7:00～ 9:00
(月～金)

千葉市立

生浜中学校

P
口
田

倉庫

ｄ

「
ステージ

■■||||■■||■1日■||||■E

■■目ロロ■

（
０

|■||||■■■|■|■■||||■]

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■E

2

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ヨ

女子更衣室

女子トイレ

入 口

男子トイレ

男子更衣室

準備室
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男子学校対抗参加校一覧

3年生中心の明るく能
天気な集団ですが、
最近 1つにまとまって
きました。是非1回で
も多く勝ち進みたいて
す。

『
■
口

¨

伝統を受け継ぎ、今
年もこの舞台に立つ
ことができました。伝
統に恥じない堂々た
るプレーを繰り広げま
す。

」ヒ」ヒ海道 南北海道

旭 川 札幌第一

9年連続 11回 目出場 32年連続32回 目出場

力を振り絞り、精一杯
頑張ります。

平成5年以来の出場
に燃えています。岩手
らしい「粘り強さ」、盛
岡市立の「底力」を見
せつけます。

青森県 岩手県

東奥学園 盛岡市立
４

．

2年ぶり3回 目出場 21年ぶり4回 目出場

全員―丸となって熱
い篤い試合を展開し、
上位入賞を目指した
いと思います。

tS        ヽ

:41鶴′鱗きFユ:

O

特

之え 白代
創立110周 年の記念
する年に超越自我を
モットーに団体職で出
場することができまし
た。全員が心ひとつに
なることはどこにも負
けません。毎朝、地域
の人との関わりで鍛
えた人間力で秋田エ
葉のパワーを千葉で
ファイヤーします。

宮城県 秋田県

聖ウルスラ学院英智 秋田工業

5年連続5回 目出場 4年ぶり9回 目出場

全国の舞台でプレー
するために、厳しい織
習をこなしてきまし
た。県大会では総合
力を発揮し勝利するこ
とができました。記念
すべき10回 目の出場
を勝利で飾りたいと思
います。

―
■
●
【
■
暉 気合は勝負を制す。
連覇を目指し、全身
全霊で戦います。

山形県 福島県

鶴岡工業 富岡

8年連続8回 目出場5年ぶり10回 目出場

僕たちは、日標を千
葉県インターハイにお
いて全員―丸となり、
日頃の練習に取り組
んできました。大会で
は、最後まで締めず
全力を尽くしたいと
思っています。

私たち、常総学院男
子バドミントン部は、
昨年のインターハイで

団体ベスト16という
結果でした。今年は、
さらに上を目指し、ま
た、茨城県代表として
恥しないプレーをした
いと思います。みなさ
ん、応援よろしくお願
いします。

栃木県茨城県
作新学院常総学院 10

2年 23回 目出場27回 目出場4年
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男子学校対抗参加校一覧

私たち、桐商男子バド
ミントン部は8年ぶり
の学校対抗戦出場と
なります。群馬県の代
表ということを一人一

人自党し、全力で戦
います。そして、今ま
で支えてくれた人たち
に思返してきるよう頑
張ります。

ば::″饉 ―球―球に魂を込め
て自分を信じ、共に汗
を流した仲間を信じ
て、優勝を目指し戦い
ます。

11

群馬県
12

埼玉県

桐生商業 埼玉栄

8年ぶり22回 目出場 16年連続 16回 目出場

―丸となり、優勝めざ
してがんばります !

・
，

　

．．
―
　
　
　

●

撃一壷町
”

‐騨

私連、川崎総合科学
高校は日本―を目標
に日々の練習を頑
張ってきました。先生
やコーチ、トレーナー
の方々大勢の支えが

あり、この舞台に立つ
ことができました。感
謝の気持ちを込めて

精一杯頑張ります。

13

東京都
14

神奈川県

関東第一 川崎総合科学

2年ぶり25回 目出場 5年ぶり15回 目出場

私たちは、全国大会
優勝を目標に日々の
練習に全力で取り組
んできました。周りの
人たちへの感謝の気
持ちを忘れず、チーム
ー丸となつて自分たち
の全力を出し切りたい
と思います。

q儡

′|||:|lilllllllll)|||||)|||||||||||)|「
Ч中 ´

^.  '

lb鶴Ⅲゝ

団体戦・個人戦とも
チームー丸となつて、
初戦から北越らしいプ
レーで一戦―戦全カ
で戦います。そして、
今まで応援してくだ
さった方々や保護者
の皆様への感謝の気
持ちを忘れずに、諦
めることなく最後まで
戦います。

15

山梨県
16

新潟県

甲斐清和 」ヒ越

4年連続5回目出場 8年連続31回 目出場

今年のチームは仲が
良くチームワーク抜群
です。優勝目指して
チームー丸となり頑張
ります。

金沢市立工業バドミン
トン部スピードと粘り
をモットーに一九と
なつて団体入■を目
指します

17

富山県

18

石川県

高岡第一 金沢市立工業

9年連続 18回 目出場 8年連続47回 目出場
, ¬

今年は10年連続出
場の節目の大会とな
りました。昨年の女子
に続き、3月 の選抜以
上の勝山旋風を起こ
します。

これまで多くの方々に
支えられ二年連続ニ

度目のインターハイ出
場をすることができま
した。この事に感謝
し、一人一人が自分
のプレーを出し切りま
す。目指すはベスト8
です l:

19

福井県
20

長野県

勝山 蘇南

10年連続26回 目出場 2年連続2回 目出場
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男子学校対抗参加校一覧

今年はチームワーク
の良さて県大会を勝
ち抜いてきました。イ
ンターハイでもチーム
ワークの良さで勝ち進
みたいと思います。

世界文化遺産に登録
された富士山が大きく
眼前に広がる学校で
す。高みを目指して頑
張ります。

岐阜県 静岡県

県立岐阜商業 星陵21

5年連続32回 目出場
22

2年連 12回 目出場

榛
▼
■

‐

ロ

ヽ

ロ ‐

″
・０
し 全国選抜の雪辱を果

たし、愛知県の代表と
して全力で戦います。

部員29名 中、半分が
高校始めの選手で、2
年生が多い若いチー
ムです。またまだ伸び
盛りなので、一つても
多く試合し、インター
ハイを通じて成長でき
るように、部活動魂で
がんばります。

愛知県 三重県
名古屋経済大市都 暁23

2年連 3回 目出場
24

3年連続 10回 目出場

選抜の結果をしつかり
受け止め、lHを 目標に
してきました。チャレン
ジ精神で戦い、上位
入賞を目指します。応
援よろしくお願いしま
す。

天王山麓に位置する
乙訓高校より参りまし
た。私たちは全国高
校総体に桃みます。
私たちの使命は8強に
入る事であり、そのた
めに日々、過酷な鍛
錬を重ねてきた。風林
火山の旗を掲げ、南
関東千葉の陣。ラケッ
ト片手にいざ出陣 :

滋賀県 京都府
比叡山 乙訓25

20年 40回 目出場 3年連続3回 目出場
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全国選抜に続き、全
員の力を合わせて頑
張ります !

―

=‐

日 ■

全国選拡大会ではベ

スト8でしたが、今大
会こそチームー丸と
なって優勝目指して
頑張ります。

大阪府 兵庫県
東大阪大柏原 神戸村野工業27

17年連 29回 目出場
28

15年連続 15回 目出場

″
〓
■
■

今年こそは最高の団
結力で上位入賞取り
にいきます 1

番油発祥の地、和歌
山県湯浅町からやつ
て来ました。久しぶり
のインターハイ団体出
場になります。挑戦者
の気持ちを忘れず、
一戦―戦精一杯頑張
りますので、応援よる
しくお願いします。

良県 和歌山県

耐久奈良大附属29

3年連続21回 目出場
30

3年ぶり3回 目出場
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男子学校対抗参加校一覧

厳しい職いであつた県
大会を勝ったことで一

層チームの団結力が

増しました。先輩達が
築いた伝統をさらに強
固にするため―戦―

戦を大事に戦いたい
です。目標はすべて
の種目てベスト8以上
です。 '   ド

松江北高バドミントン
部は、文武両道の精
神で、t‐技・体を鍛
えてきました。チーム
の力を信じ、インター
ハイという最高の舞台
での勝利を目指して
全力で戦います。

31

鳥取県
32

島根県

米子北 松江北

5年連続6回 目出場 7年ぶり17回 目出場

1戦 1戦全力でチーム
全員で戦い、最後ま
で諦めず、悔いのな
い大会にします。

`

僕たちは.日 々の部
活動で.技術だけでな
く挨拶・礼儀・感謝を
大切にして、0身を鍛
えています。目標であ
るベスト8を 目指して.

―球―球に気持ちを
込めて.気追あふれ
るプレーで勝利を勝ち
取ります。

33

岡山県
34

広島県

水島工業 安芸府中
18年連続25回 目出場 4年連続4回 目出場

2名 の3年生を中心と
した、総勢15人 の
チーム。少ない人数で
頑張ってきた3年生に
とつて、思い出となる
素晴らしい大会となる
ように1つても多く勝
ち上がりたい。

徳島県の代表として.

これまでの練習の成
果を発揮し.一緒に戦
う仲間のため最後ま
であきらめず.支えて
くれた全ての人に感
謝し.全力で感動して
もらえるような心に残
るプレーをしたいと思
います。

35

山口県

36

徳島県

柳井商工 徳島商業
12年連続33回 目出場 2年連続 15回 目出場

僕たちは3年生5人、
2年生2人という少な
い人数で毎日練習し
てきました。3年生に
とっては、高校の集大
成なので日々の練習
の成果と一人ひとりの
個性を出しきれるよう
にチームー丸となって
一戦―戦全力で戦い
ます。

私たちはインターハイ
でメダルを取ることを
目標に日々努力して
きました。この大会に

懸ける想いがありま
す。応援してくださる
方々の気持ちに応え
られるよう精一杯頑張
り、仲間たちと共に最
高の結果を残します。

37

香川県
38

愛媛県

高松東 新 田

3年連続3回 目出場 8年連続16回 目出場
僕達高知商業はイン
ターハイベスト4を目
標に日々練習をして

きました。僕たちの特
ち味は諦めない気持
ちと粘り強い根性で
す。そして周りへの感
謝の気持ちを忘れ
ず、挑戦の合言葉を
胸に高知商業らしく最
後まで戦います。

福岡県有数の進学校
として、文武両道を掲
げ日々勉強と練習に
励んでいます。先輩た
ちの作つた歴史と伝
統を守り、優勝をめざ
して頑張ります。

39

高知県
40

福岡県

高知商業 九州国際大付属

8年ぶり20回 目出場 4年連続 18回 目出場
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男子学校対抗参加校一覧

全国で勝つことを意
識し練習を頑張つてき
ました。試合では自分
たちの力を全て出して
戦い抜きたいと思いま
す。
辞卜置

:蝠

「
Ч膿場_」ア ー 、―

´
'゙´

■

t
く́,1
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″ ‐/喩 ′
これまでに、沢山の
方々の支えのお陰で
ここまで来ることがで
きました。このイン
ターハイでは感謝の
気持ちを持って、優勝
を目指して頑張つて行
きます。

佐賀県 長崎県

唐津南 西陵41

9年連続13回 目出場

42

13年連続 14回 目出場

■■■■■■

甲

部訓「克己」の精神を
胸に、最後まであきら
めないプレーで頑張り
ます。

9900`
0フ   ア`

Ω事.午9,I底
文武両道を目指し、
日々努力しています。
一戦―戦集中して頑
張ります。

熊本県 大分県

八代東 大分西43

19年連 19回 目出場

44

3年連続5回 目出場

今年120周 年を迎える
全国唯―の商業科男
子高です。この記念
の年に鹿商旋風を巻
き起こしたいと思いま
す。鹿商魂で頑張りま
す。
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支えて頂いた方々の
為と自分たちの為に
勝利への執念を持ち
チームー丸となり上位
進出を目指したいと思
います。

宮崎県 鹿児島県
日章学園 鹿児島商業4645

7回 目出場3年 2年ぶり32回 目出場

・ tr・ ,「.●.● vF、

8年連続9回 目の出場
です。団体・個人とも
上位を目指して頑張
ります。特に個人シン
グルスではベスト8以
上を目指します。

お・む て・な
L` _ ・じ

“

開催県チームとして「

お・も・て・な 。し
」「おもてなし」の心を
忘れずに、参加しま
す。「今年も、坊主頭
にハチマキ巻いて !!」
西武台千葉「技も」「

心も」「頭も」磨きをか
けて輝きます。

沖縄県 県 1千

沖縄水産 西武台千葉47

8年連続9回 目出場

48

2年連続 12回 目出場

34年ぶり3回 目の出
場となりました。自分
達の目標はまず1勝、
そして1試合でも多く
試合をすることです。
テームメイトの大きな
声援を受け、最後まで
詰めず戦い抜きます。

千葉県2

中央学49

34年ぶり3回 目出場
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女子学校対抗参加校一覧

l

私たちのモットーは明
るく元気いっ|」:い、そ
して、いつても笑顔で
す。精一杯、全力でプ
レーし、今までお世話
になつた保護者や先
生方のためにも、1つ
ても多く勝ち進みたい
と思います。
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道産子パワーで暑さ
に負けないよう一生
懸命頑張ります ,!

」ヒ」ヒ,1=〕直
つ

４

」ヒ

深川西 とわの森三愛
3 らミリ3 ロ 目出 2年ぶり6回 目出場
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インターハイ優勝を目
標に毎日の練習を頑
張ってきました。春の
悔しさを胸に連覇を狙
います。

4

び

11●

私たちは、インターハ

イで結果を残すため
に練習してきました。
一人一人の個性は強
いですが、チームヮー
クの良さはどこにも負
けません。今大会は
ベスト8を 目指し頑張
ります。

3

青森県
４

‐

岩手県
青森山田 花北青雲

15年連続 15回出場 4年ぶり5回 出場
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ポイントゲッターがい
ないチームですが、
チームカは抜群で
す。全員が主役。それ
ぞれの役割をしつかり
とこなし、上位に食い
込みます。

部活動に昇格してま
た10年弱ですが、ここ
最近は県内でも常に
｀スト4以上に入れるだ
けのチームになってきま
した。初出場ですが、
目標は高くへ玖卜8以上
に入れるよう頑張りた
いと思います。

宮城県
＾
０

田

聖ウルスラ学院英智 金足農業
33年連続36回出場 初出場

女子校時代に世界
チャンピオンをも輩出
した伝統校です。現在
は男女共学になり12
年。新しい伝統を築く
ために日々努力して
います。全国で山形
城北旋風を巻き起こ
します。

私たちを支えてくれた
全ての皆様に勝つて
思返しします。

7

山形 福島県
山形城北 富岡

4年ぶり21回 目出場 7年連続7回 目出場

私たちはトレーニング
が大好きです。そのト
レーニングを活かし、
イメージを大事に練習
に全力で取り組んで
きました。コートの中
にシヤトルを落とさな
い、粘り強さをモットー
に、全力で勝ちにいき
ます。
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私たちは強いので栃
木の力を見て感じてく
ださい。必ず戦い、最
高の夏にします。

茨城県
10常総学院 作新学院

2年ぶり23回 目出場 9年連続 11回 目出場
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女子学校対抗参加校一覧

念願のインターハイ初
出場をすることができ
ました。大会では、い

ままでの練習の成果
を発揮し、チームー丸
となってベスト16を 目
標に頑張りたいです。

―球―球に魂を込め
て自分を信じ、共に汗
を流した仲間を信じ
て、優勝を目指し戦い

ます。

11

群馬県
12

コ
=」L

桐生南 埼玉栄

初出場 2年ぶり22回 目出場

絶対に優勝する。14
人全員で力を合わ
せ、日本橋女学館の
名前を記憶と記録に
刻み込みます。応援
よろしくお願いします。

[ t

5年ぶりにインターハ

イに出場することがで
きました。団体戦で出
場することを目標に
日々練習に励んでき
ましたが、出場するこ
とに満足せず、1つ 1
つ勝利を重ねていき
たいと思います。

13

東京都
14

神奈川県
日本橋女学館 鵠沼

2年連続 15回 目出場 5年ぶり4回 目出場

県予選大会で戦つた
ライバルたちのために
も、山梨県代表として
上位目指して戦つて
いきます。また、応援
して下さつている全て
の人に感謝する気持
ちを忘れずに、全身
全霊をこめてプレーし
ます。

すべての試合が決勝
戦。ベストを尽くしま
す。

15

山梨県
16甲斐清和 新潟青陵

4年連続26回 目出場 7年連続53回 目出場

明るく個性豊かなチー
ムです。チームで心を
一つにして一戦一戦
大切に、全力を尽くし
て戦って勝利を掴み
ます。

00。 A

由

―

ロ

昨年の悔しさをバネに
頑張つてきました。全
力で戦います。

17

山

18

石 川

富山国際大付属 金沢向陽
3年連続3回 目出場 27年連続31回 目出場

私たちを支えて下さつ
ている方々に感謝し、
チームー丸となり、全
員の力を出し切り、昨
年以上の結果が出る
ように頑張ります。

このチームで戦う最後
の大会。多くの方々に
支えてもらい、ここま
で来ることができまし
た。お世話になった
方々へ思返してきるよ
う、自分たちのプレー

を最後まで■き、チー
ムー丸となつてベスト
8を 目指します !:

19

井
20

長野県
勝山 松商学園

4年連続21回 目出場 2年連続2回 目出場
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女子学校対抗参加校一覧

1,2年生が主体の
チームですが、3年生
がリーダーシップを発
揮しチームを作ってき
ました。1試合1試合
を大切に勝ち進んで
行きます。

勉強に、部活動に懸
命にやつてきた日々

を今大会にぶつけま
す。まずは1勝を目指
して頑張ります。

21

岐阜県
22

静岡県
県立岐阜商業 星陵

5年連続26回 目出場 5年ぶり10回 目出場
団体職でのインター
ハイ出場を目棟に、
日々練習に励んでき
ました。これまで流し
た悔し涙を自信と勇
気に変え、お世話に
なつた方々への感謝
の気持ちを忘れず
に、まずは初戦突破
を目指してがんばりま
す。

｀響 1興雌

4年連続4回 目の出場
となります。過去3年
間は初戦を突破でき
ずに悔しい思いをしま
した。先輩方の思いを
胸に、今年こそ初戦
突破を目指して頑張
ります。

23

愛知県
24

二重県
星城 皇學館

初出場 4年連続4回 目出場

感謝を込めて日々精
進。一致団結、一戦
必勝で頑張ります。

創部3年 目、昨年に続
いて連続出場です。
建学精神『不撓不屈」
の精神で、最後まで

論めずに頑張ります。

25

滋賀県
26

呆

滋賀短期大附属 京都外大西

3年連続27回 目出場 2年連続2回 目出場
四條畷学園高等学校
バドミントン部は仲が

良く.元気のあるチー
ムです。自覚と誇りを
持つて切磋琢磨し.
日々練習に取り組ん
でいます。1人 1人の

個性は強すぎるくらい

ありますが.強い勝利
への意識の下ひとつ

になります !

私たちは一人ひとりの

力は強いとは言えま
せんが、24人全員で

気持ちを1つに戦い、

県大会を勝ち抜いて

きました。インターハ

イの舞台では、全員
が実顔で元気よく力を
出しきり、1つても多く

勝ち抜けるように頑張
ります。

27

大
28四條畷学園 国田学園

12年ぶり30回 目出場 4年連続28回 目出場

万葉の歴史の舞台と

なつた大和三山、二

上山に囲まれた大和
高田市から参りまし
た。昨年は1回戦で敗
退し、悔しい思いをし

ましたが、今年はまず
は1勝をめざして頑張

ります。

:

このメンバーで戦う最
後の団体戦となるの
で、さまざまな感翻の
思いを胸に精一杯頑
張ります。また、来年
度には和歌山県で国
民体育大会が開催さ
れますので、よろしく

お願いします。

29 30

山

高田商栗 耐久

2年連続7回 目出場 5年連続20回 目出場
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女子学校対抗参加校一覧

全国での勝利を目指
し、皆で日々頑張つて
きました。お世話に
なった多くの方々に感
謝し、この舞台で私違
の全てを出し切りま
す。

自分たちの力だけで
はこの舞台に来ること
はできなかつたので、
その思を試合で返せ
るように頑張りたいと
思います。

取

鳥取敬愛 松
卍■
■―31 32

10年連続 10回 目出場5回 目出場4

晴れの国岡山県代表
としての自党と誇りを
胸に練習してきまし
た。「最後までシャトル

を追い、声を出す」と
いう信念のもと、真摯
に取り組み、最高の
舞台で躍動した姿を
見ていただきたいと思
います。

私たちは.先輩方から
受け継いだ.困難に

負けずに立ち向かう
「安芸府魂」を胸に.
日々練習に励んでい
ます。最後まであきら
めず.自 分たちらしく
元気よく戦って.これ
まで支えてきてくだ
さつた方々に感謝の
気持ちを届けます。

山

倉敷中央 安芸府中33

4年連続9回 目出場

34

3年連続4回 目出場

「
な竜
´
■o■♂,これ

像憮幕亀像螺専
■

今の3年生が入学し
た年の夏から、何とか
全国大会に出場でき
るようになりました。3
年目にどれだけでき
るか、チームー丸と
なって挑戦します。

l

私達、城東高校の部
員10名 は、それぞれ
の個性が強く、意見
ぶつかつたりもしま
す。しかし、苦しい時
も支え合いながら頑
張ってきたことで究極
のチームワークを手
に入れることができま
した。最高の夏にして
みせます :

山口県
柳井商工 城東35

3年 10回 目出場
36

23回 目出場
個性豊かなメンバー
揃いの私たちですが、
どんなときも「笑顔と
元気」を忘れずに戦う
ことを決めチームー
となり頑張つてきまし
た。その成果を精―
杯出し切つて、「常勝
高商」に恥じない戦い
てメダルを目指しま
す。

私たちは「全国大会で
のメダル」を目標に、
日々精進してきまし
た。この大会では、今
まで支えてくださった
先生方をはじめ、先
輩方や保護者の方々
への感謝の気持ちを
忘れず、チームー丸と
なって全力を尽くしま
す。

川

松商業 新田37

2年連続 10回 目出場
38

12年連続 14回 目出場
全国の名立たる強豪
校に肩を並べる学校
になり、物事の本質を
追究するという「志」の
元に立ち上がりまし
た。南国高知の太陽
のように熱く、高知の
澄み切った青空のよ
うに爽やかに 1 !
チームー丸となって挑
戦します。

九国女子バドミントン
部は、今年で38年を
迎え数多くの優勝の
実績を持つ名門チー
ムです。技術のみなら
ずチームヮーク、マ
ナーもよく、チームの
モットーである実顔を
大切に日々練習に励
んています。優勝目
指し頑張ります。

岡
中央

「

コ 九州国際大付属39

初出場

40

18年 続31回 目出場
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県総体42連覇を果た
し、インターハイに挑
みます。これまで積み
重ねてきた練習を活
かし、テームー丸と
なって一戦―戦最後
まで全力で戦い抜き
たいと思います :

感謝の気持ちを忘れ
ずに優勝目指して頑
張ります。

41 42
長崎県

佐賀女子 諌早商業
42年連続42回 目出場 4年連続4回 目出場

l

昨年9年ぶりのイン
ターハイ出場を果た
し、今回2年連続の出
場となります。前回の
経験者が3名主力で
残つており今大会の
目根をベスト8に置い
て攻めるプレーを目
指します。

大分西高校になつて
からは初出場です。
一戦―戦全力で頑張
ります。

43
熊本県

44
大分県

熊本中央 大分西

2年連続21回 目出場 28年ぶり2回 目出場

3年生フ名、2年生3
名、1年生9名 、先輩・

後輩の仲が良く、みん
な明るく元気で笑顔あ
ふれるチームです。宮
崎県の代表として、予
選で敗退した選手た
ちの想いを背負い、全
国入賞を目指します。

今年.学校創立 120周
年をむかえる公立の
女子高です。今年の
目標は.―戦必勝で
す。まずは.全力で初
職突破にがんばりま
す。

45 46
鹿児島県

聖心ウルスラ学園 鹿児島女子

2年連続2回 目出場 3年連続26回 目出場

3年生主体のチームで
す。ダブルスが主力で
したが、1年生の加入
により戦カアップしま
した。一職―戦、不撓
不屈の精神で戦い、
まずは初戦突破を目
指します。 マナ

rチームエダマメ1で
す。千葉県は三角形
ABC。 ∠BACにありま
す、醤油の街、野田
市から参りました。こ
の夏の「チームエダマ
メ」は、愛と勇気と友
情の3連続攻撃をお
届けいたします。以上
西武台千葉でした。

47

沖縄県
48コザ 西武台千葉

6年連続6回 目出場 6年連続16回 目出場
千葉県四街道市にあ
る高校です。体の大き
い美人で笑顔の素敵
な選手の集まりです。
ヒョウのような機敏な
動きと、頑強でパワフ
ルなスマツンユで相手
を魅7します。皆さん
の心に残るような試
合をしたいと思いま
す。

49

¬r
¬
~ 2

千葉敬愛
6年ぶり5回 目出場
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男子選手名簿(1)

あ さひか わ しつ ざ ょ うこうこ う

旭 川 実 業 高 校

しも うつば ひてお
下 苧 坪  英 雄
〈もとやま よしゆき)
(本 山  善 之 )
〈えんどう まさひこ)
(遠 藤  真 彦 )

邦
浦

ま
遣

み
三

た
玉

つ

　

　

ＴＳ

し

志

と

人

け

輔

有̈
い凱
け悠

こ だ け

小 竹

さ か ま き

坂 牧

そ う き

創 貴
だい ち

大 地

しんだ ろ う ^_
慎 太 郎

6W

3T

3TS

2T

片 桐

だ い ち
大 地

北
北
海
道

おびひろおおたにこうこう

帯 広 大 谷 高 校

あいざわ

相 澤
としあき

俊 彰
ん
晨

た
谷

み
実´二

た

に
′

の

ζ
‐
里

きま
牧

じ

尻

きつぱろだいいちこ うこ う

札 幌 第 一 高 校

かわばた

川 畑
〈せきた

ともかず

友 和

よしひろ )

慶 大 )

せ ιヽ や )

成 哉 )

う ち だ

内 田

関 田

き

希

ご

吾

ま

真

お お と も

大  友
ひ づ め

日 詰

拓 海

は る き

晴 輝

つ か も と こ
塚 本  光
に た に  ゆ
二 谷  優

前 田  悠

と
斗

ぅ
郎

う

　

　

る

・
ヽ

ゆ
優
た
い
う

７
■

3T
た

武

い

石

と
一戸
の
能

とうお うが くえん こ うこ う

東 奥 学 園 高 校

ま
町

わ
藤

れ
士

し
‐
二
佐

“
福

よ
庄

く
＜

く
＜

ひ ろ き

弘  樹
と もや )

伴 哉 )

け ん じ )

賢 治 )

珈
　
　
２Ｔ
　
　
２Ｔ

きヽ
樹

と
人

と
人

¨
‐ヽ

っ
　
　
さ

た
り

よ
稜

ま
正

原

　

　

み

壁

ま

間

が

上

長
．
ん

‐

ら
　
．

馬

ほ
本

む
村

しょっせ い

格 誓
み  ふ う
L  楓

れ
斎

そ
相

ら
浦

か

み
一二
み
一二

ん
慎

み
匠

し

　
‐

た

藤
3TD

2T
ま

Ｆ

¨

大

た

うまや は ら

青

森

県

あ お も りや ま

青 森 山
ぅ
校

こぅ
一局

こだ

田

と
戸 祭

ま つ り じ ゅ ん

潤 西 谷  春 樹
なかみね

中 峰

しんだろう

信 太 朗

たた
田

な
成

3DS
ひに し や  は る き

達 彦

も りお か し りつ こ う

盛 岡 市 立 高
ぅ
校

畠  山   崇
(はせがわ かずゆき)
(長 谷川 和 之 )
くひらか りょうた)

(平 賀  涼 太 )

し き

紀

た く

拓
じ
一
一
め
， 摯

・つ
　
　
　
し

ゆ
″曖
は

，
　

ら

付

α

野

む

‐

ら
　
　
わ

ひ
平

か
川

3T

3T

lT

輌
　
　
‐Ｔ

け
助

た
太

す

　
　
ん

●
一̈

ぅ
優

か
，

ゆ

の
野

ら
　
　
や

は
原

は
早

ぃ
井

か
リ

＾
レ　
　
　
ー

む
村

お
及

3TDS
と
聡

ぅ
三
ぞい
慈

う
藤

どく
工

はなきたせい うん こ うこう

花 北 青 雲 高 校

や

也

に た な い  た く
似 内  拓

は
橋

た
一局

む
夢
ぞの
望

わ
原

ふ
藤

む
夢
ろひ
拓

岩

手
県

専 修 大 学 北 上 高 校

せんじゆうだいがくきたかみこうこう か
賀

ひ

平 隆 之

た か ゆ き ち だ lサ ん し ろ う

千 田 拳 士 朗
3S

宮
城
県 聖ウ

ルスラ学院英智高校

せ■ うヽるす 0。 がくいんえいちこうこう

はたや ま たつ の り
畑  山  辰 徳
(ふ かせ  しゅん じ)
(深 瀬  潤 二 )
(か わはら たいき)
(河 原  大 樹 )

Ｔ

　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｄ

３
　
　
　
３

　

　

”

」
史
お
翔
切
輔

た か は し

高 橋
まるや よ

丸  山

ろ

告

み

毎

ひ

．‐
　
　
．‐

か
孝
一
拓

ゆ

・　

　

　

・
つ

あ
歩

ゆ
優

む

夢
と

斗

しのざき

篠 崎
の む ら

野 村
2TS

3TDS
す が わ ら ぇ
菅 原  栄
さ と う  カ
′■‐   dli:ni  たF
あ さ は ら だ い

浅 原  大

あ

秋

た

口

ょうこ うこ ううぎ

工 業 高 校

まつた

松  田
〈やまなか

(山 中
(か ま だ

(鎌 田

き よ た か

清 孝
お
徹

と

　

　

ゆ

優 人

び ぜ ん  が く
備  前   岳
かわかみ たいせい
川  上  大 征
た ぐ ち  た つ や
田 口  達 也

こ
洸

ふ
芙

ち
地

ば
葉

き
菊

ち
千

お
太

は
原

ゆ う き

祐 輝
は や て

颯

lT

2T

3T

21
ぅ
生

田

だ

お  たた
1~  3T
太

お お まが りこ うぎ よ うこ うこ う

大 山 工 業 高 校

も と や  な お し
本  谷   直

あ や た 。x
文 勝
¨

や な ぎは ら あ き ら
柳  原   朗

ほんがわ

本 川
.'『 )

よこてせいりょうがくいんこうこう

横 手 清 陵 学 院 高 校
し
義

ひ と

人

た

国̈

ふ
藤

りょ うた 3D

涼 汰
そ
凛冒

き
木

じ
治
んじ
伸

ぅ
藤

さ
佐

秋

田
県

あ
秋

う
一昌

た

「ロ

ぅ
校

む

理

ふ し た  お さ
藤  田

さ さ き しゅうせい

佐 々 木  秋 星
3S

つ る お か こ う ぎ よ う こ う こ う

鶴 岡 工 業 高 校

お の  か
小 野

(力 ,んばやし

(上 林
くかね こ

(金 子

樹

季

ず ゆ き

和 之
ひでき

英

智

た ま が わ

玉 川

ご と う

後 藤

せ い き

聖 輝

`ま

 や  と

駿  斗

る
光

ぉ
央

さ
貴

か
　
　
り
　
　
ぅ

ひ
　
　
理

ゆ
祐

「
原
も
本

ヵ

　

　

ま

お
奥

す
菅

や
山

3T

lT

田

だ
3TD

lTS

ｍ
け

Ｔ^

す”
洋
よし
嵐

，ら
十
い
五

さ
希レＬ

，　ヽ
　　、
．́

ゃ
谷

ぶし
渋

や ま が た み な み こ うこ う

山 形 南 高 校

な べ し ま

鍋  島
と お る ん

駿
じ い  ひ ら
井

く
啓藤

い と う  し ゅ

山
形

県

や ま もとが くぇん こ うこ う

山 本 学 園 高 校
い
石

し ざ わ  え い し
沢  英 治

3S

福

島

県 岡 一局

ぅ
校

と
富

み お め

き
樹

ゆ
裕

だ
多
んは
本

(り っき― くりすてぃあわん)
(リ ッキー クリスティアワン)

(は や し  た つ や )

(林    達  也 )

た
大

き
貴

ゆ
勇

　
理

３Ｔ
　
　
　
抑

か

豊

ご

吾

ァ
　
　
だ

，入

ＴＳ

　

　

　

ＴＤ

　

　

‐―

る
穂

ゃ
也

き
豊

，

　

　

′

　

　

，

　

　

一

¨
け健
な工

古  賀
′,´Dは し

三 橋

や ま ざ わ

_山__浬_

に し   ゆ
西

こば や し

小  ;林

わ た な ベカ

辺
Ｓ
　
　
　
Ｄ

２Ｔ‐

　

　

　

２Ｔ

渡

こ
光
う し ま
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男子選手名簿(2)

茨

城

県
常 総 学 院 高 校

じ ょ うそ うが く い ん こ

き う ち  ひ ろ し
木  内  広  史
〈や ま ぐち きよ し)
(山 口  清 )
くてらお しゅうせい)
(寺 生  秋 成 )

きむ ら りょ うす け

木 村  亮 介
きた しま たか き
北 島  昂 樹

は や し

林

な ぺ しま

鍋 島

うた

太

う し

次

すけ

だ

―

葉

木

か

日

あ

一百

お

岡
2TD

し

翔

幸
3T

梅|
3T

2TD

3TDS

こ
光

．］

こ うた ろ う

郎

き

太

ぅ

浩

こ

さくま り

佐 久 間 亮 輔

さくしんが くいん こ うこ う

作 新 学 院 高 校

む らかみ

村  上
〈たかはし

(高 橋
〈といずみ

(戸 泉

久 典 )

航 河 )

ち

幸

こ う |

ひきのり)

わた なべ のぶ なお
渡 邊  伸  直
わかばや し よしたか
若 林  由 孝

き
木

だ
田

ず
　
　
ら

す
鈴

て
寺

抑
　
　
　
２Ｔ

む
夢

む
夢

ぅ
翔

拓

も
誠

し

ず
　
　

ら

為

す
鈴

む
村

し ゆ ′ん

諄
し ん や

真 也

井

lT

3TDS
た め な が  た く
水

き

木

お お し ま

真 由 美大 島

ま ゆ み ま
馬

し ん ぼ

新 保
よ
龍

10

栃

木

県

うつ の み や き た こ うこ う

字 都 宮 北 高 校
りょ うす け

亮 介

(周 東 乃武満 )
くお お い で が く )
(大 出  岳 )

本  田
ユんだ け スンと

健 斗

り く

陸
しゅ う

秀

き
樹

た
太

た

田

ち

ロ

つ
　
　

ぐ

ほ
堀

た
田

え ん ど う

遠 藤
た か く さ ぎ

高 草 木
る
光

ひう
藤

どく
工

弘

公
ロ

ゆ

■
ゃ

ゎ
沢

じふ
藤

ひ ろゃ
也
っ
達
た

ｎ
¨

だ

‥

い

井

きりゅうしょうぎょうこうこう

桐 生 商 業 高 校

あ くぎわ ただ し
阿 久 澤  正

い ず み

一 純
．ヽ
五
ロ
”
昇
し

田彙保
く
久

お だ カ

小 高
2)ヽ

いせ ささせい 0い こ うこ う

伊 勢 崎 清 明 高 校
さい とう

齋 藤

かす と し

和 利

か わ し ま み
川 島  幹

ゃ
也

こ う た
康 太

ヵ
永
なす
須

3D

11

群

馬

県

ぅ
校

う
高

こた

国̈

おお
太

お お や

大 屋

〈やまだ

(山 田
〈どうした

(堂 下

貴 司
ひ て き )

秀 樹 )

ともひろ)

智 寛 )

わ
　
　
　
，

ヵ

川̈

お

”
Ｆ

も

　

　

り

し
下

も
森

⑪

　

　

ｍ

　

　

Ｓ
　
一

ｍ

　

　

２１

　

　

３

　
一

で
秀

た
汰

き
希

ひ
　
　
い
　
　
・つ

さ
政

け
桂

ゆ
勇

まき
輝

ま
馬

き
貴

つ
　
　
　
．っ
　
　
　
ぅ

か
勝

ゆ
優

こ
航

t*(

l:Lr'l:trh
b/:ir-.*,t

だ い き

大 樹

しゆうと

秀  斗

な か た

中  田
お が わ

小 川

し ぶ や

澁 谷

3T

2TD31

lT

12

埼

玉

県 埼
玉 栄 高

た ・えさ せ ぅ
校

ま

ュ削

え
久伝

進 藤
いちまる

市 丸

しょうへい

翔 平
しゅうへい

修 平
み ら い

3TS

3TDS

2T

3TD

2T

一几

田  拓 人
ち ら ゆ う し
面  雄 司

・
岩
わ も と

ミ ラ イ

え た  た く と
つ
き
起たヽ

ゆ

“
ュ

だ

田

まや
∴］

た
太

こ
滉
きざ
綺
やみ
官

しぶ や  ひ さ ゆ き
渋 谷  仁 徹

(い らかわ こうたろ う)

(市 川 浩太 郎 )

13

東

京

都

かん とうだいいちこ うこ う

関 東 第 一 高 校

おおす が ひ ろやす
大 須 賀  啓 泰

佐 藤  丈 太 郎

い ち の せ

一 ノ 瀬
や す だ

安 田

る

瑠

じ

次

き

ｈ
・

ん
　

‐

，
　
一
ノ
　
　
ロ
”
ハ

ー

　

　

ぎ

．タ

抑
　
　
３Ｔ
　
　
２Ｔ

と
人

し
匡

と
時

ぅ
　
　
だ
　
　
い

ゅ
依
ぃ
た
　
　
ナ

飯

み
三 恵

3T

3T

塚

ら
浦

&*
L\ I/\ a ,!

齋 藤  嘉 貴
(い がらし いさお)
(五 十 嵐  功 )
(こ い ぶ ち け ん )
(鯉 渕  健 )

かわさきそ うごうかがくこうこう

川 崎 総 合 科 学 高校

こ う だ い

木  康 大
た

田
，

　

一

Ｉ

　

一

―

　

一

さ

樹

一

１

一

“
笙

ま

“
４
一

き
希憂

ゆ

′
―

ぅ
藤

さ
佐

3,
々 中佐

ざ
座

ま

間
ご
吾
ん
憲

神

奈

川

県

|ュ ぅせいだいがくだいにこうこう

法 政 大 学 第
あ お と
蒼  人

ゆ う す け

勇 介

し
清

こ
輿

ふ
古

ま

山

だ

や

　

　

野

る
　

　

の

ま
丸

さ
佐

Ｄ

　

　

Ｓ

　

　

Ｓ

３Ｔ
　
　
狙
　
　
四

ろ
大

ぅ
悠

き
樹

ひ
　
　
ゆ
　
　
つ

か
隆

:T31D

石

屋

お お たた

　

　

し

太

さ

保

い す け

大 輔 佐 野

ず
水

―

み

　

　

し

る や

か き ざ き

柿 崎
(す がさわ

(菅 澤
(い の うえ

(井 上

妹
哉
一
志

f中

カ

勝

た か お

孝 央
ぅ
校

i青甲 斐

か ,｀  ' |ヽ  カ
Ｆ

●

う
一呂

15

山

梨

県

ろ
大

き
輝

ひ
　
　
　
い

か
貴

た
泰

ヽ

　

　

「

ち
地

み
海

ぃ

●
ヽ

く
ｒ

ｌ

だ

，

た
拓

い し い  た

石 井

か わ さ き

川 崎

は せ が わ

長 谷 川

た か や ま

高  山

ヽ
成

と
登

ぅ
優

海

ゆ
勇

lT

小

は
橋 本

せ

Ⅲ

林

し も と

み わ  か
三  輸
こ ば や し

や まがた やす ひ ろ
山 縣  泰 弘
(む ちゃまつと ゆすふ )

(ム チヤヤ ツ ト ユスフ )

(あ ら き て つ ろ う )

(荒 木  哲 郎 )

に
北 一高越

ぅ
校

た く み ^_

匠
‐́ご

後

た つ や

竜 也
み
宮

ぅ
藤

2D
尾

や おぉ
夫″笙

た

，
Ｐ

た

田

な

｛
｝

一

・つ

六
ス
一

こ

菫
う
一島
一

み
茜
円
一

な
・口

みた
発

ぎし
新

や
林

まこ

＝
句

2ヽ
だ い ち

地

た か は し し ゅ う りん

高 橋  秀 林
て い き ょ うな が お か こ う こ う

帝 京 長 岡 高 校

凌 太

たつや

達 也

あぜがみ

畔 上

たに ぐち

谷  ロ

3T

3TS

lTD

た け う ち

竹 内

吉 村
ほ ん か わ

ゆ うや

裕 哉

徳 仁
じ ゅ ん

潤

"

2T

3D

3TD
しゅん人い

川

平

み
実

駿

た
拓

に しべ  り

西 部

1こ し む ら

西 村
まがわ

真 川

しゅ うへい

嵩 平

中 田  真 琴
〈い いだ ひ ろ と )
(飯 田  洋 人 )
(わ たなべ ひろき)
(渡 邊  大 樹 )

だ  ま こ とな か

たがおかだいい ちこ うこ う

高 岡 第 一 高 校

3Sし ま  り ょ う たり

成_

螢

　

一

れ
豊

だ

田̈

しこ
越

たかおかこうげいこうこう

高 岡 工 芸 高
=医

17
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男子選手名簿(3)

肛
■■■

一

督
力
・管

監
↑

マネ

18

石
川
県

¨
校
”
高
”
業

う

ヨ
つ
「、一

］
市
¨
沢

か

′
コ

し

告

，

＞

＞

＞

，

―

し

　

　

や

●
く

皮
　
け
健
ケ
「

て
　
　
た
　
　
あ

＋
，

ち
内

の
納

え
Ｅ

・
　

　

ヵ

一
Ｐ

ｌ

ｆ

，
・
　

　

‥

‥

　

　ヽ
一“
」

み

水

は

＜

い

０

″
　
　
小

‐き
瑛

ゃ
哉

あ

　

　

さ

ろ

占
，
　
　
ヽ
ヽ

ひ

中

ま

ノ
●

ま

，

き

テ

や

世

　

艦

む
　
　
ざ

か
片

お
尾

．”
郎

“
輔

た
太

■
ヽ

レ
］県
詢

ま

　

　

　

　

一Ｆ

，

自
』０

こ

．
‐

し

・
　

み

　
―

に

西

か

紙

し

志

と

人

け

介

ヽ

　

こ

‐

す

‐

．′

　

ｔ

誠

・
ん

真

た

崇

り

　

し

ま
　
野̈
ユ
田

じ
嶋

し
芝

さ
崎

金 沢 学 院 東 高 校

かなどわがくいんひか しこうこう や

・山

よ
横

やすひろ

康 博
わ
ヽ

１
一

，

”
也

きゆ
侑

も
本

ど
堂

つ ちひ ら

土  平
は じめ

孟
11)ヽ

19

福

井

県

つ や ま こ う こ う力
勝 ‘

父

も ゆ き

智
し

百

わ

わ
予

い
ぅ

さ
澤

諄
‥
り
森
ｔ
藤

ま
牧

」
＜

い
鰤

ら
　
　
き
，
・

き
顕

し
な

ぁ
　
　
と
“撃

十

け
輔

ろ
拓

す
　
　
０し
利

セ
大

と

だ

′
葉

　

　

き

沐

力
　
　
り
　
　
ず

ち
近

も
森

す
鈴

３１

　

　

　

２１

た
大

き
輝

い
　

　

し

圭

　

書

け

１

よ

―

の
野

ゃ
谷

き

　

　

ぎ

ま
牧

か
鍵

い
或

け
議

せ

，

す

ラ

む
泰
¨
雄

わ

―

ち

‐

＾

″

　
　
　
　
　
り

・
・ 　
　
　
　
　
　
´

・・
・ 、

　
　
　
　
　
　

．

―

．

し

　

　

に

　

・

い
石

た
谷

た
太

ん

一言

し

ォ
ー

ぅ
校

う
一局

わ
羽
すあ
足

り
則
のげ
茂

しい
井

さ
坂

き
規

ゆ
有

せ
瀬
ろひ
広

‐）
士
心

さ

ｋ
刊

ひ

、Ｆ

え
江

』

治

で

二
倉

ひ

．
‥

と
部

つは
服

20

長

野
県

ぅ
校

う

局̈

そ
蘇

ん

」
円

な

¨
英
”
的
”
動

‘
　
　
　
の

℃́
・
‐

．７

す
　

っ
辰

ビ
聖

た
　
　
‐

．

ら

， ”

し
ォ

ち

口

み
見

，

　

　

―

　

　

る

―

ぃ
中
は
ぃ
は
嘔

た

田

ち

わ

　
　
ぐ

い
岩

た
田

３ＴＳ

　

　

　

２Ｔ

豊
“
郎
ち
　
一

「
悠

野

ゅヽ
一
十

み

　

　

ル

コ
ノ

あ

網

■

松

き
樹

と
斗

ん
駿

さ
　
　
や
　
　
ゆ

ま
昌

は
隼

し
日
い

ち
口
せ
瀬

ｔ
炒

ぐ

　

　

つ
　

　

も

た
田

ま
松

ｔ
百

口

３ＴＤ

　

　

”

ろ

大

か

豊

ひ

　

　

た

も
知

ゆ

の  ゆ た カ

まつ もとあが たがお か こ うこ う

松 本 県 ヶ 丘 高 校

ふ し ま き か つ み
藤  巻   克

ね
・
立
曰

す

コ

か

一利

ら
原
―
一蛍

ね
本
そ
“冒

き
樹

ろ

ｋ

ひ
　
一
ン

も

百 瀬

せ

21

岐

阜

県

県 立 岐 阜 商 業 高 校

けんりつぎ、 しょうざょうこうこう

ら
彰

わ
つ

「
⇒

き
　
ひ
泊

ん
タ

ぁ
　

れ
鋭

』
純

ま

山

ナ

ｔ

　

・‥

や

　

【

・．口

ぅ

蔵

」
横

の
銀

に
“

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

３Ｄ

ゃ
也

ゃ
也

か
貴

つ
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
＋
＾
　
〓
〓

て
哲

″
敦

ュ
僣

ざ
崎

せ
瀬

”
馴

ま
　
　
な

　
　

フ

罪̈

く
熊

や
柳

一
山

邪
　
　
２Ｔ

き
封

う
ヽ

工
・
４
ｉ

ろ
´
‥
～

ふ
房

之
メ

え

キ
モ

か
　
　
ｔ

お
岡

ぎ
ヽ

刹
竹
ひ
一酢

３ＴＤ
　
　
ｍ
　
　
ｌＴ

き

季

ご

吾

と

人

ぅ

　

　

ん

　

　

う

一―

こ

航

一
真

′

ィ

ｔ
　

ｔ
夢

みか

上

た

田

せ

わ

　

　

か

　

　

わ

か

川

た

高

い

岩 瀬

ぅ
校

こぅ
一局

こた

‐じ

き

コ
「

きが

垣

おお
大

し
「可

た
孝

ぞ
添
わか
河

た
汰
ぅ
蒼
そ

「
コ

だ

Ｆ

わ

和

22

静

岡
県

こ
高

ょ
陵

せ
星

ぅ
校

み

吏

，

＞

ッ

ヽ
リ

ヽ

‥

け

　

く

乍

錦
子
す
介
ヽ
紺

隷
１
・り
佑
れ
，．

ゆ

　

　

　

一
●

ひ

ｋ

・
　

　

わ

反

『
フ
ら
原
す
帰

却
吉
“
＜
６
中

匡

そ
蒼

ま さ ひ

け

右

け

哺

す
ィ

す
‐

”
圭
か
泰

ま

だ

田

や
山

た

「̈
¨
か

筍^

３ＴＳ　　　狐

ゃ
弥

く
句

ろ

　

　

り

ひ
浩

　

莉

ま

わさ
澤

く
山

か
　
　
ね

ふ
深

よ
米

３Ｔ
　
　
抑
　
　
ｒ

く
作

ろ
裕

た
太

原

う
藤

だ
田

と

　

　

つ

田

に
仁

ま
松

た は ら ゆ う さ

ぅ
校

う
一局

う
東

‐
伊

た け し

猛

ゎ
沢

わい
岩

み
巳

た
卓

わヵ
ｌｌガ

お
及

‐
海一月

せ
瀬

愛

知 名古屋経済大学 市螂 高校

ご

吾

，

＞

，

＞

‥

　

・

菫

″

ｔ

』

翔

”

一

が

和

♭

た
垣
］
耕
桑
澤

呟
脅
か
亀
却
藤

０

‘
●

＜

＜

く

＜

ＴＤ
　
　
　
ｍ

た

大

ゃ

弥

ぅ
　
　
ん

ょ
菱

　

唆

り

，

　
ゅ

，

ヽ

　

　

　

　

し

ぃ塚
に児

い
石

が
可

Ｓ
　
　
　
Ｓ
　
　
　
ｉ

柳
　
　
　
２１
　
　
　
ロ

き
貴

ち
地

き
輝

ず

　

　

い
　

　

う

か

一
だ
大

こ
航

―
井

ど
藤

か
川

し

　
　

ん
　
　
ろ

ふ
藤

あ
安

し
城

ろ

宏

ち

一

ひ
　
　
　
い

す
康

う
皓

や
　
　
こ

き
木

ず
津

ず
　
　
ま

す
鈴

し
島

ぅ
校

あ か つ き こ

暁    高

ち

一

よ
陵

耕

やすお

泰 生

”
門

も
本

は
呵

●

　

ま

，

が

キ

』
新

”
卸

輸
い

わ

＝

ち

か

　

　

ぐ

口

る

　

　

ま

ふ
古

や
山

ん

苗
こ

ろ

谷

れ

　

　

くヵ

菫
員

わ
　
　
′

Ｐ
　
り

　
・き

メ
　
　
・ヽ

一旦

ま
　
　
¨

‐

や

は

い
布

ご
悟

ゃ
哉

ん
玄

真

直

田

こ
児

ぉ

ね
　
　

ま

２ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

く
築

と
人

ず
　
　
こ

き
　
　
ま
』惧

村

か
金

い
今

し んむ ら た

な お

工

．

ぅ
校
う
一局

う
業

ぎ
工

こ
勢
・

せ

伊
一

つ
柘

ず ゃ
也植

ね
・立
日

す

一
ヨ

か

．「

い し 1き
稀
一

と
智
一

・
つ
　

　

一

む
＝
口
一

な
け
■ 石 井

，

■

県

ぅ
校

こう
一日

ん

‐―，四

ざい
叡

ひ
比

ち
一
詢
∋

”
り

―
　
　
　
の

た
＝
　

　ヽ
ユ
ー

，ぅ
ルレ
し
Ｌ民
■
″
・几

］
　
．
よ
　
　
こ
■月

夕

　

　

　

　

‥
・

お
尾

（
上

サ
宅
一

　ヽ
　
　
じ

―

ヽ
ス

ｒ
〓

）

Ｐ

ふ

蒲

み

三

一

ん

―

く

＜

＜

＜

一

ヽ

　

　

Ｓ

　

　

ｉ

３Ｔｌ

　

　

３Ｔ

　

　

２

け
輔

た
大

た
太

か
大
ゆ
裕
よ

」
下

ぅ
藤

も
本

３１

　

　

３ＴＤ

ゃ
矢

た
太

い
　
　
ん

せ
聖

け
健

ら

た
田

は
原

あ
有

う
上

き
之

ぃ
晟

ゆ
　
　
せ

か
崇

い
大

た

　
　
た

し
西

い
井

こ
小

ま
松

ま
　
　

と
　
　
ぎ

や
山

ご
後

す
杉

26

京
都
府

，
校訓   高

お

乙

』
洋
中
↓
わ０

諄公
“裕
腸̈

も
日
彙
本
り
‥

」
山
”
に
は
＜

る
光

ち
市

３ＴＤ

　

　

３１

　

　

２Ｔ

み
巳

ち
通

む
武

す
優

み
　

一
多

ま
　

さ
勝

‐
‐

」
田

ま
　
み

由
保
り
　
励
浪

く
久

ほ
堀

か
川

か
塚

こ

う
　
　
　
　
日
″

ね

　

　

ば

つ
常

ば
馬

も
本

よ

士
ロ

ゃ
也

き
樹

ぅ
友

ゆ

マ
了

の

田
タ

だ

田̈

わ
和

おな

並
同

ひ

生
ロ

校洋両都二一示
一

く

昌̈

ふ

ネ

き

［月

あ

日
´

や

―

み

と呂

た
一局

たか な や ま た つ ゃ
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男子選手名簿〈4)

No.
都

府 学 校 名
監  督
(コ ーチ)
(マネージャー)

選 手

大

阪
府 東 大 阪

大 学 柏 原 高 校

あ り た  け い い
有 田  圭 ―
(こ んどう かずお
(近 藤  一 生
〈つつみ たくま
(堤  琢 馬 )

そ ね  ゆ
曽 根
ひ き た

疋  [11

さ  と  う
佐  藤

雄

聖
れ

た

太

や

也

烈

3TD 
千
お

3T)労、

も の  は じ る
農   走

ぐ ら よ し た か
倉  由 嵩

常 山  幹
な か む ら と
中 村  友

んた

太
3TDS3TDS

21
や
2T

哉

21

2R

兵
庫

県

こうべむらの こうぎょうこうこう

神 戸 村 野 工業 高 校

ともかね

友 金

〈1承そかわ

(細 川
(と うち

(戸 内

ゆ

幸

き お

やすひろ,

泰 大 )

ゆうすけ )

佑 亮 )

福
よ

た

く

し

も

本

だ

と こ う き

光 喜
と キ, る

透
は 。ヽ と

颯

3TD

TD

う し ,S

牛 尾
か ね だ

金  田

ゆ う き

祐 貴
た い き

泰 輝

さ

佐

唐

と

藤

津

康 平
し ゅ ん

31DS

2TS3 2T
巧麦

|十  t,

田

と

本
2T

武

奈

良

県

こ う こ

奈 良 大 学 附 属 高 校

に り  た か し
堀       嵩

(よ しおか のぶひろ)
(吉 岡  伸 浩 )
くはやかわ せいが)
(早 川  晟 河 )

お お か わ

大  川
な か じま

中  嶋

佐 藤

た く

り ょ

ま さ

昌

み

巧

つ

遼
や

哉

3T
し ん ば り

新 堀

や ま な か

山 中

て つ や

哲 也

ひ な た

陽  向

3T
さ か も と

阪 本

ひ が し だ

東 田

た く や

卓 也

な お き

直 輝

3TS

T:) S 2TD 2T

l T

そ

添

′, み

校局

も り た  ま さ ひ で
森 田  正 秀

な カ し

西

→ く る

秀
3D
とくだ かつゆき
徳 田  勝 之

31)

中

30

和

歌

山

県

た い き ゅ う

耐  久
こ う こ う

高  校

た

谷

ぐ ら ひ
口  宏
・ た と t
田 智
え  よ メレ

ろ き

紀
,や )

也 )

あ )

( カ

(坂
(ち

(チ ェ ヨンア )

は や し

林
や ま だ
山 田
やまもと

山 本

力,

和
ま

真

ず I承 ^_  し
,メ   ロ
さ や ^_  1ま

也
Zlυ

林

ら み ず

水
や し  ゆ
佑

ひ ろ

刀ヽ

う ひ
飛

OT
お お な か  さ だ と

31
大

き

岸

中

部

貞 人
じ り  ょ  う

T
′麦
lT

じゅんぺい

純 平
lTD

和歌山工業高等専門学校

も

本

ル け い ご

圭 吾1'Ч

、  さか もと¨
 坂 本

はや た

隼 太
か しわ ぎ

柏 木
ゆ うす け

結 介
.1)

た

田

な

辺 昌 校

や ま もと

山 本
そ う

聡

ゆ み く ら

弓 倉
と も き

義 己
3S

し ん し ょ う こ う こ う

新 翔 高 _埜

ぺ り し ょ ひ ろ み
別 所  宏 美

あ ず ま

東

さ だ ふ み

定  史
3S

鳥

取

県

よ な ご き た こ う こ う

米 子 北 高 校

たけ うち お さむ
竹  内   収
くいずいし つとむ)
(出 石  勉 )
(に しむ ら ま さ し)
(西 村  正 志 )

さか ぐ ら

坂 口

ふ しは ら

藤 原

す い つ

水 津

た く み

拓 未

ゆ う と

悠 人

ま る き

遥 樹

な か は ら た く や
中 原  拓 也
た な か  た か ひ ろ
田  中   貴  大

さ か ぐ ち か い と

海  斗
ゆ う と

悠  人

2T31DS

2T

lT

3TDS
坂  口
わたなベ

渡 邊
lT lT

よな ご じ たういん こ うこ う

米 子 松 蔭 高 校

ほん ど う

本 道
よしゆき

由 幸
に しは ら 長さ た か

正 崇
2D
よね だ

米 田
しよつへい

2D

西 平

32

島

根

県

ま ′ ぇ き た こ う こ う

北  高  校松  ア1

わ

渡

た け ん

賢

ま さ せ

真 人
け  ルヽ

慧

部

(し み ず

(清 水
(た だ

(多 田

よしおか

吉  岡
な が の

長 野
み ず か わ

くにあき

国 晃
け い す け

圭 佑
ま さ と

雅 斗

3T
や ま も と  こ う き

山 本  航 輝
3■S

3TDS

lD

たか き りょ うす け
高 木  良 輔
の の む ら  こ う
野 々 村  鴻

3T

3T
や ま さき

竜 太 郎
し ゅ ん

lT

rrt 11&

わ た 4

辺
1 TD

舜川

岡

山

県

.ま

島

ぎ よ う こ う こ う

水 r業 高 校

ま つ か わ

松 川
(う えだ

(上 田
〈おくやま

(奥 山

だ い き

大  記
|み ひろ )

富 広 )
こうすけ)

晃 輔 )

みやけ

三  宅
な か え
中 永
やました

山 下

うりょう

晃  崚
だ い き

大 輝

きょうへい

ひ ら た

平 田
み か ね

責  金
お くや ま

そ

颯

み つ

こう

晃

■

太
~ せ
千

ふ

藤

ん だ  て ‐
也
3T

´
也
3TS

3T

3TDS

lTD

田 哲
ゆ

湧

の ぶ  。¨、

暢
°lν

すけ 。、
輔
″

じ

井

k平 ||

31

広

島

県

,こ つ こ つ

中 高 校
あ き ふ ち ゆ

安 芸 府

かわもと しゅんじ
川 本  淳 慈
(く りす ひでのり)
(栗 栖  秀 典 )
(と よた か な )

(豊 田 華 那 )
け だ

田

し ん や
晋 也

みや もと

宮  本
て ら ‐ヽ

寺 本
しゅうと

周 藤

康 平 …
。

と た か や _
孝 也
…

う かい と _
海 渡
…

藤 井

濱 本

と し き

理 樹

か ん だ

寛  大

3T

2T

よ  う

校陽   高
やまなか

山 中
りょうすけ

良 介 =I)

な が し ま

永 島
た くみ

拓  巳
2D

つ

徳 |¬

ふ る さ わ

古 澤
け ん ご

謙 吾
おお に し たつ よ し

:S

大 西 建 慶

山

口

県

ょうこ うこ うこ う

商 工 高 校
や ない

柳 ナ

た な か  ひ て ゆ き
田 中  秀  幸
(な い とう ゆ うた )
(内 藤  佑 太 )

(竹 光 唯至立

よ し ぎ き しお
吉 崎  志
う え さ か  と き
上  阪  時
や ま し た た か

ん

返

|ま

歩

き り た  か ず き ……
桐 田  和 樹

。…

た な か  か い と ^_
田 中  開 登

~

t わ な が れ ん
廉

じゅんすけ

淳 佑

2TDS
3TI)

2TD

2T

岩  ‐
にしもと

西 本

永

2T

-105-

な らだ い が くふ ぞ

こ う も と ゆ う き …
河 本  悠 樹 …
み つ い  ゆ う と ^_
光 井  祐 人 …

校



男子選手名簿(5)

36

徳

島

県 徳 島 商 業

と く しま しょ うぎ ょ う

局

“
校

と よ と み  け い こ
豊  富  恵 子
〈くばた ま さひ さ)
(窪 田  真 久 )
(さ かい  りゅ うた )
(酒 井  隆 太 )

あ け い

明 井
たにがわ

谷 川

こ う き

航 輝
こうへい

幸 平

か わ さき うき
川 崎  右
あ 1, い  ま
明 井   将

ぅ
京

き
輝

ょ

　

　

さ

[T

.:Tl)

2T

か しや ま て つ や ¨、.
樫 山  哲 也

°1い

さ
将

まろ
宏
ひじ
治

た
竹

き
紀

．
克

べ
部

あ
阿

か わ い

河 合

(な べ い

(鍋 井
(た な か

(田 中

ゆ う た

雄 太

彩 果 )
わ か な )

若 菜 )

な か に し

中 西
や まがみ

山 上

猪 熊
や の  ひ
矢  野
か わ ぶ ち

川 渕

ひ
平

か
鎌

と
宙

き
起

い
　
　
ろ

け
圭

ひ
弘

¨
　
　
３Ｔ
　
　
　
２Ｔ

，ぅ
朗

き
之

き
樹

】
に

ゆ
　

お

″
”

ろ
博

な
直

し

、
′―

　̈

・

い
井

の
野

2T

りょうす け

良 介
よしたか

祥 空
た か ま つ ひ が しこ うこ う

高 松 東 高 校

坂 出 工 業 高 校
さ か い で こ うぎ よ う こ う こ う み

一二

か
隆

ひ

井

で
秀

もり した

森 下
けいすけ

圭 輔
みや だ け

宮 武
ゆ うす け

佑 輔
81)3D

37

香

川

県

たかまつたいいち こ うこ う

高 松 第 一 高 校

は や し よ し た カ
林   義  隆

と

知
ヽ
本

ま
松

た
太

こ
康

か
菅

.1)
ん き

樹

に
新

た

口̈

う
一局

ぅ
校

と く な が  た だ し
徳  永   督
〈て い や す た か )
(出 井  康 隆 )
(た けなか ゆ うや )

(竹 中  裕 哉 )

か  ,｀    は

甲  斐
や ま も と

山 本
く す の き

楠   聖

た な か  だ い す け
田 中   大  祐
なかがわ しょ うま
中 川  正 麻
な が い  0か る

永   井    光

襲

　

　

い

　

　

ｌＴ

ゃ

也

し

志

ん

央

め

一

ま

磨

ゃ

矢

く
　
　
い

し
　
　
た

拓

せ

2T

IT

2D

す ず

鈴

に し

西 野  勝

平 塚  紫

し
慎

ま

き

´ヽ

の

オ

高

知

県

しょう^い
翔  平
ゆ う や
勇 也

宏 紀

有 基

』
藤

。
∪

こ
近
お
大

ふ
藤

く
久

な お き

尚 希
こうへい

晃 平

3TD
大 崎

2TD

お お さ き

丸

ま
保

OTDS

2TDS

ま る

な も り

橋 盛
い よ き

伊 興 木
か
鳥
す
飛
あ

う ら し ょ うぎ ょ う

高 知 商 業 高 校

かわぞえ しゅうぞう
川  添  周  三
くなかごし よう0｀ ち)
(中 越  陽 一 )
〈はたけなか ゆうや)
(畠 中 優 弥 )

九州国際大学付属高校

な が い  ひ さ し
永  井   寿

(岡 村  英 一 郎 )
〈お の ふ と し )
(小 野  太 士 )

み ず た

水  谷
ふ した

藤 田

み

純

徳

き

　

　

わ

た
武

か
川

す

　

　

の

き
希

さ
将

ま

つ
　
　
　
３Ｔ
　
　
　
２Ｔ

る
昇

と
斗

き
己

ば

　

　

ヽ
　

　

・つ

の
　

，
　

こ
幸

か
凱

か
」叛
（　
　
　
　
ぐ

き
　

と
　

つ
次

し
　
　
　
　
　
　
え

に
西

も
本

す
末

た く や

卓 也

ひろま さ

寛 祐口

3T0

2T

3T

2T

ゆ
生

ぐ ち

"
丘

お

″

ぅ

由

ゆじ
６
日

ぅ
校
こう
一局

な るとみ かつ ひ こ
成 富  勝 彦

さ さ め: オ,

笹 川

た い し

大 志

おおつ き

大 槻
しょうた

昭 太
3D 8D

福

岡

県

や

工
四

ル
ヽ
田
日

う
一局

ぅ
校 荒 秀 文

き
木
ひ で ふ みあ ら ひ ろ む 2S

広 夢
あ

甚
几 木

唐 津 南 高 校

か ら つ み な み こ う こ う

の りつ ぐ

典 嗣
よ しな ら

吉 村

(ふ しえ

(藤 江
なおや )

尚 也 )

あ
阿

ぜ
善

に し と う

西 頭

く ろ い わ

黒 岩

ふ じ せ
藤 瀬

お の  り ん だ ろ う
小 野  麟 太 朗
も ろ く ま  こ う き
諸  熊   洸 暉

と

斗

め

元

た
太

ゃ
也

ゃ
也

ん
　
　

ず

　

　

つ

け
研

か
和

た
達

ゼT

2TDヽ
ぺ  し ゅ う
柊

じ

部

ん佐

賀

県

唐 津 工 業
ぅ
校

ぅ

一局

からつこうぎょう つ
次末

す え たかぶみ

孝 文
す け ,h

介
"も

森 勇
″
■ 本

3D
さ くもと い ぅせ い

42

長

崎

県

ぅ
校
ここ

一局
ょ
陵

せ
西

た か あ き

貴  昭

しょ うた )

翔 太 )

|ま く' し

林

(い ずみ

(泉

た さ き し ん ご
田 崎  真 吾
さきはら たいよう
崎 原  太 陽
だけなか しゅうへい

かわは ら しょ うと
川 原  祥 人
こ ば   と  も や
古 場  智  也

き た む ら せ
北 村  星
も り   し ょ
森   祥

３ＴＤ
　
　
　
３Ｔ

ゃ

卦
喝

ご

五
ロ

3■6

3TD

3T

3TDS

や つ しろ ひ が し こ う こ う

人 代 東 高 校

ご ん ど う

権 藤

(い の うえ

(井 上
(も りかわ

(森 川

た
子
¨
雅

ゃ
康

た
大

浩

う し

将 大
ひかる

輝
う   と

きた ぎと

北  里
しもがみ

霜 上

郎
　
　
　
２Ｔ

き

は
・
ち

一

ん

引

　
い
　
．

げ

元

¨

雄

た
太

じ
史

．っ
　

　

　

い

ｏ
Ｅ

」
翔
せ
Ｅ

3TD

3T

2T

お も と

小 本
さ さ き
佐 々 木

ゆ

ぅ
藤

レ
一　
　
　
　
　

“̈
“

に

，―

ル

　

　

ー

し
進

の
野

本

悠

新

しんもと しょうた

くまもとがくえんだいがくふぞくこうこう

熊木学園大学付属高校

ま え だ

前 田
な お か み

尚 史
み ね

3D
す

幸

あ さお

尾

しゆ うさく

修

ぅ
校

ぅ
一局

し

ヨ́大 分

お お い た 1

お お し た  ひ ろ こ
大 下  裕 子
〈ますとも ゆうき)
(升 巴  勇 希 )
(い と う わ た る )
(伊 東  航 )

き
貴

と
朋

や

だ
田
ぎ
谷

ぅ
　
　
な

こ
江

や
柳

ち
3TDS

一
き
希

か
翔
ち
千
に
二

も
．万

ひ

【ロ

き
樹

ゆ
勇

や

トヽタ【

さ
里

ょ
聖

きさ

真

まわ
涯
ぎの
野

み
文

ふろ
拓
ひヽ

■
十

１

４
フ

さ
坂

み
海

ろ

に
、

ひ
　
一ン

た

田
一

も
諸

一｀つぶ つ ろ み が お か こ う こ う

_回 _盤_見 丘 高 校
わたなベ

量_止
きみ とも

仁 友
2D 2S

う つ  あ き ら な か し ま た く や
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府聞 .

― ジ(マ

手選

大

分

県

周  平竹  永

佑



男子選手名簿(6)

崇 仁

だけす え

武 末
(ほ んぶ

(本 部
(ふ くだ

(福 田
あ き

晃 穂

ま さや

昌 也
たかひ と〉

抑　　　恥

し

京

と

冬

か
　
　
ぅ

ヽ
ヽ
　
　

ゆ

ヨ
叫

，

　

　

し

メ

木 村  優 斗
まつもと たかひと
松 本  貴 仁
す ぎ た  り く

3T

3T

2T

や ま した

山  下
もりその

森 園

小 森 園
はるな り

春 成

隆 平
せ いや

星 哉

3TD

宮

崎

県

に っ し ょ うが く え ん こ うこ う

日 章 学 園 高 校

鬼 塚  敦 義
(て ら し し ゅ ん )
(寺 師  駿 )

(の くお ひて とし)
(野 久 尾  英 俊 )

くぎさき

釘  崎
まきぐち

牧 口

た な か
田 中
ありかわ

有 川

と
　

ヽ
　

　

瀬

も
元

ヵ
中

・
・

く
　
　
な
　
　
１

ホ
福

た
田

せ
勢

小
　
　
　
ａ

き
貴

き
輝

ヽ
　
　
　
Ｄ
　
　
　
Ｄ

ｍ
　
　
　
２Ｔ
　
　
ＩＴ

ゃ
也

と
人

ぅ
凌

ゆ

佑直

り

直陸

3TD

2T

椋

だけひろ

武 弘
な お

な お

鹿
児
島
県
鹿 児 島 商 業 高 校
か ご しま しよ うぎ ■ うこ うこ う

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

き
輝

た
大

`0.ま に は  こ う
山 入 端  光
さん じょ う ゆ う
金 城  裕

かみむ ら

上 村

ふ く み ね

譜 久 嶺

こ うへい

浩 平

弘 斗

一 成

む ら た い き
村   太 規
が き たいせい
垣   大 成

3TDS
中

ん

3T

2T2T

2T

新

な か

よ
士
ロ

たす

一
オ

お きなわす い さん こ うこ う

沖 縄 水 産 高 校

じ

二

０」

純

しと
一ル

(や び く ま さ し )
(屋 比久 昌志 )

み

喜
●
本

た か え す  た け し
高 江 洲  武

や  りゆ うせ い
屋  隆 成

さんじょう りゅうた
金 城  龍 太

.1,

森

も りこ
　
コ

ざ

ザ

ぅ
校

lま  ・や と

隼 人
ん
念

ねち
知

3ヽぅ
校

こう
一品原

る

リ
ぱ
風
・えは
南 赤 嶺

あ か み ね やす じ

靖

沖
縄
県

さ
澤

り
　
　
お

も
森

し
塩

郎
　
　
¨

ん
賢

と
登

‘り
　
　
　
・，ゆ
友

ら

十
，

ｔ
　

セ
井

み
　
　
ら

か
上

ひ
平

３ＴＳ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

と
諭
一
ゃ

也

じ
志

さ
一
　

　

ん

　

　

　

レ

ま
真

し
慎

ナ
謙

も り か わ

森 川

や まざき

山 崎
tヽ  と  う

伊 藤

1

公

わ
3T

3■ S
平

甲 斐

い な だ  さ と し
稲   田   聡
くた か せ  ひ て お )
(高 瀬  秀 雄 )
(つ づ き な お と )
(都 築  直 人 )

せ い ぶ だ い ちば こ うこ う

西 武 台 千 葉 高 校

まつ も と

松  本
えんどう

遠 藤
か わ む ら

川 村

ん
開

さ
将

き

も

　

　

ま

　

　

る

た
多

ユ
良

は
栄

Ｄ

　

　

Ｔ

　

　

Ｔ

３‐

　

　

３

　

　

２

よ ね だ

米  田
つ かは ら

塚 原

耕 司
ゆ うさく

優 作

３１

　

　

　

２１

け
輔

と
斗

す
　
　
う

3TD

2T

はや し ゆ う
林   祐

梵
か

ゆ

“
“

た

田

おお
太

に り ひ ろ た か

堀   大  孝
(き くらい  りようこ)

(櫻 井  亮 子 )
くすがわ ら あや と)
(菅 原  彩 人 )

ち ゅ ぅお ぅが くい ん こ う こ う

中 央 学 院 高 校

だ

ロ̈

わ
和

り

ワ́

お
お

し

ヽ

）

わ

［――

ヽ

り

や

り
　

　

そ

せ

芹

に

つ
　

　

あ

さ

「
可

ら

ヵ

　

　

き

く ば た●
」́
　
，
Ｈ
一

＝

【

おお
大

き
紀
す

・

み
瑞 久 保 田

き
貴
ぅ
雄
ゆ

48

千

葉

県

ぅ
校

こう
一高

・

愛

あ

・叉

ヽ
　
た
■

け
葉

ばち
千
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女子選手名簿(1)

ふ かがわ に しこ うこ う

深  り|1 西  高  校

いの うえ けんいち
井  上  健  一
〈ますだ ともあき )
(増 田 朋 晃 )
くな か む ら は な )
(中 村  華 )

か み か わ あ カ
上 川  あ か
た か ざわ れ t
高 澤  麗
は な だ  ま
花  田  麻

‐
田

ね
根

た

　

　

き

は
花

せ
関

ね
ね

か
華

ゅ
由

ゆ い
優 依
ち ひ ろ
千 弥

3TD

lT

31S

し

，し

く

′
ヽ

っ　
つ

のき
野
ま
牧

ａか
花
も
百
も
木

き

，

さ

々
さ
佐

おびひろみなみし,,ぎ ょうこうこう

帯 広 南 商 業 高 校
み や |

官  井
r L\-i- l,
*. it こ

子
ふ
楓

だ

国
口

ちう
内

み
実
つな
夏

の

子
，
堅
´

てた
舘

北
北
海
道

おびひろおおたに こうこ う

帯 広 大 谷 高 校

あいざわ

相 澤
としあき

俊 彰
さ
種
ぐち
千

お お と も

大 友

とわ の も り さん あ い こ う こ う

とわ の 森 愛 高 校

し
義

よ

ヱ
●

さ

．＋

ま

尾

ペ

おせ
妹̈
．
く

(阿 部
(や まだ

(山 田

た だ お )

忠 夫 )

あ きの )

瑛 乃 )

い け だ  ゆ
池  田  有
な か の  あ り
中 野  有
い と う か お
伊 藤  佳

，
田

き
木

７
．　
　
ず

も
森

す
鈴

杢
　
　
　
３ＴＤ
　
　
　
‐Ｔ

き
希

さ
沙

り
織

き
紀

か
香

さ

早

ゆ
優

な
南
な
菜

ま つ も と み く ^_
松 本  未 玖 '́

た
［国

ぼ
保
く
久

さ つば

本L "晃
ぅ
校

こぅ
一局

と
斗

ほ
北
ろ ろ

宏
ひさ
昌

ま

田

だと
一戸

な
奈

れ
怜

む
村

た
一品

く ら は じ あ こ ^^
倉 橋  亜 子 "

3D

南

北
海

道

さっぱろせい しゅうこうこう

札 幌 静 修 高 校
み
匠

たま

・四

やよ
横

ょ
世
つな
夏

み
上

み

一
二

青

森

県

ぅ
校
こぅ

一局

こだ

ｍ
【

まや

∴
円

も
森

おあ
青

藤 田  真 人
(く ば た  な お )

(久 保 田  奈 緒 )
(な かむ ら ゆ うか )
(中 村  優 花 )

き

ｒ，

．
夏

一

椰

＾
一

２

■
↑
．一

ォ

　

　

一

そ
曽
一一一

２ＴＤ

一

ね
羽

く
空

［
茜
み
美

だ

き

　

　

　

―

ら
木

す
圧

や
安

る
陽
―
千
ち

ｎ
¨

だ

ｆ
‐）
士
心

く
来
み
美

り
里

な か む ら ゆ
中 村  優
し ん か わ

あ
荒

な
奈
り
里
ぇ
絵
だの
回
円

そ
園

新 川
さ い と

斉 藤

リ

メ
ツ

ひ

．ヵひ

はなきたせい うん こうこ う

花 北 青 雲 高 校

ち
地
や
谷
林
違

く

　

ふ

澁

た

費

き
菊
“
＜
一
〇

ぅ
亨

い
＞

”
↓

ょ
　

と
仁

も
署

ひ
　

　

も

一自

み
美

く
空

「
花

ぇ
瑛

か
香

ず
　
　
　

　
　

う

山

だ
田

の
野
ん

畠

の
野

き
金

静

彩
ゆ
夕

な か し ま

中  島
ふ し い

藤  井

く
久

そ
外

はたけや ま
2TD

lT

あ お い

葵
まなみ

愛

慈  裕
と か わ  み
川  実

ひ  ろ

岩

手

県

っ
校

も りお か し りつ こ う

盛 岡 市 立 高

はせがわ かすゆき
長 谷 川  和 之

き
咲

さ
佐

り な ^ヽ
莉 奈
。́ ひ らわ た り
平  渡

や

山

宮

城

県

せ
'｀

うるすらがくいんたいちこうこう

聖ウルスラ学院英智高校 (田 所
(あ べ み
(阿 部

ゅ ん じ

潤  二
みつお )

光 男 )

な み )

南 海 )

ふ か せ  し
一
ト l中頂
(た ところ

み
美

り
毬

ひ
妃

ま

い
斐

だ
田

か
甲

わ
和

ぃ
衣

き
希

か
夏
一

つ
　

　

や
　
　
一

ゆ
　
　

　ヽ
一　
ヽ
し
形
一

優

―
　

．て
　

一

ん
　

↓
水

ら
原
一

夕

　

　

ぎ

　

一

‥

　

　

　

―

　

　

一

じ
神

し
清

ほ
保
一

す

鈴

徳

ず き い よ の
木  い よ 乃
くの う あ す か
能  あ す か

=3TDS~よ‐

■
.■  lTS
4ヽ

3TI

t:|2T

かなあしの うぎょうこうこう

金 足 農 業 高 校

き し ひ ろ あ き
岸   弘  昭
(ひ らさわ たか し)
(平 沢  隆 志 )
(わ たなべ みなみ )
(渡 部  南 )

ヽ

　

日

さ

．
´

ま

．―

織

な
奈

か
香

彩

て
比

ゆ
結

っ
塚

と
藤

つ
塚

ら
　
　
　
　
　
ら

ひ
平

さ
佐

ひ
平

さ な
紗 捺

瑠 夏

３Ｔ
　
　
　
２Ｔ
　
　
　
ｍ

ま
正

か
鎌

2T

1lS

さ お り

り
梨

き

　

　

だ

た か ,ま し  め い
高 橋  芽 衣

卓
lTDS

き
木

さ

々

さ
佐

秋

田
県

あ
新

や

［匡

う
一局

ぅ
校 塚 田 博

つ か だ  ひ ろ し み
実
ゆあ
歩

き
木
さ

々
3D

許 妃

ゆ き え わ た な ベ

やまがたしょうほくこうこう

山 形 城 北 高 校

佐 藤  新 也
(あ び こ けいい ち )
(安 孫 子  啓 一 )
(た かは し くれ あ )
(高 橋  紅 亜 )

か

百
タ

しま

一岡

ん

　

　

】

‘
「

か

番
目

た

一局

¨
　
　
　
Ｄ

３Ｔ

　

　

　

３１

き
季

か
香

ケ

‐

由

あ

―明

tヽ   と   う

伊 藤

む ら や ま

村 山

お か だ

岡 田

む ら や ま

村 山
む らや ま

村  111

は る か

晴 香
かすみ

可 純

す み
澄

な な せ

七 瀬

31

lT

3T

lT

さ
沙

ず

十
＋

あ

↓
ャ

や まもとが くえん こ うこ う

山 本 学 園 高 校
ひ ろ
宏

い つ ば  あ き
伊 坪  昭

み
望

ぞの

ヽ

き

．
′

お

　

　

・

‥

　

ｌ

あ
青
一

で
楓

の
野

―
飯

カ

山
形

県

か う
一局

い
井

ぅ
校

な

長

す す き

鈴 木
かす の り

一 則
こ
子
み
美
な

菜

あ ベ

福

島

県
´̈

昌

ぅ
校

と

菅
田

み お カ

お お ほ り ひ と し

大  堀   均
〈ささき かつひろ )
(佐 々木 一天 )
(に だい ら |ま るか )

(イ
｀
「
明花 )

の
　
　
　
・り

し

野

い

平

が

　
　

だ

ひ
東

に
仁

跡　　　２ＴＳ

ゃ
彩

な
奈

あ

　

　

え

」
「
ヽ

キ
０

．壻

は ま き た

t口i 」ヒ
わたなベ

渡 辺
あ づ ま

お お |ま り
大   堀
か わ か み

川 上  紗

あ り さ

有 紗

な つ き

菜 月

も
も

み
南

ゃ

も

　

　

な

も

ほ
帆

3TD

lT

つ
　
　
　
ＴＤ
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選 手



●

府

茨
城
県 常 総 学 院

高 校
じょうそうがくいんこうこう

』
弘
い
い̈
”
０

，ず和
”
文
赤
彩

べ
部
強
調
狂
旧

崚
磯
“
鯨
い
軸

ね
ねヽ
な

ヽ
　

ヽ
　

ま

ヵ

、カ

あ
あ

ベな

ぎ
木

た

や
八

わ
名真辺渡

∬
　
　
　
ＩＤ

３Ｔ

　

　

　

２‐

こ
子

こ
子

」
衣
な
向

梨

ひ
日

¨
村

の
野

い
飯

お
小

Ｔ

　

　

， Ｄ

　

　

ｉＳ

３
　

　

　

２１

　

　

　

２

ろ
尋

か
香

か
花

ち ひな
　
　
も
　
　
ぉ

や
谷

と
友

お
大

る
　
　
や

千

は
陽

あ
綾

ず

中

み
水

て
手

10
ぅ

一文

こ

‐

ぅ

一『

´
■

―

¨
院

が

だ
，
』
新

さ
作

九
史

”
ａ

わ
詢

が
敦

”
裕

か
彩

う
　

き
崎

コ
璧

ど
藤
ば
野
〔
潤

，
ν
　

　

　

の

　

ヽ

　

―

〓
て

か
遠

い
ｕ

”
け

ぇ
恵

な
奈

み
美

の
乃

こ
子

な

彙
ヽ
ろ
　
　
な

「

ま
コ

ヽ
宥

ひ
Ｆ

て

　

　

　

　

［
ロ

““̈
ゃ屋
け争

お

ぁ
´
ち

　

か

曹

お
大

つ
土

な
中

れ

は な

英

〈
ｐ

さ
崎

ぜ
関

わ

　
　
お

い

岩

お

大

３ＴＤ

　

　

　

‐ＴＤＳ

こ
子

り
織

⇔
美公

ち

　
　
ら

店
昼

ま

丁

は

を

き

口

び

り
、

せ

関

え

海

11

群

馬

県

ぅ
校

ここ

清

みな

南

みゆ

“
■

き
桐

巌

き
垣

たｏ
板

こ

子

な

‐

ヽヽ

々奈
工
西
お

，，

い わ お し も し ょ う も か 。mミ
下 城  萌 果 "́

み
未
ま
麻
ず
ｋ
い

み

ァ

し

清

３■

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

　

　

一

る
春

か

香
一
　

　

一

，

　

　

，

　

　

　

　

一

ま

　

　

す

Ｌ

●
　

　

　

　

一

Ｉ

Ｆ

　

ヌ

　

　

一

ら良
燎
田
　
．

ゆ
由

え
遠

ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

２Ｔ

ん
蘭

こ
子

か
夏

ら

　

　

の

か
．塚
．
ら

づ
　

　

む

」
ツ

や

フ

さ
彩

佳
ま

す

じ
島

未
一
か
　
‐

て
手

き
木

を
中

ぅ
校
こう
一局

こい
巾
”

めヽ
清
せ
〓可

き

．‐

さ
勢け伊

み
美

・え

恵

も

ヽ「４

さ
坂

Ｄ

　

一

３

　

一

い
十
人
一

，

一

Ｊ

手
ヽ
一

体

一

や

　

．

゛
主

な

ん
‘

か

金
き

さヽ

ゅ

ゆ̈

み
み
のデ
野
し
茂

埼

玉
県

ぅ
校

ここ
ユ置

・えか
栄

ま

一
■

た

．

さ

二墨

ぅ
亮
わ
＞
わ
⇒

ょ
　

さ
勝

り
ヵ
万

り

　

　

ま

　

　

　

　

一利

ち

｛内
■
つ

き
　
　
ヽ

た

滝

い
藤

”

口

　
つ

「
″

ま

松 本

か
悉
目
ぇ
十日

も
　
　
な

も
百

か
花

が
谷

ま
松

め
　
　

げ

く
粂

し
重

ヽ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｔ

り
織

こ
子

み
南

お
　
　
ぅ
　
　
な

さ
沙

噴
涼

み
美

ま

‥
　

ち

　

　

ま

す

尚

ぐ

口

し
島

ざ
　
　
い
　
　
わ

お
尾

に
西

か
川

ら

羅

ね

音

里

こ
琴

ま

ら

し
島

む
村

ゎ
　
　
み

か
川

か
上

・つ

た
え
一

‥

１

一

・■
高
一

が
一界
一

ひ¨
官
おお
大

き
之

ゆし
敏

だ

国̈

・えう
上 水

こ

子

き

「Ｌ

ゆ

ι
ホ祐

た

高 千E

たの で み ^^

望
¨み ず
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東

京

都

に |■ んば しじょが ぅかん こうこう

日本 橋 女 学 館 高 校

，し
宏

⇒
↓

わ
Ｄ

フ．　
り
■
な
男

ひ
　
の
倫
う
奈

」
石ｉ
石
』
条

綺
大
し
制
に
国

み
美

か
香

ゆ

　
　
る

優

ま
桜

だ

い
石

ひ
日

原

ヵ
高

ＤＳ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ

　

　

　

２１

の
乃

ぃ
衣

き

常

・
あ

‐

′
．　
　
一
て

ゅ
由
一
わ

っ
´

い
　

　

ぎ

愁

・
　

　

一

■
，
　
　
姜
す
　

　

　

一

か

り

に

　

　

　

一

な

仲

た

谷

３Ｔ

　

　

２ＴＤ

　

　

２Ｔ

き
紀

ほ
歩

か
香

ま
　
　
か
　
　
る

真
　
果

ま
陽

ま
　
　
に

ゃ
山

た
谷

ぃ
井

き
　
　
わ
　
　
ら

あ
秋

い
岩

む
村

し |さ  ら
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神

奈

川

県

沼

ぬ ぅ
校

く
鵠

か

●
′

よ

●
ヽ

ゆ

Ｌ

‐

．　
　
　
　
　́　
　
　
　
　
■
＾ヽ

　　
ィ

　　
　

，
一^

　
　
　
‐

．

げ

一
あ
晶
　
真

ヵ
　
　
　
　
　
　
せ

ね
根
」
田
¨
瀬

き
　
　
，
，
口

ヽ
　
一

せ
関

け
Ｃ

い
＜

な
奈

こ
子

な
菜

な
菜

まし

し
井
ま
田
［

い
石

し
嶋

む
村

ォ
怜

さ
聡

ち

ｈ
●コ
　
′

〓
リ

く

，
“

ん

里̈

き

菊

こ

今

な
奈

か
佳

ゆ
侑

―
愛

あ

たお
　
　
ォ

お
大

に
丹

な

々

の

乃

ぃ
舞

ぅ
校

た

ｍ
口

‐
生

う
一尚

十

オ
一

み

【
兄

ひ こ

彦
つ
鶴 本山」

り な __
梨 奈
マ́と よ も とろ  ぇ みき ど

一●
、恵所

ぅ
校
一

っ
高

い
栄

や
弥

ぉ
夫
さい
功

ま
原
ち
地
き
菊

せ

ク
．

は
長

か
金

ぎ
季雪 穂

ゆ

子

・え

¨
ワ

かわ さきそ うごうかがくこうこう

一

工父

一

未
■
一局

一

．
二学

一
′二
科
一
〈
ロ
総崎

か

」
員

たし

古
一”

よ

‥
，

ゎ
藤
“
齋

み ゆ うちう
内

た
武

山
梨

県

甲 斐 清 和 高 校
か い せ い か こ う こ う

,1文

由

●

お

・
ヽ

か
■
′

た
孝

蒼 生

さ
澤

ぎ
崎

お
森

ヵ

　
　
　

ヽ

■
ｒ

，

コ
ノ

・　

ξ
ヨ

カ

　

．

キ

・

・

，

ハ
ー

て

＜

＜

＜

し ん や

あおい

ほ
歩デ

も

支

ス
）
．
ァ

ま

丸
き
希

か
香

ず
　
　
・つ

み
瑞

ゆ
有

みご
込

′
田

か
　
　

ら

な
中

う
内

は
依
い

か
夏

む
村

ふ
福

む
夢
ぁ
渉
た
ｎ
¨

き

．‐

わ

脇

さ
沙
り
里
わヵ

ｌ‐カ
↑
草
た

一ロ

か
花
る
瑠
た
ド
‐

し

．
せ
瀬

一

・，

工？
全

１

１

一

”
一局
一

ｒ
業
．

ぎぅ
商

ふ
“不

こ
甲

こ
子
み
美
す
・Ｆ
ｉ
ス

と
藤
い
伊

あ ゆ みこ だ ま

児 玉
ま なづ

口
月

ちも
望

新

潟

県

・つ

お
入

こ

‐
⇒
高

よ
陵
い
姜
”

せた
・馬

が

―

い

新

”

昇

＞

＞

＞

＞

一

１

■
ら

き

・
・
る

ｏ
Ｌ

と

こ

ゅ

之

ヽ

巧

一

あ碑〕養雅
か愛一

だ

　

ど

頂

ま

京

し
田
“
難
〕
割

よ
吉

い
＜

０
＜

こ
子

こ
子

、
ｃ
・　
　
り
・
ヽ
コ

ゆ
侑
ゆ
耐

る
留
な
　
崚

手
　
み

　

　

―

ま

　

ヽ

井

と

黒  田
たし

［国

ふ
藤

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ほ
穂

み
南

き

　
　
な

希

ち
千

た

　
　
わ

し

下

ざ

沢

も

　
　

か

か
鴨

な
中

Ｔ
　
　
　
ド

　

　

Ｄ

３
　
　
　
２
　
　
　
１

な
菜

み
陽

の
乃ゆ

―

　

　

も

ヵ

　

　

ち

か
風

さ
坂

と

ざ

間

く ろ だ

本
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富

lll

県

”
校
”
一局
く
属
ふ　ϊ
」

Ж
学
か
大
神
際
く
国
責
山
´
富

ろ
専

＞
＞

＞ヽ
＞
一

ひ
―

み
美

“
住

き
昭

さ
雅

ま
愛

あ
　
　
ま

し

い
合

尺
部

や
林

つ
　

　

　

，

卜
て

は

」
Ｐ

か
河

く
＜

Ｃ
＜

か
香

デ

け
静

た

い中

ぎす
杉

さ
彩里

まし

　
，畠

ふ
福

ｍ
　
　
　
２Ｔｓ

ん
凛

か
遥

り

　

　

る

ま

真

は

り
　
　
か
［回

も

森

お

ま
　
　
ね

や
山

た
種

き
幸

み
美

こ

ゆ
　
　
ま
　
　
や

麻

あ

ら

　

　

ま

十

・

む
沐
‐
や
山
一
き

か
　
　
ね
　
　
さ

な
中

よ
米

さ

々

ド
　
　
　
Ｄ

３Ｔ‐

　

　

２Ｔ
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女子選手名簿(3)

石
川
県

かなざわこうようこうこう

金 沢 向 陽 高 校

く る ま ひ ろ あ き
車   浩  明
〈お くむ ら あきよ )
(奥 村  亜 紀 代 )

(格  萌 )

り
絵

か
夏

き
稀

”
，
　
　
　
　
つ

，
　

す
鈴

な
夏

き
木

ら
　

え

ら
　
．っ
浦
い
家

し
　
　
お

あ

荒

よ

吉

お

大

お の
小 野

東  久

な  お
菜 保
く る み
留 望

2TD

2TS

み
実

れ
伶

υ
井
もも

“
タ

ふ じ む ら  さ き
…

藤 村  沙 妃 …

福

井

県

´́

局

か
勝

ぅ
校

や ま
山

こ i■‐やし  は る と し
小 林  陽 年
くの し な ち よ )
(野 路  奈 智 代 )
(す な だ  |ま る か )

(砂 田  晴 香 )

や ま ぐ ち

山   口
あ さ く ら

朝 倉

わ

茜

み

み

か
　
　
な

た

あ
　
　
み

．
４み

さ

沙 =T境 亜

さ か 0 あ
梨

に し え  あ や か 。̈¨
西 江  彩 花 …"

き
紀
あ
亜

ち

体

まや
工円

き
貴
さ
咲

き
ヽ

す

一ノ

す
鈴

く
空
み
望
だ
日

わ

Ｆ

さ

澤

長

野
県

まつ しようがくえんこうこう

松 商 学 園 高 校

い わ だ れ  じ ゆ ん
岩  垂   潤
(お くは ら み らい )
(奥 原  未 来 )
(あ か は ね ま な )
(赤 羽  真 菜 )

こ や ま み ほ
小  山  美
お お つ か  あ カ
大 塚  愛 香
さ か |ヽ   ゆ
酒  井

か ね ま る も え こ
金  丸   萌  子
み や が わ  な な
宮 川  奈 々

ま つ い  ひ か り
松 井  ひ か り
ほ り うち み さ と
堀  内  美 里

Ｄ
　
　
Ｄ
　
　
Ｔ
　
一

３

　

　

　

３

　

　

　

１

　

一

し
星

り
莉

ぅ
優
一

3T

3TS

2TD

3TDS

けんりつぎふしょうぎょうこうこう

県 立 岐 阜 商 業 高 校

お お は し ひ ろ し

大  橋   浩
(の りたけ としひろ)
(則 武  鋭 洋 )
(ま つ い み さ き ,
(松 井  美 沙 紀 )

ＤＳ

　

　

　

ｒＤ

２Ｔ

　

　

　

２

み
美

か
加

ゆ

　
　
う

あ
歩

ゆ
裕

ど
藤

の
野

ん
　
　
ず

え
遠

み
水

ぉ
桜

き
姫

ま

　

　

，

舞

。て
沙

お お ぐ
栗

じ
島

大

こ
小

つな
奈洵里恵

わな

，′

い
稲

の
乃
り
里
ま
茉

せ
瀬
く
久

Ｄ
　
一

み
美
一

０
人
一

螢

ヵ

一

σ
野
一

，

　

一

み

オ

一

岐
阜

県

う
一局

ぅ
校

ら

占
民

な
長

ま

百
局

や
矢

の ぶ ゆ き

伸 行
ら

出
口

ぎ さやか
沙 也 可

3S
ら ら

ぅ
校

ここ
一呂

ょ
陵星

せ t

む らま つ み ず は
村 松  瑞 穂
(よ しひ ま さふみ )
(吉 氷  将 史 )

(石 川  真 帆 )

せ い か

声 佳

か な
圭 菜

相葉
ず木

い
稲

す
鈴

「
・
　

一導

あ

つ
合

，
野

た
田

ォ

　

　

θ
　

　

わ

さ
咲

こ
子

き
咲

か

河

さ

佐

い

岩

だ

き

´
ヽ
　

　

１
・

ず

．
４

ま

ロ̈

す
鈴

や
山

み
海

な
奈

lT

lll

3T

2TD

み

なな

七

22

静
岡
県

ぅ
校

こう
一昌

こ

ｒ
当

し

フ
一

に
場

―
　
　
一

ん
殿
一

ご
御
一

お

‘入

お み  さ と し
箕   智

か つ ま た  り りか Rκ
堕上 _」型≧査 …

も

´
ヽ
オ

まや
・四 果 歩

2D

ぅ
校

ここ
一局星 城

せ い し ょ っ

か こ   し ん ご
加 古  伸  吾
〈むらぞえ ゆきのり)
(村 添  幸 徳 )
〈か とう よ しの り)
(加 藤  与 史 訓 )

み な
美 奈

里 香

か

　
　
や

づ
塚

せ
屋

ひ
肥

ふ
伏

まｅ

　

　

に

一ヨ

｝
山
ら
フ

お
大

て
寺

か
佳

き
希

な
奈

ゆ

　
　
　
　
　

り

に

二

く

久

く

紅

さお り

紗 於 里

し   力・ ′ょ

加 奈

3TDS

里

3TD

3T

由

ゆ

友

やみ
宮

の

の

野

れ ばや し

林

名 古屋経済大学市郎高校 井

か
亀
め  | き

輝

ず

一

か
　
．

さ
沙

じ

［国

う
梶

せ
　
・
・

．
世

と
虎

き
貴

eD
な た

知1

愛

知

県

おかぎきしょうせいこうこう

岡 崎 城 西 高 校

て

占
只

じ

「
円

みご
込

し
下
一

い し い  な つ _
石 井  奈 都 …

ぅ
校

こぅ
一局

ん
す
０

か

ハ
月

つが
學

こ
皇

み や た  や す こ
宮  田  康  子
(ま きの たがゆき )
(槙 野 貴 行 )
〈ま え だ な つ )
(前 田  夏 )

か  い  づ   め

海 津  香
に しざわ れ
西 澤  玲

ヵ

Ｈ
Ｈ
　
・，

゛
オ

な
中

さ
櫻

こ
子

ぇ
枝

さ

い
依
ち
口
渕

Ｊ

　

　

　

　

・
矢

渉

麻

え
　
　

ま
　
　

ず

衆
添
だ
玉
］
水

か
川

こ
児

た
谷

祐 希
ゆい

祐 衣

帆
な

奈

亜 壁

3TD

2T

2T

2TD
だ に二

重

県

暁

あ か つ き ぅ
校

ここ
　
　

一
一局
一

なま
松

っ
夏

―
井 ´

ｒ

ち

〓

め

芽
lS

せ き や  ゆ

しがたんさだいがくふぞくこうこう

滋賀短期大学附属高校

しぶ か わ  あ か り
澁 川  明 里
(と くしま や よい )
(徳 島  や よ い )
(た ま だ  い つ き )
(玉 田  乙 葵 )

り

　

　

ろ

莉

ひ
弘

なた
棚

ど
藤

つ
土

こ
近

抑
　
　
”

ほ
帆

き
雪

ま真
美̈

い
池

や
山

３１

　

　

２．

　

　

　

ｌＴ

み
実

こ
子

ゅ
由

愛

なな

菜 々

ま

真

サ だ
田

| ね

根

l重

保

美

2T

lTD

ま つ い

松 居

み や ぎ き

た

崎

か
田

宮

な
中

ま な

おおつしようぎょうこうこう

大 津 商 業 高 校
力
勝

け い い ち
啓  一

よ
洋

こ
,nぐ  く ど う ひ と
子 … 工  藤

み
瞳

カ

25

滋

賀

県

,

所
一

一局

ぜぜ
膳
一

ぅ
校

たか

只

ゆ き

之橋 本

は しもと み

みあ

ふ し た
田

あ ゆ

き よ うとがい だい に しこ うこ う

京 都 外 大 西 高 校

か の う あ っ し
カロ 納   敦
くわたなべ てつよし)
(渡邊  哲義 )
(こ いずみ ひてと)
(小 泉 秀 登 )

３Ｔｓ

　

　

ｍ

さ

紗

こ

子

り

・
　

み

嗜
ヽ

あ

一
「

ま

〓
，麻

り

里

る

晴

ね

せ

　

　

は

　

　

かま

な
中

だ
田

じ

ま
　
　
ま
　
　
か

や

山

や

山

な

芹
ち

千

あ

は じづ め

橋 詰

い しば し

石 橋

たけおか みず き
竹 岡  瑞 季
い わ さ き ふ ゆ
岩 崎  楓 由

l TI)

lT

3.
澪
　
　
　
Ｄ

釧
　
　
３Ｔ
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女子選手名簿〈4)

ネ

ぎ
里

の
興

者

の
野

か
可

ら
　
　
だ

¨
村
ま
田

に
西

や
山

か
実

ぇ
絵

ね
ね

み
純

か
か

ず
で

う

１

　

４
，

ａ
↓め
あ

ツヒ

理

わかばや し か
香
す

【ロ

ぁ
明
だえ

田

う
上

な
奈
み

実

も

´
ヽ
４
ａ
‐

つ
　
　
．

ま
松

詢
織
ち
千

しじょうなわてが くえん こうこう

四 條 畷 学 園 高 校

き む ら  ゆ た か
木  村   寛
(な かむら やすまさ)
(中 村  康 正 )
(や まぐち ななえ )
(山 口 奈 々 恵 )

と

人正

や す だ

保  田

ぉ

岡

は

と
徳

た
高

れ

　
　
る

な

奈
か

か

ま な み __

真 奈 美
・レ玲

は
"

2D

:3しヽ

は た な か

畠 中
ゅ
工円

な
奈

だ

国̈

わ
和

は る

27

大
阪
府

ぅ
校
こう
一高

こ
　
‐

し

一
可

可
´

の
　
―

ん
天
てし
四

く
草

か
金

み
み

こ
子

ゃ
耶

い
石

い
石

き
京

み な

み な

か な

加 奈

沙

2T

lTS

子

り

里
つ

　

　

ＴＤ

ら

　
　
み

は
倉
い
一
一　

　

け，

―
コ
　
よ

か
香
ぁ
明
だね

［国

ま

真

さ め, り

メ|」
き た だ に  み_き

北 谷  美 樹
か
香却里恵

まや

―

こ

　
‐‐
μ

よ
横

み
実
ぁ
亜わ

‐

な

―

た

ｍロ

て らまら あきひ ろ
寺  町  彰  浩
(あぶかわ ともみつ )
(虻 川  友 光 )
(お く うち は るか )
(奥 内  春 香 )
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兵
庫
県

そ の だ が くえ ん こ うこ う

園 田 学 園 高 校

郎
　
　
３Ｔ
　
　
ＩＴ

り
里

さ
梓

り
梨

す

　

　

・ｔ

‐
有

あ

　

真

嶋 田
は せ が わ

長  谷 川
く ら も と

倉 本

中 野  愛 梨
し ま も と  ま や
島 本  麻 耶

さ し だ  せ り か
岸  田  芹 香
い ち か わ  と わ
市 り|1  永  遠

3T

IT

3T

3T

し ま だ

たかだ しょうぎょうこうこう

高 田 商 業 高 校

かみやま としひろ
神  山  年 博
(そ うわ か な こ )
(相 和 香奈子 )
(み ず さ わ な ほ )
(水 澤  菜 穂 )
に
西

だ

田

ち な つ
千 夏

み な ^^

美 那
~き

，
Ｏ

ｈ
ソ

上
―

す

ュノ

や
安

に し 力
' 
き

西 垣
ならだいがくふぞくこうこう

奈 良 大 学 附 属 高 校

Ｄ
　
一

な

ヽ
下
一

，

一

口

一

し

，

一

ゃ
林
．

ｆこ

．４

ほ
穂
な
奈

も
森 本

り も と

田

す
杉

た だ し
義

ぎ たカ つ

上

みそ
添

・え ぅ
校

ら
村

むき
木

か
花
や
上
ダ

あ

．
ホ

お

Ｍ
四

と ひ ろ し
本   浩

奈

良

県

な ら し りつい ら しょ うこ うこ う

奈 良 市 立 一 条 高校
も も

最 々

ひ

日

み さ
実

うらいさみ

浦 勇
おぎたに

荻 谷  あ

め

　

　

き

［爪
ざ崎
漱
田

は
橋

お
尾

な
長

な

　

　

さ

‐′

ヨ
帆
り
，

１
　

‐
里

ら
倉

の
予

ぐ
　
　
な

中学

な
名

は
花

３．
　
　
抑
　
　
‐Ｔ
　
一

こ
子

な
菜

き
咲
．

Ｔｓ

　

　

ｍ

か
夏

め
め

や

―

や

，

ぁ
彩

あ
く

3TI)
み

南

=2T"コ~

坂  田
(ち え

(チ ェ

(た にぐち

(谷 口

さ か た  と も ゃ
也

宏

よ

ヨ

智

ん
ン

あ

ア

ひろき

和

歌

山

県

ぅ
校

ここ
高

ゅ
久

た
耐

ぃ
依

り

り

ま
　
　
ょ

一よ

舞

ひ
ひ

し

た

ゃ
　
　
ら

田

は
林

む
村

か わ ば た

川 端
か が わ

香 川

き む ら

木 村
きた む ら

北 村

い
　
　
”

ぃ
衣

か
花

お
　
　

こ

　

・

あ葵
」漱

”
　
　
　
２１

さ
沙

な
菜

り
　
　

ゆ

由
2T

lT

あ

有

き

口
月

づか
楓

の

子
，
国
´

な

｛
｝

(は ま だ な な こ )
(濱 田 菜々子 )

ず
水
みし
清

し

士
心

々
■

た

Ｉ

とつ とりけいあい こ うこう

鳥 取 敬 愛 高 校

31) 3D

木

し ん き  り ょ う
原

ふ し は ら は る かともかす

友 和
すぎかわ

杉 川

鳥

取

県

う
支

一
，
コ

う
一局
一

た
北
きご
子

なよ
米

ｍ
　
　
　
２Ｔ

ゅ
友

な
菜

だ
田

た
谷

ら

い
井

む
村

恥　　　郷

な
々
え
●
い

な
菜

も
萌

ち

み

三

ふ
藤

そ

2TD

3T

2T

|ナ

のん
野

か

菅

い
池 メ

‐

穂

ま

麻
し ま  ゆ り

ゆ
唯

島  由 里
し た  ち さ き
田  千 咲
べ  さ ち に

たかは し かす ひ こ

高  橋   和  彦
(ま るおか さとこ )
(丸 岡 智 子 )
〈きむ ら あや か )
(木 村 文査 )

島

根

県

しょぅとくがくいんこうこう

松 徳 学 院 高 校

さ

沙

み

美

な

み

　

　

，

美

‘
亜

・え¨
上
と
藤
け
田

い
井

さ
佐

た
武

こ ば や し

小 林

か や ま
香  山

¨
　
　
ｌＴ

か
華

ほ
帆

るは
遥

′
未

に

　

　

ま

た

卜ヽ

や

コ

ク

●
　

　

．
ロ

お
　
　
お

お
大

あ
青

真 代・
~

栞 子
…

lT

ゝ
　
　
Ｄ

釧
　
　
　
２１

まゃ

‐‐‐四

る

　

‐

ま

ェ
メ

久

み

つ
勝

ひ さ

ゆ うす け

祐 介

未 矩

き
崎
ざお
尾

お

尾

ヵ

一
■

な

―

くらしきちゆうお うこうこう

倉 敷 中 央 高 校

岡

山

県

ら な な こ

菜 々 子
の  ま ゆ
真 由

け
原
け
舅

か
梶

た
竹

ｍ
　
　
　
２Ｔ

な
菜

ほ
歩

り
莉

ま
員

た
つ
田

が
賀

ほ
堀

か
加

が
　
　
　
３Ｔ
　
　
２Ｔ

さ
沙

な
奈

み
実

り
　
‐

ひ

●易

理

　

Ｌ

ら
　
　

ば

は

５
卜

′ヽ

′
‐

Ｆ
″
　
・

・ヽ

ぎ
・　
　

お

′
ク

す
杉

お
大

3T

2T

ケ

Ｌ

，
　
々

一

ヵ
菜
一

たく

田
ふ
福

よ ね み

米 光
(ま つきき

つ  ゆ か
佑 香
けいこ)

恵 子 )

恵理香 )

松 峙

こうの

河 野

(

〈

(

ぅ
校

こう
一局

こう

中

ゆ

エ
ー

‐
´
ホ

ち

　

．

ふ
芸安

あ き

３Ｄ

　

一

な
奈佳

か わ も と

川 本
２Ｄ

　

一

み
美

な

菜
ま つ も

松  本
よ うす け

陽 祐
なかむ ら

中 村
こ
一局

ぅ
校

う よ う

陽  高
1ヽ

さ か の  か な え
一兄

てらだ

寺 田

う

Ｒ
上

う

農

一

た

太

一

ひろ しましりつ もとまちこうこう

広 島市立基旦亜塾逮_
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女子選手名簿(5)

No.
都

府 学 校  名
監  督
(コ ーチ )
(マ ネージャー )

選 手

やな

柳

し ょ うこうこう

上 高 校丼: 商

た け み つ  た だ し
竹 光  唯 至
(ひがし けんだろう)
(東  健 太 郎 )
(く ば た あかね )
(窪 田  茜 )

し  み ず き
瑞  貴

し た  な お
田   尚

つ た  こ と の
田  琴 乃

し げ の メ  も
重  1言   萌
や が み  り
矢 上  璃

ふ く も と す す か
福  本  涼 香
に し む ら み き
西  村  美  希

辻

藤

新

3FD

T

3TDS

3T

lT

か

夏

な

奈

3TDS

:'D

徳

島

県

し よ う と う こ う こ う

城 東 高 校

こ て ら  ゆ か
小 寺  由 香
(す ぎうち くにひろ)
(杉 内   邦 弘 )
(さ の  ぇ り な )

(佐 野  絵 理 奈 )

な が は ら ま い こ
永 原  舞  子
し の み や  な ほ
四 宮  菜 帆

Tヽ

lTD

1'TDS
い わ さ き

不す

磯
な

中

崎
だ

田

.せ

瀬

は る か

遥 香
み さ

美

あ 力.

朱

き

咲

や

山
せ

千

ま し た  か な
下  華 奈

3TD

ん だ  ゆ り み …
田 侑 里 美 …

eT

重lT

香

川

県

たか まう しょ うざょ うこ うこう

高 松 商 業 高 校

ど い  じ ゅ ん こ
土  居  純 子
(や まもと としお )
(山 本 敏 雄 )
(み やわ き はるか )
(宮脇 はるか )

本
.3Tl〕

T

き 、1 き _そ ご う
310b 
十 河

…  や ま な カ°lυ
山 中

力 `
3TDS  i
竹

■
…
  田

ナな か  あ い り

中  愛 依 里
な か  さ き
中  沙 季

よ

ロ

′,

茉 由
な の こカ じ

中:

あ や り

彩 理
ゆ  が  こ

場

内 菜 乃 子

奴 賀  由 佳 子
T

愛
媛

県

新

た

[笥 校

ひ さ え だ  ゆ い
久 枝  ゆ い
(で い  や す た か )
(出 井  康 隆 )

さ ち こ )

祥 子 )(五 味

伊 野  紫
は す ぬ ま  さ
蓮 沼  紗

菅  真 衣 子・…

曽 我 部  美 桜 '́

す ず き  く ら ら …
鈴 木  く ら ら …

い 。Tnく  お く の  り の ,↑
惟
‐…
奥 野  里 乃

~

き …  あ り や す  き さ …
季 '' 有 安  沙 生 …

に い は ま ひ が し こ うこ う

新 居 浜 東 高 校

た さ か  せ い し
田 坂  誠 司

わ   か ほ

石 り|1  佳 歩
3D
ま つ だ
松 田 瑛

り な
里 菜

」D

局
知

県

こうちちゅ うお うこうこ う

高 知 中 央 高 校

梶  原   卓
(かんの しゅんすけ)
(菅 野  俊 助 )

西 森
ふ じ |

藤 井
く    !エ

久 保

う ぇ た
上  田
し み ず

清  水

あ さ み

南 海
ひいな
雛

TS

2T

]TS
り  ゆ な ^^
柚 奈
°
'

彩 華 '́

み  な _
未 奈

'`

|ィア 未

子

かわかみ

川  上
しろいわ

自  岩
eT

,

結

校

こ う ち み な み こ う

高 知 南 高
や σ,  ひ ろ が す
矢 野  宏 和

る な _
留 奈
°ν 2D
ま つ し ま み な み
松 島  み な み

み  よ  し
‐
好

と さ じ ょ し こ う こ う

土 佐 女 子 高 校

は ま だ  ち さ
演 田  千 佐

31〕 3D
に し む ら か れ ん
西 村  か れ ん

ま つ む ら ゆ う り
松 村  優 里

福

岡

県

九州国際 大学付属高校

じ ん

明 神
(せ き や

(関 谷
(た るの

(樽 野

けんいち

憲 一

真 由 )
ゆ う き )

有 希 )

TDS

lTD

`^.. 2T
生

eT

い し ば し  ま い
石  橋   舞
ま つ や ま  な み
松  111 奈 未

し げ た
重  田
とお や ま

遠 山  き

な か の  あ み
中 野  愛  美
た し ま  ゆ の か
田 島  優 乃 華
き お か  な み
喜 岡  奈 美

3T

2T

lT

み

美
き よ

■ ら

お り お こ う
折  尾  高 校

【さき ゆ うい |

柴 崎  雄 一 郎
よ  し  の   ゆ  き
野  佑 希

と う や ま み う ^_
堂 山  美 羽

。‐,1〕

ふくおか しようようこうこう

福 岡 常 葉 高 校 日 野  俊 昭 野

だ

田 千

ま
3S

41

佐

賀

県

さ が し ょ し こ う こ う

佐 賀 女 子 高 校

つ き ち た か ひ こ
築 地  孝  彦
(た け どみ りつ こ )
(武 富  律 子 )
(い の うえ みず き )
(井 上  瑞 紀 )

3T

lT

森 田  貴 帆
こ が  な な こ
古 賀  菜 々 子

も  う  り
毛 利
し わ  あ
志 波

み  カは  る  力ヽ
RT3、

は る か
… ‐́

ま り ん 。.、
茉 鈴 `'レ

二 lT

宗

だ て

伊 達
か ね  こ

金 子

し  わ
志 波

香

3T'S
未

綾

佳
カ
2Tl)

42

長

崎

県 諌 早 商 業 高 校

に しや ま  か つ や
西  山  勝 也
〈で ぐ ち ま る み )
(出 口 員 留 美 )
(も りおか あすか )
F森 岡  明 日 香 )

3TじS

21

:〕 TS

:3TI)

lT

ひ ら た
平 田

な る とみ

成 富

つ  み の '
財  津

は ま だ  ゅ き
潰 田  倖
こ い で  ゆ
小  出   裕

の    み

乃
3TD宮

み    か
、4  3TD   I
乗   水

や ざ き り

り

み

美

の

き

樹

穂
み な み

み な み
は る か

遜

“

;

が  た

|||

13

熊

本

県

くまもとち・)う お ぅこぅこぅ

熊 本 中 央 高 校

み ち !■ )

倫歩 )

く ど う

工 藤

だけ ちか

勇 参

(は らぐち

(原 口

31

lT

あ い
愛

み や

か お

香

華
び

雅

織

か わ の

川  野
た し り
田  尻
な か は ら

中 原

sた く し ま あ や こ
あ や 子

し ゅ り
珠 織

あ さ お カ

朝 岡
さ か た
坂 田

い ず み

依 純 …

ま 1ヽ  か

舞 花
・ .

宅 島
い ず み

和 泉

3TD

ノヽ 全土 園高校
い む ら か つ ひ て
主=村  勝 英

]D
き

]D
く・

口

ひ ち な → み

映 己
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女子選手名簿(6)

狂
子

こ
汗

ひ
浴

な
勢

ぅ
　
か

「
「

ま す と も

升 巴
くおおした

(大 下
くな す

(那 須

ゆ うき

勇 希
３ＴＤ

　

　

‐ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

の
乃

り
璃

ほ
穂

ゆ
　
　

い
　

　

ｏ

由

か
海

′
可

か
柿

ふ
福

か
亀

ゆ
結

す
鈴

き

季

み

み

子城

木 ,こ

lT

3TD

lT

あ

晶

は

本

だ
田

る カ

上
―

め

“
ブ

2TDS
き も と ず

　
　
ゆ

み
抑柿
あ

しや

ユ
外

ぉ

ま

　

　

き

こ

′１

．
さ

崎 尾 あ ゆ

ず きお お い た に し こ う こ う

大 分 西 高 校

しょうわが くぇん こ うこ う

昭 和 学 園 高 校

よ

士
ロ

だ

［［ 太

た

．
´

ぅ
郎

さ
崎

は
漬

3S
き .4ず 1氏

瑞 穂

41

大

分
県

２Ｔ

　

　

　

‐ＴＳ

ゃ
彩

き
稀

ぁ
　
　
ず

り
　
　
み
口揃

き
切

わ

　
　
く

い

岩

お

奥

ま つ だ  み か
松 田  海 香
ひ だ き あ か り
肥 田木  あ か り

もT

l Tl)

ｍ
な
奈

ゆ
優

ぶ
・０
立
ロ

んは
本

み
未

ま

真

・えぅ
上

た
谷

ん
珠

ま
員
・えさ

榮

こ
子

な
な
ひ

ひ
ど
藤

く

工

せいしんうるすらがくえんこうこう

聖心 ウルスラ学園高校

う し ゅ ん
任   淳

(よ した あ き ほ )
(吉 田 明 穂 )

口寺

と き と

原 秀 典

た

］̈

ば る ひ で の り ゅ
結
み
美

と
藤

ご
後

15

宮

崎

県

み や ざさ しよ うぎ ょ うこうこ う

宮 崎 商 業 高 校
ふ るかわ ひ ろふみ
古 り|1  博 文
(く さのせ こういちろう)
(草 ノ瀬  公 一郎 )
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(大 和 田  勉 )
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(ま すだ たがあき)
(増 田 孝 明 )
(わ だ  し お り )
(和 田 しお り)
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●学校対抗の部

男子 関  東  学  院  ⇔ 茶川 ) 横  浜 緻  ヶ 丘  (,中奈川) 奎 沢 泉 ヶ 丘 〈石川 )第 1ロ

(1950)
横  浜  市

女子 札    幌    東  (北椰適) 津 崚  (石川 ) 新  潟  '"  央  (新■ )

男 子 12 関  東  学  院  (神奈川 ) 聖   学   院  (東京 ) 金 沢 東 ヶ 丘 〈石川 )

'「

2回

〈1951)
,t i滉  市

女子 札   颯    市  (北薔遺) ホt  幌  星  口 (1とに適) 安  積  女  子  (福 島)
男 子 0沢 泉 ヶ 丘 (石川) 」ヒ 海  (北海道 )第 3回

(1952)
諄 通 寺 町

女子

金 沢 水  (石 川 )

|し    幌    南  帆 海道) (香川 )善 通 寺 第 札   幌    東  (北海道)

"子 `5
北 海  (北海道 ) 関  東  学  I完  (神奈川) 関 東 学 院 六 浦  (神奈,||)第 41● 1

(1953)
|11 形  ||

女 r 尚 綱 女 学 匠  (宮城 ) 石  (“森
'

■  松  女  子  (福島)
男 子 金  沢 水  (石 川 ) 松  江  商  業  (島根 ) 聖   学   院  (東京 )第 5回

(1954)
金 沢  市

女子 崚 11 (香川 ) 若  松  女  子  (福 島) |モ川,諄 逓 キ

"
男 子 聖   学   匠  (東 京 ) 全  沢 水  (石 川) 山 形 市 立 商 案 (山形 )第 6ロ

(1955)
神  戸  市

女子 山  陽  女  子  (田 山) 尚 輌 女 学 院  (宮 摯 ) 1香‖|)葺 通 ■ 第

男子 松  江  商  葉  (島 根 ) 白 石  (宮城 )第 7t。]

(1966〉 `, 
台  市

女子 善 通 キ 第 山 曝 女 子 (岡山)

石  (青森 )

尚 輌  女 学 院  (宮

“

)

男子 山 形 市 立 商 業 (山形) 松  工  商  業  (島根 ) ●   学   院  (東京)第 8[●1

(1967)
松  ,1: 市

女子 キ善 通 ■ 第 ユ ■ 学 国 (漱口) 前 薔 市 立 女 子  (群馬 )

男子 11∫ 形   市  〈山形) 1. 幡  (石 川 ) 消  (新潟 ,第 9ロ

(1958)
新 潟  市

女子 善 通 ■ 第 山  隕  女  子  (間 山) 尚 綱 女 学 院  (宮城 )

場子 山 形 |1立 商 業 (|!1形 ) 帯  広 条  (北海道) ス 木  (大 阪 )第 101・ 1

(1969)
全津若松市

女子 善 通 寺 第 , 11 (香川 , 敬  贅  学  国  (秋 田)

男子 山 形 市 立 商 業 (¨形 ) 検 浜 緑  ヶ 丘  (神奈川) 神  戸  商  業  (兵庫 )第 ll卜 ,|

(1960)
人 留 米 市

女子 (■川)善 通 寺 第 軟  愛  学  国  (秋田) 高  間  女  子  (●山)

男 子 新  潟  商  業  (新潟 ) 横 浜 録  ヶ 丘  (神奈川) 松  ,工  商  業  (島根 )第121。 1

(1961)
弘  前  市

女 子 敬  ■  学  口  (秋田) 新   庄   南  (山 形) ■  岡  女  子  (栃木)
男子 聖   学   院  (東 京 ) 山 形 市 立 商 業  (山 形 ) 新  潟  商  薬  (新潟 )第 13【・」

(1962)
高 岡 市

女子 43 高 岡 女 子 (=山 ) 藪 愛 学 口 (秋田) 新 潟 中 央 女 子  (新潟 )

男子 新  蕩  商  業  (新●) 官  山  商  業  (富 山) 帯  広
●  岡 市

女子 新 潟 女 子 工 芸  (新

“

) 新   庄   南  (山形 ) 山 形 城 北 女 子 (山形 )

男 子 4, 宮  lit  商  業  (3山 ) 新  潟  南  栞  (新潟 ) 秋 田 疑  大 附  (秋 田)第131● 1

(1964)
京 都  ||

女 子 軟  愛  学  口  (秋田) 布  亀  女  子  (大阪 ) 善 通 寺 第

,-4 高  岡  商  来  (宙山) 北  越  商  業  (新潟 )
"161●

l

(1965)
熊  本  市

女子 45

官 山 商 黎

英 岡 女 子 成  安  責  子  (京都) 布  饉  女  子  (大阪 )

男子 宮 城  県 工 業  (宮城 ) 高  岡  商  業  (盲山) 富  山  商  業  (富 山)第 17,・ 1

(19“ )
弘 前 市

女子 17 敬 量 学 口 (秋田) 山  陽  女  子  (岡 山) 新  潟  青  曖  (新潟 )
男子 金 沢 市 立 I葉 (石川 ) 奈 良 市 立 ― 条  (奈良) 所  諄  商  実  (新潟) 高  岡  商  業  (■ 山)第 181● 1

(1967)
金 沢 市

女子 新  蕩  青  崚  (新潟) 東   大   阪  (大阪 ) 官  口  女  子  (崚●) 真  岡  女  子  (樹木 )

男子 高  岡  商  業  (=山 ) 金 沢 市 立 工 業 {石川 ) 条  商  業  (新潟) 日  大  山  形  (山形 )第19ロ

(1968)
襦 山 市

女子 東1   大   阪  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新蕩 ) 撃  ' 牛  口  (秋田) 成  安  女  子  (京都)
男子 1, 金 沢 市 立 工 ■ (石川 ) 相 生 市 立 商 業  (群馬 ) 商  岡  商  桑  (官山) 官  山  商  奎  (■ 山)第20ロ

(1969)
襦  生  市

女子 東   大   阪  (大阪 ) 成  安  女  子  (京都 ) 真  岡  女  子  (栃木) 新  湯  青  崚  (新口 )
芳子 富  山  商  実  (=山 ) 新  潟  商  業  (新諄 ) 伊  勢  二  彙  〈二重) 正 強  (奈良)

名 古 屋 市
女子 真  岡  女  子  (樹木 ) 成  安  女  子  (京都 ) 新   ′主   南  (山形) 四 條 嘔  学 口  (大阪)
男子 上 強  (奈良) 日 本 大 学 山 形  〈山形 )第22[。]

(1971)
■通 キ市

女子 四 條  啜  学 口  (大 阪) 成  安  女  子  (京都 )

商  薬  (`川 ) 高  岡  商  棄  (■ 山)

女  子  (長崎) 奈  良 条  (奈良 )
一

●

一
嗜
一÷

男子 正 強  (奈良) 技    阜   東  (岐阜 ) 金 沢 市 立 ■ ■  (石川) 曰  大  山  形  〈山形 )第23回

(1972)
新 庄  市

女子 19 四 條 啜 学 口  (大阪 ) 新   庄   南  (山 形 ) 我 孫 子 二 階 生  (千葉) 奈  良 条  (奈 良)

り子 18 金 沢 市 立 工 薬 (石川 ) 11 本 大 学 山 形  (山形 ) |「 強  (奈良〉 勝 山  (福丼 )第24同

(1973)
四 日 市 市

女 子 四 條 啜 ■ 固  (大阪 ) 安 孫 子 二 暗 堂  (千葉 ) 成  安  女  子  (京都) 真  岡  女  子  (樹木 )
男 子 Ⅱ: 強  (奈良) 日 本 大 学‐山 形 (山形〉 0沢 市 立 工 秦 (石川)麟 山  (福井 )第261● l

(1,74)

哺

　
地

野

　

田

町
　

町 女子 50 新  蕩  青  崚  (新綺 ) 四 條 啜 学 口  (大阪 ) 1●川)層  口  女  子  (官 山) 善 通  寺 第
男 子 金1沢 市 立 I葉 (石川 ) 正 強  (奈良 )第261。 1

(1975)
水 戸 町

女 子 四 條 啜  学 口  (大阪 ) 琴 平  (香川 )

石  岡  第

成  安  女  子  (京都) 藤

(茨城) 仙  台  商  葉  (宮城 )

花  (石川 )
男子 全 沢 市 立 ■ ■ (石川 ) 九  州  学  院  (熊本 ) 延 薔 寺■ 口 比 藪 111(菫■)奈  良第27● 1

(1976)
中 野  市

女子 50 四 條 啜 ■ 固  (大阪 ) 新  潟  書  崚  (新蕩 ) 土  佐  女  子  (高知) 真  岡  女  子  (栃木 )
男子 延 唇 ■学 口 比 叡 ||(と 僕 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 高  岡  商  業  (富山) ■ 捕  (■■ )第28ロ

(1977)
倉 嗽  市

女 子 50 四 條 嘔  学 日  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新財) 千  葉  ■  口  (書森) 奈  良 条  {奈 良)
男子 九  州  学  院  (熊 本) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 延 暦 寺学 口 此 叡 ||(滋 賀)会  津  工  業  (椰島 )第291● 1

(1978) 女子 四 條 啜 学 園  (大阪 ) 爬 本 中 央 女 子  (熊本 ) 饉  口  女  子  (富山) 新  潟  青  曖  (新潟 )
ワ子 市  (樹木 ) 延 暦 寺 学 国 比 叡 山  (滋賀 ) (茨城 )九  州  争  院  (熊本) 石  岡  第第301。 |

(19,9)
人 津  市

●子 四 條 畷 学 口  (大阪 ) 新  場  青  陵  (新潟 ) 延 暦 'F学 口 比 叡 山  (滋賀)園  田  学  園  (兵庫 )
男子 延 暦 寺学 口 比叡 ||(置 懺 ) 市  晰 木 ) 九  州  学  院  (熊本) 正 強  (奈 良)第311● 1

(1980)
善 通 キ 市

女子 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 新  済  青  腱  (新潟) 高  口  女  子  (■山) 千  葉  学  口  ('森 )
男子 日 サ|| (1,梨 ) 日 本 大 学 高  (神奈川) 延 暦 寺学 口 此 叡 山  (滋賀)奈  良 条  (奈 良)第321。 1

(19詢 , ■ 沢 市

平 輩 市

女 子 熊 ホ 中 央 女 子  (熊本 ) 高  岡  女  子  (富山) 四 條 嘔  学 田  (大阪) 新  蕩  青  崚  (新潟 )

-114-
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男子 延層 寺学 国 比 叡 山  (滋賀) 全 沢 市 立 工 案 (石川 ) 市  立  尼  崎  (兵庫) 相 生 市 立 商 業  (摯■ )第33ロ

(1982)

掟 崎 市
オ|せ 田 市 女 子 熊 本 信 ■ 女 学 院  (熊本 ) ガヽ  山  鍮  南  (樹木 ) 麟  贅  女  子  (滋賀) 商  松  中  央  (=川 )

"r
奈 良 市 立 ― 条  (奈 良) 延 唇 ■ 学 □ 比 藪 11」 (滋■ ) :l ′|| (山集) ' 丼  ■  彙  (山 口)第34回

(1983)
● 輌 ,ト

女 子 熊 本 中 央 女 子  (熊ホ ) 千  葉  争  口  (■4) 小  山  域  南  (転木) 四 條 曖  学 口  (大阪 )
男 子 延 暦 寺学 口 比 叡 山  (滋賀 ) 上 尾  (■ I) 全 沢 市 立 I葉 (石′

“

)ロ サ|| (山 梨 )第35同

(1984)
大 山 市

女 i 上 尾  (埼 玉 ) 蕪 本 信 チ 女 学院  (熊本) 」ヽ  山  城  南  (薔木) 四 條 啜  学 口  (大 阪 )
り : 上 尾  (埼 玉 )

`暦
寺学□比0口」 (滋賀) 全 沢 市 立 工 彙  (石 j“) 薇 本 商 大 ●  (熊本 )第36同

(1986)
金 沢  市

女 ■ 新  口  ,  崚  (新潟 ) 廷 唇 寺 学 □ 比 叡 111 に 賛 ) 高  間  女  子  (●山) "ヽ   山  城  南  (樹木 )

延 唇 キ学 国 比 叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 霙 〈石川) 弘  前  ■  ■  (青森) 柏 原  (大 阪 )第37〔●1

(1986)
下 関  市

女子 千  葉  学  口  (青森 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 高  松  中  央  〈書川) 四 條 啜 学 口  〈大阪 )

サ;r 延 暦 寺 学 口 比 叡 山  (滋賀 ) 熊 本 商 ヽ 大 学 付 属  (熊 本 , 常  綸  学  院  〈茨城) 弘  前  工  案 〈
'森

)第38回

(1987)
壼 別, 市

な

`

四 條 啜 学 国  (大阪, 籠 本 中 央 女 子  (熊 ホ) 千  葉  学  口  (■森) 常  t  学  院  く茨城)

"′

上 尾  (崎■) 常  総  学  院  (茨城 ) .|||金 沢 市 ,■ 黎 (石川)IL 幌  第
宝 燎  市

女 子 四 篠 畷 学 口  (大 阪) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 佐  贅  女  子  (佐女) 常  総  学  院  (茨城 )

第39回

(1988)

',′

熊 本 商 科 大 学 付 属  (熊 本) 越   谷   南  (埼玉) 日 本 大 学 高  (神奈川)オ し  幌  第

佐  費  女  子  (佐贅) 常  綸  学  院  (茨城 )

第40回

(1989)
高 知 11

女子 四 條 嘔 学 国  (大阪) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

常  総  学  院  (茨城 ) 金 沢 市 立 上 薬 (石川 ) 熊 本 商  大 付  (熊本) 上 尾  (0■ )

"「
● ウル ス ラ学 院  (宮城) 熊 本信 曇 女 学院  (熊本)

第41ロ

(1990)

市
　
町

嗜
　
島

塩
　
松 女 子 仁  ,1  女  子  (佐賛) 埼    玉   榮  (々■)

常  鯰  学  院  (茨城 ) 全  沢 木  (石川 ) 宮 城  県  工 業  (宮城) 上 尾  (■■)リリr

常  総  学  院  (茨城) ●    玉   栄  (■玉)

第42u

(1991)
富 士  市

女 チ 熊 本 中 央 女 子  (熊 本) 聖 ク ,レ ス ラ 学 院  (宮球 )

常  総  学  院  (茨城 ) 1ヒ  ("本 ) 軋 苺遺 )関  東  第 (東京) 札  幌  第場 子第43□

(1992)

町
　
市

“
　
苺

高
　
丙 女子 四 條 啜  学 国  (大阪 ) 聖 ウ ,レ ス ラ 学 院  (宮城 ) 熊 本 中 央 女 子  (籠本) 常  綸  学  院  (求城 )

関  東  第 (東京) 上 尾  (■■)高 松 商 業 (香川 ) 帝  桂  学  院  (茨城 )

女 子 四 條 啜  学 国  (大阪 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 栄  (埼玉) 前   綺   東  (辞月 )

第44回

(1993)
宇 郷 古 市

上 尾  (ヽ■) 常  緯  学  院  (茨摯 ) 熊 本 学 国 人 仕  (熊本) 全 沢 市 立 工 秦  (石 川)

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) な  山  商  案  (=山 )

第45回

(1994)
高 岡  市

女 子 四  天  王  寺  (大阪 ) 常  総  学  院  (茨球 )

奈 良 市 立 ― 条  (奈良) 関  東  第 (東京) 金1沢 市 立 工 案  (石川 )場子

精  幸  女  子  (福岡) 埼   玉 栄  (埓 工 )

第16回

(1995)
松 ,I 市

女子

11 尾  (ヽ工)

高  岡  女  子  (富 山) 全 沢 向 疇 (石川 )

■ 尾  (4工 ) ホt  幌  第 (北海道)常   総  学  院  (茨城 )
"千

人 (ヽ   東  (熊本 )

熊 本 僣 羮 女 学 院  (熊本) 精  摯  女  子  (福 岡)

第47口

(1996)

市
　
町

府

エ

甲
　
竜 女 子 埼 玉   栄  (埼玉) 金 沢 向 疇 (石川 )

0 沢  市  I (石 川) 大  阪  学  芸  (大阪)男子 上 尾  (埼 玉 ) ′ヽ   代    稟  (熊本 )
長 岡 京 市

々 r 埼    玉   栄  (埼玉) 九 州 国 際 大 付  に 岡 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 昭  和  女  子  (大分)

第48Π

(1997)

"子

′ヽ   (ヽ   東  (熊本) 高 松 商 業 (■川 ) 関  東  第 (東京) 上 尾  (it)

金 沢 向 疇 (石川 ) 昭  和  女  子  (大分) 香  ,11  中  央  (香川 )

第49同

(1998)
高 松  市

女子 九 州 国 際 大 付  (福 岡)

′ヽ   代    束  (薦本 ) (北海道 )延 唇 寺学 口 比 叡 山  (滋賀)札  幌  第
"子

(東京)関  :東   第

崎    I   栄  (■■) 熊 本 借 彙 女 学 院  (熊本 )
滝 次 l,

女 子 九 州 国 際 大 仕  (福岡 ) 金 沢 向 0(石 川 )

第50回

(1999)

ヽ   ■   栄  (埼玉) ●| 原  (大阪)延 薔 寺学 □ 比 叡 山  (菫賀 )
"`

関  東  第

工   栄  (埼玉) 凩 立 1崚|,商 案  (崚■)`務
原 市
女 子 滋  賀  女  子  (滋資 ) 商   岡   西  (■ 山)

第51ロ

(20()

′ヽ   ド    東  (熊本 ) 廷 薔 寺 学 口 比 藪 山  (滋賀)埼    玉   栄  (■■)
"子

関  東  第

0 沢  向  囁  (石川) 栞 立 枝 皐 南 会  (崚■)女 ■ 青  李  山  口  (青森 ) 滋  賀  女  子  (滋賀 )

第52回

(2CЮ  l)

市

町
町

代
原
北

人
宮
竜

崎    工   茉  (埼玉) ′ヽ   代   東  (魚ネ )男子 延 暦 ■学 口 比 叡 10 (餞■ )

全  沢  向  疇  (石川)九 州 国 際 大 学 ● ■  (薔岡 )県 立 岐 ,商 業  (崚■)

第53日

(2002)

つ くば 市

牛 久 市 女 ■
関  東  第

i 卒  山  田  (青森 )

原  (大阪 )羽  (福井) 拍関  東  第男子 埼    玉   茉  (埼玉)

熊  本  中  央  (熊本) 星 曖  (● 岡)女子 聖 ウ ル ス ラ 学‐院  (宮城 ) 青  森  山  田  (■● )
第54日

(2003)

長

　

大

崎

　
村

市

　

市

延 層 寺学 口 比 叡 山  〈滋賀)′  ヽ  代   東  (熊本 )関  東  第
'|   

工   栄  (崎■)
"F 高   岡   西  〈古山) 全  沢  向  

「

 (石川 )聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 )
鳥 取  市

女子 青  森  山  田  (青森)

第55回

(2α)4)

廷層寺学口比叡 111(滋■)青  森  l●  田  (■森,水  ■  ■  案  (岡 山)
"i 金  沢  向  ●  (石川)●    玉   栄  (■ 玉〉聖 ウルスラ学院美智  (官城 )女

`

、青4)■ 森  山 田
工   栄  (埼玉)策66ロ

(2(Ю 5)
野  口 ,|

|‖ 原  (大阪) 勝 山  (福井〉′ヽ   代   京  (熊本 )男子 埼    玉   栄  (埼玉)

熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 聖 ウルスラ学院美智  (宮繊 )金 沢 向 喘 (石川 )青  森  山  田  (青森 )

第57回

(2006)
奈 良  市

女子

〈東京) 比   叡    山  (滋賀 )関  東  第′ヽ   代    東  (熊本 )埼    玉   栄  〈埼玉)
"チ 高   岡   西  〈歯山) 聖 ウルスラ学院央智  (宮城 )全 沢 向 陽 (石

'11)

女子 青  森  |!I 口  (青森 )
第58回

(2007)
IⅢⅢI比   叡    山  (滋賀) 関  東  第′ヽ   代   東  (熊本 )

"子

埓   工   栄  (埼玉)
人 代  白 百 合  (籠本) 越    谷   南  (埼 玉)埼    玉   栄  (埼玉)聖 ウルスラ学院美智  (宮城 )

第69ロ

(2008)
所 沢 市

女子

東 大 阪 大 学 輌 原  (大阪)■  颯  第人 fヽ    東  (熊本 )■   工   茉  (埼■)
"r 樺    蔭   東  (大阪) 聖 ウルスラ学院美智  (宮球 )青  森  山  田  (青森 ) ● 沢 向 ● (石川)

第①同

(2009) 女 7

岡  (福 島) 関  東  第(■ 111)高  岡  第■   工   朱  (埼玉)
岡  (橿島 )■   ■   栄  (■工) 富青  森  山  田  ("森 )聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )

糸清 |"
女 子

第51回

(2010)

岡  (福■) 比   叡    山  (菫贅 )亀  ,II  実  秦  (ttO■ )●   工   栄  (埼玉)
"r ■ 日  (福 島)■    ■   策  (■ 玉)松  籠  学  院  (島根 )女子

" 
森  山  田  (書森 )

第62回

(2011)

東  奥  薔  塾  (青森) 奎 沢 市 立 工 案  (石 川)富 岡  (福島)
"子

苺    玉   栄  (埼玉)
倉  敷  中  央  (円 山) 県 立 崚 皐 商 案  (崚■)電 ウルスラ学院英智  〈宮織 )女子

`
岡  (福島)

第63ロ

(2012)

福丼市

永平寺●I

東 大 阪 大 学 拍 原  (大阪) 自  由  ケ  丘  (福岡 )埼   玉   栄  (峙工)男子 富 岡  (福 島 )
1, 111 (福 井) 聖 ウルスラ学院英智  〈宮城 )富 岡  (福島 )青  森  山  口  (書森 )

第64回

(2013)
北九州市

女子

"′
女 子

第65ロ

(2014)
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回薇

“

饉地 種 別 ,加 1 位 2 ● 3 位



栄 光 の あ と

第 6回
(1955)

戸  市

男単 74 永  丼  栄 (0挙 院 )

渡 辺  公 子 (両 薔 東 )

永 丼 ― ,ヽ 野 岡 (聖 午 眈 )

北 島  克 英 (聖 予 曖 )

イ4- 木 功 子 (尚 綱 女 「 )

林   t 郎 (四 日 市 晨 書 )

女 ■ 71 水 口  壼 子 (=通
'第
一 )

男極
'3

北 島 ・ 吉 野 (取 学 院 ) 北  方 関 (奎 沢 水  )

女複 71 友 野 ・ 権 日 (山
`女
子 ) ′1・ 林 宅 (山 ● 女 子 ) 末 m・ 藤 口 ("通 寺 第 一 )

第7回
〈1956)

仙  台  市

男単 ,9 板 垣  隆 房 (山 形 市 立 商 )

横 丼  キ ヌ エ (薔 通 キ
"―

)

吉 野 ・ 稲 永 (0学 院 )

横 丼 ・ 丼 上 (驀 通 ■ 第  )

吉 野 嘉 保 (,学 廃 )

寿 子 (山 閾 女 r)11

星 ,′ 小 日 (松
'I商

)

山 下 ・ 大 ● (■ 通 ■ 第 ―)

」ヽ き  好 離 (国 東■院六浦〉

小 ホ  桂 子 (山
“

女 子 )女■ 7ヽ

号複 ,S 板 垣 ・ 山 岸 (山 形 市 立 商 )

女複 78 ′
lヽ ホ ・ 戸 回 (山 ● 女 子 )

松 江 市

り■ Sl ′1ヽ  営  好 建 (関 東 学 院 六 浦 )

田 島 外 茂 子 (替 通 寺 第 一 )

小 宮 ・ 落 0(関 東 ,院 六 濾 )

口 島

一

山 下
(薔 通 寺 第 一 )

中  村  智 (田 真 学 院 〉

長 田 悠 喜 子 (北 饉 学 院 〉

中 村 ・ 時 m(関 東 学 滉 ,

宮 川 ・ 野 間 (… ■ 椰  )

平  " 隆 (松 江 商 )

女単 81 尾 関  紀 子 (函
"東

)

男拒
=0

富 田 ・ 今 村 (松 工 商 )

北 島 ・ 松 日 (奎 織 )女複 ,9

第9回

(1958)
新  潟  市

男単 「 3 板 垣  善 憲 (」,形 南 ) 油 lEt r r ) 森    晃 (療 良 商 ■ )

女単 1ヽ 山 崎 紀 久 子 ( 金  な  ) 間 官 美 紀 子 (茅 事 東 ) 伊 村  博 子 (字 治 山 田 )

男性 73 板 垣 ・ 金 森 (山 形 南 )

川 山 崎 (金 崚 )

船 山 ・ 永 丼 (山 形 市 ) 工 味 川 ・ 颯 田 (IL幌 ■ )

女複 森 ・ 木 村 (嗽 愛 ■ 口 ) 蔵 本 ・ 有 本 (籠 過 ■
"―

)

第 10回

(1959)
会 津 若 松 市

男単 SI 岡 崎   恵 (は ヶ 丘 〉 移  井   剛 (  高  松  )

横 山  満 子 (歌 愛 ■ 口 )

E丼 治 之 (茨 木 )

女単 83 蔵 本  文 子 (薔 通 ■ 第  ) 福 本  和 子 (0■ 寺 第 一 )

東 条 ・ 井 上 (お ● 商 )

福 本 ・ 三 原 (● 通 寺 第 一 )

男夜 11 永 丼 ・ 北 村 (山 形 市 立 商 )

蔵 木 ・ 有 本 〈薔 通 寺 第 一 )

岡 崎一 山 本 (嫌 ヶ 丘 )

検 山 ・ 高 橘 (a■ ,日 )女複

第 11回

(1960)
久 留 米 市

男単 岡  綺  恵 ( 操 丘  )

検 丼  文 子 (薔 心 寺 お ―)

稲   丼   剛 ( ` 松  ) 近  道   利 (,,戸 商 )

高 橋1 泰 子 (敬 ■ 学 口 )女 ■ 3ヽ 橘  美 智 子 (バ 田 女 F)

阿 部 ・ 笠 原 (新
“

商 )

高 橋 ・ 長 崎 (崚 曇
"■

)

男薇 ヽ 1 岡 崎 ・ 山 本 (榛 ,")

酒 丼 (市 円 女 r)

福 島 ・ 高 見 (新 ■ )

女複 81 1対 内  ,藤 (  吉  暉  )

第12回
(1961' 弘  前  市

男 単 84 秋  山  真  男 ( 甲 府 商 )

望 野  政 技 (■  1:見 )

大  竹   紘 (新

“

輌 )

生 産  弘 子 (所 た 南 )

森 谷 ・ 板 垣 (山 形 商 )

大 円 ・ 伊 藤 (嗽 愛 午 口 )

伊  村   隆 (字 治 山 田 )

女単 ヽ 1 ,ヽ 笠 原 認 7(新 亡 中 〉

中 村 ・ 松 浦 (薔 広 条 |

高 木 ・ 天 野 (■ 力1西 )

男複 大 竹 ・ 安 沢 (● ■ 商 )

女複 ヽ1 ′lヽ 笠 原 ・ 渡 辺 (輌 庄 南 )

第13回

(1960'
高  岡  市

男単
==
西  野 征 (聖 学 院 ) 島 平 (摯 ヶ ■ )

橘

本

妙  子 (高 ロ タ r)

口 ・ 荒 ,11("鴻 商 )

村 松 ・ 多 n(■ ● キ 第  )

斎 藤  正 勝 (  き  士 )

女早

`子
(山 ■ 女 子 )

西 野 須 口 (聖 半 院 ,

菫 崎  光 子 (高 口 女 子 〉

男複 」ヽ 小 島 ・ 樹 橋 (録 ヶ 丘 )

女複 bi 6E iE&(urrtt) 童 崎 ・ 河 村 (あ 円 女 子 〉

第 14回

1963)
鶴  岡  市

男単

女単

8,

16

裏 日  光 夫 (■ ■ 商 )

子 (山 形 崚 北 女 子 )高 橋 と も

星 野 ・ 裏 口 (籠 潟 商 )

|,

(`

li( e, E )

藤  和 子 (新 鴻 中 央 )

中

高

村  宏 〈 奎 ■ 晩 )

森  幸 子 (lt幌 北 +〉

男複 8「 鈴 木 ・ 神 田 (所 ■ 商 ) '「 中 村 (聖 学 院 〉

女控 85 加 藤 ・ 石 崎 (新

“

女 I) 高 機 ・ 渡 辺 (山 杉
“

北女 ′) 後 藤 ・ 茂 沢 (新 円 中 央 )

第 15回

(1964)
京  都  市

男単 8S 森   芳  夫 (茶 良 商 I) 盛 野  博 之 (商 田 薦 〉

竹 内  泰 子 (新 耐 女 ■ )

立 野 宇 盛 野 (高 閾 商 )

高 野 ・ 渡 辺 〈

“

澪 中 央 )

堀   ■  雄 (崚 ■ ■ )

硲  恵 美 子 (高 間 女 子 )

河 村 (齋 良 商 ■ )

女 甲 |(, 佐 々 木 フ ミ (軟 愛 学 口 )

dlt i!m( r dr E )

fi^,. E t(ra{ r)
男複 88

女枚 90 植 木 ・ 大 島 (嘉 田 女 子 )

第 16回

(1965)
熊  本  市

男単

女単

拇 野 屁 昌 ( 菫  11  商  )

i6 * \: &.r.ti,Itt+t
ヽ 野 尾 ・ 寺 前 (富  II 商 )

寺 前  信

山 本  真

之 ( ■ 山 商

江 〈薔 輌 キ 第 )

沼 沢 ・ 中 村 (|1大 山 形 )

上 野一 石 崎 (真 岡 女 1)

沼 沢  利 tl 人 ||1形 )

才 脇  妙 子 布 ■ 女 手 )

|キ
|| 杉  山 ( 崚 皐 I )男複 |」

女複 ヽヽ 山 本 ・ 細 川 (善 通 ■ 第 一 ) '&* ltlt4tiat r)

第 17同

(1966)
弘  前  市

男単 ,1 本 間  順 次 (新 ■ あ ) 」支 丼 郎 (官 摯 県 :つ 市  ,11 清 (営 城 工 )

女単 92 湯 木  博 江 (11陽
“

子
'

ffntil(drrar) 遠 藤  幹 子 (新 庄 南 )

9() 本 間 ・ 高 橋 (新 潟 商 ) 市 川 ・ 我 姜 (奮 城 県 「 ) /t& mr<1f lr] d )

女複 |じ 本 間 ・ 曰 下 (新 潟 青 貶 ) iHn 8,1((rrr rat) 1. rlr il*( r a fi )
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●個人対抗の部

回 数 開催地 種別 多加 1位 2位 3 ●



栄 光 の あ と

回数

第18回
{l'67)

金  沢  市

`〕

2 * B X( r Lr 6 ) 黒 |」 博 (全 沢 )

11

″
田   寛 (

野  光  男 ( 高
正  強   )
同  商  )

女|,1 91 高  坂   薫 (新 潟 中 央 〉相 沢  マ チ コ (新 昴 青 崚 )
奈 良 岡 洋 子 (′′ 前 聖 愛 )

池 田  栄 子 (東 大 阪 )

',薇
91 松 島 ・ 米 口 (富 山 商 ) 笠 井 好 ・ 笠 丼 教 ( 富  士  ) 高  来

111 本
流 (

松 本 (

奎 沢 市 I)
0沢 市 I)

91 相 沢 ・ 金 子 (新 潟 青 陸 ) 口  仲 8[(aP 4 7) 1胡 崎
池 田

場 浅
平 山
(蔵 安 女 子 〉

(東 大 阪 )

第19回

(1968)
福  山  r"

リサ1「

女単

92 上  敏 絆 (高 田 商 )

平 山  来 子 (東 大 阪 )

草 島 ・ 布 日 (富 山 商 )

早 坂 ・ 柿 崎 (新 庄 南 )

足 立  守 男 (崚 拿 東 )

堀 川 栄 美 子 (新 潟 キ 崚 )

上 ・ 官 沐 (高 田 商 〉

田 所  光 男 (,大 山 形 )

二 _産_壼二」 _⊆生ム _匡ヱ 2
● 口  摯 子 (真 田 女 子 )

橋 本 番 代 子 (真 門 女 子 )

91

92|'サ ■

女技

松 口

遠 藤
二 野 〈

`松
商 )

田 所 (口 大 山 形 )

消 水 ・ 藤 口 (真 岡 女 r) 陣 内
高 ,嗜

村 日 (成 安
大 場 ( 東

女  r)

大  阪  )

第20回

(1969)
桐  生  市

サリ
'||
92 尾 崎  幹 雄 (富 山 商 ) 船 口l 敏 彦 (秋 田 軽 大 付 )

石 崎  茂 子 (真 日 女 子 )

内 m・ 福 生 (輌 生 市 立 商 )

月ヽ
内
中
IH

警
|:1

樹 (奎 沢 市 立 工 )
夫 (襴 生 市 ウ 商 )

女い 91 柴 山 き よ 子 (東 大 阪 )

内

薔
裕
弘

子 (咸 ,女 i)
子 (東 大 阪 )

11 尾 崎 ・ 中 川 〈 ● 山 商 )

柴 11‐ 高 崎 (東 大 阪 )

′l・ 中
小 沐

村 谷

渡 辺

(奎 沢 市 立 ■ )

(輌 生 市 立 商 )

94 及 川 ・ 脇 口 (● 田 女 子 )
大 場
饉 内

坂 本
岡 崎
(東 大 厳 〉

(咸 安 女 子 )

第21回
(1970)

名 古 屋 市

'′

|lt

々||

西 村  美 鶴 (■ 山 商 )

陣  内  裕  ‐F( lt 安 女 子 )

銭 谷  飲 治 (大 型 ゛ )

秋 本 人 代 美 (四 條 喉 学 口 )

山 口 ・ 竹 野 (新 潟 商 )

金: 田
市 オ|

竜 造 (天 理 )

栄 文 (日 入

“

ヶ 丘 )

“

. (山 智 子

(,Ч 條 嘔 学 口 )

(奈 良 ― 条 )

り,餃 92

91

森 口 ・ 松 島 (官 II商 )

岡 崎 ・ 陣 内 (成 安 女 子 )

巽
ロ  ド

西  ,11(
曽 根 (

正  強
高 ● 第

)

)

秋 本 ・ 西 尾 (四 俵 暇 学 □ )

清 水

谷

新

威

口
崎

矢

尼

'L  南 )

)■ 女 子

第 22回

(1971)
善 通 寺 市

下 田  春  樹 ( 富 山 商 ) 米 山  正 和 (曰 大 山 形 )

西

■

川

田

美

雄

繁

証

)

)条  商

女||

92

秋 本 人 代 美 (四 姿 啜 学 日 )

米 山 ・ 中 島 (H大 山 形 )

佐 伯  智 子 (奈 良 条 )
」, 谷  成 代
西 尾 真 理 子

(奈 良 ― 条 )

(四 條 嘔 学 口 )

"薇
中 原 ・ 木 下 (高 松 商 )

佐 伯 ・ 古 谷 (^良

川 ・ 佐 野 ( 正  強  )
(II形 工 )

々技 95 西 尾 ・ 秋 本 (四 條 喉 ´ 日 )
玖

Ｆ

【

矢

根

岡

矢

本

大 〈薔 通 寺 第 一 )

(斬 庄 南 )

第23回

(19,2)
新  庄  市

り||| 92 中 井   基  夫 ( ■  強  〉 辻    敏   弘 ( 滲  11 )
須

原

茂

夫

(東 奥 ● 藝 )

(奎 沢 市 立 I)敏

女単 秋 本  幸 子 (四 歯 嘔 学 □ 〉

書省 菫歪(正 強 )

徳 日  軟 子 (四 條 中 学 口 )

能
多

沼
本

子

口
一

女

学

田

彙

真

千

子
子

久
励

92
秋   姜 博 ′

日
｀

′|  + 山  形  ]i ) 渡 辺
原

着 野 (山 形 東 )

林 (奎 沢 市 立 ■ )

|′

'|
16

子

子

＋

教

本

国

秋

徳
("條 嘱 学 国 )

橋

ロ

諸

高

子

子

英

幹
〈四 條 嗜 学 口 )

田

ロ

■

矢

見
・
田

■

今

子

市

第 24ロ

(1973)
四 曰 市 市

'り

l,1 西 村  正 美 (■ 山 商 ) 池  口  文  昭 ( 正  薇  )

井 ■  昌 子 (成 安 女 子 )

藤
＾
己

一工

辰

彦
雄

吉
秀

塾

条

轟

一

稟

奈

′
^]|

徳 口  敦1子 (四 條 崚 学 国 )
●|
桜

11

丼
子 (蔵 矢 女 子 )

子 (市 立 尼 ■ )

"複
女薇

西  村
掟  |||

正 実 ′
饉 ヱ__1

薔 山 商 )

軟  子
幹  子

田

四
(円 條 曖 ■ □ )

文 昭
忘  ―
(正 強 )

丼  上
朝  日

昌 子
昌 子
(虚 安 女 子 )

長 谷 ,||( ゆ

口 大

山   )
夕 丘 )

り; 野
田
向

山

ロ

中

国

野

石

商

子

峙

女

■立

〔関

市

“

第25回

(1974)

嬉 野 町
塩 口 町

"単

６

一

８

一

５

９

一

９

一

９

長 谷 川 博 幸 ( 膀  山 ) 滝  ,11  修 (奎 沢 市 立 工 )
男
茨

藤
勧

再

田

一小
成

還  子 田
日 大 ●

掟

”

女単 植 野 恵 美 子 (四 條 啜 学 口 ) 山 本  邦 子 (奈 良 条 ,

ッ

，
一

崚

子
一

■

女
一

“

疇
一

新

山
工
子

ノ

智
ノ
美
塚
口

天
原

|′サ純
長 谷 川 博 +
諏 訪  方 博

〈 」ヽ )

関  根   和  子
大 塚 ノ ノ エ

(新 潟 青 陵 )

川 (全 沢 市 立 工 )

ヘ

●

員

.市

ヽ

,伐

新

女

青

子

陵海 老女枚
子
子
智
敦
美Ｔ

原

一―一原
藤

(山 陽 女 r,

第26回

(1975)
水  戸  市

',,1
沐 口  草 樹 (九 州 学 院 ) 菅  原   教  二 ( 千  墨

吉

志

一正
宏

蚕
本
爾
坂

Ｉ
　
‐

立

願^

市

尾

沢

七

奎

女単 植 野 恵 美 子 (四 俵 嘔 学 □ ) 来 合 よ し 子 (中 ■ 女 子 )

み
子

と

弥

一ひ
寿

一面
村

一一石

北

セ

学嘔

０

優

95
岡

田

吉

富

治
夫
一

伸
〓
(  正   強   ) (金 沢 市 立 ■ )

高

奈

商

条rt

●

●

女

条々技 98 (四 條 嘔 学 国 )

弓

子

束

士

一　

富

一

　

．

百
貨

一一佐
雑

(国 出 学 口 )

第27回
(1976)

中  野  市

ツサtl 16 宍 戸 隆 夫 (垣 釜 ) 諾 多  博 之 (奈 良
^)

(

)

)|ヒ   橋 比 ● ||

女 )ド 98 石 ,|1 好 子 (四 條 曖 学 口 ) 河 村  茂 美 〈四 條 嘔 学 口 )

一雲

田

一　

‐

霜

業

誤

“

子

弓

栄

真
ⅢI

賛

女

女

上  原
平 野  勝_
看
~"「~7「

平  久 美

生 ■上里
季(呈三二■翌

| (優 ウ エ )

工

奈

大

良

山

田  ・  日 1,

桑

″

"

女

女

子

r,11

子

子
(新 ■ ■ 腱 )

第28口

(1977)
倉  激: 市

男単

女単

,1

り6

西 山

原  ロ

博1 司 (廷 Eキ学口比叡山)

恵 子 (四 條 啜 争 □ )

・ 1

(延 囁■学口比叡山)

漆  原  亨 (日 大 ● ヶ 丘 )

高 野  和 代 (新 厠 青 崚 )

= 
良

, ,||
明  女 椰

,し

新

修

"青
I |.I 島

`
学

奈  良   条

り技
||| (奈 良 へ )

″, 98
人

〈四 條 霰 ■ 国 )

弓

子

真

ミス

一兼

珀

一　

―

天

北
〈四 條 暇 学 躙 ,

第29回

、1978)
会 津 若 松 市

り11 権 藤  浩 (九 州 学 院 ) 吉  |ナ   輝  高 (奈 良
大

大人 形桜  井

女 11 北 田 ス ミ 子 (四 條 嘔 学 口 ) 中  沢 枝 (新 潟
"崚

)

．

饉

●

四

96
憲

二
一

俊

浩
石
藤

本
権

(九 州 学 院 )

| 正 (日 大 口1ル )

大 山

1調田

田 ● 口 女 子女複 08
合

北
(四 條 啜 学 国 )

り||

口

子
子

裕
ミス

一沢
藤

一中
斎

枝

子
．
優
(新 灘 ,崚 )
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栄 光 の あ と

男 単 96 (九 州 学 院 )権 藤  浩 鳥 場 良 浩 (今 市 )
村 本  幹 大 (t=I)
坂 井 外 喜 男 (奎 沢 市 立 工 )

女単 98 北 ロ ス ミ 子 (四 僕 嘔 学 口 ) 原 口  純 子 (口 田 ■ 口 )
(え 叡 山 )

(虚 贅 女 子 )
西 村 美 千 代
青 山  寿 美

|■ ■ 96
界
(九 州争曖 )

権
村
藤
L
浩
英

浩 ′
太
・

野   佳
萬 松 商 )

岡
小

峰 (● ヶ 谷 )

丼 上 (大 何 鰊 商 )
伊  藤
桜 場

第30回

(1979)
大  津  市

,= (四 條 嘔 学 田 )

子

代

ミ

千
ス
美

口

曰

北

官
(熊 本 中 央 女 子 )

子

子

和

実貴

峯

内

高

障

田

田

原

植

原

田

河

松

■

■

争

争曖

田

“

■

四

井  上   哲  ,(熙 本市ヽ大付 属 ) !r ,F 76 + (Ea+fEltGtu) 松
大

修‐ 二 ( 口 ′ll )
正 志 ( 今  市 )

女 単 |ヽ 高 撃  和 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 陣 内 ■ 美 子 (熊 本 中 央 女 7) L
内

子 (所 轟 青 崚 )
子 (■ 松 中 央 )

野

山

男薇 (延 薔 ■学 口 比叡 山 )
山

馬

本
杉

|,

武

|‐

,.1 肯
(

り絆

島   正
今   市  〉人

人 )

西 本
松  野

上 口 (高
官 (

岡 第
口  ,||

第31回

(1980)
善 通 寺 市

女枚 98 (熊 本 中 央 女 子 )

高  峯   和  子
陣 内 ★ 美 子 I夫 1羹

:季
(新・・ 腱

高 橋
′|| ロ

南

子

城

女

沢
野
場
佐

96 松 浦 進 二 (草 ■ ) 松  野  修  二 (  日  ′|| )
工

商

立

学

市

大

沢

本

全

ロ

博

裕

松

田

村

豊

女単 03 障 内 貴 美 子 (鰊 本 中 央 女 子 ) 山 内  佳1子 (古 松 中 央 〉 美 (■ 松 中 央 )
子 (■ 口 女 子 )

ヽ
田

丼

向

明
rl

,6
1セ

野   修
涙
( B ′ll )松

官
[)

■,

田  義 fi,carr (比 ● 山 )

(東 奥 曇 姜 )

片 岡 ・ 辻 田
佐 々 木 ・ 葛 西

第32□

(1981)

市
市

塚
沢

平
藤

女機 ,ヽ (薇 本 中 央 女 子 )

子

美

美

由

■内

村

陣

井
(新 局 青 睦 )

子

子

美

知咲

内

崎

山

石

ｎ

ｔ

女

央

壼

中

に本

松

黛

高

森 山
山  内

%単 98

'1谷
 辰 晟 (弘 前 南 〉辻  口  泰  昌 (廷 層■学田比0山 ) (秦 良 ― 条 )

(全 沢 市 立 工 )

市

尾

見

山

弘

則

昌

克

女単 鴻 原  春 美 (四 條 啜 学 口 ) 松 口 太 嘉 子 (四 條 嘔 学 田 )

(高 松 中 央 )

(颯 ホ
`=■
女 )

丼
山
明
弘 i

(奈 良 条 )

中

見

谷

市 '``弘
(延 唇■学田に01」 )

1.

泰 山 尾
西 ,1

羽 田 (全 沢 市 立 工 )
前 川 (比 ■:山 )

第33回

(1982)

市

市崎
却
世

枕
加

女複 91 (澤 ホ 中 央 女 子 )
子

み

尚

ょき

峯

木

高

書

美

子

弘

純

山

由

森

ニ

(弘 詢 争 院 里 ■ )

(″・ 山 摯 甫 )

馬

沢

相

三

村

崎

野

岡

男単 98 江  藤‐  裕  樹  (廷 唇 寺学 口 比 0山 ) 見 市  昌 弘 (奈 良 条 )

‐

市

●

疇

実
浩

田
藤

福
佐

女 単 ,ヽ 鴻 原  春 美 (四 條 咬 学 田 ) 小 泉  陽 子 (□ 田 学 口 )

〈中 本 中 央 女 子 )

(焦 本 愴 愛 女 )
青 木 き よ み
L村  美 番

場粒 98 *4 l,r*+xrり|1 本
林

(桐 生 市 立 輌 彙 )勒 使 河 原 尚
藤 咲  勇 一

官
加 藤

志 ●1(
長 谷 川 (0

日  り||  )
大 11形 )

第 34回

(1983)
豊  橋  市

彙技 98 (四 條 瞑 学 口 )

原
木

鴻
新

美

子

春

★ (熊 本 信 壼 女 ,咤 )

香

美

美

由真

村

丼

上

平

南

崚

城

青

山

“

小

所

藤
口
須
本

本

田

根

原

,ヽ ir a 16 lf (E[++!}tuu) 濱  1ヒ   和  彦 (熊 本 商 科 大 ■ ■ ) )

)

九 州 学 院行

業

直

勝沢

口

井

鶴

生

女 単 新 木| ■  7(四 薇 薇 学 日 ) 今  村   薫 (□ 姜 嘔 年 □ ) (名 漢 午 ■ )

(■ 尾 )

川

藤   裕江

中
(,大 ● ヶ 丘 )嗜 津 耕 太 郎

正  田  薫  二
木

條

荒

中

工立

原

市

●

沢全

４

口
摘
宇
石

第35回

(1984)
大  山  市

女複 ,ヽ

森
津
窪

か

後
(籠 本に■女キ瞑) (千 葉 学 田 )

美

子

恵

和美

原

口

高

西
光 口

腱

学

”

秦

“

千

新

男単 98 生 井 沢 勝 美 ( 上 尾  ) 演  北   和  彦 (熊 卒商科 大付■ ) 足  羽  )
全 沢 市 立 工 )

行
彦

澤
明

藤
本

佐
山

女単 98 t m iE ft (r,E+?!Et!r) 田 島  志 乃 (籐 本中央女 r) 今  村  薫 (四 條 嘔 学 □ )
横 手 智 ● 美 (千 葉 争 口 )

生 井 沢 勝 美 ′
菊  地   修 . 上   尾   ) (全 沢 市 立 工 ,

気

口!
人

彦
)

)′卜 松  屎

第36回

(1985)
金 沢 市

女複 ,ヽ (属 本 中 央 女 子 )

乃

世

志

智美

島

代

口

口 (四 i嘔 ,日 )

今   村    薫
片  岡  明  子

新

比

〉

〉叡  山

■ ■ 曖

町  口  文  産 ( 上  尾  ) 」ヽ 本  義 久 〈 九 州 辛 院 )

(  ●
( 比 0

訪

日

諏

山

博

浩

隆

哲

女単 OS *, + f &(+r+r) 棒   匡  子 (新
“ "瞼

)
松

道

尾
上

知

彰

("本 は ■ 女 )
(高 松 中 央 )
え

子

りヽ 98 (上 尾 )

中  サ||
町  田

治

彦

敏

文

一
院

一
学

一
州九久

哉
義
伸

ホ
コ

小
■

札 幌 ,
日  ,||

第37回

(1986)
下  関  市

女薇 98 (熊 本 中 央 女 子 )
子

子

優

美喜

達

２
一
，
一

安

渡
一

(夙 サ11■ 廃 )

紀

代

麻

和

井

村
一

長

大
一

央

条

中
　
一

松

良

高

秦

■

え

道

堀

白

長

山

松

男単 ,Ь 渡  辺   清 (■ 北 商 業 ) 佐 女  史 昭 (作 ■ ■ 口 )

比

サ||

●  山
務

生麻

石

草木

興

鈴

女単 宮 村  壼 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 棒   匡  子 (,日 ,腱 )

里

( 学 口 )

(四 it嘔

98
一
南

一　
谷

一
む

一

‘
．峰
勝英

井

根
石
関 (上 E) 石 口    ,11    )

第38回
(1987)

登  "1 市

女複 98 〈

"本
中 央 女 子 )

原

斐

中

甲

子

和

敬

美

北

三

子

貴 (四 條 瞑 ,■ )

川

実川

ツ
("薇 瞑 学 口 )

(中 ホ 中 央 女 子 )

高

ｔ

Ｓ
良
南

江

泰

畑

里

―

南

巨

,単 a f & ,I( r E ) 大 谷 知 昌 (上 尾 )

一雌，

手
誡 (人 ● 人 F下¬雨~(日

本 大 学 高 〉

女単 98

^j+leE7(E*.+!)
a fi t 7 (ft*+*rr.) ．子

ロ

女

争

田
一
田

高

ロ

紀
紀

美
友
一

崎

泉

一一

山

小
一

男複 98 (廷 薔 寺学 口比 藪 |ル )
井

中

平
嬌 (札

“

■ ― )

第 39回

(1988)
宝  塚  市

9: (中 本 中 央 女 子 )

原

斐

中

甲

子

和

敬

美 木

子

を (彙■中央女子)
近

吉

藤

田

崚

ロ

，

，

■

田

，

日

原
泉

',■
,sfo11 (f ,!+H) I t {9 z (f;+nfltr.1t) 一＞

＞

一市

山

一谷

●

一彗

比

一
‘

く

三
豪
雄口
原

保
河

久
小

女単 98 * * te b I t@*a+n) 宮 村  ■ 子 (籠 ■ 中 央 女 子 )
一，

，

一栄

，

一工一　

岡

一埓

高

子
美

貴
浩

日
本

井
朽

"枚
98

瀬
路

佐
野 ゴ

~Ⅱ~(lt幌
第一) (鑢 1各 南 )

片 山  卓 哉
久 保 口 離 三

第40回

`1989)

高  知  ,●

女複 98 (鮨 本 中 央 女 子 )
子

子

壼

治
一

村

里

富

松

一
曇:〈熊ホ`8・女サ院

)

中

失
一

橋

野

艤

ラ

向

ス

沢

ウ

奎

晏

日

本

多

橋

男 単 e A sB'Etkt+e) 中 野  圭  昌 ( ●  11 ) (千 葉 牧 ■ )

(籠 本 市 大 け )

田

田

大

本
二
裕

慎
和

女 単 ,ヽ ,+ E l7( l i * ) E * rt + tt* ak+*t 本

尾

橋

■
〓フ
子

一
ス

‐万
“

．螢

佐

子
記

淳

美
一
院

一
学

一
総奮

伸

司

斎

宏

一

藤
山
一

斉
大
一

一π (常 輸 学 掟 )

第41回
(1990)

市

町

■

島

塩

松

女複 98 (熊 本 体 愛 彙学 院 )
子

美

雅

由真
・

沐

壺
一
ｉ
一

阪

渡
一

子

美
(常 唸 ,院 )

本

原

橋

篠

一
＞

―

一
フ

チ

．ス

女

ウ

●

●

佐

口
尾
山
寺
一
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”

一
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栄 光 の あ と

大 口  慎 二 (千 葉 敬 ■ )

京

立

●

市沢

輌

全

間

本

平

石

雄

男

章

明男 単 9S 片 岡 詔 市 郎 (比 花 学 院 )

t晨  純 子 (常 総 キ 院 )

河 口 奈 緒 美 (富 山 商 )
:S 水 丼  素 子 (四 條 ■ 学 口 ) 大 口  貪 子 (四 天 ■ ■ )女 単

t● 争 院 )

斉  |ヒ  )
山 浦
福 田

沼 尻 (

片 岡 (
男複 98 属

(千 彙敬■ )

太

石

田

橋

沢

ロ

水

福 滉|1議 (it幌 第
(■ ウ ル ス ラ )

1

本

田 マ.
(奮 ● 学 院 )

佐  藤
り|1 崎 由

子

子

純

紀

山

村

中

高

茂

村

増

●

■
一
子女

実

央

＝

中本

着

熊

帯1211

(1991)
宙  士  市

女複 ,8

工 )

醜 )

|`

千茂
豪 (宮 城 県

穂 (常 総 学

晰
瑞

男単 98 )渉 (■ 幌 第西   日 片 岡  直 茂 ( 声  |ヒ  )

中 山 智 香 子 (旭 ′|1実 業 ,

(■ ウ ル ス ラ )
(熊 本 中 央 女 子 )

山 口  裕  美
宮 村 亜 貴 子

女 単 ,8 水 井  泰 子 (四 條 曜 学 閾 )

大 部 (常 総 争 院 )

野 田 ( 芦  |ヒ  )
樋 渡
片 岡(門 真 第鈴

川

木

森

宏

大

章

輔
ワ複 」ヽ 上  え  )洋

人将
谷賀

内

加

箭

(鮨 本 中 央 女 子 )

(四 條 嘔 学 口 )

村

丼

宮

水
上
橋
村
市

(,|● 夕 子 )

本

官

坂

吉
美
子

諭
桂

第 431」

(1992)

『
市

鍋

都

高

西

女複 ]ヽ
＞

一

ラ

一一

ス
　
一

ウ ′レ

一

●
美
泉

裕
口

口山
責

吉 ,|1 大 助 (あ 松 商 ■ )

廃

院

学

ケ

●

●

奮

常

也
博

順
正

渡
部

樋
矢男単 |ヽ )中 村  祐 樹 ( 法 タ

水 井  春 子 (四 饉 曖 学 日 )

み

泉

さ

口

武秋

責
(九 州 ロ ロ 大 付 )

(聖 ウ ル ス ラ )女単 |ヽ ● 山 智 香 子 (旭 川 突 Ⅲ )

高 松 商 ■ )

越 谷 南 )

吉  チ||
藤 城

薄 (

藤 本 (

(常 0学 院 )
類
正

也

"

下 (関 東 第
山

口

大  介
智  ―'_=

チ

腱

女

学

和

輸

昭

袢

崎
城
山
安

丼

本
石

山女複 |ド (担 川 実 業 )

技

子

孝

香智

茂

山

増

中
(四 候 嗜 学 田 )

水
,1

子

香

泰

桐

丼

口

第44回

(1993)
宇 都 官 市

高

富

．
´
商

神

嘉
谷 仁 士

勝03 山 田  英 ■ (  L  尾 ) 氷 山  晴 隆 (■ ● 学 院 )男単

葛

田

一
深

官

谷

天

贅

一

四

佐

一

く

く

一

子
保
一

智

美
一

野
中
一 幌

総

ヽ

常

木

島
馬
検

(商 田 女 子 )

(常 な 学 院 )

山 口  潤  子

下 鳥  洋  樹
高   哺    遣

(  上   尾   )

子

吾

太

理

敬

亮

真

一

山
　̈
一
元
一九

中

一清

清

(常 0学 院 )女単

男複
富

佐

山

武

二

日 中
(四 條 晨 学 口 )

橘

頭

市

鬼

紀

●

美

加
(高 同 女 子 )

子

子

潤

青

口

口

山

山

第 45回

(1994)
高 岡 市

女複 98

文

尚
逸

せ

江

中

芯

尾

尚

上大 束  忠 司 (人 代 東 )男 単 ,3 丼 口  圭 太 (全 沢 市 立 工 〉

Iロ

(九 州 国 靡 大 付 )

(高 田 女  子 〕
森
山
か お り
満 子張   薇  薇 (  尚  0  )女単

(人 代 東 )
人
木

忠
伸
司
介

東
下 I)

相 井 (比 0山
外 国 (奎 沢 市 ヽ'

松 本

体 坂
男複

関 本  祥 子 (■ ■ 栄 〉

(常 唸 学 咤 )

本

国

青
山

徳

史

孝

浩
(奈 良 市 立 一 条 〉

(嗜 事 女 子 )

村

富

中

吉

丼

石

亀

大出1日  彎17:(萬 口女子

第46い 1

(1995)
松  ,■  市

女複 (奎 沢 向 疇 )

美

子

珠

希由

島

糸

中

片

大 東  忠 司 (′ヽ 代 東 ,

山

東

叡

輸

比

前

士

裕

馨

水
,1

清昇■

"田
 圭 大 (奎 沢 市 立 r)

森  か お  り (九 州 口 瞑 大 付 )
(焦 ■ 僣 壼 女 )
('E川 実 ■ )

子

子

弘

理絵

峰

松

永

オ女 単 ,S 閻   崚  椰 (高 田 女 子 )

文 ′
平
・

進

■
綺  8  )沈

竹  俣
川 口 (

藤 日 (

比 0山 )

奮 t学 浣 )

島

形

杉

尾,S (人 代 東 )

司
介
穂
仲

一一束

下

天
木

谷

か  露| サ

【
(九 州 口 畷 大 付 )

占

森

堀

三 宅

●

子

向

女

沢

分

全

大

村

口

奥

島

市

町

府

工

甲
む

女複 `IS

浦

峰

一杉

永

■

子

美

弘

)

)

古

入 高  松  商
,||

保

輔

輝

祐

直男単 中 西 洋 介 (上 尾 ) (常 ● 学 院 )坂  本   修

張   薇  薇 (  尚  .ふ  ) 美 ("菊 女 子 )

り 〈九州国昴大付 )
|||

森
本  郁
か お女単 閣   敏   幅 ( 高 岡 西 )

)代

ネ 名~瓶 鋼t口 (

大 東 (
男梅

造
(常 鯰 学 院 )

坂
小

||` (  L  屁   )中

鎌

西

日

洋

和

介

樹

( 4 工  栄  )
珈

子

す

倫

あ家

熊

久

大

(

(

,B り|1 実
聖 ウ ル ス ラ

黒

城

石

西

重

田

山

賛

第48回

(1997)
長 岡 京 市

女複
日

外
(金 沢 向 陽 )

(九 |1目 中 大 付 ,

(8城 県  r)
郎
由
太
紘
信口
Ｌ

池

三平 山  攻 史 ( 上 足  )男単 98

(九 州
"瞑
大付 )

(籠 本 は ■ 女 )

松 尾 美 穂 子

m 上  千  晴,ヽ

大 東  真 也 (八 代 東 )

安 城  美 華 (四 天 T寺 ) 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 )女 単

(奎 沢 市 立 工 )
(商 松 商 )

洒 丼
安 徳

茶 谷
二 官

|ヽ (人 代 東 )
大

中
(  上  モ  )平

川

゛
″^示

政
和

山
崎男複

村
宮

口
納

向

女

沢

■

●

佐

口

脇

丼

高 松 市

女複 |ヽ Irert+r
●

実

綱

尾

末

赤

黒

佐
(日 本 ● タ サ 1晩 )

,|1  真 結
藤   羽

開

垣

新

稲
裕 介 (化 花 争 院

翔 悟 ( 比 0 山男単 98

松 田  友 美 (長 崎 女 子 )

松 尾.美 構 子 (九 州 国 口 大 付 )03

佐 藤  翔 治 (国 東 第

赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 )女 単

谷 口 (比 叡

広 瀬 (金 沢 市
山  )
立 ■ )

稲 垣
山 下男複 98

|
)

「

(関 東 第安  村
全

イ`
縦

木  翔 (関 東 第

揚   議   琳 |(青 森 11 田 )

治

翔

翔

木

藤

々

佐

佐

佐

(問 東 ヽ

赤尾 美・赤尾正
謝      陳

女

第

和

庄

昭

本

第501」

(1999)
滝 沢 オサ

女複 98
山

坂

村野

脇
*fr,nro,, 上

本
国
松

晴

子

千

舞

男単 98

女 単

男崚

翔 (門 東 第 ― )

恵 (置 賛 々 1)

o-* $ rrri=r

佐  々 木

多  谷  郁

到
||

―

田

田

芸

曖

山

山

Ｉ

摯

叡
一
森

泰

円

花

比

青

青

高

比

樹
永
琳
子
口
藤

直
良
　
理
平
伊

議
栄

　

・

前
本
　
瀬
　
開

川
複
楊
廣
κ
新

第51回

(2000)
各 務 原 市

女菫 9ヽ

治

　

品

治

翔

翔

　

　

翔

木

("東 第 一 )

(口 東 第 一 )

佐  藤

(高 岡 籠 谷 )

("奈 山 日 )

力l
~■ ~肇

佐 々
場

廣 瀬

一琳

子

一　
■

再

栄
(□ 天 I寺 )

件

子

蛉

美久

野

椋

下

小

魔

疇

見

向

上

沢

き

奎

橋

賀

高

加

野

村

多

西

渡

男 単 鉦   佳1 平 (■ 晨 ll田 )

芸

奥

Ｉ
　
Ｉ

田

島

高

水

遠

一浩
志劉

佐

女単 ,S

(田 稟 第 一 )池  田  雄

It fi !* (tf Llrts) 力」 畠 (商 田 ■ 谷 )

(■ 森 山 田 )

(濾 贅 女 子 )

質 瀬
多 谷

栄 理 子
都 恵

鉦
佐 藤

長  原
山 浦
(■ 森 山 田 )

(関 東 第  ),ス (高 四 工 芸 )

口  奥
劉
平 豊

(水 島 i彙 )

イ白
生

(昭 和 女 手 )

(九 州 口 疎 大 付 )

部

ロ

服

潮

満

口

査

春

第 52● 1

(2001)

市

町

町

代

原
北

人
官

竜

女複 98 (ロ ウ ル ス ラ )
子

梨

路

結志

上

野

金

佐
("01」 口 )

揚

廣 瀬

琳

子理

誨

栄

男単 9S

女単 98

9複 ,ヽ

第 53t,,1

(2002)

市

市

ぎ‐
久

つ
牛

女複 ]ヽ

― (関 東 第 一 )

優 (聖 ウル スラ )

(口 京 第 一 )

(崚 阜 商 桑 )

一
士
佳

侑

雄

供
・裕

山

・
　

一　

口

一口

開
一

平

一池
五
林
脇

池 口  雄

廣 瀬  栄 理 子
上 国  匡 泰
高 木  洋 平

(関 東 第 一 )

(■ 薇 」1田 )

(関 京 第  ・ )

(■ 総 学 院 )

新 開  慎 士

水

本

」偏
岡

子

良

陽

望

山

庄

岩

松

井

竹
浅

廣

Ⅲ 山
ネ

工  榮
1 学 院

玉  榮
●

比
拍
埓］

旭

洋
明
菜
査

公
　
新
静
一 ( 埓

(  北
丼

下

新

堂

口

”

黒

別ム
つ

岡

荼

ヽ

■

卜
，
原
瀬
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栄 光 の あ と

回数 開催地 参 加 2●

第 54回

(2003)

長  崎  市
大  村  li

男 単 98 数  野  健  大

今 ЯI府  香理

(延 囁■■固比叡山,

(● 泰 ||1円 )

中

田

尾

俊
祐

]]

介
(奇 T栄 ,

早 サ|1  賢 ,|1 内
庄

普 村
型二重

十

明
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バ ドミントン競技の案内

くバ ドミントン競技の歴史について 〉

バ ドミントンの歴史については諸説があり、謎が多く残されていますが、幾つかの確かな事実があります。

それは、バ ドミントンは昔の羽根つき遊びから発展したということと、その名前が英国のグロスターシヤ~

(現エイボン)にあるボーフォー ド公爵の邸宅バ ドミントンハウスから名付けられたとのことです。

1893年に競技規則が統一されると急速に発展し、イングランド・バ ドミントン協会が設立されました。続

いてアイルランド、スコットランドにも協会ができ、1899年にロンドンで第 1回全英選手権大会が開催され

ています。

1893年にイングランドをはじめ、カナダ、デンマーク、フランス、アイルランド、ネザーランド (オラン

ダ)、 ニュージーランド、スコットランド、ウェールズの 9つの団体で国際バ ドミントン連盟 (In“mational

Badminton Feder�m 略称 IBF)を設立し、1939年には現在に近い規則を制定しました。1948年からトマ

スカップ争奪世界男子選手権大会が、1956年からはユーバーカップ争奪世界女子選手権大会が、ともに 3年

ごとに開催されていましたが、1984年 より両大会とも2年ごとの同時開催となっています。

オリンピックには、1988年のソウル大会で公開競技となり、1992年のバルセロナ大会から正式競技として

認められました。わが国へ伝わったのは大正から昭和初期といわれ、1946(昭和 21)年に日本バ ドミントン

協会が設立されたことにより全国に普及され、現在ではすべての都道府県に協会がおかれ、登録会員数も20

万人を越えています。

く国際舞台での日本の活躍 〉

男子国別対抗の トマス杯には第 3回大会 (1954年 )から参加 し、第 7回大会と第 11回大会でともに準優

勝までが最高の成績でしたが、今年度、第 28回大会 (2014年)において悲願の初優勝を成し遂げました。

一方、女子国別対抗のユーバー杯は第 4回大会 (1966年)に初参加で優勝の偉業を成し遂げ、以後第 5回、

第 6回、第 8回、第 9回大会と5度の優勝国となりました。本年度、第 25回大会で 33年ぶりに決勝に進出

し準優勝を果たしました。

104回の歴史を誇る全英選手権大会での活躍は、日本人として初出場した小官好雄が単でベス ト8以後、

秋山真男が 2位、小島一平、池田信孝・栂野尾昌一組、飯野佳孝・土田証雄組、松野修二・松浦進二組が、

ベス ト4の成績をおさめています。女子の活躍はめざましく、湯木博恵と竹中悦子がシングルスとダブルス

で、高木紀子、相沢マチ子、竹中 (栂野尾)悦子、植野恵美子、徳田敦子、高田幹子がダブルスで全英のタ

イ トルを獲得しています。近年では、2010年の第 100回全英選手権大会において、男子シングルス田児賢一

が 44年ぶりに準優勝の快挙を成し遂げました。2011年の第 101回全英選手権大会では、女子シングルスで

廣瀬栄理子が 32年ぶりの準優勝、女子ダブルス藤井瑞希・垣岩令佳組が 20年ぶりの準優勝を果たしました。

世界で最も歴史のある全英選手権で 2種 日決勝進出は 77年以来の快挙となりました。2013年の第 103回大

会、2014年の第 104回大会において、男子ダブルス早川賢一・遠藤大由組が 2年連続準優勝を果たしていま

す。

また、オリンピックではソウル大会 (公開競技)の シングルスで北田スミ子が銅メダルを獲得しました。
バルセロナ大会では、松野修二、松浦進二、宮康二、町田文彦、本山秀昭、陣内貴美子、森久子、鴻原春美、

松尾知美、棒匡子、水井妃佐子の 11選手が、ア トランタ大会には、町田文彦、松尾知美、阪本雅子、水井妃

佐子、水井泰子、宮村愛子、宮村亜貴子の 7選手が、シドニー大会には、外田圭太、山田英孝、井川里美、

井田貴子、岩田良子、永峰弘子、松田治子、水井泰子、米倉加奈子の 9選手が、アテネ大会には、佐藤翔治、

山田英孝、舛田圭太、大束忠、米倉加奈子、森かおり、田中美保、中山智香子、吉冨桂子、山田青子、山本

静香の 11選手が出場しました。北京オリンピックで、女子ダブルス末綱聡子・前田美順組がベス ト4、 ロン

ドンオリンピックで、女子ダブルス藤井瑞希・垣岩令佳組が初の銀メダルを獲得しています。

ジュニアでは 2006年に当時埼玉栄高校 2年の田児賢一選手 (現 NTr東 日本)が 日本人で初めてアジアユ

-121-



―スバ ドミントン選手権大会で優勝を飾りました。2012年には当時富岡高校の桃田賢斗選手 (現 N¬「東日

本)がアジアユースバ ドミントン選手権大会・世界ジュニアバ ドミントン選手権大会において優勝を果たし

ています。世界ジュニアバ ドミントン選手権大会女子シングルスにおいて、2012年には奥原希望選手 (現日

本ユニシス)が、2013年、2014年には山口茜選手 (現勝山高校)が優勝しました。今後の日本人選手の活躍
に一層期待がもたれます。

くバ ドミントン競技の見方 〉

バ ドミントンはネットをはさみ、ラケットでシャトルコックを打ち合うスポーツで、シャトルは英語で左

右、往復という意味があリラリーの中で競い合 う競技です。ラリーは緩急の差があり、スマッシュの初速は

3∞ klnを超えるのですが、手元では 50 klnほ どになります。シャトルは水鳥 (ガチョウ)でできていて軽量の

ため非常に風の影響を受けやすい競技で、今でこそ空調を効かせる体育館も増えてきましたが、以前は影響

があることから風をシャットアウトしていました。

日本古来の追い羽根から連想して、女性的な軽スポーツだと考えている人が多いようですが、バ ドミント

ンは前後左右に素早く動く瞬発力、長時間のグームに耐えられる持久力、相手の動きを読む予見力が要求さ

れ、同時に相手の予測をはずし自分のペースに引き込むインサイ ドワーク (頭脳的作戦)を必要とするハー

ドなスポーツです。このため十分に鍛え抜かれた選手でも、急激な反動動作による負傷や極度な体力の消耗

でけいれんなどを起こすことも珍しくありません。このような競技なので「より速く」「より高く」 「より

前で」が勝つための三原則であるといわれます。

試合は、単・複 (混合もある)2種類で、 1試合 (マ ッチ)は、 1ゲーム 21点 2ゲーム先取の 3ゲームマ
ッチで行われます。どちらかのサイ ドがラリーに勝つたときに 1点を加算します。サービスは得点が 0も し

くは偶数の時右サービスコー トから、奇数の時は左サービスコー トから行います。なお、ダブルスでは、サ

ープ権のある間に得点したときのみサービスコー トを変えてサープします。

2∞6年のルール改正により、バ ドミントンにも他の球技にみられるデュースが取り入れられ、 ``延長ゲー

ム"と 呼ばれる制度があります。延長ゲームではスコアが 20点オールに達すると、先に 2点 リー ドしたサイ

ドが勝者となります。なお、主審はサービングサイ ドの得点からコールするので、どちらが何点かすぐわか

るようになっています。

く主なフォル ト(反則)について 〉

1. サービスの時にサーバーやレシーバーがラインを踏んだり、またいだりしたとき。 (パー トナーは構
わない)、 足をずらしたり床から離したとき (一部でもついていれば良い)《フットフォル ト》。
2. サービスで最初にシャ トルの台を打たなかったとき。サーバーのラケットで打たれる瞬間、シャトル
の一部分でもサーバーのウエス トより高かったとき 《アバブザウエス ト》。サーバーの持っているラケ

ットのシャフトがシャトルを打つ瞬間に下方をさしていなかったとき 《アバブザハンド》。空振りした

とき。

3. サービスが始まってから故意に動作を中断したとき 《ディレイ ドサービス》。サービスの際、サープ
するのを故意に遅らせたり、レシープ態勢を故意に遅らせたりしたとき。

4. サービスでもプレー中でも、シャトルがコー トの境界線の外に落ちたとき。ネットを通り抜けるか、
ネットの下を通ったとき、ネットを越え損なったとき。天丼や壁に触れたとき。プレーヤーの身体や着

衣に触れたとき。

5. プレー中にシャトルの打点がネットよりも打者側でなかったとき 《オーバーザネット》。
6. プレー中にプレーヤーのラケット・身体・着衣がネットやネットの支持物に触れたとき く(タ ッチザネ
ット》。相手を妨害したとき。

7. 1回 のス トロークで、シャトルをラケットでとらえ保持して振り投げたとき 《ホールディング》。同
じプレーヤーが 2回のス トロークで 2回連続して打ったとき 《ドリブル》。ダブルスにおいて、シャト

ルが同一ペアのプレーヤーによつて連続して打たれたとき 《ダブルタッチ))。
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医療口救護のご案内

大会期間中は競技会場に『救護所』を設置しています。

救護所では、医師または看護師が応急処置等を行い、必要に応じて医療機

関の搬送手配を行います。

医療機関への搬送の場合は、引率責任者等のご同行をお願い致します。

また、受診後は処置結果等の状況を、速やかに救護本部までご連絡下さい。

※救護本部 (千葉市実行委員会事務局)電話 :043‐ 245‐ 5940

□ 練習会場における医療・救護について

練習会場には、医師 。看護師は配置していません。

練習会場委員を配置 しており、緊急時には医療機関の紹介や救急搬送の手

配を行います。

□ 宿舎において、負傷・発病されたとき

宿舎の管理者にご相談下さい。医療機関の紹介や、状況に応じ、救急搬送

の手配等をしていただけます。

医療機関で受診される場合の医療費は受診者負担となりますので、「健康

保険証」(コ ピー等では不可)と 、お金を必ず持参してください。

保険証を持参されない場合は、医療費の全額が自己負担となります。

□ 救急医療に関する情報提供

医療機関名 所在地/電話番号 診療科目 診療時間

千葉市立海浜病院

夜間救急初期診療部

千葉市美浜区磯辺 3‐ 31‐ 1

043‐ 279‐ 3131

内科・小児科 年中無休

平 日 19:00～ 翌朝 6:00

(受付  18:30～翌朝 5:30)

土日祝 日  18:00～翌 朝 6:00

(受イ寸 17:30～翌朝 5:30)

千葉市休日救急診療所 千葉市美浜区幸町 1-3-9

千葉市総合保健医療センター内

(京葉線 千葉みなと駅そば)

043‐ 244-5353

内科・小児科・外科

整形外科

耳鼻咽喉科

眼科・歯科

日曜・祝日

受付時間

診療時間

8:30 ～ 11:30

13:00 ～ 16:30

9:00 ～ 17:00

*外科・整形外科系については、夜間外科系救急当番医療機関テレフォンサービス (043‐ 244‐ 8080)に て確認。
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□ 競技会場における医療・救護について

□ 医療・救護における経費について



緊急時の医療機関

★★★ 受診の際は、必ずあらかじめ電話で確認 したうえでご利用下さい ☆★★

■救急告示病院

■休日夜間急患センター

※外科・整形外科系については、夜間外科系救急当番医療機関テレフォンサービス (043-244-8080)に て確認。

■休日歯科診療所

医療機関名 所在地 電話番号

千葉メディカルセンター 千葉市中央区南町 1-11-12 043-261-5111
国立病院機構千葉医療センター 千葉市中央区椿森4-1-2 043-251-5311
斎藤労災病院 千葉市中央区道場南 1-12-7 043-227-7437
井上記念病院 千葉市中央区新田町1-16

千葉大学医学部附属病院 千葉市中央区亥鼻1-8-1 043-222-7171
千葉市立青葉病院 千葉市中央区青葉町1273-2 043-227-1131
千葉東病院 千葉市中央区仁戸名町673 043-261-5171
千葉県がんセンター 千葉市中央区仁戸名町666-2 043-264-5431
平山病院 千葉市花見川区花見川1494-3 043-259-4525
幸有会記念病院 千葉市花見川区慣橋町77-3 043-259-3210
最成病院 千葉市花見川区柏井町800-1 043-258-1211
千葉中央外科内科 千葉市稲毛区天台4-2-17
千葉脳神経外科病院 千葉市稲毛区長沼原町408

稲毛病院 千葉市稲毛区小仲台2-3-16 043-253-7211
山王病院 千葉市稲毛区山王町166-2 043-421-2221
泉中央病院 千葉市若葉区高根町964-42 043-228-4131
みつわ台総合病院 千葉市若葉区若松町531-486 043-251-3030
福住医院千葉 千葉市若葉区みつわ台4-17-5 043-256-1181
千葉中央メディカルセンター 千葉市若葉区加曽利町1835-1 043-232-3691
千葉県救急医療センター 千葉市美浜区磯辺3-32-1 043-279-2211
千葉市立海浜病院 千葉市美浜区磯辺3-31-1 043-277-7711
千葉みなと病院 千葉市美浜区幸町 1-12-6 043-241-5381
みはま病院 千葉市美浜区打瀬1-1-5 043-271-2200

医療機関名 所在地/電話番号 診療科目 診療時間

葉 市 立 海 浜 病 院千
夜 間 救 急 初 期 診 療 部

千葉市美浜区磯辺3-31-1
043-279-3131 内 科 /小 児 科

年中無休

平日 19100～ 翌朝6:00

(受付18:30～ 翌朝5:30)
土日祝日18,00～ 翌朝6:00
(受付17:30～ 翌朝5:30)

千 葉 市 休 日 救 急 診 療 所

千葉市美浜区幸町1-3-9
千葉市総合保健医療センター内
(京葉線 千葉みなと駅そば)
043-244-5353

内科・小児科・外科
整 形 外 科
耳 鼻 咽 喉 科
眼 科 ・ 歯 科

・祝日・年末年始
8:30～ 11:30
13:00～ 16:30
9:00～ 17:00

日曜
受付

時間

医療機関名 診療所一覧掲載先 診療科目 診療時間

千 葉 市 休 日 救 急 診 療 所

千葉市美浜区幸町 1-3-9
千葉市総合保健医療センター内

(京葉線 千葉みなと駅そば)
043-244-5353

歯   科

日曜・祝日・年末年始
受付 8:30～ 11:30

13100～ 16130
時間 9:00～ 17:00

千 葉 市 歯 科 医 師 会 HP
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043-245-8800

043-253-1231
043-250-1228
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大会各会場 (開会式・競技会場・練習会場)一覧
競 技 会 場

練 習 会 場
会  ●

最書り駅・最書り lC 最書り曖・■寄り lCから会
'●

まで くタクシー>
OJR内 房

千葉公田体冑曽
千葉市中央区弁天 3-1-|

T[[043-250-8050
O千

O京菫適躊 `穴川 lC,

700円
(5分 )

く薔歩>
0公□●出口より45い .`分 )
く自●●>
0千三市薔方面 3,6(11分 )

富●ホスポ…ツセンター
千葉市稲毛区宮野ホ町 21504
1[[ 040-258-9690

OJR聡 武線 r個毛釈 , く′(ス >
0東咸バス (■ 02■のり10
穏 41・ さつきが丘口,き ▽きつきが丘団下車籠ケ 13分

1030円
(13分 )

Ou総武線 r航検見川駅 ! くバス>
0東咸バス (北口 1■のりば)
検 01・ さつきが丘団地行き▽きつきが丘団地下車 1師 (掟歩 13分 )
検 01・ 車野車庫行き▽花見

"l・

櫂毛土木事務所下Ⅲ 24(柿 (■分)_

1.540円
(10分 )

0東関東自動車道 '千葉北 iC,
.東京方面より東行き)

く自●●>
O口道 16=千葉市綺方面 (6分 )

千露市立千菫凛●学校
千■市稲毛区小|1台

'T日
46■地1号

I[L 043-251-0245

OJR総 武線 r稲毛駅 , くバス>
0東威バス (東口3■のりば,
稲 11・ 東咸団地行▽市立古餃下●そば

700円

0分 )

O京薬遺躊 r穴川 lC, く自●●>
O口適 16'千葉市衝方面 ¬ 0分 ,

千菫県立千壇台富●学校
千葉市若妻区千城台西 211
T[[ 043-200-CI:01

O千葉都市モノレール '千崚台颯 ! く掟歩 >
Oヽ∞ m、 1分 )

0京薫遠躊 r貝燿 IC」
(館山方面行き)

く自●●>
051=|=由 t12分 )

敏腱学日高●学校
千葉市稲毛区穴川 1丁 目5番 21号

I[[ 043-251-6061

OJR鯰 武線「稲毛駅」 くOE歩 >
016肺 (18分 )

730円
(5分 )

0京葉適路 r穴

"|[C」

く自動車>
0千奏市街方面 (10分 ,

千
=市
立加曽利中学校

千葉市若栞区,0曽 利町 9615

OJ餃 内房線 .総武,,`千 葉R」 く′〈ス>
O京咸バス (7・ 8・ 9■のりば)
千 01・ 千

“

台Ⅲ庫行
=▽
●娠上から8∝い (籠歩 :0分 )

千 05・ 千 ∞・子 07●咸む●●行を▽天神檜上か ら
"Ю

m(佳 歩
`分

)

1'20円
(18分 )

O京彙遠躊 f員燿 [C」
.13山 方面行き)

く自動車>
051号 饉由 り分,

千露市立葛城中学校
千葉市中央区ち城 2-9-1

T[[ 043-227-5566

OJP内 房線Ⅲ鯰武線 '千襄R, く′ヽス>
0京咸バス (7・ 3・ 0■のりば)
千∞ .千葉大手●雌行.=03-1・ 0(中央作行き▽椰■●●●・千ホ彙文化●●より4“● (薇歩8分 )

]0,0円
(16分 )

OJR内 房線 r本千葉釈 , く■,>
O,21m(14分 )

O千葉都市モノレール r県庁前駅 ! く碇歩 >
010肺 (徒歩 13分 )

O東葉道略「松ケ丘 [C」 く自

“

>
0東金饉道千葉市衝方面 tll分 )

千葉市立轟町中学校
千葉市種毛区録町 2-31
i[[ 043-241‐ 4101

10JR総武触 r西千葉駅」

O京成■霰千葉11 みとつ台瞑,

く掟歩>
0“い (10分 )

730円
(5分 )

く掟歩>
02,い,(4分 )

千
=市
立露雲中学校

千葉市中央区白旗 l´ 50
T[[043-261‐ 4277

On京 菫II.内 房● 外月10 'ユユ曖,

道路 '松ヶ丘 IC,

く憫目■>
0"い 、12分 )

730円
6分 )

く自

“

>
0東全街道千葉市衝方面 (10分 )

千菫市立生浜中学校
千葉市中央区南生実町 258番 地

T[し  043-208-2200

OJR内 房線 「浜野駅」 く饉歩>
()1 6km(21分 )

730R
(10分 )

○京彙道鐵「蘇我 (C」 く自●●>
O市原市方面 15称1(7分 )

●■つR・ ■會つ lCから会場まで くタクシー>会  場 り lC
300円
(3 分 )

,10円
● 分)

'10円(4分 〉

日 会 式 会 場

3月 :日 (会,14:“ ―

く′【ス>
0小湊贅■ (■口 1'● のりば,※ (11奎～ 9時台.16時台～■●)
千葉みなとループバス (ひだりまわり)にて▽ボー トアリーナ下■すぐ
0小議依遺 、西口2■ のt,ば より)※ (10時台～ 15"台 )
千葉みなとループバス (ひだりまわし,,にて▽ボートアリーナ下■すぐ
0小議晨道 (東 口2■のりば,
千葉瞑行にて ▽ボートアリーナ下

=す
ぐ (■■ 10,)

0子■海浜交五バス (彙 口 2■のt,ば )

00R総

12

千菫颯は合スポーツセンター体■日

1 4 km(4

)

)

―釈,
)

0手

O

イーンズガーデン にて▽スボーツ

)

O口道 14号 線沿いに東へ 0(Xm、
'分

,

O千葉都市モノレール

京成千葉線
べ ,70m(10

421m

千葉ポートアリーナ
千葉市中央区間屋町 1-20

T[[ 043-241-0006

千葉市稲毛区天台町 320

1[[ 043-290-8501

くバス>
0東咸バス (稟 口 1■のり|●
●野車庫行.こ ではし団増行にて▽スポーツセンター下車 (彙

`10分
)

0東咸バス (稟 口 2■のり1詢

(彙車 10分 )

・彙● 10分 )

く′【ス>
0小湊霰道 (■口5■のりばより,
千重みなとループバスにて▽ボー トアリーナ下睾すぐ (■■ 10分 )
0千葉海浜交通バス (点口11■のりばより)

1'α)円
(12分 )

く鋼

"歩

>
O東口より千霙R方面に 440 m r5,)

oJR京 柔線 .内房線・外房線 `凛 量駅 ,

く徒歩>蘇我悧出入口より
O蘇我駅方面に600m(7分 ,

0京成■鉄京成手原線 r千葉寺駅,

く自由●>
0大綱螢道を市原方面 2 0 km(7分 ,

O京薬道綺 '松ヶ丘 lC」

JFE千菫体冑鶴
子果市中央区南町 1-3-1
T[[ 048-263-1166

710円
(4分 )

く徒歩>
0北口より13姉 (16分 ,
<自動車 >
0口道 35,号 1●経由 3 4 km 17分 ,

<自動車 >
O若葉交差点をと折 'Om.2分 リ

千菫県立幕彊総合凛薔学校

(

OuR

O
(

O
面より西行き.

よ り )

千葉市実浜区若薫 3-1-6
T[L 043-211-6011

710円
(4分 )

OJR内
O西 口より14k,(17分 )

o京薬道路 r藤

'lC」
く自由●>
O千葉市衝方面 19踵 13分 )

千
=県
立生浜■●学校

千葉市中央区塩田町 0,2
1[t 043-266-4591

■口■E E□E=

-125-

OJR京 薬綸 r千 葉みなと曖」

_望型二
=コ
堕L⊆
`=ユ
エ塗
=___________

0東葉道躊 r松 ヶ丘 :C」

0商 ,属T種 爾 雨 可 乖 雨



市内主要タクシー会社一覧

会社名 電話番号

千 葉 構 内タクシー (株 ) 043-241-8181
三ツ矢 タクシー (榊 0120-566-678
富 士 タクシー (株) 0120-881-329
小 湊 鉄 道 タクシー (榊 0120-537-041
西 千葉 タクシー (株 ) 0120-812-478
(有)稲 毛構内タクシー 043-279-1234
(榊 鹿 野 タクシー 0120-504-255
両 総 交通 閉 043-231-3351
(有)ニ ュー千都タクシー 043-304-2550
エミタスタクシー (掬 0120-566-678
千 葉 タクシー 閉 043-264-3366
同 第一構内タクシー 043-241-8181
新興タクシー 同 043-250-6454
(株)椿 森 タクシー 043-243-0439
(有)ダイヤタクシー 043-279-1234
西 岬観 光 閉 043-265-6666
白 山 自動車 交通 (有) 043-248-6000
本 千 葉 タクシー 閉 0143-263-5380
協 和 交通 (有) 043-252-2346
大房交通 同 043-422-4501
(有)東 部 交 通
ニュー千葉タクシー (有) 043-279-1234
(有)花 園タクシー 043-271-3131
長 沼 交 通 (有) 0120-591-731
(榊 蘇 我タクシー 043-264-6111
山 川 タクシー (有 ) 0120-747-021
(有)天 台 タクシー 043-248-6000
浅 間 タクシー (有 )

なかやタクシー (有) 043-259-6522
(有)千 葉港交通 043-292-3710
坂 月タクシー 閉 043-231-7312
同 検 見 川 交 通 043-350-5200
ロ スター交通
若葉タクシー

リーフタクシー 043-232-3311
さつき交通 (榊 043-257-3380
和 光 タクシー い

船 橋 交通 閉 043-259-6833
南 総 タクシー い 043-291-0009
(榊 ウルマツアーリングサービス 043-422-1021
(有)す みれタクシー 043-273-8586
日の丸自動車 同 043-261-3375
飛鳥交通千葉 (榊 043-432-5440
東洋タクシー 同 043-263-1129

-126-

043-291-1368

043-248-5353

0120-252-127
0120-454-453

043-284-8062



平成26年度全国高等学校総合体育大会放送予定等
1 「NHK」 放送予定

※放送時間や内容は、変更となる場合があります。

「J SPORTS」 放送予定

3 違めく青春 南関東総体 2014公式サイト

4 全競技インターネット動画配信「インハイ.TV」

5 競技記録結果電話案内サービス「南関東総体 2014」 記録センター・プレスセンター

2

7月 31日 (木 )
15:30～ 16135 NHK Eテ レ山梨中銀スタジアム

(山梨県甲府市)

陸上競技

2日 目・ 3日 目8月 1日 (金 )

NHK Eテ レ16:00～ 17:00
横須賀市総合体育会館

(神奈川県横須賀市)
8月 3日 (日 )

NHK Eテ レ16100～ 17100
小田原市総合文化体育館

(神奈川県小田原市)
8月 4日 (月 ) 剣道

NHK Eテ レ16:00～ 17100
山梨市民総合体育館

(山梨県山梨市)
ウエイトリフティング8月 5日 (火 )

NHK Eテ レ15:00～ 16:35
駒沢オリンピック公園総合運動場

(東京都世田谷区)

サッカー

(女子決勝)
8月 6日 (水 )

NHK Eテ レ15:00～ 16:35
川崎市とどろきアリーナ

(神奈川県川崎市)
8月 7日 (木 )

ハンドボール

(男子決勝)

8月 18日 (月 )

8月 19日 (火 ) NHK Eテ レ未定
千葉県国際総合水泳場

(千葉県習志野市)

水泳競技 (競泳)

2日 目～最終日

8月 20日 (水 )

17:00～ 19:00 J SPORTS 2
船橋市総合体育館

(千葉県船橋市 )

バスケットボール

(男子決勝)【録画】
8月 9日 (土 )

J SPORTS 217:00～ 19:00
バスケットボール

(女子決勝)【録画】

八千代市市民体育館

(千葉県八千代市 )
8月 10日 (日 )

■ロ

甍■■■ヨ | 置

http: / /www. zen-koutairen. com/2014souta i ,/

http://w珀Πv.kirokukensaku.oom/2014kirameku/

http://wηⅣv.keital.kyogikekka.com/2014kirameku/

公式Web
サイト

公式競技記録

(PC)
公式競技記録

(携帯電話)

http://wtt inter― high― sch001.tV/

7月 26日 ～8月 20日 9100～ 21100 03-3813-3196

-127-

放送期日 競技名等
ハ
場 放送時間 チャンネル

レスリング

(学校対抗)

会  場 放送時間 チヤンネル

公式 Webサイ ト

公式競技記録 (PC)

公式競技記録 (携帯電話)

設置期間 案内時間 電話番号



競技会場専用仮設電話番号一覧

施 =ア
ヽ
052

κ′
t⊃ 電 話 番 号

1 千葉ポートアリーす

競技本部 080-5761-7787

運営本部 080-5761-7788

2 県総合SC体育館

競技本部 080-5761-7790

運営本部 080-5761-7791

3 JFE千葉体育館

競技本部 080-5761-7793

運営本部 080-5761-7794

4 千葉県立幕張総合高等学校

競技本部 080-5770-2223

080-5770-2224

5 干葉県立生浜高等学校

競技本部 080-5770-2226

運営本部 080-5770-2227

-128-

運営本部



熱中症になつて
しまつたら

スポーツ活動中の熱中症予防

●応答が鈍い

●言動がおかしい

●意識がない

ユ
▼

ユ
▼

涼しい場所への避難

↓

水分・塩分の補給

↓

経 過 観 察

θ′
´

1日本体育協会発行 熱中症予防ガイドブックより引用】

スポーツ活動中の

水分補給に

イオン飲料

吸収には糖質の種類も大切 !

運動パフオーマンスの

ぶ どう糖 と果糖を

同時に補給することが
おすすめで'九

+

厚生労働省と、日本体育協会が推奨

する塩分濃度は、0■ ～0.2%。

100ml中で換算すると、40～ 80mg
のナトリウム量にあたります。

涼しい場所への避難

熱中症を疑う症状

救急隊を要請

水分摂取できるか

できる
『
１
＝
＝

医療機関へ搬送
二

■■

脱衣と冷却

改善しない症状改善の有無

症状改善

40～80mg含む
(100ml中 )

.イ オン飲料を

―

選ぼう。

ナトリウムを

ナトリウム
低下を防ぐためにも

適度な量の糖質を

摂取することが大切

意識障害の有無

な し

ヽ

、潅ヲヽ ≠

できない

ー

ラベルをチェック1



平成26年度全国高等学校総合体育大会
バ ドミントン競技大会

「君の汗 輝<一滴 雫」のスローガン
ワ

のもと大会の成功 皆様の健闘をお祈

りしています ノ
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平成 26年度全国高等学校総合体育大会高松宮記念杯

第 65 全国高等学校バドミントン選手権大会

=

〒272-0835千葉県市川市中国分2-10-1

TEL 047-373-2111

口

◇JR総武線「市川駅」下車「松戸車庫行きバス」(国立病院 )下車徒歩8分

またIよ 「国分操車場行きバス」乗車18分 (商大付高校 )下車

◇京成線「国府台駅」下車徒歩20分、北総線「矢切駅」下車徒歩18分

◇JR常磐線「松戸駅」下車「市川駅行きバス」(国立病院 )下車徒歩8分
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出場する全ての選手を応援します !
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「 Bコロロ|た,「
メトリックフレックス・テクソロジー。
それは、しなるのに、ぶれない。

′しィ「E・フ「 lF=ご′
`==FF=L」

E==E》くr
7=C″ N‐ こ こフ

`ヨ

y
この実績の競技ラケットが新たな革新とともに生まれ変わりました。

メトリックフレックス・テクノロジーを応用した新シャフトを採用。

スイング方向の角度でフレックスの強弱が変わり、

しなりの抑制によるコントロールの向上と、

しなりによるパワーアップを同時に実現しました。

´―

―

パワーとコントロールを革新する「メトリックフレックス・テクノロジー」
シャフトの中空」を脩円状にし.カーボンの厚みにより.フレックスの強弱を殷定.
しな崎 抑制によるコントロールの向上と.しなりによるパワーアップを同時に実■しました.

"―
■ン■Eヨ

しなりを抑え.
コントロールを向」

“

よくしなつ.
パワーアップを実L

Hongyan Pl(FRA)

回 コ 10■BOL‖ S‖Et:7E6.S

振り抜きを極め、パワーとコントロールを革新した「サテライト6.5シリーズ」。
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YouTubeで 公開中 !
て検索 !

理 型 E■望 竪 翌 型
WT YOUMNIASYOU MNT

直径6.5mmの極細シヤフトで振り抜さを極めた「サテライト6.5シ リーズ」。
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従来のジーンコアはフレーム内部に一つの

コアだけでしたが、さらに研究開発を進め、

フレーム内部に 3つのコアを搭載すること
が可能になりました。 (特許申請済み)ヒ ッ

ティング時のイヤな振動、衝撃を従来品よ

りさらに軽減する。面安定性、フレーム剛

性もさらに向上した。

デ ュラフ ノLト ノbク 方 プテイマ イザ ー
DURABLE丁 OR(コtUE〔⊃P丁 :M:ZER
フレーム下部 (ジ ョイント部)の内0」を凸

構造にすることで、ねじれを抑制して面安

定性を高く保持し、さらにショットの際に

しなったフレームパワーをロスすることな

くシャトルに伝える。

フ し ック ス コン ト []― んス トラク チヤーシ ヤフ |ヽ
FCS〔 FLEX CONTROL STRUCTURE〕 一SHAF丁

従来品が、手元側からしなるのに対して

ヘッド側でしなりを発生させる。ヘッドの

かえりのスピードをアップさせることでク

イックタッチを可能にする。

モア・ジヤバン構式婁牡
TEL.045-730‐ 0495 FAX.045-743‐ 0392

取り扱い店募集中です。

どんな事でもお気軽にこ相談下さい。

XENE Mag
■
ロ
ロ

θ
XEINE p● WER 2=

ハ 州旧A鐵 詐admin on CO p mobile
MMOAJAR"N CO,LTD. 回mp彗

.w■

■badmintoncojp

」r

¬″

お問い合わせ先は、045¨730‐0495 e―mail l infO@badminton.COjp
または、下記のモア・スポーツ各店 (MMOA JAPAN NETWORK)へ !

045-743-0566
0735-21-0810
086-293-3988
087-844-8115
092-565-6121
093-692-8234
0957-43-1440

熊本店

熊本南店

宮崎店

鹿児島店

屋久島店

沖縄店

0968-62-7412
0965-33-9209
0985-73-7908
099-251-0366
099-749-4840
098-831-7544

TRIPヒE XENE CORE

HMG

■

■
■
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We have a tine dream

ヒ75'
SPORTS

http:/′vnvw.himaraya.co.:p/
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TR:PLE XENE CORE〔 SOL:D RESIN CORE〕

J生
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ミ
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」ヒ泊晨道∫:ξ  011-387-5950
本し1幌店   011-299-3926
青森店   0172-34-6884
黒磯十店   0287-63-6483
栃木1店   0285-82-0466
群馬店   0276-20-8830
横浜店   045-716-1555

ヒマラヤスポーツでもお取り扱い

がこざいます。取扱い店舗につき
ましては、お問い合わせの上こ確
認ください。
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横浜店2
新宮店

岡山店
四国店

福岡店

北九州店

長崎店



バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

日本バドミントン専門店会加盟店
ヽ、

全国総店舗数99店舗、当加盟店はパドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店OWebショップで!! ′

カタログ又はホームベージから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。
お気軽に最寄りの加盟店迄、

騒寄りの加盟店、又はラクリ迄

FAXして下さい。

FAX番号

上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びくださぃ。   できます。

日本バドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイティブ株式会社通称 ラ・ ク・り に

変更しました。ネットショップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品・廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております1! 又、新製品の情報。

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。

EIココa′
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Eコ置口■

垂コ置レ■

携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

お今
0して
ミ々ジ
おりま蔦

0774・ 32・ 1041 Rフヘ⊂R⊂

Cエロ回蒻■■■

ク ′

■10'2-'41-3757f」Ю,2・741-3,0

ILO,42← ,“4 FAX OS44-2●∞4:

■LO,%-2年

“

∞ f想 05%る,`6,:

T:LO,外 361-7720 FAX 05,361-772

■し08,“■∫l,l FAX 085,・

“

48,2

T[し 085,-33-`171 fAX 08S,― ,8●52

T:L&FAX 0852-28-5454

ILO“-2ゝ―y''fAX“●2"34,1

TCtt FAX 086-943-9002

T[し 032-271-721l FAX 082-2710888

■L“6,2-7100 fAX“

“

-92-70,0

T:L鰺●2}“
"FAX““

23つ 1〕,

■L"0■ 17-21 62FAχ つ2-32辟〕,0,

πし0,34`2つ 11l FAX",452・ 01,2

T【 L&FAX 092-6'1-1124

TEL&FAX.0,6-326・ 8,32

TEt&FAX O,9‐226-8778

T[L`FAX.099・ 226く ,362

T〔 [&FAX.092-852・ ,250

Ttt&FAX 095-832-806,

T[t,"S● 31-0]7,FAX O'∫ 6-31-7288

T〔L"S,― %-372`FAX O,∫ 7-536254

ラクリトワリIイティ[刀除≡t`21」ヒ
C置フ凛口■■朦‐.

ラケットシヨンフスガワラ札幌店 T[[0¬ -2'1'3S'fAX O¬ -2m-loo3

スポーツフラス T[t01,S-23-'1'3 1llΥ  01 55・ 23・91%

イトースポーツ IL01“32-17“ F想 01“‐■‐田,8

クラウン商奎 【し0143`3・ lαる FM O14,4ゝ掲S8

C謝″口四■ロロL

ラケットショップササキ 子[[0178 4S O023 FAX 0178-45-0180

フロシヨッフアオモリ T[t017・・・ 7-023,FAX 017・ 7η・0243

ラケットハウスOISPO πせ01,7・ 2S―

“

23 FAX 01,7・ 2,“

“
ラクットショップ 広コ πL022-26SЮ 778「ムX022-2626103

ラケットショッフ広凛 泉店 T〔 L`FAX 022-375-2255

ラケットショッフ広ヨ壼暉店

ラケットショッフ山形 T[t.023・

“

3も238 FAX 023・

“

,・ 6267

リト,レビル T〔L024-'34-5“ 2 FAX 024-'3牛 ,740

千秋スボーッ T[L018・ 88,― ¬,l FAX 018・ 883-1lS3

ラケツトシヨッフSWING T[[&FAX.029・824-0097

ラケットショッフキャビン大富店 T:[“ 8・

“'―
;86S iAX 043・

“

S‐ 22,,

ラケツトショップキャビン檎店 ■[“ -71“ -77∫

`FAX 04 164 5489
ラケツトハウスクリップ T[t8FAX 048る 44‐ 3115

ビークスボーツ千菫店 TEtt FAX.043-2S3-1103

ビークスボーツ
"結

T〔 L=FAX 03‐ 3621-0255

ウエンブレー学芸大学奉店 IL03‐り1● 2626 FAX 03・ り1,・ 3377

ウエンブレー渋谷G T[t03・ 340,―

“

22 FAX 03-349&2829

ウエンブレー池袋店 T[L03-5,,2・ 7070 FAX G・,,,2くる77

ウエンブレー秩菫量店 ■m3-32S3-2626 FAX 03-32`ι 2る 5

ウエンブレー■沢疇 ■10%6-267272 FAX O%6・ 267,5,

ウエンブレー嵌 店 ■1045-317-5,59 FAX∝ ,-317-5,,8

ウエンフレー新百含ケ丘店 IL∝4%ゝ

“

li FAX“4-%54224

ウエンフレー西n“●店 ■L“ 7●∝
`%,FAX 0 44∝

“
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Iし03・ ,“32%,Flχ  03-,α,2%,

ラケットショップフラ電分う0 Iし042322・ S626 FAX 042-32牛 ,"5

ラケットショッフフうな棒寺磨 ■L“22-22-田

“

fムX“22-21‐

“
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うケットショップフジ■訳店 T[[=FAX 042 928-0288

ラケットショッ,フジ蜀田店 T[L“ 2-72,・ ,,∫ S fAⅨ ∝2-72■268

ラケットシヨンフフジ′〔子
`
T[t`FAX 0426-23-5,91

ラケットシヨンフフジ川崎g T:L044"1-,`“ F`χ

“

4,41-9,,3

ラケットショップフシ甲i岡店 T[L&FAX.OS59-29-9666

ラケットショップフジlll越店 TEL&FAX 049 223-7444

ラケツトシヨップフジ立川店 T[t&FAX 042-527・ 9554

ラケットショッフフジ赤羽店 T[[8 FAX 03-3900-'S'4

ラケットシヨンフフジカ竜名書 T〔 [&FAX.046・ 234-9444

ラケットショクフフジ●本店 TEl&FAX“ 270(-9554

八ロータックス

“

―ツ T[1045-711-7,88 FAX045-711-7987

ファミリースポーツ足報店 T[L`FAX 0284-72-7024

フアミリース

“

―ツ1●ユ店 TE[&FAX.0276‐ 22-3822

フアミリースボーツE林店 TEL8 FAX 0276-75・ 0543

フアミリースポーッ小山店 T[[tFAX.028S-25-5586

ラケットショップミッキー It 027-243-4267 FAX 027-221-76“

B・ WAY甲●店 IしOS・ 2“-8283 FAX O,`2“ -82“

嘔
=回
國

"口
■■

フロショップサイトウスポーツ I〔し02,・ 223・ 1,5,FAXЮ 25-″ 4-1282

ラケットショップロ山 ■[&fAX O'6●
'3-2311

スポーツショッフマツダ ■L07● 278-2●3 FAX.07● 2,ι 23%

フレンドスボーツ商含 πし077∈ 2,-338`F`χ  o77● 222"5

スポーツコバヤシ ■LO″●22Ю 2“ fAX 077● 22・ 7355

マスタカスポーツ佐久平店 T[L026,くる‐70,O fAX 0267・ 66・7071

スボーッショップロ新 T[t02● 24S02,2 fAX 026・ 24,・ 255,

嘔
=コ
コロ■E

フ0シヨッフシャトル T[L`FAX O,7-568-0,35

ラケツトシヨッフイテムラ大

"
T[ttFAX 07,521-1964

B■VAY太

“

店

B―WAY宇 泊店 ■し07″ 21-5850 FAX 0774-21● 87

B‐WAY晨 岡京店 Iし07,・ ,Sl・

"S`FAχ

 07,・ ,,1"“

6-WAY擁 山店 IL07ゝω422■
'lX Oら

‐ 224'

EWAY弁 天町店 IL“る5"つαЮ FAX“
`5"つ
∞1

8‐WAY阿個野店 ■し

“
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“

22.""

ラケットシヨンフイテムラ

スボーツサンメイト IL072・28←

"“
FAЮ ,2-2“

`“
7

ワンステッフスボーツ T[t`FAX 074447-3395

■■8 FAX 088・ 654Ю 353

フレイヤーズクラブ ■[087-8〕
`-2033 FAX∝

7-335・ 2∝,

ラ

"小
ショッフ tマナカ松山店 ■し08"'33-23“ fAX O",リ ー2241

ラケットン
=,,tマ
,力IIPttξ IL08,7-34・

'1'l fAX 03,7`4"“
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お電話でのこ注文FAXで、こ注文

携薔でも注文が出来ます

教日 :`手
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ネ :

皿堕描霞距置□□ ■■

北海菫ブロック
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FAX■月
'麟

主書

ラケットショッフノナカ

オノダスポーツ

エバーラケット

バトミントンカ ,フ山E]研 Úチ

目□四■
口■口■
□■目日

目目■■臓
日冒醤四
==□

國肥國コヨ

911

スボーツあいしん

運 動 ■ ■

SSSスリーエス

体育饉ラケットワークスWalWa

スポ~ツシヨンフ′(―ド

ラケット
",,●
■―,a口嗜

ラ″トカ ,ラフロエース1口臨

ラケットシジ″ロエース●疇店

グリーンスポーツ

片岡スポーツ

スボーツショップロツコジ

優
=口
璽口■‐

廼回匹曖■■■
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お問い合わせ下さい。

口蜃Iロユ蒻―

πL∞ 2・ 2●-3,3,FAχ 082 262つ 7`Ю

T[し 083● 1-0〃3 mXo83,4-225`
T[t Ol,る 38-1161F`X01,-637-`170
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く棒〉かぶとやスポーツ

IL07`31櫛 1"AX 075-8‖ -1,,3
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祝 南関東総体2014
バドミントン競技 in千葉
選手の皆様の健闘をお祈りいたします !
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敬愛大学 チパイチパフ
KCIA(UNIヽこt",vThe Best Part of

Your Future

《敬愛グループ各校》

千葉敬愛高等学校 敬愛学園高等学校

千 葉 :敬愛 短 期 大 学  千葉敬愛短期大学附属幼稚園

議千葉敬愛学
千葉市稲毛区穴川1-5-21 Tel:043-284-2211

http:/ /eakuen. u -keiai.ac.jPl

敬愛グループ建学の精神「敬天愛人」

｀
マ
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本店・干嘉鎌夕谷/2号店θ渋谷Ert々棚
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ガツトボックス常殿
(ガットヨリロえの受け

=し
が24■口OK)

鎌ケ谷店のみ

ウェア5槙以上お口い上げて

イニシャル‖籠
サービス

ラケット・シューズお口い上げて

イニシャルネーム サービス

シャツやラタパ彗に

オリジナルデザインフリントも可籠
(お菫騒にお問い含わせください)

F讐市」

ウエア10枚以上お買い上げで

ネームか劇ロ

サービス ラケパ5日以上お買い上げて

チーム名 サービス

ラビット
だけの
サービス

薔燿ラケットお■い上げで

ガット(指定ガット)+張り代
サービス

『饉ケ谷店』『代々木上原店」の店■販売の他、ダイレクトメール・ネット・FAX・外函
も行つております。常に商品知■豊富なスタッフで対応させていただきます。

どんな事でもお気軽にお問い含わせください1:

うじント

Ma‖ :infoOrabbit‐ sp.cOoip里尋菫早
WWWirobbit・ splco1lo『聞

苺́
~く

電

上原3丁目⑪

壁 福奮房美容室ビヒアン

三菱東京 UFJ

代々沐上願駅南

=晨三当
東京メトロ千代田線

葛
対
むすf」原
郵便局

上原堂薬局

田急 o原鑢セフンイレフン ●

代々木上原駅

うビ.・た‐
′
`ト

ミントンショツフ
代々木上原

ラビットリ〔
「
ミントンショップ。代々 ホ上■店

営業時間 AM12時からPM8時まで
月曜定休(曰躍・祝祭日はAM12時～PM6時まで)
TEL:03‐6407‐9290 FA)(:03‐ 6407・9291
〒15'αЮ4東京彗渋谷区上原1・ 35‐7■原サニーハイツ2F

潔燎送ユ_一 "襦電堅

九山 1

夢庵ds

■
●
。

↑
C'厩,容天正

.v )ta,,
lirru^o

ラビツト′(「ミントンシヨップ亭店 〈諫ヶ谷)

営業時間AM9時30分からPM7時まで
日曜定休(祝祭BはPMl時～PM6時まで)
TEL:047‐446‐7210 FAX:047‐ 446‐7209
〒2730103千葉県鎌ケ谷市丸山1‐ 2・7

続きは ラビ

うビィちゃんビットB

.は

コ [|
〒ロ 1

- ′
■ヽ 01

要日
ヽ
‐

シ ャ トル の こ と な ら ラ ビ ッ ト に お 任 せ !!

常時4000ダース在庫!どのお店にも負けない価格をモットーに!
シヤトルは生き物です。季節の持ち越しは致しません。

持ち越しの場含は処分価格でこ提供いたします。

′1ドミントンショッ7

検索
、
て検索|
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世界で勝ち抜きたい。強い相手と戦ぃたい。そしてさらなる高みを目指
していくoそ んな想いが、大きな前進を生み出してきた。

進化は止まらない。挑み続ける限り。新しいツア
ー・ラケツトは、早川選手と共に世界へと立ち向かう。目指すのはただ、頂点だけ。
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CALIBER S TOuR
73」 13,0209  4u5123～ 2711`

LuninasOnic s TOuR
,3サ IB51201  'U5.4U6:19-241b,

LuminaSonic F TOUR
73,Tesllo1  3uS,22‐ 261b=

口回 18月発売 ■体
`格
23.000円 +税 1■口Ш

●曖●嗜は.消費税抜きのメーカー希望小■●略です。

、、、       CALlBER F TOUR‐``
-       73」 T3,o10, 3し ,:24～ 3011`

口国国18月発豪:ホ
“

●椰23.000円 +税 い口颯]

mizuno.,p■ 0120‐(20‐799

ロェコロ 8月発 Jヽ 本体価格 23.000円
+'1[中国製] 口国口10月

't売

本体●格23.000円 +税 〔中国Ш

早川賢― (日本ユニシス)
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『明日は、きっと、できる。

d

曖「
`コ

■

“

‘
■
■
●
■
■
１
、

倒
」

″
‐ ｀

q

「

『



■

■

BADMiNTON
⌒

日

▲ ‐ ロ

□ ‐T口 NE
開発に歳月を費やすこと2年。

ゴーセンの新バドミントンガツト

ついに誕生。

匡卜丁□NE
0.69mm ジ ー・ トー ン ナ イ ン

好評発売中 !

C―TONEガット断面図

芯糸

側糸 4運結糸
ザラツキのある表面にすることで

インパク ト時のシャトルの引掛かりを

良くしている.

芯糸と側糸の密着性を高める

ゴーセン独自の新製法。(絣雌中)

これにより芯糸の反発性をさらに

引き出すことに成功。コーテイング

本体価格¥1′000 十税

Ｃ
Ｃ

※C―TONE5( 2014年 6月末 発売予定

^IIKKE"Group 00SEN。
■式会社ゴーセン 大層本社
〒540‐ 0033 大阪市中央区内灘 i町 3‐ 1‐ 17
TEし 06‐6942‐5871 FAX 06‐ 6942‐0773

00SEN.
lま し
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BS069

ミ ク ロ フ ユ ー シ ヨ ン

McK)『uKN

「
~~¬

ジー・トーン 9

国口 C―TONE9
MADEIN JAPAN

素材・製法 :特殊ナイロンマルチフィラメント、高強カモノフィラメント、

特殊ブレイディング構造、表面特殊樹脂

ゲ ー ジ :0.69mm
長   さ :10m(33FT.)
適正テンション :20～301bs

lカラー ナチュラル
(BS069‐ NA)
イエロー
(B5069-Y)

オレンジ

(BS069‐ OR)

プラック

アッシュプラウン

(BS069-BK)

(BS069‐ AB)

′

多ヽ
るなたのプレ〆は磁 人.r・宏ある
あなたの面の強人に
0でもご網鑽ください. ::レくはホームヘーノヘ www.golan-!p.rp



2015年 4月

設置

本当に使えるグローバルな力

ヽ

Faculty of Global Studies
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世界を知る。

世界で学ぶ。

世界とつながる○
入学直後の海外研修旅行、全員必修の留学、企業の声を反映した実践的

なプログラムで、世界中の人たちとかかわりながら、

国内・海外問わず活躍するための“本当に使えるグ
ローパルな力"を身につけます。世界で働く、世界と働く、世界をもてなす人

になろう。

⊂U⊂ 千葉商科大学
千2,2‐ 3512千秦県市川市口府台 (こうのだい)1‐ 3‐ 1

【お画い合わせ l入学センター Te:047-373‐ ,701 info@cuc.ac.,P (ヽ
Vebサ イト〉www.cuc.ac,P

Chiba University ol Commercs

OPEN CAM_PUS 2014 I Sll <sull . 8/23 (sAD . 9/7 (suN). l0/5 (suN). I l/3 <ttrot'll ' l2l13 (sAr)

子

"不
要/入 退場自由 ]



あなた以上に、
あなたの人生をみつめること。

私たちプルデンシャル生命の「ライフプランナー。」はお客さまとお話がしたいのです。

まずは、ゆっくり、じっくり、お客さまの人生設計について

話し合ってはじめて、最適なプランがご提供できると考えているから。

ひとと同じ人生なんて、ありえません。お客さま、そう、あなただけの生き方に誠心誠意をもって向き合い、

頼れる「あなたのパートナー」になりたい、と考えています。

※「ライフプランナー」はザ・プルデンシヤル・インシュアランス・カンパニー・オブ・アメリカの登録商標です.

プルデンシヤル生命保険
水戸支社 ライフプランナー 山口 真吾

所在地 :茨城県水戸市城南1-1-6サザン水戸ビル6F
TEL:029-222-1312

」ph ttp ://www,prudential.co.

C Pru“n�」
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千葉県高等学校体育連盟バドミントン専門部第 5地区

皆 様 の ご活 躍 を祈 念 します
‐~■

|

|
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千葉県立印格明誠高等学校

千葉県立成田西陵高等学校

千葉県立成田国際高等学校

千葉県立成田北高等学校

千 葉 県 立 八 街 高 等 学 校

千 葉 県 立 佐 倉 高 等 学 校

千葉県立佐倉東高等学校

千葉県立佐倉西高等学校

千葉県立佐倉南高等学校

東 京 学 館 高 等 学 校

千 葉 県 立 下 総 高 等 学 校

千 葉 黎 明 高 等 学 校

千葉県代萩選手の活躍を期待します〃

千葉県スポーツ用品組合
加 盟 店 (28社 )

スポーツショップケーホー

千 葉 ヤ バ ネ ス ポ ー ツ

イ ト ー ス ポ ー ツ
ニ シ ミ ヤ ス ポ ー ツ

サ カ グ チ ス ポ ー ツ

カ ワ サ キ ス ポ ー ツ

ヤ ノ ス ポ ー ツ

水  野  ス ポ ー ツ

ヤ ス ノ ス ポ ー ツ ス カ イ

東 京 レ ジ ャー ス ポ ー ツ

ゴール ドベ アース ポー ツ

わ か し お ス ポ ー ツ

岡 田 ス ポ ー ツ

フ ジ ス ポ ー ツ

カ ノ ン ス ポ ー ツ

小  路  ス ポ ー ツ

千 葉  ス ポ ー ツ

ダ イ ナ ス ポ ー ツ

タ カ ヤ ス ポ ー ツ

サ ン ス ポ ー ツ

望 月 ス ポ ー ツ用 具 販 売

フ ジ シ ロ ス ポ ー ツ

習 志 野 ス ポ ー ツ

ワ イ ル ド ス ポ ー ツ

ほ す み ス ポ ー ツ

宝 晃 堂 ス ポ ー ツ

ヨ シ ノ ス ポ ー ツ

桜 木 商 店



厳選された新鮮な生乳 100%を低温殺菌 (65℃ -30分 )し、搾り

たての風味とコク、栄養を生かしました。〔草原の朝 720ml〕

新鮮ウ率:l上を
=」
ti3から玄』手で訥ヨ‖♪

牛乳 .乳製品を週に 1本から宅配いたします。(大ビン)

みるく屋
入千代宅配センター

電  話
ファックス

受付時間

047(458)()331

047(458)0351
15:00～ 20:00八千代市大和田新田 138-76

可

清涼飲料水の卸し、小売

乳製品の宅配

自動販売機

健康をお届けします。

祝

平成 26年度

全国高等学校総合体育大会

バドミントン競技

選手の皆さんのご健闘を祈ります
゛ 、
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千 葉 県 立 千 葉 高 等 学 校  千葉県立千葉商業高等学校
植 草学 園大学 附属高等学校  千 葉 県 立 千 城 台 高 等 学 校
千 葉 聖 心 高 等 学 校  千 葉 県 立 生 浜 高 等 学 校
千 葉 明 徳 高 等 学 校  千 葉 県 立 泉 高 等 学 校
千 葉 県 立 千 葉 南 高 等 学 校  千 葉 県 立 若 松 高 等 学 校
クラーク記念国際高等学校千葉キ ャンパス
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ご健闘をお祈りいたします
八千代市バドミントン協会

フジシロス
“

ソ
〒 284-0005千葉県四 四街道 :-21-12

TE104 22-5446

WEAVE BACK UP YOUR BEST SHO丁ロ

RACKET SHOPヽⅣEAVE CO"LTD.

有限会社 ラケットショップ・ウィーヴ

¬=292-0057

千葉県本更津市東中央2丁目11番地4号
SHOP  TEL.0438。23・0711
0,FFICE TEL.04“。23・5756

FAX.0438・ 22・0606

Eフ巨ヨRac々θ′sカ

¨
●

〒299-4392 千葉県長生郡一宮町一宮 10000番 地
下EL:0475-42-4520(代 ) 0120-46-6411
FAX:0475-42-6530  http://wm″ .seaside―otsuka.com/

舎―富ンー%財―ツカ

南関東インター八イ in千葉

ヽ

あ関息インターハイれた滋、にます′′



銚子名物ぬれ煎餅
株盗カイシガミ
0120-70… 1359
千葉県銚子市高神東町9658-1

(本 店)〒 298-0004 千葉県いすみ市大原 8613

TEL: 0470-62-0541  FAX :0470-62-0596

(茂原店)〒 297-0029 千葉県茂原市高師 29卜 1

TEL:0475-24-3098  FAX:0475-24-4433

体育器具一式・スポーツ服装・遊園地施設一式

本  社 〒288-0056千 葉県銚子市新生町2‐ 10‐ l TEL 0479(22)0095
東京支社 〒103‐0014東京都中央区日本格蛎投町1‐ 23‐8 TEL03(3663)3171

支  店 札幌、仙合、新潟、静岡、大阪
営 業 所 名古屋、金沢、広島.福岡

ヤマサ醤油株式会社 WWW.yamaSaCOm

ヤマサ

Eゲ
・
7bょうゆ

愈10WULttHLШICCLUB
ヨ`ロ ′    シ」

`fl/tr′
′夕'′フ′■1,'‖ ,,●・・■|:t:■ 0.:,[

″／

/

〓
Ｃ
雪
目

で城ン
千葉 市 花 見川区 幕張 EI
5-417-356-102
日,043(274)8333

Brr Brr $lcp

0

シャ トルコック専門店 MaC

有限会社マテリアルクルー

東京都江戸川区東葛西 2-3-18柴ビル 2F

TEL  03-3687-66()0  / FAX  03-3687-6601
wη円v.materlal― crew.com/

ロ祝
平成 26年度全国高等 合

校
総
学
校
等
学
高

体育大会
バドミントン選手権大会

Material
Crew

高松宮杯第 65 全 国
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有限会社 小路スポーツ
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祝 平成 26年度全国高等学校総合体育大会
バ ドミントン競技大会
参加選手全員のご健闘をお祈 りします。

千葉県選手の皆さん頑張ってください。

PEAK SPORTS
住所 千葉市中央区松波 2-4-18

TEL 043-253-1103

g

∫

BADMIN丁ON SHOP

」「
~sPotts

駐 )PROMOnON
。ご罵vFOUND嘔 :ON

スポーツの力で日本に元気を !

公益財団法人千葉市スポーツ振興財団

(公財)千葉市スポーツ振興財団は、「違めく青春 南関東総体 2014」 を応援しています !

`^へ
ar
■●

`l,デ「

祝 平成26年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技開催

頑張れ :全国の高校生  頑張れ !千葉県選手

千葉県立薬園台高等学校

千葉県立船橋古和釜高等学校

日本大学習志野 高等学校

千葉県立船橋東高等学校

東  葉  高 等  学  校

千 葉 県 立 白 井 高 等 学 校

千葉日本大学第一高等学校

船 橋 市 立 船 橋 高 等 学 校

千葉県立船橋法典高等学校

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校

千葉県高体連バドミントン専門部第9地区

田

`

ス
SPOR〒S

EN」OY
|

,
ロ

東 京 学 館 船 橋 高 等 学 校

千葉県立船橋豊富高等学校

千 葉 県 立 船 橋 高 等 学 校

千葉県立船橋啓明高等学校

千葉県立鎌 ヶ谷高等学校



G&K
全国高等学校総合体育大会
バドミントン競技大会

変革と飛躍

進化を求め続ける
Creatlon&Communication

一亀
鶴
，
　

　

■

有限会社フ気 夕[ネ土匡口扁」
〒260-0021 千葉市中央区新宿 1丁目 25番 22号
TEL 043(242)0064
FAX 043(244)81]2
E―

「
la‖ :kyObunsha@nifty.001n
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メイン会場 :千葉ポー トアリーナ

コ巳整憂n贅鵬出h
私達G&Kス ポーツは夢と理想のチームに近付けるために一緒に考え、共に成長 していきます。
「チームを強 くしたい」、「こんなことをやりたい」、「人手が足 りない」、「もっと盛 り上げたい」と

願 うチームは非常に多いです。

そこで私達G&Kス ポーツは少 しでも皆様のお役に立つアイディアをご提供いたします。
きっとそこには未だかつてない新 しいチームが誕生 します。

株式会社 G&Kス ポーツ
担当者 福 嶋 翔 平

TEL 090-9114-2940
s.hkushima@gandk‐ goup.com
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VEmヨLE曹
BADMINTON PRO・ SHOP Ior F:NE WINNERS.

西船橋駅

● 学芸大 学駅

武蔵野線

=至

新松戸

北 ロ
船 橋西

1
京 ‐

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

，

２
山
〓

０
〇
一
〇

至新宿 東京芸術劇場● ビック
カメラ

池袋西ロ

公口

0
0

裕武線
111:

東西線

東棄高速線

:111:

本田急線

11111:11
至津田沼

至岩ホ町

東 ロ

●八 百屋

リエール藤沢

ルミネ

カラオケ
歌広4｀D

Esola
池袋

南 ロ

B
●摩生
文化センター

鷹生区

緯合庁舎    ^
o リバーク||つ

ず箕
彙行

. 西 ロ

東武百貨店

トラベル

04ヽ 日急OX

1111
至渋谷

西武
A館
●

●
QFRONI

ビック
カメラ
●

三井住友
●銀行

すばる書店

三菱東京
UFJ銀行

葉
線

□ ロ
りそな

本屋  銀行

KALD:

ハチ公

丼の頭燎

ンヨイナ

至藤沢

渋谷
ヒカリエ

11

北 9出 ロ

ズ

宮益坂下

inHi國日■団ロコ■■_レ ンタリース

lKEBUKUR0

047‐ 404… 4949  03-3716‐ 2626  03‐ 3409… 6622  03‐ 5952‐ 7070

●駐輸場   ●コーヒー

GAKUDAl

船橋市印内町 564‐ 1

弔5島 田ビル 3F〒 273‐ 0025
Fax.047‐ 404‐ 4020

渋谷区渋谷 1‐ 14‐ 14

植村会館ビル3F〒 150-0002
Fax 03-3498-2829

豊島区西池袋 1-14-31Nビ ル3F
〒171‐ 0021

Fax.03‐ 5952‐ 6677

1:11
至平塚

1111
至横浜

橋

‥

　

一ヌ
行

１

１

　

０

醸

謳

１

　

■

哺

”

１

　

菱

「

昭
和
通
り

至
１
〇
三
ｕ

至
お苺の水

=フ
ックタヮーo

至神田
= 
神田川

団 ファミ1′―
●マート

FU」 ISAWA

0466‐ 26… 7272
藤沢市南藤沢 21‐ 6

サンプラザ藤沢ビル7F〒 251‐ 0055
Fax 0466‐ 26‐ 7559

鳥屋。地下衝モリL

日目■

ヨトハン
カメラ
●
昭和通り日

1黄 ベ イ

ラトン
テル&

横浜銀行 南ロ
ロータ1,一

lF Eヨ
マクトナルト

藤沢●
O PA

小田急
百貨店

ヨドバン
カメラ

鶴屋町

郵硬局

●十二神社

0   ●
ファミリー

‐t,_
マート ・■●

三井住友

`κ
銀行

タワース 0

/
0´フ 西 ロ

江

ノ
電

ァ
ミ
リ
ー
通
り

至東京

AKIHABARA

03¨ 3258¨ 2626
YOKOHAMA SHINYURI

045¨ 317¨ 5959  044¨ 965‐ 4411
千代田区神田佐久間町 1‐ 21

山博ビル5F〒 101-0025
Fax.03-3258‐ 2255

横浜市西区北■1-2-10
アスカ2ビル3F〒 220-0004
Fax 045‐ 317‐ 5958

薇バドミントンプロショップウエンブレー
Open 10:00～ 20:00日・祝～ 18:00定 休 :月 曜/月 曜と重なる祝日 (学大本店のみ日曜・毎月第 1月曜定休 )

波
谷
駅

秋葉原 駅

日本′ヾドミントン

専門店会加盟店

WWWE bps‐ VV《 ey .゛

'

至自由ヶ丘

トトール
コーヒー

南 ロ

目黒区鷹番 3‐ 3‐ 4

SUGITA BLDG 3F T152‐ 0004
Fax 03‐ 3719‐ 3377

NiSH:FUNA SHIBUYA

至口掟町
=

=丼
C黒北口子見雀F

器・歴 目 回
:1躙
至新宿

.´
´アートセンター

1 11

1

川崎市麻生区万福寺 1-12-1

クロスアベニュー」・5F〒 215-0004
Fax 044‐ 965-4224

藤沢駅
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どんな状況でも日のない政摯を続けるモハマト・アッサンと、守備から攻撃への切り,えが餞いヘントラ・セティアワン.

イントネシアの英雄ヘアは、スヒートを■器とした超攻撃型ダブルスで、6タイトルを劇し世界の頂点へと豊りつめた。

それても彼らは、さらなる決定力を求め「ナノレイ900」 とともに銚戦を続ける。

ナノメトリックを採用し、上部と下郎は用性を■く、中間部は広くシェイブした新●遣フレームを搭■.

シャトルを押さえ込み、相手の足元へ素早く沈む、決定力の高い観角スマッシュを口き込む。

mORE:NFORMAT:ON
ソonex.co.,p
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ナノレイ900/¥25,000+税 /曰ホ襲| *3WF世 界ランキング1位 [2014年 5月 8日壇コ
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ジャフトしなつ力10%UP
シャフトは rナ′ フオーテイフアイ1材を使用し、

強口な●澪力を発日、しっかり■ばす反発性僣を

引き出し、
二:III●しなりから■早い瞑りで閃光スピ

ードを実現 !
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スラスターK9o00/¥22,000+税 /台湾製
www.victorsport.com
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DAIWAのカー ¬

「
′ クノロジー

決定率120%スパインレス 超真円スリムシャフト誕生。

スーパーフアインスリムトルク パーフェクトリング

[

複数の素材を最適に組み合わせることで、従来比6%
スリムなシャフトでありながら、わじれ剛性14%アップ !

] [

DAIWAのカーボンテクノロジーが可能にした「超高品位
シャフト」。断面を真円にする技術で、インパクト時のブレ
をなくし、織細なタツチによるコントロール性を発揮
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国際武道大学
材更◆武道学科 《自由に選

べる 6コース》

子事 (武道専修コース、武道教育コ
ース、武道国際普及コース、武道健康福祉コース、武道経営コ

ース、安全社会コース)

葺:◆体育学科 《自由に選べる 8コ
ース》

Friゝ  (アスリートコース、コーチング科学コース、スホ
.―

ツマネデメントコース、スホ
.―

ットレーナー1-ス、健康科学コース、スポーッ教育コ
ース、スホ
・―ツ情報コース、スホ

・―ツボランテイアコース)

*-J>+\, >,,r57. 8,/30 <+.> 9/27〈土)10/25〈土)11:00～ 15:00 祠目育t月レ糸旬巧`憂署

お問い合わせ先 入 言式:フ リー ダ イヤ ル :0120-654-210 n-center@budo-u. ac. jP

国際武道大学は  、、
建めく青春南関東総体20m、

を応援しています
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平成26年度

全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会
高松宮記念杯第65回

全国高等学校バドミントン選手権大会

中央学院大学は、熱い思いで

頑張 る皆 さんを應援 します′′
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事前予約
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● ●
● 10:OO-14:OO

夕‐卜!!
スクール
バスで
ラクラク!

中央 院大 ●商学総合コース ●経営コース ●口環ビジネスコース  0会 計コース
●経済コース   0■ ■コース ●スボーツキヤリアコース

i27o-t re6 rllt*riia-:4s1 (^EE l)rEt:0.-7ra3-5si5 OJR ll.!lEl.!I rFoftttslliip*f;J1go.pl; ;;a12-rrflrp, ar'l6jull (700● )

2014
オープンキャンバス
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●コ法ヨース       ●行取コース      0理代社会と法コース
●スポーツシステムコース 0ビジネスキヤリアコース

法学部

蘭学部

中央 学 院 高 等学校
〒270-1131 千葉県我孫子市都部765
TEL:04-7188-1101 FAX:04-7188-4084

〒136-0071 東京都
'工

東区亀戸7-65-12
TEL:03-5836-7020 FAX:03-5836-7025
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日本工学院
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プロ育成に適した理想的な学習環境

レジ賦譲 函
ボウリング場

―
―

「

11

い ■■■
テニスコート

■■

メディカルフィットネスセンター  プール&総合グラウンド

セントラルスボーツと教育提携。oみ薔雷隷ぬュ
業界のリアルが学習できる1  踊話需テ謁評ヨ

横浜F・マリノスと提携 !

最先端のサッカーを学べる!磯菫懲
月■n曖
昌壺轟
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スポーツトレーナー科三年制 スポーツトレーナー科 [2年制]
アスレティックトレーナー+パーソナルトレーナーコース アスレティックトレーナー/パーソナルトレーナーコース

スポーツ健康学科三年制
スポーツコーチング+スポーツインストラクター′

スポーツビジネス∃―ス

スポーツ健康学科 [2年制]
スポーツコーチング スポーツインストラクター

スポーツビジネス′サッカー(男・女)′ /テニスコース

アリーナ

ゼビオ株式会社と産学連携。

生きたノウハウを習得できる!

Yictorio

ロオープンキャンバス十体験入学開催中
:

`

120 ヽ

¬ 」

輔

本工学院八王子専
〒192‐ 0983東京都八王子市片倉町1404‐ 1
目目0120‐ 444‐フ00(入学相談室)
●URL http://wwW.neec.ac.,p/
姉妹校 :日本工学院■円学校ノ日本工学院北海道専門学校/東京工iヽ大学lT月レップ

11 ll E=コ
′

■■■ロ ロ■

、
日‐ロ工学院ス
門学校
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私たちは、燿めく青春南関東総体2014を応援しています。
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夢 をえが く、は ぐくむ、かなえる。

学校スポーツの充実0発展をサポートしています。

著名人による講演会や
スポ…ツクリニックを
開催しています。

ラモス瑠偉氏

全国で約50か所、40,000名以上の
子どもたちが参加しています0(2012年度抜絆)

岡山・香川サッカー親善大会   鳥取ダッシュエ

ブランテイングマ拿―ジャー

柳本晶~氏
ブDランニングコーチ

金 哲彦氏

忠文堂カップ(サッカー) フォレストカップ(バスケット)

暢

●

9

菅公学生服株式会社
〒700-0024岡山県岡山市北区駅元町 15番 1号岡山リットシティビル5F
TEL 086(898)2500 FAX 086(898)2510

く南 関 東 販 売 拠 点 )

山梨菅公学生服株式会社  日本メンモウ株式会社 本社 日本メンモウ株式会社 横浜営業所
〒409‐3845

山梨県中央市流通団地 2-7‐ 4
,Eせ 055(273)6868 FAX 055(273)6867
2014年 3月 1日より菅公学生田株式会社山梨言業所は社名変更いたしました.

〒i03‐ 0004
東京都中央区東日本橋 2-2‐ 5

,=[03(3864,7000 FAx 00(3851)4631

〒220-ooo4
神奈川県横浜市西区北幸2‐ 9‐30 横浜西口加藤ビル3階
itt 045(317)7822 1Ax045(322)7301

睦 学王顧¬国 :ht_//kank。 _gakuseifukLc。 .jp/
菅 公 学 生 服 株 式 会 社  お 客 様 相 談 室  フリーコール 0120‐ 712983 9100‐ 7:30■・日・祝日除く「尾崎商事株式会社」は .「 菅公学生腋株式会社」̂社 名変更いたしました .

。※携帯電話.PHSか らもご利用いただけます。
カンコー,生 殷(`.学 校のスボープ活動 芸術文化活動を■■しています.

カンコー学生服
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キレイをオトコヘ。F
oX胤は高校生アスリートを応援 してい

販売名:ロート案用C洗顔A

ます。

医薬部外品

シリーズも

籠贅発売中::
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お1,´l♂詢彙
娼めく青春 南関東総体2014

平成26年度全国高等学校総合体育大
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インターハイ・オフィシャルフォトサービス

慢めく田間をプロが撮影
″
Ｆ
●

プロのカメラマンが理地で目動の口間を撮影し、各種競技●mのチームや選手に―生の日念となる商品をお届けします。
「―日の出来事を永通の思い出に。"』私たちの薔本で■

lhttp://www.pa
ヽヽ |ヽ

ndp‐h.COm/】

●

T435-0038静 岡県浜松市南区三和町 252‐2回 053‐4“‐5110回 053‐ 463‐ 0201 日 InЮpandPh.com
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「Fun to Share」 。

それは、最新の知恵をみんなで楽しくシェアしながら、

低炭素社会をつくっていこうよ!と いう合言葉。

目標に向けてガマンしながら必死に頑張るのではなく、

毎日を楽しく暮らしながら、

低炭素社会を作ろうという発想です。

Fun to Share

◆ 環境省

豊かな低炭素社会の実現を目指す

気候変動キヤンペーン「Fun to Share」

心 が 動 けば世 界 が 変 わる

私たちは電気やガソリンなどのエネルギーを使用することで

便利な生活をしています。

しかし、私たちの生活は大量の C02を 排 出し、

地球温暖化を引き起こしています。

豪雨や猛暑、熱中症などにより、近い将来にはスポーツを

楽 しむことができなくなるかもしれません。

みなさん一人ひとりの環境に対する思いやりが地球温暖化を防止 し、

快適にスポーツを楽 しめる社会づ くりにつながります。

スポーツを愛するように、地球 を愛 したい。「 Fun to Share」

検 索



わたしのナビ マイナビ

マイナビ
マイナビイメージキャラクター

プロポクサー 村田菫太選手

インター′ヽイ 2002年 ライトミド″晨●●

2003年 ミドル晨●●

出慧.:`ド
ンオリンピックミド″晨炒グリスト

●

マイナじ二1-7

興世界遺産検定

高 校 生の学 びたい 、就 きたいをつ くる。 ′V�マイナビ進学 とは じめよう。

A^′ マ イナ じ る■7=  `へ
^/マ
イナ ヒ ロ暉瀬菫嗜  `へ

^′

マイナ に ■貫■  ^^′ マイナ に 進宇  ^^/マ イナ ビ スタ .フ  ″ マ イナ ビ ステユーデント

A^′マイナE ・     ″ マイナヒ昼
"●
    い́′マイナこ貢員     ^^′マイナビウエテ́ンク     ″ マイナじウーマン
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マイナビはインターハ イを応援 しています。
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ジェイティービーは、

インターハイを応援しています。
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⑦全国高体運公式 インターハイ応援サイト
www.inter‐ high‐ school.tv

大会に向けてがんばる選手に
み ん な で 応 援 メ ッセ ー ジ を 贈 ろ う !

メッセージと画像をアップロードすると、あなただけのオリジ
ナル応機ムービーを、作成できます。

インターハイの熱戦をネットで中継 !
選手の雄姿をみんなで応援しよう!
インターハィ全競技の試合を映像と文字情報 (競技速報)
で、お届けします。※一部配信できない拭合があります。

“
11さ、llN TIE R… H:GIH SCH010L   l_… ._“、′
●
l ATHLET:C MEET:NG 2014‐‐rr‐1…リ

インハイ
ロTVI緞1:器

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

●品に口
…
間tヽ合わせ:大量曇姜お●●●崚菫́ J日0“0国 7“ 捕

“

ノ′Ц艤
“
国彙r“″
"″


